


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次





序／甲　過去／冬の少女／永遠の雪

序／乙　現在／追う者達

壱　結界

弐　白霧

参　燐光

四　侵攻

伍　幽鬼

挿話　過去／幽かなる男と、静かなる少女

六　刻限

七　冬寂

終／甲　無明の果て／流れ出す時

終／乙　或いは、いつかどこかの話

あとがき









[image: エスケヱプ・スピヰド 六]







　　　序／甲 ─ 過去／冬の少女／永遠の雪







　あの日、届かない地平線の彼方かなたで、九く曜ようは光を見た。




　　　　[image: くぎり]




　九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜ようは、八や洲しま軍最強の兵器《鬼き虫ちゆう》の九機目の個体である。

　全九機造られた中での最後の虫は、他の八機より僅わずかに間を開けて生み出された。虫の適合者たる少年を発見・保護し、瀕ひん死しだった彼の体を治すと同時に直したのだ。

　一番の新人である九曜は頑がん固ことも言えるひたむきさで訓練と任務に従事し続けたが、そんな彼のことを何かと気にかける相手がいた。

　八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎである。

　柊はどこか雪を思わせる涼しげな少女だった。きめ細やかで色素の薄い長髪と、夕日のような山やま吹ぶき色の瞳ひとみ。睫まつ毛げが長く、穏おだやかな目はまどろむように伏ふせがちでいる。細首に巻いたマフラーは季節問わずに揺ゆれ、それが彼女のトレードマークとも言えた。

　しかしそんな静かな印象を持たせる外見の反面、柊ひいらぎの性格は明るく天てん真しん爛らん漫まん、人ひと懐なつっこく暢気のんきで、表裏の無いわかりやすさがあった。

　一方で九く曜ようは、最初から最後まで彼女のことを不ふ可か思し議ぎな少女だと認識していた。

　言い方を変えれば「変な奴」とも思っていた。それ程ほどにはよくわからない相手だったし、とにかく自分とはあらゆる面において真ま逆ぎやくで、怖こわいものなしな奴だという認識があった。

　柊についての記憶を探さぐる時、九曜はいつも彼女の笑顔から思い出す。




　最初のうちは、こんなこともあった。

「どーん!!」

　いきなり後ろから両手で押されて、九曜の上体が大きく傾く。

　が、九曜は起き上がりこぼしのようにむっくり体勢を戻して無言。

「あれ？　びっくりしない」

「……反応は探たん知ちできていた。驚く理由が無い」

　事務的な淡々とした口調で返す。暇ひまな時、柊がこのような奇き行こう（少なくとも九曜から見れば）に走ることはわかっていた。まったくもって意味が無いのにどうしてこうするのか理解に苦しむが、どうあれ相手をするつもりは無い。

「なにしてたの？」

　ひょこっ、と柊が前に回った。

　長い髪が動きに合わせて残像のように揺れた。色素の薄い彼女の髪は、照明を受けてほんのり金色に光って見えた。

　何というのでもないが、蜂はちを見ていた。今はおおかたの整備を終えて出しゆつ撃げきを待つばかりであり、九曜はいつそうなってもいいように機体の前で待機していたのだ。

　が、それを答える義理は無いので黙だまっていた。

　柊は例の山やま吹ぶき色の瞳ひとみで、九曜の赤眼を覗のぞき込む。九曜は目を逸そらす。視界を塞ふさがれて甚はなはだ迷惑である、という心の内が仏ぶつ頂ちよう面づらにありありと出ている。

「んむー。またその顔だよー。そういうの良くないと思うな！　笑顔笑顔！」

「やめろ」

　顔をほぐそうと柊の手が伸びて、九曜がしゅっとそれを払う。

「おっ、やるねー。じゃあもうちょっと速くいくよっ」

「やめろと言っている」

　しゅしゅしゅしゅしゅしゅ。

　しばらく手と手の攻こう防ぼうが繰り広げられるのを、周囲の整備士がなんだなんだと見ている。

　やがて柊が諦あきらめる形で終わったが、彼女は何が楽しいのか「えへへ」と笑い、九曜の隣となりにすとんと座った。九く曜ようはやはり仏ぶつ頂ちよう面づら、柊ひいらぎは脚をぷらぷらさせながらにこにこしている。

「蜂はちね、どう？」

「質問の意味がわからぬ」

「ほら、こういうのって他に無いじゃない？　自分に半身がいてさ、繋つながってるっていうの。こう、なんかヘンな感じとかしない？　私は最初そうだったんだ」

　正直なところ、柊の言う通りだった。「そうなる為ため」に機械化処理を受けたとはいえ、九曜も元は人間。この五体の他に繋がる何かがあるという事実は、わかってはいても脳のどこかが妙みような感触を訴うつたえる。

　いずれ慣れる、と言ったのは誰だったか。それが理想の兵器になるということだろうか。

　蜂を見ていたのはそういう部分もあった。これが自分なのだと、まずは目でわからせるつもりでいたからだ。

　ちらと目だけで横を見ると、柊は顔ごとこちらを向いて九曜をじっと見ている。

「何かわかんないこととかあったら……ってのもちょっと変だけどさ。でも、君の為なら一ひと肌はだも二肌も脱いじゃうよ！　なにしろ先せん輩ぱいなわけだしね！」

　えへん、と柊は薄い胸を逸らした。二肌も脱げるかとは思っても言わない。

　薄々気付いてはいたのだが、この相手はどんな皮肉や指摘を言っても笑うし、邪じや険けんにしても懲こりずに笑う。何を言ってもやっても無駄だとわかって、では無視してやろうと決めても、それはそれで嬉うれしそうに寄り添っては語りかけてくる。

　柊は九曜とさして変わらぬ外見年齢（柊はあくまで自分のことを「一つだけお姉さん」と主張していたが）で、並ぶと姉弟のようにも見えた。

「……余よ計けいな世話だ。小しよう生せいには小生のやり方がある。君に頼るまでもない」

「お。素す直なおじゃありませんなー。うい奴うい奴」

「うるさい」

　きししと笑う柊から視線を逸そらす。見み透すかされているようで気に入らない。素直になれない自分を指摘されるようで、このことを誰かに相談したことはない。




　或あるいは、彼女の姿が見えない時もある。

　柊の奴がいるのではと思い、少し身構えてドックに入ると、竜胆りんどうが立っていたことがある。柊の姿は無い。竜胆はドックの只ただ中なかに立ち、己おのれの《蜻蛉とんぼ》の整備を見守っている。九曜は周しゆう到とうに辺あたりを見回し、彼の隣となりに立った。

　戦局が進みつつあるこの頃では、九機いる鬼き虫ちゆうの全員が同じ場所にいることはあまり無かった。状況を考えれば当然のことだが、肩透かしのような感覚を覚えた。

「九曜か」

　こちらを見もせず呟つぶやく竜胆に、九曜はまずこう問う。

「……柊ひいらぎはいないのか？」

「別所で待機中だ。気になるか」

　何の気なしに聞いて「しまった」と思った。

　ほんの少しでも、彼女がいないことが気になるなどと。

「……違う。そういうわけではない」

「そうか」

　竜胆りんどうはそれ以上特に何も言わなかったが、かえってどうも居い心ごこ地ちが悪い気がした。追求でもされればまだしも弁解の余地があったろうに、まるで自分が柊を気にしていることが公然のものとなった気がする。

　結局その日ドックに柊は現れず、九く曜ようは珍しく静かな時間を過ごした。

　視界のどこかにあのマフラーのはためきを探さがしていることに、自覚はなかった。




　そして、或あるいは。

　当然のように続いた実戦の中、蜉蝣かげろうに抱かれた柊の言葉を覚えてもいる。

『なぜ、笑う』

　最初にそう切り出したのは九曜だった。

　戦いの後に広がるものは、虚うつろな地じ獄ごくだった。いつもそうだ。黒こく煙えんの立ち上る荒野に散らばるのは、相戦った両陣営の残ざん骸がい。鉄てつ屑くずとなった兵器達と力尽つきた人間達だ。回収班の動きをじっとサーチしながら、九曜は曇どん天てんの中にある白い光を見上げた。

　黒煙のけぶる戦場にあって、不自然なものがいくつか存在する。それは重く垂れこめた雲の下でもさんざめく光であり、地上に残る「痕こん跡せき」であったりした。

　主要な攻こう撃げき目標、及および敵方の主力兵器が、全て巨大な氷ひよう柱ちゆうになっているのだ。

　周囲の気温は低い。これこそ、他ならぬ無む明みようの柊が戦ったという痕跡だった。

『──え？』

　数コンマ秒の開きがあって、相手からの応答があった。

　八番式《蜉蝣》の機体は、他の同型機と比べて一回り小さい。全体で見れば中型に分類される九曜の《蜂はち》は全長六メートル──後部の稼か動どう肢しを加えれば九メートル──なのに対して、蜉蝣はせいぜい四メートルといったところだ。

　飛び方も蜂や蜻蛉とんぼとは違い、曲線的な軌き道どうを描いて踊るように飛ぶ。反はん重じゆう翅しが滑すべる空間には粉雪のような光が散り、その様さまはどこか儚はかなげで美しくさえあった。

　その蜉蝣が空中でぴたりと止まり、山やま吹ぶき色の複眼で不ふ思し議ぎそうにこちらを見下ろす。

　九曜は念を押すように繰り返した。

『君は、なぜ、今もそうして笑っていられる』

　不ふ可か解かいなのだ。戦いが終わった後、立ち上る煙けむりと荒れた戦せん域いきを俯ふ瞰かんし、柊は真っ先に自軍の安否を確認した。それこそ整備班や衛えい生せい兵へいよりも早くだ。

　そうして無事な相手には良かったと笑い、そうでなかった相手にも──やはり、笑った。

　九く曜ようにはその意味がわからなかった。仲間を失い、悲しみ怒りこそすれ、喜ぶことなど一つとして無いのではないか。無む論ろん、自分は兵器である以上そのような「感情」のぶれは無いのだが、そう思わずにはおれなかった。

『あ……これ？　なんだろ、なんて言うのかな』

　柊ひいらぎはほんの少し返答に迷い、

『せめて、笑ってようかなってさ』

『意味不明である』

『うん、私もあんまり……何の為ためにとか、どうしてとか、そういうの説明できないけど』

　また少し、間。当然今この時も、幾つかの仲間を失った直後のことだ。眉まゆをハの字にして困ったように笑う柊が、今は顔は見えないが、ありありと想像できる。

『泣くよりはいいと思うんだ。私が勝手にそう思ってるだけだけどさ。死んじゃったみんなを笑って見送って、私は心配いらないぞ、後は任まかせて、って笑った方がいいと思って』

『……それは、ただの自己満足だ』

『うん──』

　柊は否定しなかった。百も承知なのだろう。

『でも、それしかないから』

　帰き投とう命令が下るまでの数分。

　硝しよう煙えんと粉雪が混在する戦いくさの跡あと地ちで、蜉蝣かげろうはその複眼を空へと向けた。重い曇どん天てんを見上げるその虫は、雲の切れ間から光が差し込むのをじっと待っているようにも見えた。




　果たして──最初から最後までどこか底知れず、底抜けに明るい少女のことを、九曜はどこまで理解できていただろうか。彼女に対する九曜の感情は、本人でさえ説明しきれない不ふ透とう明めいなものだった。

　ただ、嫌きらいではなかった。

　少なくとも。
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　そして彼らが「戦う為の兵器」である以上、二人にもまた必然の別れが訪れる。

　昭和八十一年初頭の、凍こごえるような冬のことだ。

　極東の島国《八や洲しま》が繰り広げる戦争の終しゆう盤ばん。もはや泥沼となりつつあった争いにおいて、敵国の《帝てい國こく》はある切り札を出した。

　新型熱ねつ核かく爆ばく弾だんである。何もかもをひっくり返す、最後の手段だった。

　これが本国で爆発すれば、八や洲しまの全ぜん域いきに渡り甚じん大だいな破は壊かいと深刻な汚染が撒まき散らされただろう。帝てい國こくは火で全てに決着を付ける為、八洲軍の最高戦力を海域に引き付け、ステルス爆ばく撃げき機で本土に投下するという作戦を組んだ。

　最高戦力とは即ち、虫型の自律兵器《鬼き虫ちゆう》だ。彼らはその時点で蜻蛉とんぼ・蜉蝣かげろう・蜂はちの三機しか現存しておらず、それでいてなお帝國機き甲こう兵へい団だんを圧倒した。件くだんの爆撃作戦は敵側にとっても一種の博打ばくちであり、そうする他に手が無いまでに追い詰められたことの証しよう左さでもあった。

　結果として八洲側は後ご手てに回り、爆撃を未み然ぜんに阻そ止しすることができなかった。

　ぎりぎりで予測された投下地点に間に合うのはただ一機ひとりの少女のみ。

　それが、柊ひいらぎだった。

　そして柊はただ一人、物理的に爆発を押し留とどめられる可能性を持つ少女だった。彼女は、そのような能力を持っていた。

　いつもの、怖こわいものなど何もないと言った口調で。

『大丈夫だよ。私が止めるからさ』

　その言葉を聞いた時に九曜の心中で渦うず巻まいた感情は、一ひと言ことでは説明できない。

　ただ、聞いた瞬しゆん間かんに機体からだが動いていた。視界に入る敵を全て叩たたき落とし、自分でも知らぬまま、柊のいる北へ進路を取ったのだ。

　邪じや魔まなものは全て撃げき墜ついした。動く動かないに関わらず進路上に存在するあらゆるものを砕くだいて振ふり切り、海と陸を幾つも跨またいだ時、煤すすけた地平線の向こうによく知る反応を感知した。

『──柊!!』

　九曜の叫びは届いたのだろう。ノイズまみれの回線が僅わずかに開き、たった一秒だけ彼女の声と息いき遣づかいが届いた。それが最後だった。




　その時も、柊は困ったように微わ笑らった。

　声にほんの少し、泣きそうな揺ゆらぎを乗せて。




　九曜の視界で二種類の光がほぼ同時に爆はぜた。

　爆発の光と、刹せつ那なの後にそれを覆おおい尽つくす柊の「力」の光だ。

　引き延ばされたような感覚の中、光に比して遅すぎるようにも思えるタイミングで、空に巨大な亀き裂れつが走るような音が轟とどろいた。それから更さらに遅れて、極低温の冷気を伴ともなう豪ごう風ふうが吹いた。

　周囲の気温が一瞬で氷点下になり、風に晒さらされた蜂の装そう甲こうにびっしり霜しもが奔ほとばしった。何十キロも離れた上でこれなら中心部はどうなっているのか想像も及ばない。いや、それよりも。

　──届かなかった。

　最初に、そう思った。

　間に合ったところで何ができるのか、などとも考えられなかった。あるのは事実のみ。この翅はねも手も、遥はるか向こうで弾はじけた激げき烈れつな光に届くことは無かった。一つとして。この事実は、後に至るまで九く曜ようを自覚なしに苦しめることとなる。




　そして、都市は永遠の冬となった。

　八や洲しま北部に位置する防ぼう衛えい都市《落地おろち》は、彼女が作った氷の世界となって全てを静止させ、二十年に渡り終わりのない雪を降らせている。
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「私が死んだら、君は悲しむ？」

　戦争末期のある冬の夜、柊ひいらぎにそう問われたことを覚えている。

　仲間が次々と消えていく激戦を経た九曜は、その問いに答える言葉を持たなかった。柊は、言葉に詰まる九曜の赤眼を覗のぞき込む。

「もしそうなってもさ。できれば、さ。笑ってほしいんだよね」

「──」

　彼女もまた、仲間を失う痛みを抱かかえていただろうに。

「だめかな？」

　そう言って柊は、少し弱気な笑顔を見せた。

　あれは雪の降り積もる、真っ白な夜だった。







　　　序／乙 ─ 現在／追う者達







　昭和一〇一年十月二十日午後、帝てい都と登と坂さか研けん究きゆう所じよにおいて「追つい跡せき隊」が組まれた。

　この時点で、状況はこちら側の逆境にある。帝都中心部から東部にかけての戦せん闘とうが終わってまだほんの僅わずかだったが、つい先刻までは事態が激変していた。

　事の起こりは、数時間前に開かれた帝都中央管理局での会議にある。

　この会議は、特トク四ヨン〇マル四ヨン旅りよ団だん、通称《黒くろ塚づか部ぶ隊たい》への対処に関するものだった。鬼き虫ちゆうに匹ひつ敵てきする「特とつ機き」をはじめとした《甲こう虫ちゆう》を保有する彼らは、もはや今の八や洲しま全体にとっての最大の脅きよう威いに他ならない。そこで、戦力の中心たる鬼虫の頭脳と言える弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえを代表として会議を開いたのだ。

　しかしそこで、鬼虫側にとっては想定外のことが起こった。

　敵は中央の重じゆう鎮ちんに深く食い込んでいた。列席した要人達の実に過半数が、二十年前の戦争を継続せんとする徹底抗戦派──いわば「黒塚派」だったのだ。

　そして特機二号丸《金亀コガネ》の烏え帽ぼ子しこそ重鎮のうちの一人、島しま田だ宗そう吾ごその人だった。

　この男の奇き襲しゆうにより巴ともえは行動不能に陥おちいり、事態は急変する。敵部隊に対しこちら側が後ご手てに回り、激しい戦せん闘とうの果てに彼らを取り逃すこととなったのだ。半身たる鬼き虫ちゆうの《蜂はち》と再会した九番式・九く曜ようを先頭に、参さん番式・剣けん菱びしおよび四番式・井い筒づつが追つい跡せきに出たが、彼らをして苦戦を強しいる相手が敵側には存在した。

　現れた最後の甲こう虫ちゆう、特とつ機き五号丸《鍬クワ形ガタ》。

　そして何らかの形で敵の制せい御ぎよ下に置かれた、鬼虫壱いち番式《蜻蛉とんぼ》である。

　彼らを伴ともない海中から浮上した移動要よう塞さい《神しん鯨げい》は、結果として特機四号丸・日ひ足あしの特とつ攻こう術じゆつ《空間転移ジヨウント》を用いて帝てい都とを離脱した。逃してしまったのだ。

　飛んだ神鯨を追ったのはただ一人。艦体に突とつ撃げきし、空間転移ジヨウントに巻き込まれた九曜のみだ。

　だが登と坂さかもまた、黒くろ塚づか部ぶ隊たいが飛んだおおよその座ざ標ひようを確認していた。

　場所は南の尽じん天てんに並ぶ北の大型防ぼう衛えい都市、名を落地おろち。




「オレが飛ぶ」

　隊の編成の時、井筒は開口一番そう言った。

　追跡隊は機動力を最優先する以上、あまり大規模にできない。使うのは陸路、今すぐ出せる戦力を積めるだけ積み、装そう甲こう輸送車で急行する必要がある。

　だが一方で一つだけ、すぐに使える航空機が存在する。一機のみ現存している大型高速輸送機《鴻こう翼よく》は、緊急事態に対して今すぐ主要戦力を送り込める極めて有力な手段だ。

　この場合、最も危き惧ぐすべきは対空狙そ撃げきである。

　敵方に存在する鬼虫六番式《蟋蟀こうろぎ》は、恐ろしく有力な狙撃手だ。彼の狙撃砲ほうは過日の白しら萩はぎでの戦闘で破は壊かいしたが、いつまでもそのままではあるまい。予備に換かん装そうしていると考えた方が自然だ。それに、蟋蟀のみならずどれほどの対空装備があるかも正確には未知数なのだ。

「いいのか？　空は手っ取り早いが、危ねえぞ。今度は俺が止められる保証もねえ」

　蟷螂の機体を輸送車に詰め込み、剣菱が問う。井筒は構わず、

「考えがあンだよ。それに、ただでさえ地上は大勢じゃ行けねェってのに蜈蚣オレら積んだらもっと遅くなっちまうだろが」

「……違いねえ。ま、蟷螂こつちは最悪自分で走りゃいいしな」

　蜈蚣むかでは火力と射程距離に優れるが、その機体は最大にして最重。機動力ではいささか劣り、輸送車に詰め込むにも手間だ。同じ陸戦特化型であるにしても、高速で疾しつ走そうできる蟷螂を陸路に回した方がいい。

　編成は、ざっと以下の通りとなる。

　まず陸路。蟷螂かまきりを筆頭に、参番と九番の虫型格かく納のう槽そう──通称「繭まゆ」ごと輸送車に格納。ありったけの武装を積んだ数個小隊の機械兵と、そして菊きく丸まる。登坂の研究員を同行させ、数時間の道中で虫の整備や機械兵らのチューニングを限界まで行う。

　次に空路。これは蜈蚣むかでを一機のみ載のせる。出発は陸を行く部隊から少し遅れ、登と坂さかで可能な限りの調整を済ませ、残った弾だん薬やくを全て装そう填てんして急行させる。

　それで決まりだった。

　恐らくは、最後の出発だった。

　追つい跡せき隊の者達は、全員決戦の心こころ積づもりで発つ。優先目標は先行した九番式との合流に加え、二人の少女の救助──叶かな葉はと、鴇とき子こ。

　そして最終目標は、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの無力化。

「──さて、と」

　地上、登坂の広い駐車場。輸送車に向かう剣けん菱びしは一見するといつもの緩ゆるい表情でいる。しかし口元に笑みは無く、細められた緑の目には鋭い光がある。そうして、すぐ横を通り過ぎた少女に声をかけた。

「お嬢ちゃん。俺にも優先順位ってもんがある。事を構えりゃ、お前さんらのことまで守り切れるかどうかの保証はできねえ。覚かく悟ごはいいな？」

「ん──」

　愛用の工具箱を持ち、安全第一ヘルメットと防ぼう刃じん繊せん維いのツナギに身を固めた彼女が振ふり返った。名は安あん東どう菘すずな。尽じん天てんから来た見習い整備士にして、攫さらわれた叶葉と鴇子の親友である。腕はまだ未熟ながら、蜂はちが覚かく醒せいしたのは彼女の手腕によるところが大きい。剣菱は、巴ともえが彼女のことを認めていると直感で理解していた。

　無論、菘とて生なま半はん可かな覚悟で同行を申し出たわけではない。だからこそ剣菱の問いにただ頷うなずくだけでなく、強気な瞳ひとみでこう返した。

「そのお嬢ちゃんってのやめて」

「ん？」

「私は安東菘って名前があんの。子供扱あつかいしないでよ」

　──は。

　剣菱は口の端はしを上げて笑う。

「いいね。お互い生き残ったらそう呼んでやるよ、お嬢ちゃん？」

「むっ……」

　同じく工具を持った整備士や、武器を携たずさえた機械兵が乗り込む。菘はぷいと視線を背そむけ、大おお股またで彼らに続いた。

　剣菱は続いて目だけ動かし、ドックの中央に据すえられた即席の手術台を見やる。

　そこには、弐に番式・羅ら刹せつの巴が今もまだ横たわっている。

「……んじゃま、行くか」

　淡々とした呟つぶやきに、いつものやかましい相あい槌づちは来ない。剣菱は我知らず僅わずかに肩を竦すくめた。




　一方で地下、井い筒づつは蜈蚣むかでと向き合っていた。こことは少し離れた飛行場に、鴻こう翼よくの機体が準備されつつある。それを待ちながら調整を受けるのだ。

　出発は遅れるが、恐らく到着はこちらが先となるだろう。先せん陣じんを切って敵部隊に突とつ撃げきし、可能な限り戦力を削けずるか攪かく乱らんするのが自分の役目だ。敵の戦力は異常に充実している。単機で戦域に突入したとして、果たしてどれほど保もつか──

「保つか、だァ……？」

　自分の思考に、自分で笑った。

　何を馬鹿な。天下の鬼き虫ちゆうの四番式が弱気なことだ。敵がどれほど強大であろうが、一歩たりと退ひかずに立ち向かってこそ鬼虫。これまでもそうしてきたではないか──たとえ、再びあの壱いち番式《蜻蛉とんぼ》と戦うことになるかもしれなくてもだ。

　そもそも、真っ先にたった一人で敵を追った九バ曜カが先にいるではないか。

「……いづつ」

　ふと背後、低い位置から細い声がかかる。

「連れてかねェっつった筈はずだぞ」

　井筒は振ふり返らず、つっけんどんに言い放つ。

「…………」

　重い沈ちん黙もく。井筒の背後には、小さな少女が立っている。見た目は十歳を少し過ぎた程度の年齢だが、彼女もまた、機械化処理を受けた自律兵器の一つだった。

　甲こう虫ちゆう式／特とつ機き三号丸《蛍ホタル》の久く留る守す──かつて黒くろ塚づか部ぶ隊たいにいた者だ。

　彼女は井筒に敗北し、捕ほ虜りよとして保護されたが、その後も自身の取るべき行動についてずっと考えていたらしい。迷っていたのだ。何が正しいのか。

　だが少なくとも甲虫を失った今、彼女にできることは無い。敵は、腹立たしいことに、強大だ。久留守を連れて行ってもし何かあれば、かつて彼女を保護した戦友──今は亡き伍ご番式・奔ほん王おうの万まん字じのしたことが無駄になってしまう。

　久留守は、言葉も出ない。

　井筒は小さく舌打ちする。こちらとしても、「来るな」以外に言うことは何も無い。とはいえ辛しん気き臭くさい面つらでいつまでも黙だまりこくる子供を捨て置くのはすっきりしない。今いま更さら心配しているのではない。今から戦いに出るというのにじめっとした感覚を残すのが嫌いやなのだ。

　井筒は振り返りざまにぬっと手を伸ばし、久留守の頭を乱暴にがしがし撫なでた。

　というより、撫でるのと掻かき回すのと振り回すのを同時にやっているような力ちから加か減げんだ。久留守の頭はぐらぐら揺ゆれるし、おまけに井筒の手は銃じゆう口こうを仕込んだ機械腕とくる。

「…………かたい」

「うるせェ」

　突き放すように解放し、再び蜈蚣に向き直る。

　その背をしばらく見つめ、久く留る守すは髪の乱れを直した。

「……おじさんのほうが、なでるのじょうずだった」

「うるせェっつってンだクソガキ」

　蜈蚣むかでは無言で、複眼の端はしに井い筒づつを捉とらえたままじっとしている。

　同じ頃、地上部隊が出発する。先に発たつ彼らの反応を感知し、井筒は天てん井じようを見上げた。




　輸送車が連なって走り出す。

　その先頭車両に乗り込み、菊きく丸まるはただ沈ちん黙もくしている。

　ふと振ふり返り、遠ざかる登と坂さかを眺ながめた。研究所の入り口にはもはや人影もまばらだ。当然、彼らには彼らの為なすべき仕事がある。いつまでも暢気のんきに見送っていられる筈はずがない。

　いつもなら、彼を見送る相手がいる筈だった。濡ぬれ羽ば色の長い髪に、強気ながらどこか臆おく病びようも併あわせ持った黒こく瞳どう。なんだかんだといって寂さびしがりの「皇こう女じよ」が、今はいない。

　静かに前に向き直る。彼女が今ここにいないことを憂うれえても詮せん無ないことだった。

　これは終わらせる為ための戦いだ、というのは多分に政治的要素を持つ表現だ。

　菊丸はその手のことには疎うとい。我が身はあくまでも特定対象の護ご衛えい用機械兵に過ぎず、護まもるべきものを護る為に生まれ、その為に生き、その為にここまで来た。大局の「理由」は彼にとって重要ではなかった。あくまでも、菊丸には菊丸の理由があった。

　これは、取り戻す為の戦いだ。







　　　壱いち ─ 結けつ界かい







　鬼き虫ちゆう八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎが形成した空間は、一つの絶対的な法則に支配されている。

　停止だ。

　その中ちゆう核かくがどうなっているのかを正確に観測することはできず、おいそれと接近することもままならない。干かん渉しようしようと試みれば何が起こるかわからないというのが実際のところで、全ては、その特とつ攻こう術の性質からの推測を元とする他ない。

　無明の柊の特攻術は、《凍結結界ゼロ》。

　物体、あるいは物体の構成物質の運動を停止させる、空間そのものに作用する能力だ。柊は主として空気に働きかけ、冷気としてその力を行使した。

　そして最後に発動した凍結結界ゼロは、彼女自身の魂たましいごと振ふり絞しぼったかのような尋じん常じようならぬ威い力りよくを実現し、広こう域いきに渡る停止の世界を作り出した。全ての火と汚染を自分ごと凍とう結けつさせ、刹せつ那なの時間差で爆発そのものを止めたのだ。

　それは「冷気」の幅はばを大きく逸いつ脱だつし、あたかも「時」ごと停止させたかのような結けつ界かいだった。

　凍とう結けつが造り出す極ごつ寒かんの世界の中心には、氷漬けにされた巨大な花──正確には花に似た氷の塊かたまりが存在する。直径は一キロを下らず、内部は恐らく絶対零れい度どの静止の世界。そして、氷の中心にこそ柊ひいらぎと蜉蝣かげろうは眠っている。

　ならば、その氷を動かすことは果たして可能だろうか。

　まず、物理的に氷を破は壊かいもしくは融ゆう解かいさせる線。これは特とつ機き三号丸《蛍ホタル》の久く留る守すが有する特とつ攻こう術《火焔操作フロギストン・改かい》を用いれば可能かに思われるが、そうではない。ただの氷ではないのだ。いかに高い火力をぶつけようとも、表面が融とける端はしからまた凍こおってしまう。

　次に、特機四号丸《天テン道トウ》の日ひ足あしに《空間転移ジヨウント》で蜉蝣を回収させることは可能か。これも早々に否定された。蜉蝣の正確な座ざ標ひようを確認できない現状ではどこに飛び込めばいいのかわからず、仮に氷の中心に飛び込んでしまえばその瞬しゆん間かんに天道まで凍る危険がある。

　同じ理由で、特機二号丸《金亀コガネ》の烏え帽ぼ子しが《物体透過フレア》で氷の内部に潜せん行こうする手段も否定される。そもそも彼は先の帝てい都との件で合流するまで、中央管理局の重じゆう鎮ちん「島しま田だ宗そう吾ご」として内部に潜せん伏ぷくする任を持っていた。

　こうした理由で、黒くろ塚づか部ぶ隊たいさえも長い間この氷には手を出せずにいた。これは甲こう虫ちゆうに限らずどの鬼き虫ちゆうであっても同じで、「最強の鬼虫」壱いち番式《蜻蛉とんぼ》であってさえ、あの氷を破壊することは叶かなわない。

　今日ここに至るまでは。




　移動要よう塞さい《神しん鯨げい》の内部は広く、ブロック間を移動するだけでもそれなりの時間がかかる。

　ごついブーツで通路を歩み、軍ぐん帽ぼうを被かぶり直す一人の男。大柄で分厚い外がい被ひに身を包み、紅あかい瞳ひとみは前だけをひたと見み据すえている。仮面のような無表情の奥に何が棲すむのか、誰が知ろう。亡ぼう霊れいのように掴つかみ所が無く、淵ふちのように底知れぬ男だった。

　軍帽の男は指先でこめかみに触れ、己が電脳に直接語りかける通信の声を聞く。

『準備はいいな、朧おぼろ』

「……ああ」

『吾わたしも《兜カブト》を出す。即座に回収作戦を開始するぞ』

　いかな物理手段であっても干かん渉しようできない氷の結けつ界かいを、打ち破やぶる可能性を持った男がいる。恐らくは、鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうを合わせてもたった一人だけ。

　軍帽の男──特機五号丸《鍬クワ形ガタ》の朧が持つ《重力制御グラビトン》。それは凍結結界ゼロと同じく周囲の空間そのものに作用する特攻術であり、純粋にして根源的な物理現象を起こす「力」である。

　鍵かぎは朧。そして、完成した特機一号丸《兜》の虎杖いたどり。この二つが揃そろうのを、黒塚部隊は待っていたのだ。鬼虫の回収とは十二分にそれだけの価値があることで、あとは論理に基づいた実じつ践せんに挑いどむのみとなっていた。

「彼は来ると思うかい」

『……九番式のことか』

　通信相手、虎杖いたどりは少し思案して答える。

『奴の位置は特定できていないが、確実だろう。九番式とてこの場所の意味は深く知っていようし、ならば我々が次に何をするのかもわかる筈はず。……来るとすれば、回収作戦のまさにその最中だ』

　作戦中、兜カブトと鍬クワ形ガタはそちらに集中せざるをえない。相手にとっても狙ねらい目というわけだ。

　朧おぼろはつい先せん刻こくまで、鍬形を通して視界に捉とらえ続けたあの虫を思い返す。金の翅はねを広げ、激しい電でん磁じと眩まばゆい閃せん光こうを纏まとうあの蜂はちを。間違いない、九番式《蜂》・金きん翅しの九く曜ようこそ、こちらにとっての最大の不確定要素イレギユラーだ。

　彼の尋じん常じようならざる強い意思。そして、彼をそうさせた他ならぬ「要因」のことについて考えかけ──さしたる感かん慨がいも無く思考を切り替える。ドックが近い。あの小柄で童顔の、子犬のような目をした「彼女」は、何の変へん哲てつもないただの人間だ。敢あえて気に掛ける理由は無い。

　ただ、似ているような気がした。全体的な顔付きや纏まとう雰ふん囲い気きや、あのお下げや。

「譲ゆず葉は……か」

　妹の名を口の中で呟つぶやき、それだけだった。喩たとえ何がどうなろうと、それは思い出だ。遥はるか過去の男の名は空く閑が透とおる。だがそれもまた、思い出の名だ。

　朧は我が半身の前に立ち、彼の赤い単眼を見返して神経接続を開始する。

「五号丸《鍬形》、出る」

　時は待つことを知らず、過去も未来もどこか遠く、ただ厳然と連続する「今」があるのみ。

　おれはここにいる。

　この足で、今ここに立っている。




　　　　[image: くぎり]




　分ぶ厚あつい耐圧窓から雪が見えた時、もしかしたらここは夢の中なのかもしれないと思った。

　あるいは自分達は既すでに死んでいて、ここがあの世であるかもしれないと。




　堅けん牢ろうな移動基地内部に、ささやかな「私室」が存在する。艦内の物々しさとは裏うら腹はらにそこはとても静かな場所で、絶えず続く鋼こう鉄てつの胎たい動どうもここでは不ふ思し議ぎに遠く思える。

　広さはほんの四よ畳じようほど。一人分のベッドと机と椅い子す、古めかしい鏡きよう台だいと衣い装しよう箪だん笥すがそれぞれ一つ。無機質な鉄の艦内と年季の入った木製の家具が不釣り合いで、どこかに時間の断層があるようにすら思える。しかし確かにこの部屋に彼女は住んでおり、室内には染み付いた人の生活の気配があった。

　部屋の主は、八や洲しま国こく第一皇こう女じよ・蓮はすの宮みや鵠こう子こ。御ご所しよと比べてあまりにも質素な生活空間である。

　叶かな葉はと鴇とき子こは、そこに通されていた。

　仮にも人ひと質じち──もっとも今いま更さら人質を取る意味などあるかは不明だが──を独断で連れ回して自室に通すというのが問題でない筈はずはない。室内のモニタリングは当然されていた筈だ。裏を返せば、彼女はそれをして許される立場にいるというわけだ。

「……あなたが」

　叶葉は、未いまだ実感を持てないまま呟つぶやく。

　夢の中かと思う理由は外の光景ばかりではない。目の前にいる鵠こう子ここそ、姿を消していた皇族の一人だ。普通なら、叶葉のような普通の少女が直接目にすることなどありえない。

　鵠子は少し軋きしむ木製の椅い子すに座り、鴇子を見詰めて目を細めた。どこか古い写真を観るような遠い目に思えた。

「ああ──それにしても、本当に久しぶりにその顔を見た。声を聞いた。懐なつかしいな……」

「姉上……」

　そして、姉の鵠子を前にして鴇子の表情は険けわしい。

　彼女の表情に浮かぶのは、疑惑だった。それもその筈。今ここにいる鵠子が本物であるかどうかわからないのだ。

　そればかりか、人間であるかすら。

　彼女の外見は二十を少し過ぎた程度か。今の「鴇子」の記憶よりも成長しているが、しかしそれにしても、戦後二十年という年数の経過には合わない。

　鴇子の視線の意味を理解したのだろう。鵠子は穏おだやかに微笑ほほえんで、机の引き出しから小さな折り畳たたみ式ナイフを取り出す。

「!!」

　反射的に鴇子を庇かばう叶葉。しかし鵠子はナイフを二人に向けることはなく、ただ左手親指の腹に浅く刃を食い込ませた。

　ぷくり、と赤い血が出る。玉となった鮮血は音もなく指を滑すべり、雫しずくとなって床に落ちた。
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「……見ろ。まずわたしは人形ではないし、機械化してもいない。体のどこもな」

「け、けど……！」

　反論しかける鴇子。機械化していないにしても、鵠子が本物でないと疑う理由はある。鵠子はそれを先読みし、首を振ふった。

「複製人間でもない。この血は、父上と母上から受け継ついだ本物の血だ」

　鴇子の胸中を見み透すかすように目を細め、鵠子は指の血をぺろりと舐なめた。

「大したことじゃない。事が動き出すまで、冷凍睡眠していたんだ。我が国の地下で眠る多くの臣しん民みんのようにな。そちらの娘もそうなのだろう？」

　鵠子の目がすいと泳ぎ、叶葉を捉とらえる。

「おまえが鴇子の友だそうだな。わたしの妹が世話になった。まずはその礼を言いたかった」

　叶かな葉はは一いつ瞬しゆんびくりと身を竦すくませるが、鵠こう子こを見返す目にぎゅっと気き丈じような光が宿った。

「あ……あなたが、本物なんだとしたら」

　鵠子が少し目を丸くする。整理しないままに言葉を吐はき出す。

「どうしてなんですか。どうしてこんなことしてるんですか……！　皇こう女じよ様なら、止めることだってできるでしょう！　戦いを続けるなんて……二十年前の続きなんて、そんなこと、やっちゃいけないことなのに！　こんなに沢たく山さんの人を引き連れて……伍ご長ちようまで……っ!!」

　そうだ。叶葉は彼の顔を見た。

　今鍬クワ形ガタを乗りこなしているあの朧おぼろこそ、かつて叶葉を拾って世話してくれた恩おん人じん「伍長」なのだ。鴇とき子こにとって鵠子が身内であるように、叶葉にとって伍長は家族とも言うべき人だった。

　鵠子は食って掛かる叶葉にさして動じることなく、

「伍長……朧、五号丸のことか。わたしもあの男のことは詳くわしく知らん。機械化前から黒くろ塚づかの有能な手て駒ごまであったようだが……まあ、どうあれ興味が無いが、奴も奴なりの考えがあってここまで来たんだろう。ここにいる連中は全員そうだ」

　叶葉の糾きゆう弾だんに小こ揺ゆるぎもせず、いささかも表情を動かさない。怒るでも悲しむでも、質問に答えるでもなく、鴇子に似た瞳ひとみが叶葉を見み据すえてこう述べた。

「──それに、今はそういうことじゃないだろう？」

　言って、にこりと微笑ほほえむ。

　──？

　その時、叶かな葉はが感じたのは違和感だった。異物感と言ってもいい。その正体が何かわからず言葉に詰まると、間の沈ちん黙もくに今度は鴇とき子こが口を挟はさんだ。

「姉上、わたしにも聞かせて下さい」

　意を決したような鴇子の表情は、平時とは雰ふん囲い気きが違う。彼女は「蓮はすの宮みや鴇子」本人ではないが、彼女が持つ記憶は本物だ。その記憶が、聞かねばならないと告つげているのだ。

「父上は……母上や鶫とう子こ姉上や、本当のわたしはどこかにいるのですか？　今も生きておられますか？」

　それは鴇子個人にとっても、この八や洲しまという国にとっても極めて重要な情報だ。

　戦後の混乱によって帝てい都との各機関は機能停止状態に陥おちいり、帝みかどは長らく行方ゆくえ知れずとなっていた。どうにか機能するようになった中央管理局も当然、御ご所しよをそのままに保管しつつ皇族の行方を探さがした。しかし、今に至るまで──動き出せたのがほんの数年前ということもあるが──手掛かりは掴つかめずにいたのだ。

　目の前にいる鵠こう子こが本当に本物の第一皇こう女じよなら、帝らがどこかで生きている可能性も十分にあると考えられる。

　だが鵠子は、核かく心しんの質問を受けてもそれには答えなかった。ただ穏おだやかな笑みを浮かべるばかりで、妹の顔をじっと見つめている。

「鴇子。おまえは相変わらず、落ち着きのない子だな」

「だからっ、今はそんなことどうでも……！」

「行きましょう」

　何か異様なものを感じ、叶葉が動き出した。

「え、お、おいっ!?」

　業ごうを煮やした鴇子が更さらなる追及を口にする前に彼女の手を取り、分ぶ厚あつい扉へ歩き出す。何を言っても暖簾のれんに腕押しの如ごとく受け流す鵠子の様さまは、不ぶ気き味みだった。

　口止めされている、というだけにも思えない。意図的に目を逸そらしているのかどうかすら判断できない。ただあくまでも鴇子を懐なつかしみ、叶葉を妹の友人として見ているだけの姿が、この状況にはあまりに不釣り合いに思えた。それが不気味な違和感となっていた。

　彼女が貴重な情報源であったとしても、ここに長くいてはいけない気がする。

　鵠子は止める言葉すら吐はかない。勢い込んで扉に手をかけるが、ロックは固く、いくら力を込めようとびくともしなかった。

「出られんよ。それよりほら、戻っておいで」

　変わらぬ調子の鵠子の声が背にかかる。

　然しかり、出られないのだろう。ここは先さき程ほどまで閉じ込められていた部屋と何も変わらない。いや、もっと悪いのかもしれない。

「……姉上……？」

　異常な雰ふん囲い気きを察さつ知ちした鴇とき子こが振ふり返る。叶かな葉はは相手の笑顔を再び見ることさえ躊躇ためらう。ここは檻おりではない。鵠こう子こという女の庭で、さしずめ自分達はそこに招き入れられた、決して出られない客人だ。

　その時、艦体が大きく「ごうん」と動いた。

　想像もできないほど巨大な動力源が回転し、神しん鯨げいが動き出したのを感じる。状況はほとんど何もわからないが、「何か」が起きようとしているのだ。

　しかしそれすら素そ知しらぬ顔で鵠子は立ち上がり、古びた箪たん笥すの一番下を引き開けた。

「鴇子。おまえの服を取っておいたんだ。叶葉と言ったな、おまえも試してみないか？」

　優しく手招きする様に、叶葉は形容しがたい薄ら寒さを覚えた。

　表面上は優しく接してくるその瞳ひとみが、いつまで経たってもどこか遠くを見ているようだ。叶葉がこれまで接してきたどんな人間とも違い、少なくとも目を見ればある程度の感情の動きは察せるが、彼女からは全くそれが見受けられない。何を考えているのか一つもわからない。

　この女だけ、起こっていることの外にいるようだった。
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　防ぼう衛えい都市《落地おろち》周辺の平均気温は、夏であっても決して氷点を上回ることがない。今の季節は秋、真っ白に雪ゆき化げ粧しようされた廃はい墟きよの外気温は、ざっとマイナス二十度。北部の本当の真冬であっても観測されないほどの厳げん寒かんで、ここだけ世界が違うようにすら思える。

　だが、それもあくまで中心部から遠い都市外周部の話に過ぎない。都市を囲う崩くずれた城じよう壁へきの付近でこの有あり様さまであり、そこから更さらに中心へ進むほど加速度的に外気温は下がっていく。

　冬の世界を象徴する氷の花は、落地の中心部、上空約二千メートルに存在する。それを花と喩たとえるなら「茎くき」に当たる部分は地上に向かって真っ直ぐに伸び、天と地とを繋つないでいる。花が聳そびえる都市の中心部が一体氷点下何度なのか、観測もされていない。




　雪の街に、一匹の虫が降り立った。

　光こう沢たくの無い赤みがかった黒の機体。くすんだ金の関節部。サイズ自体は《虫》の中でも突出したものではないが、その身に秘める力は他のあらゆる同型機を上回る。「最強の甲こう虫ちゆう」──そして、鬼き虫ちゆうと比してもスペックの面において最高の機体。五号丸、《鍬クワ形ガタ》である。

『領域に入った。これより中心部に向かって進行する』

　鍬クワ形ガタに抱かれ、朧おぼろは母艦に通信を入れる。

　移動基地《神しん鯨げい》は後方にある。巨大な艦体をゆっくり真上に浮上させ、目標と高度を合わせようとしているのだ。

『おうおう、捕ほ捉そくしておるわ。そのまま進んで問題ないぞ』

　艦かん橋きようの烏え帽ぼ子しが返答する。今は彼が指揮を代行しているようだ。鍬形のセンサーは索さく敵てき圏内に現れた一機の反応を感知する。母艦と比べればとても小さなサイズであれど、内部に秘めた力は勝るとも劣らない。

『──兜カブト、位置に着いた。こちらは問題ない』

　一号丸《兜》──機械仕掛けの巨大なカブトムシは、神鯨の艦体上部に強きよう靭じんな六ろく肢しを突いて立っている。

　機体全長はざっと十メートル。鍬形よりも若じやつ干かん大きいが、全体的な形状はどこか似に通かよっている。これは両機が兄弟機であることの証しよう左さで、より正確に言えば兜は鍬形の下した敷じきとなった実験機なのだ。そればかりでなく、いわゆる「最初の甲こう虫ちゆう」である兜は、後の金亀コガネ・蛍ホタル・天テン道トウ、量産型である斑はん猫みよう・天牛かみきり・郭カツ公コウらの礎いしずえともなった。

　それ故ゆえに、兜は他の四機と比べて拡張性が高いという特性があった。始まりの甲虫は数々のデータを吸収して調整と改修を繰り返し、第二の完成を見たと言ってよい。

　かつて星ほし鉄がねの争そう奪だつ戦せんで蟷螂かまきりと対たい峙じしたあの実戦は、あくまで試験運用に過ぎない。鍬形と同じく光こう沢たくを持たない黒の装そう甲こうに、一いつ対ついの単眼が滲にじむような深い瑠る璃り色の光を放っていた。補強された各関節部はくすんだ銀に輝き、同色に塗り替えられた巨大な角つのは、禍まが々まがしい青あお鬼おにの一本角を思わせた。

　あの時、黒くろ塚づか部ぶ隊たいが奪うばい去った半分の星ほし鉄がねの使い道は二つ。兜および鍬形の完成、そして竜胆りんどうの蘇そ生せいである。

『作戦を確認する。目標は落地おろち上空に存在する「氷の花」の解体、及び内部に存在する八番式の回収だ』

　虎杖いたどりの声が朧の頭に直接入り込んでくる。朧はそれを聞きながら、鍬形を動かした。

　巨大な虫がその肢あし一本一本の端はしに至るまで力を漲みなぎらせ、一いち分ぶの無駄もない流水のような動きで地面を進んでいく。

『本作戦の要かなめは鍬形の《重力制御グラビトン》だ。まず朧が中ちゆう核かくに突入し、目標物を特別攻こう撃げき術の射しや程てい圏内に入れる』

　進むごとに、極低温の風が吹いた。

　鍬形の機体表面にびっしりと霜しもが走る。だが不ふ可か思し議ぎなことに、それらの霜は融とけるでも蒸発するでもなく、付く端はしからまるで薄うす皮かわのように剥はがれ、形を保ったまま鍬形から離れて散っていった。

　鍬形の重力制御グラビトンによる偏へん向こう重力装そう甲こうの賜たま物ものである。今は最も出力を弱くしているが、霜も風も水滴も鍬クワ形ガタから音もなく弾はじかれ、その疾しつ走そうの軌き道どう上に残光のように拡かく散さんしていく。

『並へい行こうして蟻あり塚づかの機能にて八番式の正確な座ざ標ひようを割り出し、鍬形の特とつ攻こう術を最大出力で展開。氷に干かん渉しようし、然しかる後のち、兜カブトの特攻術を使用して蜉蝣かげろうの機体を回収する』

『《空間転移ジヨウント》は使わないのか？』

『この場合、空間転移ジヨウントの方が確実性は低い。それに今の日ひ足あしは術を行使できる状態にない』

『ああ、そうだったか。彼は？』

『冷却中だ』

　当然と言えば当然ではあった。日足はつい先刻、帝てい都と東ひがしの洋上から落こ地こまで超長距離の転てん移いを実行したのだ。距離も長ければ規模も大きく、巨大な神しん鯨げいとその内部の乗員・装備全てを巻き込む能力は驚異的と言うほかない。

　だが、だからこそ払う対価は大きかった。《蟻塚》のネットワークに取り込まれ、自己の許容限界すらも越えた特大規模の転移を果たした日足の電脳はその負ふ荷かに耐えきることができなかったのだろう。今あの少年がどのような状態にあるか朧おぼろは把は握あくしていないが、あれでまともでいられるかどうかと言われたら間違いなく「否いな」だ。

　何にしろ、今それを考える必要はないだろう。朧は一いつ瞬しゆんで思考を切り替える。

『──《重力制御グラビトン》、起動』

　空気が揺ゆらぎ、鍬形の半径数十メートルに層をなす積雪が丸ごとめくれ上がった。

　雪が逆回しで天に帰るが如ごとき光景の中、地に肢あしを着けた機体が浮き上がる。六ろく肢しは畳たたまれて機体に格かく納のう、角つのが音も無く閉じ、黒い背部装そう甲こうが開いて展開。周囲の空間がゆらめいて、光を切り裂さく重力の闇やみが薄く広い虫の翅はねとなる。

《黒こく翅し》。蜂はちや蜻蛉とんぼに匹ひつ敵てきする鍬形のもう一つの姿──高速飛ひ翔しよう形態である。

　思念に、幽かすかな声が届いた。

　数え切れないほど幾つもの、寄せては返す漣さざなみのような声。これが七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえでから発せられたものだとは朧も知っている。

　蟻塚とは、まさにその《蟻》の楓自身を核かくとした、極めて精密な思念ネットワークだ。あらゆる媒ばい体たいに頼らず、文字通り「思念」で情報の伝達・管かん制せいを司つかさどる彼女の特攻術は《知覚疑験シムステイム》。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいは彼女の遺体を回収し、道具としてその能力のみを行使している。元あった指令母機と子機に加え、一から一〇八までの追加の電脳とを接続させ、神鯨の最深部そのものに組み込んでいるのだ。

　そこに彼女の人格は存在しない。仮にあったとして、もはやこれほどまでに拡かく散さんした彼女自身の「機能」の中から、楓という女の人格と記憶が見つけ出せるかは甚はなはだ疑問だ。

『索さく敵てき開始。対象の座ざ標ひようを探さがし当てる、そちらの電脳と蟻塚も繋つなげておけ』

『了解』

　上昇し続ける鍬形は、紅くれないの単眼で空を見上げた。

　白く霞かすむ視界の向こうに、それでもなお存在を主張する氷の花がある。神しん鯨げいから波紋のように広がる思念の声は、その中にいるべき八番式を──「彼女」を探さがしている。

　ぱき、と空気の罅ひび割われるような音が聞こえた。一いつ瞬しゆんで機体表面を氷が覆おおう。センサーで計測する外気温が、中心に近付くにつれて秒読みより早いペースで低下している。

『……いよいよ近いか。さて、』

　より強い重力の膜まくを纏まとい、氷を弾はじき飛ばす。これより先、一いつ切さいの物体の活動を拒絶する──今なお生きる「結けつ界かい」はそう告つげているように思われた。朧おぼろは己おのれの能力の有効範囲と出力を冷静に計算しながら、それでも全く怯ひるまない。

　ただ任務を遂すい行こうするべく、虫が広げる漆しつ黒こくの翅はねを一ひと際きわ強く羽は撃ばたかせた。

『五号丸、作戦を開始する』

　ど。

　極低温の空間が穿うがたれ、雪の結晶が激しく舞い散る。闇を纏まとう鍬クワ形ガタは、白を蹴け散ちらして最高速で目標に急接近した。

　無む明みようの柊ひいらぎを、これより回収する。

　オリジナルの鬼き虫ちゆうは、ただ一機で今後の趨すう勢せいを左右する。彼女もまた、例外ではなかった。




　同刻、森を抜け、廃はい墟きよに飛び込む者があった。

　足音は無く、迷いも無く、極端に身を低くして物もの陰かげを縫ぬい走る彼は驚くほど速い。黒い詰つめ襟えりに同色の外がい套とうを羽織り、一帯の寒さを物ともせず進む彼は、まだ年若い少年だった。機械仕掛けの義手には一ひと振ふりの軍刀を保持し、その瞳ひとみは鮮やかな真しん紅く。

　かつては眼帯を付けていた右目も、今は完全に復活していた。双そう眼がんを見開き、回復した視界と万全の思考で進む先を見み据すえる。

　そして彼の背後には、影の如ごとくぴったり寄り添そう鋼こう鉄てつの虫の姿があった。装そう甲こう表面に付着した真っ白な霜しもを敢あえて払うことなく、反はん重じゆう翅しを必要最低限の出力で展開して地上数センチを滑すべるように飛ぶ。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいが回収作戦を開始したまさに同じ時、一人と一機がその地へ急行する。




　氷の空を突き抜けると、極端に分ぶ厚あつい雲に突き当たった。

　異常なのは、この雲はこの凍いてついた領りよう域いき内にのみ存在し、上空の気流を受けてもどこにも流れないことだ。普通はまだ日のある時刻、視線をふと背後に転じれば、白く霞かすむ視界の向こうに空の青が僅わずかに滲にじんでいる。

　まるでこの世の光景ではないようだった。あの世に「冬」があるとすれば、それはきっとこんな感じなのだろうと思わせるほどに。

　しかし朧おぼろはそれらに僅わずかな感かん慨がいも抱かず、上昇速度を全く緩ゆるめぬまま鍬クワ形ガタの副脳に命じた。

『黒こく牙が展開』

『諒リヨウ解カイ／黒牙分離／重力・電デン磁ジニヨル操作ヲ開始スル』

　飛行する鍬クワ形ガタの機体から、小さな何かが分離する。瞬しゆん間かんに「ぱり」と電光が閃ひらめいた。一見すると装甲の破は片へんにも見えるそれらは重力に逆らって浮き上がり、名の通り牙きばのような先せん端たんを氷の雲に向けた。

『ゆけ』

　朧おぼろが小さく呟つぶやくと同時に、牙が駆かけた。

　左右にそれぞれ四、合計八つの「黒牙」は、一つ一つが己おのれの意思を持つかのような正確さで空気を切り裂さく。反重力の牙は、一つ残らず全身に歪ゆがんだ重力場を纏まとっている。

　ものの数秒で、事は済んだ。

　巨大な標ひよう的てきに対して小さすぎる黒牙が八つ、音も無く雲に滑すべり込み、全く同じタイミングで回転した。糸を巻き取るように素す早ばやく、周囲の空間を掌しよう握あくするほどに力強く、発動。

『……第一段階だ。《超ちよう圧あつ縮しゆく》』

　空間が歪み、狭はざ間まから闇やみが生じる。

　ぼ──と空気圧が生む鈍い音が響き、螺ら旋せん状に渦うず巻まく重力場が八つの牙に収しゆう束そくした。

　瞬間、空域に存在する凍てついた雲が消失した。だが消えたと思われたのは一瞬で、何が起こったのかは鍬形の周囲を見ればすぐにわかる。

　黒牙を核かくとした巨大な氷ひよう塊かいが八つ、空間にぽつんと浮かんでいた。

　正確に言えば、凍こおり付いた水分や数え切れないほどの塵ちりの数々の塊かたまりだった。つい数秒前まで空に蓋ふたしていた雲そのものが、黒牙に収しゆう束そくする重力の渦うずに巻き取られ、文字通り「超ちよう圧あつ縮しゆく」されてそこにある。

　束つかの間ま、周囲の景色が鮮明になる。

　思い出したように降り注ぐ陽光が、鍬形と兜カブトと神しん鯨げいの装そう甲こう表面を照らし出した。鍬形は圧縮した雲を黒牙で粉々に砕くだき、巨大な塵ちりと氷の結晶を地に振ふり落とした。自身の起こした現象にさしたる感かん慨がいも抱くことはなかった。

　先せん陣じんを切る鍬形の姿を、虎杖いたどりも烏え帽ぼ子しも神鯨の乗員も確認している。艦かん橋きように立つ烏帽子は愉快そうに呵か々か大たい笑しようし、年季を刻きざんだ頬ほおに深い皺しわを寄せた。

「ふーむ、やりおる！　空く閑がの奴め、これでもうちょいゆうもあがあればのぉ」

　モニターを確認しながら、乗員が続ける。

「鍬形、目標に最接近します」

「合わせて本艦も上昇。兜及び蟻あり塚づかの稼か動どう状況問題無し、次の段階に移れます」

「んむ。作戦に変更は無い。このまま予定通り続けよ」

　少し遅れて、神鯨の巨体が浮上した。こちらは鍬形と違って艦体を重力防ぼう壁へきで守れない為ため、氷の花からは一定の距離を置いている。

　果たして、鍬クワ形ガタは目標を捕ほ捉そくする。

　雲と霞かすみが消えた束つかの間の晴天の只ただ中なか、それは驚くほど近くにあるように見えた。実際はまだそれなりの距離があるのだが、あまりにも巨大すぎて遠近感が狂ってしまうほどだ。

『……これが、八番式の結けつ界かいか』

　朧おぼろも話には聞いていた。

　帝てい國こくの新型熱ねつ核かく爆ばく弾だんを凍とう結けつし、そのまま機体ごと時を止めた、極低温の氷の花。

　件くだんの爆弾が本当にここで爆発していれば、八や洲しまは国としての形を文字通り失っていたかもしれない。今よりずっと酷ひどい、原型すら留とどめぬ更さら地ちになっていたかもしれない。戦争から二十年が経過したこの時、実物を間近に見たのは恐らく朧が初めてだった。

　距離を置いて浮遊する神しん鯨げいの上部に立ち、兜カブトもまた機体に力を溜めていた。

　ゆっくりと照しよう準じゆんを定めながら、虎杖いたどりは作戦の第二段階に入ったことを告つげる。

『《知覚疑験シムステイム》出力・範囲ともに拡大。中核の「眠り姫」を見つけ出す』

　──ざわ。

　神鯨を中心に、蟻あり塚づかの「声」の波が密度を跳はね上げた。これまで脳の表層を撫なでるだけだった思念の波はいよいよ思考の奥にまで踏み込むほどになり、波に晒さらされた朧も流されないようにするのに多少の努力を要した。

　変わり果てた七番式の声は、八番式を捉とらえられるや否いなや。二匹の虫と一つの巨艦は、空の只ただ中なかに留まって第二段階の推すい移いを待つ。

　滞空する鍬形は、先の八つに加えて更さらに十六の黒こく牙がを分離させる。

　兜は長大な角つのを探さぐるように氷の花に向け、音も無く力を充じゆう填てんしていく。

『──さあ、呼応しろ、八番式。お前にはまだ有用性がある』




「……っ」

　雲が晴れ、眩まばゆい陽光が地上を舐なめた。

　それに少し遅れて覚えのある思念の波は紋もんを感じ取る。

「楓かえで……！」

　この声は、海で聞いた楓の知覚疑験シムステイムのそれ。そして一発で雲を晴らすなどという非常識な真ま似ねをやってのけたのは、恐らく朧の鍬形だ。

　思っていた通りのことが起こっている。

　九く曜ようは、二十年ぶりに見る落地おろちの空を睨にらみながら、己おのれが取るべき必然の一手を決意する。

　無む明みようの柊ひいらぎが造り出した氷の結けつ界かいは、極めて強固な不ふ可か侵しんの領りよう域いきだ。

　自分だけの力で柊を救い出すことはできない。それは、彼女が爆発を封ふうじ込めた瞬しゆん間かんから深く承知していることだった。そればかりか、他のどんな力を使ったとしてもあの空間に干かん渉しようすることは叶かなわない。いや──正確には、叶わなかった、と言うべきだろう。

　今それができる者が、恐らく一人だけいる。

　九く曜ようは覚えている。朧おぼろの能力を。文字通り海を割ったあの一いち撃げきを。巨大な氷を破やぶれる可能性を持つのはあれほどの出力を持った《重力制御グラビトン》をおいて他に無く、それ故ゆえに黒くろ塚づか部ぶ隊たいはここに飛んだのだ。そして彼らは、それ故にこそ柊ひいらぎを殺しはしない。

　心中に滲にじむ屈くつ辱じよくを押し殺す。今この瞬しゆん間かんだけは敵を信じる。

　信じた上で、出し抜いてやる。

「全システム戦闘準備、ステルスを維い持じ、反はん重じゆう翅し、開け！」

『了解／飛行制セイ御ギヨ開始／本体ノ装ソウ着チヤクヲ待ツ』

　地面すれすれを滑すべるように飛ぶ《蜂はち》がその背部から金の翅はねを開き、ゆっくりと浮き上がって九曜と並へい走そうする。すぐ隣となりで機体の胸部が開いて九曜を待ち構えた。

「装着──《光エ子ー制テ御ル》、起動ッ!!」

　一人と一機の周囲で、粒りゆう子し状の光が輝き出す。

　九番式《蜂》が本格的な飛ひ翔しように入る。よく馴な染じんだ、しかし懐なつかしい感じもする感触を受け入れ、九曜は赤い複眼で空を睨にらむ。

　さしたる音も発さず音速を超える。光を操あやつり、矢のように空へ。
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　ざわ。




　深い、深い深い沈ちん黙もくの傍かたわら、何かの声がした。

　止まった時の止まった空間、全てが無となった凍結結界ゼロの中心は、光すら届かぬ絶対零れい度どの闇やみに閉ざされている。

　知覚疑験シムステイムは物理的縛しばりを受けない。あらゆる媒ばい体たいとは別の次元で波を発し、思念でしか感じ取れない声を氷の中へ溶かし込んでいく。

　闇の中心に、一匹の虫がいた。

　ぼろぼろになったその姿は、間違いなく八番式《蜉蝣かげろう》のそれ。

　蜉蝣の機体は所どころが消し飛び、ばらばらになりかけたまま氷漬けになっていた。しかし爆ばく発はつの中心にいながら全てが粉こな微み塵じんになっていないのは、炸さく裂れつと同時に全てを凍とう結けつさせたが故ゆえか。とりもなおさず、文字通り命を懸かけて発動した特とつ攻こう術は想定された限界を遥はるかに超えた結果を残したのだろう。

　少なくとも、本体を格かく納のうする胸部は確かに原型を残していた。

　ならば内部の少女はどうか。

　ざわわ──と波が更さらに強まる。全方位から発せられる無数の波は紋もんが暗中の小さな対象を繰り返し叩たたき、響かせ、探さぐる。

　僅わずかに、虫の脳が反応を返した。

　結論から言って、彼女は死んではいなかった。

　止まっていた時計の針が動き出すように、氷の中で仮死状態にあった蜉蝣かげろうが反応する。

　無む明みようの柊ひいらぎは闇の中で、どこか懐なつかしい女の声を聞いたのだろう。




　──だれ？
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　反応があった。

　神しん鯨げいに取り付く兜カブトは弾はじかれたように反応し、波の反射を計測して「柊の思念」から彼女自身の位置を割り出そうとする。反応さえあれば正確な座ざ標ひようを計算することは造ぞう作さも無かった。

『こちら兜、艦かん橋きようへ。座標データを送信する。蟻あり塚づかの核かくに呑のませてもっと細かい数値を小数点以下まで割り出せ。──朧おぼろ』

『……ああ』

　これまでの行動に眉まゆ一つ動かさなかった朧が、それを前に初めて深呼吸を繰り返す。鍬クワ形ガタの内部で薄く目を閉じ、集中をより細く鋭く研とぎ澄ます。

　全てのセンサーをそちらに向けた。作戦はこれより先、一いつ切さいの緩ゆるみを許されない本番に差し掛かる。

『お構いなしの本気でやる。細かいことはあんたに任まかせるが、どうなっても恨うらみっこなしだ』

『構わん。全力を出せ』

　朧は紅こう眼がんをすっと細めた。

　思い出されるのは帝てい都と東ひがしの洋上での空戦だった。ほんの一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見せた重力制御グラビトンの最大出力は文字通り海を割り、数キロに渡る真ま一いち文もん字じの水の切れ間を刻きざんだ。鍬形の内部には今、あの時の破は壊かい力を実現したのと同じだけのエネルギーが漲みなぎっている。

『──黒こく牙が、『砲ほう』陣じん形けい展開、《反射砲》充じゆう填てん』

『諒リヨウ解カイ／反転重力・軌キ道ドウ計算』

　黒牙の数は全部で二十四。それらが意思を持つように反応し、ある一定の法則に従って命じた通りの陣を組む。

　形作られたのは、縦じゆう列れつに並ぶ三つの八角形の陣だった。

　鍬形から見て最も手前に、最も半径の小さい八角陣が一つ。真ん中のものはその倍の半径で、最奥の一つは更さらに倍の半径で氷の花にぽっかり口を開けている。

　これは「砲ほう」だった。渦うず巻まく重力の奔ほん流りゆうに指向性を持たせ、増ぞう幅ふくし、完全な威い力りよくを完かん璧ぺきな角度で標ひよう的てきに叩たたき込む砲身バレルだ。応じて鋏はさみが平行に開き、二本の先せん端たんで黒牙の輪とその先の氷ひよう塊かいを差して砲口を形成する。

『▽告／軌キ道ドウ計算終了／圧縮重力充ジユウ填テン中……七……八……九』

　チャンスは一度、一発分しかない。

　この氷を破は壊かいしたとして何が起こるのかは推測でしかない。幾つか示された可能性の中で、最も起こりうるとされた現象は「八番式の特とつ攻こう術の再発動」だった。辛かろうじて留とどまっていた冷気が爆ばく発はつ的に拡かく散さんし、落地おろちよりも更さらに広範囲を氷の地じ獄ごくに叩き落とすという危険性だ。爆発そのものは完全に停止しているが、放射能汚染が解き放たれるという危険も考えられる。

　だからこそ、この一いち撃げきで何もかもを吹き飛ばす必要があった。

　そして、朧おぼろにはそれができた。

　鍬クワ形ガタの翅はねが大きく開き、空に獰どう猛もうな黒を滲にじませていく。「圧縮」の真ま逆ぎやく、「反射」の重力が巨大な暗黒の塊かたまりとなって宙に充填されていく。

　充填には、停止したまま百二十秒もの時間が必要だった。張りつめた沈ちん黙もくが降りる。遮さえぎるものの無い大気が地鳴りのように震しん撼かんし、闇やみの球体の中に光る紅眼は標的から一いつ瞬しゆんたりとも外はずれることはなく、最後の一瞬「ぴし」と罅ひび割われにも似た音が空に響いて、

『▽告／発射準備完了』

『撃うて』

　トリガーは思念の一ひと言ことで引かれた。

　発射の瞬間、音は無かった。

　離れた場所に浮遊する兜カブトと神しん鯨げいは、それの発射を光学反応と強きよう烈れつなノイズで観測した。

　鍬形から放たれた黒の奔ほん流りゆうが、瞬時に前方の空間ほぼ全てを喰くらい尽つくす。ぎりぎりまで圧縮された一いち撃げきが第一の砲身を通過してその密度と範囲を倍加させ、第二の砲身を貫つらぬいて更さらに獰どう猛もうに荒れ狂い、最後に第三の砲身を経て爆ばく発はつ的に拡かく散さんした。

　そして──刹せつ那なに突き抜けた反射重力砲が、巨大な氷の花を捉とらえる。

　闇やみが喰らい付いた。そこで初めてはっきりと音が生じた。巨大な氷の塊かたまりが罅割れ砕くだけ散る大破壊の音だった。

　崩ほう壊かいが始まる。氷は音の洪こう水ずいと共に瓦が解かいし、空間ごと捩ねじ潰つぶされ、押し出され、欠片かけらとなって落ちるでもなく、光を反射しながら加速度的に砕けていく。

　重力の波を照射し続ける鍬形は、氷の中心部から吹き出す超低温の風を感知した。

　鍬形が告つげる。

『▽告／《凍結結界ゼロ》ノ再発動ヲ確認／機体温度更ニ低下／各部駆ク動ドウ率低下』

　朧は予あらかじめ定めた照しよう準じゆんを一ミリもずらさず、それがどうした、と小さく呟つぶやく。

　二十年前の爆ばく発はつとそれを止めた特とつ攻こう術そのままならいざ知らず、今ここにあるのはただの残ざん骸がいに過ぎない。既すでに全ての演算は完了している。止まったものを吹き飛ばすことなど、造ぞう作さも無いことだ。

　吹き荒れる冷気が空くう域いきを侵しん略りやくする。固まった空気が大規模なダイヤモンドダストを生み、それごと重力に巻き取られて白と黒のとぐろを巻く。神しん鯨げいの艦かん橋きようが僅わずかな放射能の反応を感知するが、それもまた朧おぼろが放った砲ほう撃げきによって拡かく散さんせず吹き飛ばされていく。

　その重力の奔ほん流りゆうに直接的な破壊力は皆かい無むである。ただ機体を飛行させるのと本質的には同じ原理でもって対象を浮かし、飛ばし、物体の組そ成せいや密度や大きさに関わらず照しよう準じゆんをつけた場所へと吹き飛ばすだけの反重力の塊かたまりだ。

　照準の場所とは、この上空二千メートルより更に上、大気も届かぬ空の遥はるか彼方かなた。




『飛んで行け。──空の果てまで』




　呟つぶやき、最後の一押しに出力を限界以上まで引き上げる。

　氷の花の中心部が、ついに全て砕くだけ散った。

　この現象は遥か距離を隔てた衛えい星せい軌き道どう上からでも観測できたに違いない。何もかもを呑のみ込んだ反射砲が、かつてそこにあった氷の花を叩たたき砕いて空の果てまで放ほう逐ちくする。軌道上に残ったのは大小様々な氷の破は片へんに千切れた冷気の残ざん滓し、そして──

　ただ一機の虫の残ざん骸がい。

　その時には既すでに、兜カブトもまた動き出していた。

　六つの肢あしを神鯨に食い込ませて力を溜める様は、大樹にへばりつく本物の虫に似ている。無む論ろんそうしているのは鍬クワ形ガタが放った反射砲の煽あおりを受けない為ためでもあるが、それ以上に、己おのれ自身が行使する能力の強きよう烈れつな反動に耐えるためでもあった。

　兜カブトの周囲の空間が、ぐにゃりと歪ゆがんでいた。

　重力とも違う、蜃しん気き楼ろうにも似た歪みは兜を中心として見えざる巨大な手の如ごとくうねり、常じよう軌きを逸いつした超常の「波は動どう」を形成する。

　さしたる武装を装備していない兜が操あやつるは、不ふ可か視しの衝しよう撃げき波は《戦術波動砲》。

　だが波動砲とは兜と虎杖いたどりの特とつ攻こう術を応用し、攻こう撃げきに転じた一側面に過ぎない。今や兜は完成を見た。己の能力を隅すみ々ずみまで把は握あくし、澄み切った電脳で自機と空くう域いきと鍬形と目標を正確に認識し、鍬形の反射砲とは真ま逆ぎやく、刃のように鋭く波動を操作する。

　そして、短く叫んだ。

『特攻術発動……《念動波アクシオン》、精せい密みつ操作！』

　波動は即ち兜の目であり、肢あしであり翅はねであり、虎杖の手であり足であった。

　ごくごく単純ないわゆる超能力として、「念動力」と呼ばれるものがある。ただ念じるのみで物体を動かし、掴つかみ取り、吹き飛ばす力だ。兜カブトの波は動どうとはそれだった。そして、鍬クワ形ガタの反射砲ほうに続いて蜉蝣かげろうを回収する為ためのもう一手だった。

　放つ。

　己おのが手足の延長とも言うべき──あるいはそれより精せい緻ちに動く波動が、鋭く重力の激流に差し込まれる。副脳と蟻あり塚づかによって割り出した座ざ標ひようと反射砲の角度と威い力りよくと砕くだけ散る氷ひよう塊かいと冷気と放射能の全ての数値を擦すり切れるほど細かく計算し、空間を切り裂さく波動の先せん端たんに標的の感触を確かに捉とらえた。

　蜉蝣かげろうの機体を、掴んだ。

　──留とどまれ。

　恐ろしい勢いで宙へ飛ばされていく全ての中、虎杖いたどりは蜉蝣の機体を掴み取り、宙の只ただ中なかに留めおく。いかに強引であれどこれ以外に方法は無かった。虎杖は成功を確信した。同時に、未いまだ残っていた冷気の激しさから、蜉蝣の性能がまだ生きていることをも確信した。

『八番式の機影を確認──機体は激しく損そん傷しようしていますが、本体は無事のようです』

『主脳の解かい析せきに入ります。兜と鍬形は機体を冷れい却きやくして下さい』

『……終わったか？』

　艦かん橋きようからの通信と朧おぼろからの通信が前後して入る。いかなる時も冷静な声色にも、流石さすがに多少の疲労が窺うかがえる。反射砲とはそれほどのものだった。空くう域いきに浮遊していた氷の欠片かけら達が、思い出したように本来の重力に引かれて地に落ちていくのが見える。

『作戦は成功だ。鍬形は直ちに艦に帰き投とう。ドックを開け。こちらもすぐに、』

　一いつ瞬しゆん言葉を切る、まさにその時だった。

　全く同じ瞬間、全く同じことを兜と鍬形の二機が警けい告こくする。




『▽告／未定義反応感知／数・一』




　何かが、驚異的な速度で空くう域いきに飛び込んだ。

　その何かはぎりぎりまで低空を滑すべり、ある一点から角度を跳はね上げ急速に上昇してきた。

　直後に感知したのは、目を焼くほどに眩まばゆい閃せん光こう。

　反応を感知した瞬間には兜は跳ちよう躍やくしていた。照しよう準じゆんを定めずに放射された散さん弾だん状の電でん磁じ加か速そく針しんが兜の装そう甲こう表面ぎりぎりを掠かすめて拡かく散さんしていく。この射しや撃げきは本命ではない、「奴」とて今この場で兜と鍬形をまとめて撃げき墜ついしようと思ってはいまい。

『機を見み計はからっていたか……流石さすがに、小こ賢ざかしい』

　間違いない。九番式だ。

　虎杖は集中を緩ゆるめず、視界の端はしで鍬形と蜉蝣の位置を確認、上昇を続ける敵の姿を探さがす。

　だが、姿が見えない。

　尋じん常じようではない速度を全く緩ゆるめず、ジグザグに刻きざむような複雑怪かい奇きな軌き道どうを描きながら上昇し続ける飛行体。継けい続ぞくしてセンサーに捉とらえ続けることも難しいほどのそんなものは鬼き虫ちゆう以外に存在しえず、それだけで《蜂はち》だとわかる。

　それでも、ある筈の機影がどこにもない。

『朧おぼろ、奴の姿を見たか』

『いや。反応は確かにあるが──、！』

　一直線の電光が奔ほとばしった。

　電でん磁じ投射砲ほうが鍬クワ形ガタを狙ねらい、鍬形は黒こく翅しを翻ひるがえし急降下してこれを回避。十分に鋭い機動ではあるが鍬形の飛行にはやはり鈍りが見え、姿が見えず反撃も覚おぼ束つかない。

　相手の目的など知れていた。自分一人では回収できない八番式を、横から掻かっ攫さらうつもりでいるのだ。

　発射点を即座に算出し導き出される飛行軌道の予測値を叩たたき出して、そちらにセンサーの全てを向け索さく敵てきする。だがやはりその姿だけが無い。不ふ可か解かいなことだった。蜂がいかに速かろうとも、搭とう載さいする電脳の性能はこちらも同等だ。蜂の飛行速度に感知能力が追い付けず、姿さえ見えないというのはあり得ない。

　まさか──と、虎杖いたどりの中にある推測が浮かび上がる。

　直近の戦せん闘とうで、奴が光学兵器を使ったことは覚えている。

　そのような追加装備はどこにも無いのにも関わらずだ。詳しよう細さいは不明だが、恐らく朧おぼろの重力制御グラビトンと同じく特とつ攻こう術の進化形だという結論も既すでに出ている。であればその能力は十中八九「光」に関わるもの。

　そうしたものを自在に操あやつるのだとしたら、これはその応用──

『……光学迷めい彩さいか！』

　光を歪ゆがめて透明になった鋼こう鉄てつの蜂はちが、その時既に射しや程てい内に飛び込んでいた。怯おびえも迷いも欠片かけらも見せず、兜カブトと鍬形という二機の甲こう虫ちゆうの、まさにその間に。

　蜂は全身を覆おおう迷彩を振ふり払い、金の光を強く瞬またたかせた。機体後部、本物の蜂で言う「針」の部分に当たる長大な可か動どう肢しが、超ちよう高こう圧あつ縮しゆくされた光の剣を束たばねていた。

　一秒にも満たぬ時間の中、短く鋭い少年の声が男達の思考を叩たたく。

『──遅い!!』

　一いつ閃せん。

　光が真円を描く。全長数十メートルに及ぶ光こう子しの剣は軌き道どう上に鍬形と兜を捉とらえ、落地おろち上空の白い闇やみを斬きり裂さいた。今度こそ牽けん制せいならず、本気で斬る為ための攻こう撃げきだった。

　堅けん牢ろうな装そう甲こうをも容た易やすく焼き斬る熱線が薙なぎ払われ、兜と鍬形は同時に即応する。鍬形は急降下と同時に自機周囲の重力場を操作して回避、兜もまた波は動どうの防ぼう壁へきで直撃を避ける。

『ち──！』

　虎杖いたどりは舌打ちした。今の動きで集中が緩ゆるんだ。

　蜉蝣かげろうを留とどめていた波は動どうが揺ゆらぐ。そして、九く曜ようはそれをこそ狙ねらっていた。

　糸が切れた人形のように、蜉蝣がふわりと重力に引かれ始める。その機体がぴくりと動いたのは見間違いではなかった。

　山やま吹ぶき色の複眼が、発光した。

　──生きている！

　九曜も朧おぼろも虎杖も、同じことを確信した。蜂はちが全力で蜉蝣に飛び、兜カブトが再び波動を操作し、朧おぼろが漆しつ黒こくの翅はねに力を漲みなぎらせる。敵味方入り乱れる空くう域いきに刹せつ那なの空白が生じ、哀あわれなほど小さく崩くずれた蜉蝣が自身の翅はねを開いた。飛べる。完全に目覚めたのだ。

　蜂は全ての攻こう撃げき行動を中断し、今自分が出せる最大の速度で飛行。兜と鍬クワ形ガタの射しや程ていから離脱して機体後部の装そう甲こうを開く。蜂の可か動どう肢しは一種の錨アンカーにもなり、一機までなら行動不能になった僚りよう機きを引いて、いわば「曳えい航こう」することもできる。

『柊ひいらぎ……！』

　九曜はその懐なつかしくも痛ましい姿に、彼女の名を呼んだ。このまま振ふり切り、電でん磁じ防ぼう壁へきと光学迷めい彩さいを張ってこの場を離脱する。決して敵を深追いはせず、また追わせない。完全に先手を取った今ならいける筈はずだ。

　いや。

　何かが、おかしい。

「ふーむ……？」

　最初に異常に気付いたのは烏え帽ぼ子しだった。

　兜の状況、鍬形の状況、蟻あり塚づかの状況、そして何よりも蜉蝣の状況を俯ふ瞰かん的に見ることができたのは艦かん橋きようだけだった。その上で「嫌いやな予感」があり、どうやらその通りらしいと察さつ知ちして老人は顎あご髭ひげを撫なでる。

　乗員を押しのけてマイクを掴つかみ取り、短く叫んだ。

「下がれ、二人とも！」

『……？　どうした？』

『こちらからは細かい状況がわからん。説明しろ、烏帽子』

「気になるならよう見てみい、お勧すすめはせんがな。つまりだ、」

　モニター越しに見える蜉蝣が、独力での飛行を始めた。雪の結晶にも似た白い光が散り、同色の真っ白な翅が音も無く開く。解かい析せき班の早口の報告には若じやつ干かんの焦あせりがある。

「八番式の主脳、応答返しません！」

「解析不能、《凍結結界ゼロ》の再起動を確認！」

　蜉蝣の姿は、崩くずれていてさえも美しかった。

　ただでさえ小型といえる機体が所どころ欠けつ損そんし、大きく開く翅に対して不釣り合いでありながら、尚なおも懸けん命めいに飛ぼうとする。二十年前と変わらぬ白い光はモニターを通しても鮮せん烈れつで、烏え帽ぼ子しは眩まぶしげに目を細めた。

　だがその光が──今は、獰どう猛もうだ。

「八番式のお嬢さんな。どうやら、暴走しておるようだ」




　　　　[image: くぎり]




　止めなくちゃ。

　止めなくちゃ。

　みんな、止めなくちゃ。

　無意識の停滞が突とつ如じよとして終わりを告つげ、空の色や瞬またたく光を認識して、夢の中にいるままの思考で彼女はそれだけを思い続ける。

　彼女にとって、時の経過は関係ない。止まっていたものが再び動き出したというそれだけのことに過ぎなかった。見開かれた目で空くう域いきに存在する者達を見ていながら、それが何か識別することさえもなかった。

　ただ、止めなければならない、としか思っていないのだ。

　いや、思考ですらなくある種の条件反射でしかないのかもしれない。その目に焼き付いた強きよう烈れつな光と、その全身で感じた地じ獄ごくの熱と、その脳のう裏りに焼き付いた揺ゆらぐことのない使命感は彼女の中にまだあった。

　これまで止まっていた時計が、仮に動き出すとして──

　始まるのは新たな時ではなく、止まった瞬間からの続きでしかないのだろう。

　機体は残っていた。本体も死んではいなかった。

　そして柊ひいらぎは再開する。二十年前のあの瞬しゆん間かんに魂たましいの奥底まで刻きざまれた「最後の任務」を遂すい行こうすべく、視界に入る全てを無差別に停止させなくてはならない。




　結論から言って、無む明みようの柊は生きていた。

　生きて、狂っていた。







　　　弐に ─ 白霧







　細く白い指が、ぴくりと動いた。

　紫むらさき色の目が薄く開いた。

　半日と経たっていないのに三日も徹夜したかのように疲ひ弊へいした登と坂さかの職員達が、いっそ驚きにも似た感嘆の声を上げた。そして、すぐに本当の驚きに変わった。

「おわぁあっ!?」

　ベッドに近い職員の数名が、いきなり無数のワイヤーでぐるぐるに巻き取られた。防ぼう衛えい本能からの無意識の行動である。しかし周囲に脅きよう威いが無いことをすぐさま確認し、簀す巻まきになって床に転がる職員をそのままに、どう見ても十歳前後の幼い少女ががばっと起き上がる。

　そうして、弐番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえが目覚めた。

「…………ヘンな夢……見ちゃった」

　ぽそりと呟つぶやく。

　覚えてはいないが、良い夢と悪い夢が並へい行こうしていたような気がする。

　のろのろと周囲を見渡す。見知った登と坂さかの職員達と、妙みようにがらんとしたドック。こちらの主脳をモニターしている者が数名、泡あわを食って中央に連絡に走る者が数名、直接声をかけてくる者が数名、簀す巻まきが数名。

　あ。

　ゆっくりと感覚を取り戻し、とりあえずワイヤーを解ほどいてやった。そうして、ベッドのすぐ横にうずくまる小山のように巨大な虫と接続する。

『蜘く蛛も』

『本体ノ再起動ヲ確認／主脳停止中ノ記録ヲ閲エツ覧ランシマスカ？』

『お願い』

　すぅ、と息を吸い込む。

　体をうまく動かせない。職員を巻き付けたワイヤーはどうにか解けたが、自分のところまで戻すこともできず垂れ下がるばかりだった。

　どうやら眠っていた時間は思ったより長くはなかったらしい。主脳の完全停止など何年ぶりのことかもわからないから少し混乱したが、蜘蛛の記録を送り込まれ、巴ともえは何が起こってどうなったかを大まかながら把は握あくした。

「……他……の、鬼き虫ちゆう、は、みんな出たの？」

「は、はい！」

「……そ……出遅れちゃった、わね。色々、ありがと」

　帝てい都と中央管理局での会議で不ふ覚かくを取り、島しま田だ宗そう吾ご──甲こう虫ちゆう式／特とつ機き二号丸《烏え帽ぼ子し》に貫ぬき手てを叩たたき込まれたのが数時間前。

　腹に穴を開けられたことを思い出すと腹が立ってきた。が、ここで怒っても仕方がない。巴は四し肢しがどうにか動くことを確認してベッドから降りる。自分でも驚く程ほどに動きがのろい。

　洗う暇ひまも無かった振ふり袖そでは乾きかけた血でずっしり重く、立ち上がるとあっさりずり下がって床に落ちた。巴自身もバランスを崩くずして転びかけるが、どうにか持ち直す。こんなに小さかったっけこの体──と思う。もう慣れた筈はずなのだが。

「……輸送車まだある？」

「は？」

「無ければいいわ。自分で行くから」

　まだ少し霞かすむ目で蜘蛛を見て、虫の方には何のダメージも無いことを確かめる。問題は自分だが、蜘蛛を装そう着ちやくすればなんとかなるだろう。落ちた振袖を指でつまんで拾い上げ、毛布を引きずる幼児のような歩みでぺたぺたと我が愛機に歩み寄る。

　ここに至って、巴が何をするつもりなのか全員が察さつした。研究員の一人が泡を食って、

「い、行くつもりですか!?」

「うん」

「うんって！　どこに何しに行くかわかってるんですか!?」

　全部わかっている。場所は北部の防ぼう衛えい都市《落地おろち》で、そこは八番式の柊ひいらぎが凍とう結けつさせた隔かく離り区域で、黒くろ塚づか部ぶ隊たいは蜉蝣かげろうを回収する為ためにそこへ向かって、九く曜ようがそこで一人で戦っている。剣けん菱びしや井い筒づつや菊きく丸まるや菘すずならもそれを追っている。これら蜘く蛛もの記録は彼女が直接見聞きしたものに加えて、蟷螂かまきりや蜈蚣むかでとの交信からの情報もありかなり正確だった。

　つまり、神しん鯨げい浮上からの戦せん闘とうの記録も概おおむね頭に入っている。

「──ふ、」

　笑いが漏もれた。

「ふふ、うふふ、くふふふふ」

　紫むらさきの眼めをきゅっと細め、三日月のような口で笑う巴ともえに周囲が息を呑のむ。

　黒あ塚い部つ隊ら。

「ぶっ殺してやる」

　情報を引き出すとか調べるとかはもうその後でいい。誰がどういうつもりで何をしていようが構うものか。冷え切った頭に怒りが後から後から溢あふれ出て、もう笑いしか出てこない。腹の穴はこの際水に流してやってもいいが、他の鬼き虫ちゆうに手を出したことだけは絶対に許せない。裂さけた口の端はしから覗のぞく、牙きばにも似た八や重え歯ばがぎらりと光った。

「無む茶ちやですって！　今度こそ死にますよ!?」

「整備に応援を呼んでますから、せめて修理が終わるまで待って下さい!!」

　ずるぺた歩く巴ともえに声が追いすがるが、聞く耳を持たない。巴の頭の中はもう鬼虫と甲こう虫ちゆうのことで一杯になっていた。誰も無理やり止めにかからないのは、こんな状態の巴でもその気になれば人の一人や二人や五・六人程度あっさりぶっ飛ばせるからだ。

「ともえ」

　そこに、幼く舌足らずな呼びかけが割り込みをかけた。

　どす黒い怒りを湛たたえた目でそのままそちらを向く。

　いつの間にいたのか、久く留る守すがそこに立っていた。隣となりには百も舌ずの姿もある。

「…………なに、キミも留守番組？」

　考えてみれば当たり前のことで、久留守の《蛍ホタル》は回収こそされているものの大たい破は状態のままだし、彼女自身そもそも拘こう束そくされるべき捕ほ虜りよの立場にある。あれ、じゃあどうして部屋から出てここにいるんだっけ──と少し混乱しかけた。頭がうまく回らない。

　隣の百舌は負傷しているようで、久留守に肩を借りている。菘や一部の研究員が進軍に同行する一方で彼女が残っているのはその傷によるもので、見たところ銃じゆう創そうのようだ。銃弾だんは摘出され傷口も縫ほう合ごうされているようだが、さして時間も経たっておらず百舌の顔色は悪い。

　が、どうでもいい。そういう理由で残ったのならそれだけのことだ。

「あ、まって、」

「少し待って下さい……巴ともえさん。私からも、どうかお願いします」

　構わず蜘く蛛もに向かう巴を、やはり二人が呼び止める。

　周囲はと言えば、そんな様さまを固かた唾ずを呑のんで見守っているしかない。今の巴が危ないというのは誰の目にも明らかで、どこで爆ばく発はつするとも知れないのだ。幼い少女が二人と怪け我がした女が一人、女の怪我はともかく絵え面づらだけ見れば大したことはなさそうなのに、雰ふん囲い気きだけが引火寸前の火薬庫のように危あやうい。

　巴は足をぴたりと止め（それでまた少しよろめき）、横目だけで二人に視線を返す。

　一分以上は待たない。久く留る守すは百も舌ずを伴ともないゆっくり近付いて、巴と蜘く蛛もの間に立った。

「わかってると思いますが……あなたに戦せん闘とうは無理です。蜘蛛の操そう縦じゆう自体まともにできるかもわからない。……今のまま出しゆつ撃げきなんかしたら、絶対に助かりません」

「知ってる。それが？」

　身体からだのダメージが回復しきっていないばかりか、主脳の方にもはっきりと後こう遺い症しようがある。蜘蛛の操縦すら怪あやしいという百舌の見立ては全くその通りで、まともな機き動どう制せい御ぎよも覚おぼ束つかないのが実際のところだろう。全盛期の大人おとなの自分が十の力を出せたとしたら、小さくなってからはせいぜい三、今の状態では一の力を出せるかどうか。

　だがそんなことはどうでもいいのだ。巴はいつもとは打って変わって静かだが、頭の中は完全に冷静さを失っていた。

「だから行くなってのは聞かないからね。ほらそこどいて」

　答えも待たずまた歩き出す。どかないなら通り抜けるだけだった。またも足がもつれそうになる。確かに、今度こそもう駄目なのかもしれなかった。

　二人の横をすり抜ける時、久留守が何かを呟つぶやいた。

「とり、ひき」

　鳥がどうしたと最初思った。明らかに言い慣れていない言葉で発音もおかしかったから。

　降って湧わいた思い付きのような言葉に、逆に意識を持っていかれる。振ふり向いて久留守を見ると、彼女ははっきりとこう言い直した。

「とりひきする」

　取引をしよう、と言っているのだ、要するに。

　何の話をしているのか全くわからない。

　自分の主脳にガタが来ているから理解できないのかと思いかけるが、当の久留守も言葉を選びあぐねているようで、俯うつむきがちに口をもごもごさせている。やがて小さな手をふいと上げて人差し指をこちらに向けた。

　接触通信である。巴は億おつ劫くうそうに重い右手を挙げ、その指先に触れた。
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　──。

　時間は要いらなかった。久留守が何を言わんとしているのか、自分に何を求めているのか、また何を行おうとしているのかをノイズのかかりがちな頭で理解した。

　そして、思わず呟つぶやいた。

「……それ本気で言ってんの？」

「うん」

　思いがけぬ提案に、巴ともえの頭が多少なりと冷静さを取り戻す。

　彼女は黒くろ塚づか部ぶ隊たいの一員であり、帝てい都とに復ふく讐しゆう心しんを持つ敵であった筈はずだ。一体どうしてそのような心境の変化があったのかは不明だが、まさか噓うそだとは思わない。久く留る守すの提案はそれほどに取り返しのつかないことだった。

　少なくとも、利害は一致していた。

　巴は自分を落ち着かせる為ための深呼吸をして、ひとまず蜘く蛛もに向き直る。

「時間ないからとっとと済ませましょ。とにかく作業の準備を──」

　ふら、とまた体が傾かしいだ。

　舌打ちが出る。我ながら哀あわれなほど弱体化してしまった体を恨うらんだ。まともに歩けさえしないのでは、戦せん闘とうにしても機械弄いじりにしてもどの道ろくなことができまい。頭を切り替えるとついさっきまでの自分が馬鹿そのものに思える。そんな巴に、百も舌ずが気き遣づかわしげに声をかけた。

「慌あわてないで下さい、今のあなたでは……その、前のようには」

「……みたいね」

　身の萎しぼむようなため息。仲間は今頃敵地に向かっているというのに。

「もう少し待てば応援が来る筈はずです。彼らの手を借りて万全の状態に整えましょう、私も微力ながらお手伝いしますから……」

「そういえばさっきも誰かが言ってたわねそれ。誰その応援って？　今いま更さら帝てい都と以外のどっかにわざわざ呼びつけるような腕うで利ききなんているとは思えないけど」

　いや。

　そういえば、と言った後で思い当たることがあった。

「遠方ですから到着までにはまだ少し待ちますが、ヘリで急行させているのでそう長い時間はかからない筈です。突然の話ながら、無線で先方の了解は得ています──あ」

　ドック内の通信設備に入電。

　まさにその応援の人員を乗せた大型ヘリからだった。この通信が届くということは、登と坂さかの無線が届く範囲まで近付いたということだ。研究員の一人が回線を開く。

『おぅえぇえええええええええええええええええっ！』

　電波の向こうでいきなり誰かが吐はいた。

　ノイズ混じりでもやたらと生々しいゲロの実況に誰もが面めん食くらった。少し間が開いて、その誰かが息を整える気配。エチケット袋の口をきゅっと結ぶ音まで聞こえた。

『はぁ……はぁ……失敬。まったくジジイにヘリは堪こたえるわい』

　どこかで聞き覚えがあるような気がする声。よく耳を澄ませば、彼の後ろでは複数人の男達がどやどやと何か騒いでいる。「あちら」に置いてあった中央のヘリをそのまま使って急行しているらしいが、音だけ聞くとどこぞの下した街まちの定食屋か何かの実況中継音声のようにも思える。

「──あら」

　こうなると、もう巴ともえも相手が誰だかわかっていた。

　遠方。無線設備が整い、通信でやり取りができる場所。そこにいる腕利きの整備士。

　かつて蜂はちを直した者達。

　そのリーダーが、まったくもっていつもの調子でこう告つげた。

『安あん東どう稔みのる元特とく務む少しよう尉い以下整備班、尽じん天てんから今そっちに向かっておる。着くまであと小一時間てとこかのう。茶ぁでも用意しといてくれい』
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　ごうん。

　また、外で何かが起こった。

　叶かな葉はと鴇とき子こにとっては、ここが正確にどこなのかもわからない。窓の外から見える雪からして現実味が無いが、鋼こう鉄てつの艦体を通して感じる寒さは本物だ。

　ごうん。

　一定の間かん隔かくをおいて部屋全体が大きく揺ゆれる。自分達がいかに巨大な艦の中にいるのかもろくにわからず、ただ振しん動どうだけが伝わり続けるのが不ぶ気き味みだった。辛かろうじて窓から見える景色は白一色で上も下もわからず、まるで巨きよ大だいな怪かい物ぶつの腹の中にいるような気分だ。この中にいるだけの二人には、神しん鯨げいが今まさに浮上し、上昇していることなど知るよしもない。

　ごうん。

　鵠こう子こは、それを毛ほども気に留めない。

「──今のおまえは幾つだったかな。見た感じ十五かそこらか？　流石さすがに思い出すのは少しばかり手こずるな……」

「あ、姉上……」

　ゆったりと椅い子すにもたれ、優しく妹に語りかける鵠子に、鴇とき子こは戸と惑まどいを隠かくせずにいる。

　叶かな葉はは完全に心ここにあらずで、整理のついていない頭の中でどうにかここから出られはしないかと思っていた。

　九く曜ようのことが心配だった。

　何しろ外を全く見ていないのでは状況を把は握あくするもなにもない。ただ艦かん橋きようによると、九曜が蜂に乗って助けに来てくれたことは──そして、それに対応すべく朧おぼろが出しゆつ撃げきしたことも──わかる。だがそこから先に何が起こって、九曜がどうなっているのかもわからない。

　確信が持てるのは、状況は推すい移いし続けているということだ。それも恐ろしく速いペースで。

　まず知らなくてはならない。何が起こっているのか、九曜がどうしているのか──

　──ご。

「わ……っ!?」

　その時、ひときわ激しい振動が艦内に波は及きゆうした。鍬クワ形ガタが反射重力砲ほうを発射した時の衝しよう撃げきである。そして、それに合わせてまた幾度となく衝撃が地じ震しんのように去きよ来らいし、小さな窓でもはっきりわかるほどに激しく風が荒れ狂い、暮れなずむ陽光の色が窓の外にちらりと見えた。

　そして、雷光のように激げき烈れつな光が何度も弾はじけた。

「……!!」

　叶葉も鴇子も、息を呑のんだ。戦せん闘とうだ。誰かと誰かが、戦っている。

『姫』

　唐とう突とつに、机の傍かたわらについでのように置かれた小さな無線機から声がした。姫、というのは鵠子のことだろう。何度も修しゆ羅ら場ばを経験してきたかのような老人の声だった。

『敵機が奇き襲しゆうをかけてきました。八番式の暴走も確認。お部屋にまで被害が及およぶことは無いでしょうが、念の為ため、安全な艦橋にお席をご用意してございます』

「いい」

『しかし』

「いい、と言っている。妹と妹の友達と話している。問題はおまえたちでどうにかしろ」

『……承うけたまわりました』

　通信が切れる。

　──八番式？

　八番式とは、つまり鬼き虫ちゆうの八機目ということになるだろう。話には聞いているが、どこでどうなったのかまでは知らなかった。戦時の鬼虫達の顛てん末まつを全て知る九く曜ようもこれらの件については語りたがらず、叶かな葉はもまた過去を根掘り葉掘り聞くのは控ひかえていた。

　その八番式の少女が、暴走？

　びし、とこれまでと違う音が、すぐ近くでした。

　反射的に窓を見る。叩たたいても物を投げても傷一つ入らないであろう分ぶ厚あつい窓のすぐ外側に変化が起こっていた。凍こおり付いていたのだ。見るだけでわかるほどに分厚い氷が張り、室内の気温がはっきりと下がるのを感じた。

「寒くなってきたな。……これだから、無ぶ粋すいな輩やからは困るのだ」

　まるで騒がしい隣りん人じんに文句を述べるような口調で呟つぶやき、鵠こう子こは箪たん笥すの下の段から厚手の上着を取り出して微笑ほほえむ。

「二人とも、これを着なさい。話したいことはまだまだあるんだ」

　外では風が吹き荒れている。これまでの激しさとはどこか一線を画かくした、冷たく無機質で、狂的な衝しよう動どうと共に乱れる極低温の風が。
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『柊ひいらぎ！　応答しろ！』

　九曜はすぐさま蜉蝣かげろうの特定回線を開いて電波で叫んだ。

　繋つながった。だが、言葉は返ってこなかった。

『▼告／【緊急事態発生】／八番式ノ信号異常ヲ確認／【警ケイ告コク】被ヒ照シヨウ準ジユン』

　呼びかけるよりも先に生存本能が危機を発し、蜂はちは翅はねを返して回避機動を取る。

　錐きりのように鋭い氷ひよう柱ちゆうが忽こつ然ぜんと空中に生まれ、空間を貫つらぬいていた。

　そこからまた冷気が爆ばく発はつ的に拡かく散さんする。蜂の機体表面にびっしり霜しもが走り、冷気の手は内部機関に届かんばかりに蜂に浸しん食しよくしていく。

『電でん磁じ防ぼう壁へき！』

　コマンドを飛ばし、電磁制御エレキテル発動。装そう甲こう表面と内部機関に高圧電流のスクリーンを張ることで凍とう結けつを防ぐ──が、それとてどこまで保もつか。

『柊、聞こえているならすぐに応答しろ！　こちら九番式！　君を救出しに来た!!』

　相手からの返答は、やはり無い。

『《凍結結界ゼロ》出力増大・予測範囲超過／八番式、応答セズ』

　蜂はちが言う通り、明らかに記憶よりも特とつ攻こう術の威い力りよくが跳はね上がっていた。全てのリミッターを外はずした、更さらにその上の出力だとでもいうのか。

　爆ばく弾だんめいた冷気が豪ごう風ふうと共に吹き荒すさび、大気中の水蒸気が一いつ瞬しゆんで凝ぎよう結けつして濃密な氷ひよう霧むと化す。飛行すれば軋きしむような音と共に細氷が砕くだけ散って、機体温度を恐ろしい速度で下げていく。

　彼女は爆発を止めたあの瞬しゆん間かん、確かに限界を超えたのだ。この異常な出力がそれを物語っており、すなわち柊ひいらぎは二十年前の「そのまま」であることをも証明していた。過去から目覚めた仲間が正気を失い荒れ狂う様さまは、名状しがたい痛みとなって九く曜ようの胸中を苛さいなむ。そしてそれ以上に、本能が叫ぶ己おのが命の危険をも痛いほど実感している。

　ぐん、と空に浮かぶ小島のような神しん鯨げいが高度を下げた。結けつ界かいの射しや程てい範囲から外はずれようとしているのだ。艦体表面には点のように小さく見える鍬クワ形ガタが取り付いて、恐らくは偏へん向こう重力によるものであろう防ぼう壁へきを張っている。

『ち……！』

　──高見の見物をしようというのか。

　当然、見ているだけではない。九曜は今この時も、遠方から自機に突き刺さる二つの照しよう準じゆんを強く感じていた。隙すきを見せれば、まとめて制圧するつもりだ──こちらを注視する兜カブトの角つのは、激しく飛行する蜂を確実に捉とらえている。

　そして、あの神しん鯨げいの艦体。

　叶かな葉はが、あそこにいるのだ。

　目もく視し範囲に敵の本ほん拠きよを捉とらえながらそちらに向かえぬもどかしさに、九曜は歯は噛がみした。冷静になれ。今は突っ込むわけにはいかない。自分は今、敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかにある孤こ軍ぐんなのだ。

　暴走する柊に対処しつつ、どうにか奴らの索さく敵てきから逃のがれなくてはならない。

　光学迷めい彩さいはどうか。いや、同じ手が二度通用するとは思えない。まして今度は奇き襲しゆうではなく最初からこちらを捕ほ捉そくされている。蜉蝣かげろうを放っておくわけにはいかない以上、敵を前に下へ手たを打つわけにはいかなかった。

　そして何より、この冷気に晒さらされて蜂自体がいつまで保もつか。

　進化した九曜と蜂であっても、空間ごと包み込む結けつ界かいを前に平気でいられる筈はずもない。それも、過去のデータを上回る出力であれば尚なお更さらだった。

『▼告／駆ク動ドウ率リツ低下／電デン磁ジ防壁出力減少／【危険】』

『あとどれほど飛べる!?』

『【演算中】──試算ノ結果、残時間四十一秒ニテ完全凍トウ結ケツノ恐レアリ』

『……了解、賭かけに出る！』

　躊躇ためらっている暇ひまは無い。命いのち懸がけというならそれは最初からだ。覚かく悟ごはとうに済ませてある。

　駆動率が徐々に低下していく。蜂の言う通り、このままでは内部機関まで凍こおり付いてしまうのにもさして時間はかかるまい。九く曜ようは反はん重じゆう翅しを一度大きく翻ひるがえし、その場の誰しもが予想だにしない行動を取った。

　蜉蝣かげろう目掛け、まっすぐに突っ込んだのだ。

『疑似神経加速タキオン・エミユレート起動、電でん磁じ防ぼう壁へきを前方に集中展開!!』

『了解／【疑似神経加速タキオン・エミユレート】起動／秒読ミ開始──【一】』

　刻きざみ始めた超加速の時間の中、九曜は蜉蝣の照しよう準じゆんと凍結結界ゼロの範囲を分析する。粘ねん性せいを帯びた主観時間の中で、蜉蝣が広げる氷の手をまともに目まの当たりにした。

　もはや、ここが空中であるという認識さえ狂いそうになる光景だった。

　知覚範囲のほぼ全てを「白」が支配している。空気中の水分が凝ぎよう結けつして氷の網あみとなり、冷気の霞かすみから直径何メートルもの巨大な氷ひよう柱ちゆうが幾つも突き出ている。しかもそれが、センサーすらうそ寒くなるような速度で爆ばく発はつ的に拡かく散さんしているのだ。

　蜉蝣は、空間掌しよう握あくというただ一点において他の九機を凌りよう駕がする。既すでにここは彼女の庭だ。改めてその威い力りよくを──そして限界を超えた結けつ界かいの恐ろしさを九曜は全身で感じ取った。

『【二】』

『最大戦速！　《光エ子ー制テ御ル》発動、粒りゆう子し収しゆう束そく!!』

　蜂はちの前方に光の粒子が集中し、全てを焼き切る超高温の光の塊かたまりを形成する。塊は次の瞬しゆん間かん無数の光線となり、文字通り光速で蜂と蜉蝣の間を舐なめ尽つくした。照準、前方に存在する氷ひよう塊かいの数々。

　視覚を焼く強きよう烈れつな閃せん光こうが、真っ白な空間に爆ばく発はつした。

　瞬しゆん時じに蒸発した氷と反射される光。水蒸気が散る端はしからまた氷ひよう霧むとなり、二機の間で光と氷が万まん華げ鏡きようの如ごとく激しく拡かく散さんした。

　進路を確保し、蜂が突とつ撃げきする。ブレーキはおろか減速すら最初から頭に無い全力の速度だった。距離を詰めるに何秒も必要なく、疑似神経加速タキオン・エミユレートが二秒と半分を刻きざむ頃には、蜉蝣の哀あわれなほど小さな機体が視界を埋めるほどに急接近していた。

　ぴり、と蜂の触覚に訴うつたえる何かがあった。




　──止めなきゃ。




　至近距離にまで近付いたほんの刹せつ那な。それは懐なつかしい少女の声だった。

　九曜はその中に彼女の「意思」を確かに見極め、蜂の翅はねで最後の加速を行い、

『……許せ！』

　最高速度で、激突した。

　双そう方ほうの装そう甲こうが軋きしむ。蜂は後部可か動どう肢しを素す早ばやく動かし、先せん端たんで蜉蝣を確かに掴つかんだ。豪ごう風ふうが二人を中心に竜たつ巻まきめいて渦うず巻まき、広がった冷気を急速に圧縮する。

　ばき、と一ひと際きわ大きな凍とう結けつの音が響き渡った。

　蜉蝣かげろうの防ぼう御ぎよ本能によるものか、それとも何か別の衝しよう動どうが作用してのことか、蜉蝣は激突した瞬しゆん間かんそのままに蜂はちごと自機を凍こおらせていた。巨大な氷に閉じ込められた二機は、さながら琥こ珀はくに眠る虫そのものだった。

　加速を乗せた氷ひよう塊かいは、自由落下の何倍もの速度で真まっ逆さかさまに墜つい落らくしていく。

『反応を追跡しろ！』

　ものの数秒で起こった出来事を目まの当たりにし、虎杖いたどりは神しん鯨げいへ鋭く指示を飛ばす。

　蜂の飛行は誰が見ても捨て身のそれだが、この期ごに及およんで自や棄けを起こしてあのような行動を取ったとは思えない。周囲の冷気が消え去り、無数の細氷と水滴がばらばらに落ちていく。

　朧おぼろはその様を見るともなく横目に流し、体勢を立て直して急降下する。

　割り出した墜落地点に、二機の姿は既すでに無かった。

　砕くだけ散った氷塊の跡あと以外には痕こん跡せきも残さず、蜂は蜉蝣を連れてどこかへ消えていた。廃はい墟きよのどこかに隠かくれ、態勢を立て直すつもりだろう。虎杖はゆっくり降下してくる神鯨を見上げ、朧は二人が墜落したと思おぼしき地点をじっと見下ろしていた。何か思うところがあるのかもしれないが、彼の心情は窺うかがい知れない。

『……無む茶ちやなことをする少年だ』

『それが九番式だ。流石さすがに、やる』

　朧おぼろの呟つぶやきに返し、虎杖はすぐさま次の手を思考する。

『調査隊を派は遣けんしろ。廃墟のどこかに身を隠かくしている筈はずだ』

　蜂が用いた光学迷めい彩さいと、強化された蜉蝣の特とつ攻こう術のデータを兜カブトに呑のませる。

『量産型は出しますか？』

『奴らも気を張っている。虫の部隊を展開すればすぐに気取られる筈だ』

　甲こう虫ちゆうの部隊は出さず、先んじて二人を捕ほ捉そくしなくてはならない。

　必要なのは隠おん密みつ性だ。虎杖は神鯨をちらと見上げた。

『……この場合、最適な駒こまがある。六番式を起動させておけ』




　　　　[image: くぎり]




　大型防ぼう衛えい都市《落地おろち》の闇やみは、深く、そして白かった。

　確かにかなりの規模であることはわかるにせよ、広大さはいまいち実感できない。なにしろ今なお地上には雪が降り積もり、真っ白な霞かすみが一帯を覆おおい尽つくしているからだ。視覚を熱赤外線探たん知ちモードに切り替えれば多少の見通しは利きくが、生物の視覚では十メートル先に何があるかもわかるまい。

　大型都市として《尽じん天てん》と並び称される二都市だが、あの街とは何もかもが正反対のように思える。砕くだけたアスファルトを獰どう猛もうな陽光が炙あぶり、けたたましく蝉せみしぐれが降りしきる夏の廃はい墟きよとはまるで違い、ここでは何もかもが文字通り止まっていた。

　戦後二十年の風化や劣化の影響を受けず、またこの街を消しよう滅めつさせる筈はずだった爆ばく発はつも蜉蝣かげろうが止めた為ため、荒こう廃はいの度合いは他の廃墟と比べると無いに等しい。凍とう結けつしてこそいるものの、形を留とどめた街々は戦前までの光景をそのまま切り取ったかのように見えた。ただ、やはり異物はある。一つはどこからか迷い込んだと思おぼしき機械兵が凍こおり付き、何かの立像のように停止する姿。そしてもう一つは、耳に痛いほど張り詰めた静せい寂じやくそのものだ。

　風が吹くたび粉雪が舞い散る。そんな冬の闇やみに、蜂はちと九く曜ようは潜もぐり込んでいた。

　蜉蝣の残ざん骸がいを引きずって裏うら路ろ地じに身を隠かくす。そうして九曜はすぐさま蜂と分離し、ぼろぼろの蜉蝣に飛び付く。

「内部状況の解かい析せき！」

『了解』

　蜂に短く指示を飛ばし、自分は蜉蝣の胸部に触れる。

　途方もない年月を氷の中で過ごし、また自身も冷気を操あやつる蜉蝣の装そう甲こう表面はそれ自体が氷のようなものだった。触れればたちまち掌てのひらの人工皮膚まで凍り付き、九曜の全身からあっという間に温度を奪うばっていく──が、それまでだ。

　電磁制御エレキテル。

　自身の四し肢しに高圧電流を流して凍とう結けつを防ぎ、手に触れた蜉蝣の機体を──せめて胸部のハッチ部分だけでも温める。並へい行こうして蜂が蜉蝣の内部をスキャンし、主脳と副脳の無事を確認。どうやら本体は衝しよう撃げきで気を失っているようで、引っ張り出すなら今しか無さそうだった。

「少々荒っぽくするぞ……！」

　九曜の両手を蜉蝣の胸部ハッチへ、蜂の可か動どう肢しを頭部へ当てる。迷う余地は無い。電磁制御エレキテルを精せい密みつ操作し、蜉蝣の電子回路へ干かん渉しよう、主脳と副脳のリンクを強制遮しや断だんするのだ。

　発動。ほぼ同時に一度、蜉蝣がびくんと跳はねた。

　小さな機体が青白く帯電し、周辺に細かく火花を散らす。

　立て続けに発せられた全てのエラーを押し殺す。直近の同型機であるが故ゆえに中ちゆう枢すう機構は似に通かよっている。初めての試みであるにも関わらず、蜉蝣の電子防ぼう御ぎよがまともに機能しなかったこともあってか、遮断そのものは首しゆ尾びよく完了した。

　蜉蝣の複眼に淡く灯ともっていた光が消える。傷付いて所々が欠けつ損そんした虫は力なく地面に横たわり、その胸部ハッチが九曜の強制干渉によって音もなく開いた。

　圧縮空気が噴ふん出しゆつし、内部機構が外気に晒さらされた。

　いる。

　九曜は声をかけるのももどかしげに身を乗り出し、少女の体を助け起こした。

「──柊ひいらぎ!!」

　九く曜ようは、実に二十年ぶりに柊ひいらぎの姿を見た。

　顔も体もあの頃と変わっていない。壮そう絶ぜつな爆ばく発はつを押し留とどめたことを考えれば意外なことに、本体には傷一つ付いていなかった。白い水兵服と、季節を問わずいつも巻いていた長いマフラー。夕日にも似た山やま吹ぶき色の瞳ひとみは今は閉ざされ、長い睫まつ毛げを伏ふせて眠っているようにも見える。

　ただ、彼女の長い髪だけが、一本残らず真っ白になっていた。

「……っ」

　唯ゆい一いつのその変化が、彼女の行ったことの大きさを何より物語っていた。こうして具体的な形で姿を見たことが何より強きよう烈れつな実感となる。無む明みようの柊は確かに二十年前のあの爆発を止め、あの瞬しゆん間かんから地続きの時の流れにある。

　彼女は、ずっとここにいたのだ。

　ずっと。

「……すまない」

　二度とこの顔を目にすることはないと思っていた。叶かなうことなら眠らせたままの方がいいとも思っていた。だが、結果として敵の手を借りることになったのは皮肉ながら、こうして再び柊と出会えたことだけは純粋に喜ばしいことだ。

　九曜は慎重に柊の体を抱いて立ち上がり、蜂はちにコマンドを飛ばした。全機能を戦せん闘とう状態から通常状態に移行、リンクした蜉蝣かげろうの副脳をモニターしながら機体出力を可能な限り下げる。微弱な電でん磁じ防ぼう壁へきで両機をステルスコーティングする。然しかる後のち、光エ子ー制テ御ルを操作。

　薄暗い路ろ地じ裏うらに光の粒りゆう子しが浮かび上がり、周囲の風景が歪ゆがんだかと思えば、狭せまい通路に蹲うずくまる二つの鋼こう鉄てつの虫がふっつりと姿を消したかに見えた。

　だがよく見てみれば、周囲の光景の歪みによって蜂と蜉蝣の輪りん郭かくは僅わずかに視し認にんできる。光学迷めい彩さい──光を屈くつ折せつさせることによる、疑ぎ似じ的な透とう明めい状態である。九曜は敵が打つであろう次の一手を推測しながら、まずはどこか室内に入るべきという結論を下した。

　場所には事欠かない。左右を囲むビル群にさっと目を走らせると、ほんの数メートル向こうに雑居ビルの裏口があった。

　扉に向かってすぐ、このままでは入れないことに気付いた。

　上空で弾はじけた極大出力の凍結結界ゼロは、当然直下の都市そのものも極ごつ寒かんの世界に変じせしめている。それは裏路地の隅すみ々ずみに至るまで例外ではなく、目の前の扉に至ってはすっかり凍こおり付いてほとんど壁かべと一体化していた。

　少し躊ちゆう躇ちよしたが両手が塞ふさがっていては仕方ない、九曜はまず眠る柊をその場に横たえる。

　続いて紫し電でんに手を添そえて腰こしを沈め、電流を刀身に流し込むと同時に抜ばつ刀とう。青白くスパークする黒い刀身が上下左右に音もなく走り、扉の枠わくを囲うように滑すべり込んだ。

　ラッチボルトと蝶ちよう番つがいごと氷から切り離された扉が、ただの板切れとなって室内に倒れた。斬ざん撃げきの軌き道どうには僅かに高圧電流の残ざん滓しが光り、四角く口を開けた扉が二人と出迎えた。

　中に入ってざっと見渡してみたところ、ここはどうやらカフェだったらしい。

　そう広くはない。一人で回せる程度のささやかな機材が揃そろったカウンターに椅い子すが五つ六つ並び、二人掛けの丸テーブルが幾つか点在している。壁かべに貼はられたポスターはどこの廃はい墟きよもそうであるように二十年前の広告であり、大きな柱時計は十一時五分二十六秒で止まっていた。

　九く曜ようはまず、店の隅すみの壁にもたれさせる形で柊ひいらぎを下ろした。ゆっくりゆっくりと周囲の気温が下がっていくのを感じる。本人が意識を失っていてもなお、凍結結界ゼロが発動しているのだ。

「……今は……この場で我慢してくれ」

　真っ白になってしまった髪がさらりと垂れ、彼女の白い顔に細く影を落とす。

　──ッ。

　人ひと心ごこ地ちついた時、唐とう突とつに頭の芯しんから熱した鉄のような怒りが噴ふき上がった。

　ほんの束つかの間ま、視界に入ったあの二機の虫。神しん鯨げい。

　柊への対処に必死だったから余よ計けいなことはせずに済んだが、他ならぬ仇きゆう敵てきを前にして攻こう撃げきを仕掛けなかった自分が不ふ思し議ぎに思える。奴らこそが巴ともえを瀕ひん死しに追い込み、菊きく丸まるを攻撃し、竜胆りんどうと庵いおりと楓かえでを利用し、そして叶かな葉はらを拉ら致ちしたのだ。

　叶葉のことを考えると気が狂いそうになる。無事でいるのか。何かされてはいまいか。敵はどういうつもりで叶葉と鴇とき子こを攫さらったのか。殊ことに、叶葉には常に安全圏にいて欲しいと思い続けていた九曜は、彼女が危険域いきどころか敵の中ちゆう枢すうに連れ込まれてしまったという事実そのものがどうしても耐え難がたい。

　その上、黒くろ塚づか部ぶ隊たいは眠り続ける柊さえも引っ張り出そうとしたのだ。

　すぐに叶葉を救いに行けず、奴らの手を借りねば柊を氷ひよう塊かいから救い出すこともできなかった己おのれ自身にも腹が立つ。九曜は反射的に右手を壁に叩たたきつけた。店の内ない壁へきを覆おおい尽つくす薄はく氷ひようが一気に罅ひび割われ、拳こぶしを中心に放射状の亀き裂れつを刻きざむ。

　落ち着け。冷静になれ。

　少しでも思考が逸それると、今すぐにでも打って出たくなる。叶葉らの救出と、敵への報復で頭が埋め尽くされそうになる。だが、ただ戦って死ぬだけならそこらの野良の機械兵にもできる。それだけは抑おさえねばならない。今の自分はここで死ぬわけにはいかないのだ。

『▼告／本体ノ脳波ニ乱レヲ確認』

『問題ない。……少し、激しただけだ』

　蜂はちからの通信に心を落ち着かせる。ふと思い立ち、頭に浮かんだ事をそのまま半身に問う。

『今……出しゆつ撃げきせぬのは、臆おく病びようか？』

『否イナ／特トツ機キノ性能及オヨビ戦力比ノ分析結果、単タン騎キニ於オケル突撃ハ推スイ奨シヨウデキズ／当機ハ貴キ官カンノ判断ニ異存無シ』

『……お前は変わらぬな』

　無む論ろん予断を許さぬ状況であることは変わらないが、蜂との短い会話で頭の熱が引いていくのを感じる。

　一機ひとりであって孤独ひとりではない、それは不ふ思し議ぎな感覚だった。兵器たることを当然としていた過去には感じたこともなく、また想像もしなかっただろう。九く曜ようは数秒だけ目を閉じ、己おのれの行うべきことを順序立てて考える。

『──いいだろう。準備にかかる』

『了解』

　動き出す。

　今でこそ何の反応も感知されないが、敵に見つかるのも時間の問題だろう。

　それに、今こうして敵を知覚していない自分自身のセンサーを過信してはいけないことも九曜は知っている。

　六番式・鉤こう行ぎようの庵いおりが敵側にいる。

　彼の特とつ攻こう術《幻影擬態フアントム》は、光学・音源・熱源・電でん磁じあらゆる知覚及びセンサーを欺あざむく究極のステルスだ。その術がひとたび発動すれば己の姿から痕こん跡せきに至るまで全ての形を殺し切り、鬼き虫ちゆうレベルの極めて高度な索さく敵てきからさえ隠かくれてしまう。過去、庵はその能力を用い、単独で幾つもの重要な作戦を成し遂とげてきた。特攻術のみならず、彼自身の技量もまた狙そ撃げきをはじめとした隠おん密みつ性を重視する諸技能に特化しているのだ。

　先に捕ほ捉そくされてしまえば、九曜ですら気付く前に殺されていてもおかしくない相手だ。敢あえて室内に身を潜ひそめたのは庵のことを考慮に入れた上での結論だった。自みずから袋ふくろの鼠ねずみとなったと捉とらえることもできるが、裏うらを返せば侵しん入にゆう経路が限定されるということにもなる。

　九曜はまず路ろ地じに戻り、身を隠す蜂はちに指示を飛ばした。

『格かく納のう部を展開』

　光学迷めい彩さいの幕まくが一部分だけ解け、蜂の胸部が開く。本体が収まるスペースの脇わきがまた開き、九曜が「格納部」と呼ぶ小型のハンガーユニットが口を開いた。

　納まっているのは、鬼き虫ちゆうが僻へき地ちや敵てき陣じんにおいて孤立した際に使う非常用の道具一式だ。専用武器の追加弾だん倉そう、小型バッテリー、予備の通信機、頑がん丈じような造りの両刃のナイフ、牽けん引いん用の細いワイヤーロープ、多種多様な工具類等。ざっとまとめると、自機が何らかの機能不全に陥おちいった場合にそれを補おぎなう為ための装備が多い。それから「辛つらくなったらこれを見てね♡」と書かれた巴ともえの（無駄にきわどい）写真が入っているが本人的にもこれはただのシャレのつもりだろう。

　それぞれの仕し様ように合わせた細かい差異はあるが、基本的な装備類はどの虫にも共通となっている。であれば蜉蝣かげろうも同種のものを持っている筈はずだが、どうやら読みは当たったようだ。それらをかき集め、足早に店内に戻った。

　カフェの中は徹底的に無音で、どんなに細かい動きでも一挙手一投足がしつこいぐらいに響く。店主も客もなく閉店後といった趣おもむきだが、中はどこも破は壊かいされておらず、今にも店を開いて客を招き入れることができそうだった。

「……凍こおった時間……か」

　ふと思い出されるのは、いつだか巴ともえが話半分に語った怪かい談だんだった。近代、海外のある帆はん船せんに起こった怪事件だ。ろくに聞いていなかったから細部や固有名はうろ覚えだが、海上を漂ひよう流りゆうする遭そう難なんしたと思おぼしき帆船が発見されたという。僅わずかな異常こそあれ船内に荒れた形けい跡せきは無く、ただ船員だけが一人残らず失しつ踪そうしていた。食料と水も残っており、食堂には食べかけの朝食が温かいまま置かれていたにも関わらず、姿を消した船員がどこへ行ったのかはわからずじまいだった──ということだ。多少の脚色はあるだろうが、店内の様子はその怪談とどこか似ていた。きっとどの建物内もそうなのだろう。「下らぬ」と聞き流した九く曜ようの横で、柊ひいらぎが大おお袈げ裟さなほど怖こわがっていたことも思い出される。

　この街の住民はどうなっただろう。激戦となることが予測されたのなら既すでにどこかに疎そ開かいしていたか、或あるいは尽じん天てんのように大規模な地下施設で冷凍睡眠に入ったままか。

　取り留めもない思考を頭から振ふり払い、手を動かす。

　罠わなを張るのだ。

　まずワイヤーを裏口や凍った窓、正面入り口など予測される侵入経路に張り巡めぐらす。壁かべに針を打ち込んでボルトを引っかけ、電磁制御エレキテルで隅すみから隅まで電流を流し込む。その内の幾本かは左腕に強引に括くくり付けた。何らかの外的干かん渉しようがあったら特定波長の電流を左腕に流し、自分の意思に関わらず反射的にニードルを発射するよう仕込むのだ。

　続いて無線機の電子回路を弄いじり、範囲内に指定した周波数（自分と蜂はち、念のため柊ひいらぎと蜉蝣かげろう）以外の無線を感知したら大音量のノイズを流すように仕掛ける。九曜はこうした作業があまり得意ではないのだが、やらざるをえない。

　正直に言えば、こんなもので相手をどうにかできるとはまるで思っていない。重要なのはこの小さいカフェ内を自分の「巣」とすることで、何者かが接近あるいは侵しん入にゆうしたら絶対に気付けるように「触覚」を張ることなのだから。

　これから重要な作業に取り掛からねばならない以上、必要な用意だった。場合によっては九曜も柊も完全に無防備になる時間が生じてしまうかもしれない、そういう作業だった。

　柊は眠り続けている。

　目覚めたとして、正気のままでいる可能性は低い。

　ならばまずその意識を戻さなくてはならない。自分は巴のように高度な機械整備の技術は持たないが、柊の電脳に干かん渉しようすることはできる。

　手はある。少なくとも僅わずかながら可能性は。

『蜂よ、小しよう生せいと柊の脳波の計測および演算補助は任せる』

『了解』

　思考が繋つながっている以上、九曜が何をするつもりでいるのか蜂も知っている。

　一度、九曜が昏こん倒とうした時があった。

　御ご所しよの倉で発見した星ほし鉄がねの刀身に触れ、自己の電脳にある同素材の素そ子しと共鳴現象を起こしたが故ゆえのことだった。九く曜ようの意識は拡かく散さんし、その間のことは全く覚えていない。後から聞いた話によると、九曜の意識を帰したのは叶かな葉はであるという。巴ともえの手引きにより彼女の脳と九曜の電脳を有線接続し、深層意識にある九曜の自我を呼び戻したのだ。

　それをやる。あの頃とは何から何まで勝手が違うが、他に手は無い。

『……頼んだ』

　最後に蜂はちに一ひと言ことそう言い添そえ、通信を切る。

　格かく納のう部にあった予備のケーブルを引っ張り出し、うなじのジャックを開いて片方と接続。

　左手で柊ひいらぎの上体を支え、右手でうなじの辺あたりを探さぐる。白くなってしまった長い髪が滝のように指の間を流れ、指先がジャックを探り当てた。慎重に開き、ケーブルを、

「『　　』」

　柊の呼吸が不規則に乱れる。

　突然、山やま吹ぶき色の目がかっと見開かれた。

「！　ひいら、」

　至近距離で目が合った。その目は九曜に向けられていても、九曜を見てはいなかった。

「──くぁッ」

　声ならぬ声が細い喉のどから漏もれる。ちり、と電脳にノイズが触れる。

　長い白髪とマフラーが音も無く浮き上がり、直後、旋せん風ぷうが発生した。

　──凍結結界ゼロ！

「『ぅあぁああぁあッ!!』」

　ノイズ交じりの、声と電波の絶ぜつ叫きよう。

　カフェの一角、柊の身体からだを中心にまた極低温の結けつ界かいが形成される。本体のみで且かつ消しよう耗もうしていたから出力こそ弱まっていても、この場の二人を氷漬けにするには十分の冷気が九曜を包む。

「……!!」

　体が徐々に凍こおっていく。九曜は歯は噛がみし、柊のジャックの位置を確認、感覚を失いつつある指先が確かにコードを保持していることも視認。この繊せん細さいな部位に余よ計けいな負ふ荷かをかけてはならず、電流で氷を融かすことはできない。冷気が二人を包み込む。自分の体が足元から急速に凍とう結けつしていくのを感じる。

「『ああッ!!　ぁぐぅあああッ!!』」

　柊のものとはまるで思えない金切り声を、九曜は耳に刻きざみ付けた。

　これが今の柊だ。たった一人で恐ろしい爆ばく発はつを止めた、紛まごうことなき英雄だ。あの日止められず、助けもできず、言葉すら届かなかった戦友の姿だ。誰からも祝福されることなく眠り続け、今ようやく目覚めた英雄の姿は、どうしようもないほどに痛ましかった。

　だからこそ今、自分が為なすべきことがある。

　差し込む感触。

　有線接続に成功した。

　最優先で柊ひいらぎの電脳に干かん渉しようし、特とつ攻こう術の強制停止コマンドを叩たたき込んだ。

　華きや奢しやな体が強く痙けい攣れんし、固く強こわ張ばった四し肢しがくたりと垂れた。冷気の風がふっつり止む。

「柊……」

　呟つぶやくように呼びかける。冷気の余波で生じた細かな雪が、室内にちらほらと降り注いだ。

　九く曜ようはただ一ひと言こと、柊と蜂はちに、そして自分自身に決然と告つげた。

「──行くぞ」

　没ぼつ入にゆう。
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「島しま田だ宗そう吾ごが生きておったのか？」

　開口一番、安あん東どう稔みのるはそう聞いた。

　彼を先頭として、浅黒く日焼けした男達が愛用の工具箱片手にどかどか入ってくる。皆口々に「おお、こいつあすげえ！」「俺帝てい都となんて来たの初めてだ」「かーちゃんに土産みやげ買っとかなくちゃ」「これが例の登と坂さか研けんって奴かあ！」「ねえどっかに土産物屋とかってある？」などと言いたい放題で、ああでもないこうでもないと雑談ついでに物もの凄すごいペースで工具を広げた。生なま白じろい登坂の研究員達はというと、むくつけき男達の乱入に完全に圧倒されている。

「死に損そこなってんのよ、戦せん闘とうの終わりからずっと。機械化してまでね。で、その死に損ないにアタシも殺されかけたってわけ」

　安東は、島田宗吾──黒くろ塚づか部ぶ隊たいの烏え帽ぼ子しとは旧知の仲である。

　彼に関することは道中でも説明を受けていただろうが、その衝しよう撃げきは未いまだ覚めやらぬ様子だった。それに加えて目の前の童女だ。小さい巴ともえと蜘く蛛もを何度も見比べ、安東は「ほうっ」と気の抜けたような息を吐はいた。

「このお嬢ちゃんがあの弐に番式とな？　まじでか？」

「まじです」

　安東の疑問に横合いからの声が肯こう定ていした。

　そちらを向くと、今中央からここに着いたと思われる可か児にの姿。

「おお、おお、可児さんではないか！　無事で何より！　あの筋肉ダルマの巻き添ぞえを食ったと聞いた時は心配したぞ！」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、安東さん。遠いところをご足そく労ろう頂き……と、長々と挨あい拶さつばかりしてもいられませんな」

「あら可児さん、調子はどお？　っていうかついでに縛しばり上げちゃってゴメンね？」

「……いや、まあ非常事態だったから仕方ないことだが……ともかく。仰おつしやる通り、これが今の弐に番式です。彼女は本来の能力の大部分を失っており、加えて事態は急を要します。こうしてお手を借りることになってまことに申し訳ない。どうかご辛しん抱ぼういただきたい」

「そーなのよもー困っちゃう。死にかけからどーにか生きる為ためにこんなカラダになったのにあのクソジジイ派手にやってくれちゃってさー。で、アイツが死んだ筈はずだってのは？」

　飄ひよう々ひようと返す巴ともえ。まだ体はまったく本調子ではないが、少なくとも気持ちの方はいつも通りに戻っている。我が身の弱体化をつくづく思い知らされたのもあるし、とっとと仲間に追いつく為ためには冷静に確実に事を進めるしかないのだということも実感している。あるいは、巴から見ても信頼に値あたいする老ろう練れんの整備士の存在感がそうさせたのか。

　安あん東どうは島しま田だについて記憶を巡めぐらせ、皺しわだらけの手で同じく皺だらけの顎あごに触れる。

「……人ひと伝づてに聞いた話だからわしも直接見たわけじゃないが、信用できる奴がそう言うてな。曰いわく、前線指揮を執とっておった島田の奴が戦死したとよ。血に濡ぬれた認識票も見た。あ奴は偏へん執しつ的なくらいの現場主義者での、くたばるなら戦場であろうと思うておったからあまり驚きはせんかったが……」

「何か、それらしいことを言ったりした？」

「常から戦いが好きだと言うてはおった。奴は鉄てつ火か場ばで生きるのが好きで好きでたまらんようだったから、外地だろうとそこで死ぬなら本望だろうと思うたものよ。まさか甲こう虫ちゆうとやらになってまで続けるとは……いや、やめておこう。東とう京きようくんだりまで来て年寄りの昔話なんちゅうのも益やく体たいのないこっちゃわい。して蜘く蛛もの局つぼねよ、わしらに何を望む？」

　のんびりと物ぶつ騒そうな昔話を口にする安東は年季の入ったツールバッグを腰こしに提さげ、最初からいつでも作業にかかる構えだった。どこまでも自然体に。

「ふふん、話が早くて助かるわ。──まずアタシと蜘蛛の調整を手伝って欲しいのと、それからもう一つ、こっちのコにも手を入れて欲しいの。大至急」

　くい、と親指を示す先には、巴とそう変わらぬほどに幼い娘がぽつんと立っている。

「あ、あの……。こん、にちわ」

　久く留る守すもまた尽じん天てんの男達の様子に圧倒されているようで、やっとといった具合に挨あい拶さつを絞しぼり出す。言い終えた後で思い出したようにぺこんと頭を下げた。

「む！　これまた可愛かわいらしい娘っこじゃの。ほれほれそう怖こわがるな、安東のお爺じいちゃんだぞーい。飴あめちゃん舐なめるかの？」

「ひゃっ」

　やはり見知らぬ老人となれば多少は怖こわいと見えて、久留守はぴゃっと百も舌ずの背中に隠かくれてしまった。それでも飴は気になるようで、百舌の後ろからおずおず物言いたげな目で覗のぞき込んでくる。安東がポケットから（恐らくは自分用の）べっこう飴を取り出して渡すと、藍あい色の落ち窪くぼんだ瞳ひとみが目に見えて輝いた。

「どうしてまた甲こう虫ちゆうなんぞに……っちゅうのは、根掘り葉掘り聞くこっちゃないわな。さて可か児にさん、そろそろ良いかの？」

「ええ。──君達！　急な話で驚いていることと思うが、彼らの腕は折り紙つきだ！　事は一いつ刻こくを争う！　全ての機材の使用と貸たい与よを許可する、どうか協力して作業に当たって欲しい！」

「うむ、よろしくお願いする。……そういえば、」

　と切り出しはしたものの、安あん東どうにとっては最初から聞くつもりでいたであろう質問だ。

「孫娘はどうしとるかの？」

「追跡部隊に加わったみたい。……当のおじーさまを前にしてこういうこと伝えんのもアレだけどね、なにしろ最前線なわけだし」

　一方、ドック内が賑にぎやかにざわめき出す。呆あつ気けにとられていた登と坂さかの職員が我に返り、各おの々おのの本分を思い出して作業の準備を完了させたのだ。

　相手がどれほど熟じゆく練れんの整備士集団であろうとここは帝てい都との登坂研究所、であるからには他ならぬ自分達のテリトリーなわけである。外と様ざまに負けていられるものかと気合を入れ直し、ああでもないこうでもないと言い合って開始を待つ。「くっさ！　あんたら汗くっさいですよ!?」「生っちろいうらなり瓢びよう箪たんがなァに抜かしやがる！　これぞ男のニオイってもんよ!!」「知るかそんなもん！　臭においはともかくここは我々の庭です！　きっちり仕事して貰もらいますからね！」「おっしゃ上等だ班長仕込みのてくにっく見せたらぁ!!」

　安東はゆるりと歩き出し、作業台の前に立つ。それでもやはりどうしても気になるようで、軍手を嵌はめながら質問を続ける。

「や、構わんよ。孫なら行きたがるじゃろ。だがのう、あれは何か役に立つもんかの？」

「蜂はちを飛ばしたわ」

　簡潔に答える。

　安東は目を丸くして、ずれた眼鏡めがねをかけ直した。

「…………ふむ」

　かつて同じ作業に着手した身だ、安東は菘すずなの成し遂とげたことの重大さを一ひと言ことで理解した。そして他ならぬ鬼き虫ちゆうの開発者だからこそ、巴ともえもまた同様のことを深く承知している。途中に黒くろ塚づか部ぶ隊たいの手が入ったとはいえ、蜂を自身の意思で飛ばせるその最後の一押しがいかに重いか。

「引き上げた時は、こりゃもう二度と動くまいと思うとったが……」

　皺しわだらけの細い指が奇術のように工具を弄もてあそび、しかと握にぎり直す。

　そうして安東は、にたぁ、と顔面を文字通り皺だらけにして笑った。

「隠いん居きよのつもりでおったがまだまだ餓が鬼きには負けられん。ほれ嬢ちゃんがた、そこに寝よ。恥ずかしがってもおられんぞ！」
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「へぶしっ!!　はーちくしょー!!」

　くしゃみ自体はともかく「ちくしょー」はあまりにおっさんくさい。祖父の影響である。

　巨大な装そう甲こう車が、武装と兵員を積んだコンテナを引いて高速走行を続けている。菘すずなはその中にどっかりあぐらをかいて、「参さん」の繭まゆ──参番式《蟷螂かまきり》と向き合っていた。

　輸送用のコンテナはある程度車体の揺ゆれを吸収するように造られているが、それでもなかなかの振しん動どうが尻しりから伝わってくる。

　やっちゃったと思った。菘はむず痒がゆい鼻をすすり、誰かに聞かれていなかったかと少し周囲を見渡した。追つい跡せき部隊に同行した研究員はみな手元の作業に没ぼつ頭とうしており、敢あえてくしゃみに気を配る余裕など無かったようだ。少し安心した。くしゃみがでかいのは癖くせだからどうしようもないが、それでもつい出てしまったことを気にする程度の乙女心はある。

　ほっと一息ついたその時、二組の目がこっちを見ていることに気付いた。隅すみに座る剣けん菱びしと、反対側で調整を受けている菊きく丸まるだ。

　げ。

　鞘さやに収めた二刀を肩にかけ、剣菱はぼんやりしたままの表情で肩を竦すくめた。

「相あい棒ぼうに唾つばぶっかけんのは勘かん弁べん願いてえとこだな？」

「て、手で押さえてたでしょ！　いいじゃない別に！　あ、あんたもこっち見ないでよ！」

　剣菱のからかう口調と、ひたすら無言で凝ぎよう視ししてくる菊丸に思わず大声が出た。そんな調子で反論したものだから、かえって注目を集めてしまう。

「あ、いっいや、なんでもない！　です！」

　訝いぶかしげに見てくる研究員達に慌あわてて弁解し、殊こと更さらなんでもないように作業に没ぼつ頭とうするポーズを見せる。いかにもわざとらしいことなど自分でも百も承知で、赤い顔のままもう一度鼻をすんと鳴らした。風か邪ぜというわけではないからどこかの誰かが噂うわさでもしたのだろう。

　これらの会話と、それから車体の振動以外は静かなものだった。

　今、装そう甲こう車とコンテナの中には一種独特な張り詰めた空気がある。めいめい整備と調整に集中している様さまは、場所が違うだけで登と坂さかのドックとそう変わらない雰ふん囲い気きにも思える。

　ただそれでも、誰が何と言おうと「ここ」はまさに最前線へ向かう道だ。皆心の中では恐怖しているだろうし、ひょっとしたら今この瞬しゆん間かんにでも敵の襲しゆう撃げきがあるかもしれないと緊張しているのがわかる。そうした恐れを、目の前の作業に没頭することで忘れようとしている向きもあることだろう。

「……敵は襲おそってこないのでしょうか？」

　不意に、誰かが呟つぶやく。ゆるく壁かべに背を預ける剣菱が即答した。

「ねえだろうな」

「しかし……」

「今あいつらに焦あせる理由はねえ。いつかの星ほし鉄がねん時みてえに早いもん勝ちの取り合いなわけじゃねえし、向こうには余裕がある。となりゃ迎げい撃げきの準備だけしてりゃあいい、今頃追おつ手てを警けい戒かいしてゆっくり戦力を整えてるだろうさ」

　一見すれば寝てるのかと思われがちな佇たたずまいだが、この場で最も神経を研とぎ澄ませているのは間違いなく剣けん菱びしだった。頭から爪つま先さきまで一いち分ぶの隙すきもない。口ではそう言っていながら、実際はいつどこから敵が攻せめてこようが応戦できる構えでいる。

　無む論ろん、菊きく丸まるもそうだった。損そん傷しようを修しゆう復ふくして胸部装そう甲こうの予備を換かん装そうし、更さらに追加装甲を装着している。四し肢しのタービンの可か動どうを確かめる静かな巨漢は、冷たい鉄の身体からだに隅すみ々ずみまで戦意を滾たぎらせていた。

「──けどな、連中もまさかこんなにすぐ向かってくるとは思ってねえ筈はずだ。その点だけはこっちが有利と言えるかもな」

　敵部隊の座ざ標ひようがわかったのは、かの壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうの暗号通信による。

　あれは敵に操あやつられた竜胆のせめてもの抵抗であり、少なくともあの瞬間に黒くろ塚づか部ぶ隊たいが気付いている様子はなかった。蜻蛉の通信を信じること自体が一種の賭かけだったが、そうすることに誰も躊ちゆう躇ちよは無かった。

「井い筒づつも空から向かうから、先に着くのは奴だ。こっちは陸路だから遅れるけどな、うまいこと奴らの裏うらをかくように動かなきゃならねえ」

　剣菱の口からすらすら出てくる予想は、技術畑の人間達には耳慣れない「戦せん闘とう」の話。

　実を言うと、菘すずなも怖こわい。

　覚かく悟ごはしている。しかしそうであっても、これまでは銃じゆう後ごで工具を振ふるっていた状況とは違い、「自分も死ぬかもしれない」という現実は十六の娘には重かった。しかし、

「──それに、九く曜ようもいる」

　菘はそう呟つぶやく。

　そう、九曜も、叶かな葉はも鴇とき子こもその場にいる。剣菱は頷うなずき、菊丸もまた強く頷いた。

「どっちにとっても読めねえ駒こまがあいつだ。言ってみりゃ、九曜がどんだけ場を引っ掻かき回せるかが鍵かぎってことになる」

「……うん」

　今まさに動き続けている落地おろちの状況如何いかんは、先に行った九曜に全てが懸かかっていると言って過言ではない。今は手を動かしながら、あの男の「番狂わせ」を信じるしかない。

　目的地まで何時間かかるか知れないが、その数時間が、途方もなく長く感じられる。

　午後の空はあくまでも青く、ほんの僅わずかに陽が傾き始めていた。

　これから向かう極ごつ寒かんの白い闇やみとは、まるきり世界が違うような空。







　　　参さん ─ 燐りん光こう







　思考が電気信号の流れに溶けて混ざり、一本の頼りないコードに五感の全てを託たくす。

　その時、具体的に何が起こりどう推すい移いしたのか九曜は正確には把は握あくしきれていない。

　全ては主観の中で荒れ狂い流れ去る、激動する「意識」の奔ほん流りゆうにある。




　いきなり強きよう烈れつなノイズに晒さらされた。

　振ふり千ち切ぎれそうになる意識を保ち、雑多な信号の瀑ばく布ふを受け流す。瞬まばたきの一いつ瞬しゆんで巨大な渦うず潮しおに放り込まれたかのような感覚に五感を洗われ、それだけで回路の数割が持っていかれそうになるのを必死に繋つなぎ止める。

　これは一種の浸しん食しよくだった。柊ひいらぎは電子回路に至るまで完全に正気を失っており、気を抜けば電脳の演算素そ子しの一つ一つから食い尽つくされ、同じ暴走状態に引きずり込まれてしまう。

『蜂はち……!!』

　無線で繋つながった半身の信号を確かめる。今や蜂が唯ゆい一いつの命いのち綱づなだった。この濁だく流りゆうの中でひとたび「自分」と「蜂はち」を見失ったが最後、たちまちのうちにこちらの全感覚が正気ごと呑のみ込まれてしまうだろう。

　こちらをモニターする蜂の信号を頼りに自己を認識し直し、意識に指向性を持たせ、更さらに奥へと潜もぐる。光の届かぬ深海の底へ底へと潜り込んでいく感覚。五感が先せん鋭えい化され、電脳の表層を猛もう烈れつな勢いで流れ去るありとあらゆる雑音をパスしていく。

　これは柊ひいらぎの意識であり、記憶だった。彼女自身ですら制せい御ぎよしきれない膨ぼう大だいな情報の中に果たして自我は残っているのか。真っ暗な電脳に残った言葉と景色と思考と感情の雪崩なだれ、

　──任務、飛行、鬼き虫ちゆう、戦争、

　あと三機、自分だけが、──傷、高高度、暴風、──、

　遥はるか遠くの地平線と水平線、視界の果てで混ざる色、空気の匂におい、大気を切り裂さく笛ふえにも似た音、差し込む陽、確かあの日は晴天で、眼下に広がる灰色の街、地面、空、影を差す何か、間に合、彼方かなたに飛び去る黒い鳥、──無音、──遠く、──全て、

　──怖、




　爆ばく発はつ。




『「止めなきゃ」』




　最後の最後に、九く曜ようは柊の言葉を聞いた──気がした。

　激流がある一点に収しゆう束そくする。飛び込む。彼女の声を命いのち綱づなにする。ありとあらゆる記憶と実感の中で自己を固く固く認識し、その中で九曜は、魂たましいにまで刻きざみつけられた、恐ろしく深い強きよう迫はく観念を視みた。

　繋つながる。

　激流が絶え、やっとの思いでそこに至る。

　五感と上下感覚が正常に戻り、足が地面──少なくともそう思える場所──に着いた。

　今九曜が立っている場所が本当に「底」なのだと思う。

　無線通信──と似てはいるが、一味もふた味も違う。電波による双方向通信とは接続の深さにおいて浅瀬と深海ほどの差がある。今や五感の全てが一人の深層意識に注がれ、主観としては文字通り相手の頭の中に「いる」といった具合なのだから。

　本当にこのような場所が存在するわけではなく、いわばこれは夢だった。柊が見続けている泡うた沫かたの夢の世界だ。

　主観の時間はあてにならない。何分何時間と感じていようと、これは光学神経でやり取りされた互いの脳の有線接続だ。要する実時間は数秒にも満たないかもしれない。

　叶かな葉はも九曜に同様のことを行ったと聞く。鬼虫の電子演算能力をもっても到達すら容易でなかったこんな領りよう域いきに、彼女はどうやって辿たどり着いたのだろう。

　そこは、色の無い世界だった。

　壁かべも天てん井じようも存在せず異常に広いが、にも関わらず息が詰まるほどの閉へい塞そく感を覚える。

　空にあるのは、絶えず輝き続ける異常に巨大な閃せん光こう。太陽より大きく、目が焼かれそうなほど激しい光だった。だというのに地上は黒く、遥はるかな地平線は茫ぼう洋ようと広がるばかりで見渡しても何も見えはしない。光と影の境界すら曖あい昧まいで、空の光と地上の闇やみがどこで線引きされているのか全くわからない。

　そして、凍こごえそうなほどに寒い。

　踏み出すと足音は無い。一歩ごとに地面が罅ひび割われる。この広大な空間は、その実融とけることのない氷の大地だった。足を運べば運ぶほど進む先に迷いそうで、真っ直ぐ歩いているという実感すらない。

　どれほど歩いたか。九く曜ようの目は、不意に頼りないほど小さい白い点を捉とらえた。

　それが柊ひいらぎだった。

　音も色もなく、ただ光と影と寒さが支配するだけの場所に、一人膝ひざを抱かかえて蹲うずくまっていた。

　長い時間をかけて歩み寄る。奇き妙みようにゆっくりと距離が縮まっていき、九曜は座り込む柊を見下ろした。彼女の体が、記憶よりとても小さく見えた。

「──柊」

　柊は、返事をしない。

「目を覚ませ柊、爆ばく発はつは君が止めた！　もうあの光はどこにも存在しない！」

　爆発。

　その単語に、柊が劇的に反応した。

「だ……め」

　世界がざわめく。

　氷の大地が爆発的に隆りゆう起きし、九曜は巨大な地じ震しんにたたらを踏んだ。

「く……っ！　聞け、柊！　九曜だ!!　君を助けに来た!!」

　膝ひざを折り、両手で柊の肩を鷲わし掴づかみにする。

　そして九曜は、柊の顔を見た。彼女のそんな表情を、九曜は初めて見た。

　目め尻じりが裂さけんばかりに見開かれた目、引き攣つった口元、歯の根は噛かみ合わず瞳ひとみの焦しよう点てんが合っていない。今の柊に九曜は見えていない。この深層意識においても今なお、彼女の視界全てにあの強きよう烈れつな爆光が焼き付いているに違いなかった。

　空の光はまさに彼女が見た爆発そのものだ。柊は止まった時間の深い深い意識の底で、ずっとあの光だけを見ていたのだ。

　想像したこともなかった。どんな時も明るく笑っている柊はかつて九曜にとって不ぶ気き味みですらあり、何を考えているかわからず、むしろ何も考えていないのかもしれないとまで思っていた。柊の表情に翳かげが差したところを見たことなど一度もなかった。

　心中に重油のような自責の念が満ちる。決断した。まずは認識させなくてはならない。ここにいるのが一人ではなく二人であることを、今彼女の傍そばに自分がいるということを。

「──柊ひいらぎ!!」

　短く名を叫ぶ。柊を引き寄せ、彼女の震ふるえを抑おさえ込むように抱き留める。

「あ、ぅう……っ!!」

　柊は最初、泳げぬ虫が足あ掻がくように身をもがいた。そうして意識してかせずか、縋すがるような動きで、骨格が軋きしむほど強く九曜を抱き返した。爪を立てる形で掻かき抱く指が背に食い込み「めり」と音を立てる。五感ごと没ぼつ入にゆうしている九曜は、はっきりとした痛みを感じた。

「止、めな、」

　二十年ぶりに聞いた彼女の声は大きすぎる使命感に凍こおり付き、掠かすれ、震ふるえていた。

「めなきゃ、止め、止めなきゃ、私が止めなきゃ、あれを、あれを私が、私が私が私が!!」

　喉のどを嗄からす絶ぜつ叫きようが続く。九曜は柊を抱き締しめ続け、自分がここにいることを認識させるべく呼びかけ続けた。

　今、九曜は柊の心の内にあるものを理解している。爆ばく発はつを止めた最後の時の前後、彼女自身すら胸中の深くに封ふうじ込めた心からの本ほん音ねがあるのを知っている。

　やがて彼女は叫ぶのをやめた。嗄れた喉から忙しい吐と息いきが何度も漏もれ出る。しばしの沈ちん黙もくが続き、そのうち、喉の奥から搾しぼり出る細い泣き声が聞こえた。

　柊が泣いている。

　子供のように、しゃくりあげて泣いている。

「こわいよぉ」

　涙交まじりの震えた声は、勇気も使命感も何もかも取り払った、心からの本音をついに零こぼした。

「しにたくないよぉ」

　爆発の直前、蜂はちと蜉蝣かげろうは一いつ瞬しゆんだけ通信で繋つながった。

　その瞬間柊は、ほんの少しだけ泣きそうな声で、笑った。

　これはあの時に封じ込めた筈はずの、柊の本音なのだろう。幾つもの戦場を駆かけ抜けた最強の鬼き虫ちゆう、その八番式として前線にあり続けた一人の兵士。初めて出会った時から最後までずっと明るく、違和感を覚えるほどにいつも微笑ほほえみ続けていた戦友。その笑顔こそ、彼女の強きよう靭じんな精神力がなせる業わざだったことを九曜は今いま更さらになって気付いていた。

　柊は二十年もの間、爆ばく炎えんと共に身を焼き尽つくす恐怖と、絶対零れい度どの死の実感に捕とららわれ続けていた。
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　──すまない。

　他に言葉が浮かばない。それでも、今更謝あやまったところでどうなるわけでもない。許して貰もらおうとも思っていない。泣きじゃくる柊を腕の中に感じながら、九曜は今為なすべきことを思い出す。そっと体を離して正面から柊ひいらぎを見み据すえた。「？」──何もわからぬ柊の、恐怖と不安に塗まみれた顔がよく見える。

　九く曜ようはすうと息を吸い込み、

「何も考えるな!!」

　声を張り上げて短く叫ぶと、柊が竦すくんだ。

　未いまだ焦しよう点てんを結ばぬ眼めが混乱するように揺ゆれたのを間近に見て、九曜はようやく「届いた」と思った。

　瞳ひとみに涙を溜ためた柊に顔を近付け、額ひたいと額を合わせる。

「……もう、大丈夫だ。もういいんだ、柊」

　ノイズの濁だく流りゆうに流されそうな柊の思考を、自分の存在ひとつで繋つなぎ止める。

　刻きざまれた強迫観念に割り込みをかける。

「あの時、小しよう生せいは何もできなかった。ただ、いってしまう君を見ているしかできなかった」

　何の小こ細ざい工くも通用しない。残る手段はもう言葉しかない。

　ぽつぽつと囁ささやく言葉の一つ一つで、柊の真っ暗な意識の海に波が生じていく。

「ひょっとしたら、小生も怖こわかったのかもしれない。あれ以上速く飛んだら、もしもう一メートルでも近付いてしまったら、自分までも爆ばく発はつに巻き込まれてしまうと思っていたのかもしれない。届いたところで何ができるものかと、心の中で諦あきらめていたのかもしれない。すまない。本当にすまない」

　そしてそれらの言葉は、他ならぬ九く曜ようの懺ざん悔げでもあった。あの時間違いなく心のどこかにあった臆おく病びような本ほん音ねだった。包み隠かくさぬ自分の言葉で、自分の存在を目の前の少女にゆっくり理解させていった。

　憎しみがこちらに向いていればまだしも気分は楽だったように思う。それでも彼女は誰も呪のろうことなく、爆ばく発はつもろともたった一人で氷の地じ獄ごくへ落ちたのだ。

　今なら自覚できる。九曜はずっと悔くやみ続けていた。間に合わず、彼女の為ために何一つできなかった己おのれ自身を責めていた。以前から持っていた「自分は、戦って死すべき兵器である」という観念をより強く己に課すようになったのはある種の逃とう避ひだった。

「……君はまだ、あの瞬しゆん間かんに心が囚とらわれている。ならばせめて、その心だけは元に戻すのが小しよう生せいの負うべき責任だと思う」

　柊ひいらぎは何も言わない。ただ視線を片かた時ときも逸そらさず九曜を凝ぎよう視ししている。

　せめて、再びその目が景色を捉とらえ、再びその耳に声が届くようにしたい。

　九曜は身を引いて柊から一歩離れ、真っ直ぐに手を差し伸べる。

「何も考えるな。小生だけを見ろ。この声だけを聴いて、この姿だけを見ろ。この手を取れ。何も心配要らない、ここから必ず君を連れて帰る……!!」

　少し遅れてほんの一滴、瞳ひとみに残っていた雫しずくが柊の頬ほおを伝い落ちる。

　涙はそれで最後だった。

　柊は、随ずい分ぶん長く黙だまっていた。

　子供のように口を半開きにして、放心した表情。涙の痕あとを濃く残す顔には今はもう恐きよう慌こうも恐怖も無い。ただほんの僅わずかに首を傾かしげる。不ふ思し議ぎそうな顔。目の前の相手が誰なのかわかっているのかいないのか。

　ひょっとしたら、よく知る筈はずの堅かた物ぶつな少年が、そんな顔を見せることが珍しかったのか。

　その瞳に、陽だまりのような光が戻り、




「────九曜？」




　ざわ。




「!!」

　柊が九曜を認識した時、真っ暗な地平線の彼方かなたから津波のような囁ささやきが押し寄せた。

　知覚疑験シムステイム。楓かえでが放つ思念の波だ。

　しまった、と思った。気付かれた。圧倒的な範囲と精度を誇る「蟻あり」の眼めは、九曜の開いた突とつ破ぱ口こうをこじ開けて柊の内部にまで浸しん食しよくし始めていた。世界が揺ゆれる。目に入る全てがノイズに塗まみれて形を失っていく。凍こおり付いていた柊ひいらぎの自我が変質しているのだ。

　闇やみの中で白い手がひらりと泳ぎ、九く曜ようの手を掴つかんだ。

「離すな、柊！　離すな……!!」

　九曜の叫びを最後に、光が逆流していく。

　感覚がまたありとあらゆる情報の坩堝るつぼに晒さらされる。前後左右上下の区別も消えた中で感じているのは、急速に浮上していく感覚だった。そして強く強く握にぎり締しめた、一本の細い手。逆回しに意識の海から浮き上がる中、九曜の脳に真っ赤な警けい告こく信号が叩たたき付けられた。

　最優先で主脳に伝達される、蜂はちの副脳からの緊急通告である。

『▼警告／未定義ノ何者カガ接近』




　　　　[image: くぎり]




　上。

　左腕が、反射的にニードルを射出した。

　電でん磁じ加か速そく針しんが一息に六本射出され、しかし標ひよう的てきを外はずして天てん井じように深く刺さる。

『柊の主脳はどうなっている!?』

『計測不能／未イマダ安定セズ』

「ちぃ……っ！」

　壁かべにもたれた柊の上体が傾かしぎ、横ざまに倒れ込んでいる。その瞼まぶたは閉じられたままだ。九曜は身を低くしたまま紫し電でんを抜き、手近なテーブルを蹴け立たてて簡易な盾たてとする。危き惧ぐしていたことが最悪のタイミングで起こった。

　一拍遅れ、がしゃん、と静せい寂じやくの中で耳に残る破は壊かい音おんが響く。大きな換かん気き扇せんが落ちる音だった。

　そいつは、予測した経路のどこも用いなかった。凍こおり付いたエアダクトを潜くぐり抜け、換気扇をぶち抜いて天てん井じようから侵しん入にゆうしてきたのだ。

　九曜が思い付く程度の備えなど最初から全て読み尽つくされていた。何な故ぜなら彼は、単独での潜せん入にゆう・偵てい察さつにおいて九機の中でも並ぶもののない隠おん密みつの達たつ人じんなのだから。

　規則正しく並ぶ椅い子すとテーブルを隔へだて、いつの間にか一人の男が立っている。

　右手には逆さか手てに持った両刃のナイフ。偵察用の軽装の野戦服は九曜も見慣れた装いで、肩には昔と変わらず「六」の刺し繍しゆうが施ほどこされてあった。

　ただその表情が見えない。目め許もとから頭の上半分を覆おおう頑がん健けんなヘッドギアが彼の顔を隠かくし、瞳ひとみの代わりにこちらを捉とらえているのはどこまでも感情を読ませぬ無機質なアイカメラだった。

「庵いおり!!」

　叫びに呼応するかのように、六番式・鉤こう行ぎようの庵が文字通り姿を「消す」。

　何も見えず、何も聞こえず、庵は何も答えない。敵のあらゆるセンサーから徹底的に自己の存在を抹まつ消しようする《幻影擬態フアントム》は、蟋蟀こおろぎに搭とう乗じようしていない状態でも当然のように発動可能である。

　四角に切り取られた空間に不ぶ気き味みな静せい寂じやくが満ちる。何も無いように思えて確実な脅きよう威いが潜せん伏ぷくする、肌を刺すように鋭い殺意の静寂だった。

「返事をしろ、庵いおり！」

　九く曜ようは戦せん闘とう演算を開始して次の瞬しゆん間かんに起こりうる幾つもの事態を予測しながら蜂はちに命ずる。

『光学迷めい彩さい解除！　蜉蝣かげろうを護まもりながら演算補助を！』

『了解』

　対たい峙じするのがかつての仲間と知りつつも、頭に鳴り響く警けい鐘しようが戦闘態勢を解かせようとしない。電波であっても肉声であっても、庵からは一ひと言ことの返事もありはしなかった。

「何な故ぜこんなことをする!?　貴き官かんは無む益えきな戦いなど望む男ではなかった筈はずだ!!」

　そう──九曜の知る限りは、鉤こう行ぎようの庵はそんな男ではなかった。

　少なくとも九曜が覚えている庵は、物静かで、任務に忠実ではあっても決して荒あら事ごとを好むたちではなかった。あまり多くを語らぬ彼ではあったが、こと戦闘に関してはとりわけ消極的な態度であったように思う。彼は彼自身の虫たる《蟋蟀》の力を受け容れつつも、どこかそれを恐れているような男だった。

　彼に何が起こったのか。逡しゆん巡じゆんする九曜に対し、幽ゆう鬼きの潜ひそむ無色透とう明めいの静寂が、

　迫る。

　九曜は意識してではなく、脅きよう威いに対する戦士の本能に従い動いた。

　踏み込みの一発で床板を微み塵じんに砕くだく。衝しよう撃げきで破は片へんが浮き上がり、直後に振ふり上げた右足で机までも蹴けり上げた。

　瞬しゆん間かん、無から生まれたかのような斬ざん撃が分厚い机を切り裂さいた。

　九曜は体を半回転させ、未いまだ宙にある机をそのまま蹴り飛ばす。そこにいるであろう庵に叩たたき返すように飛ばしたがやはり斬撃の主は既すでにそこにおらず、ただの牽けん制せいであるから九曜もさして気にも留めない。接近の経路を一つ潰つぶした上で自みずからの間合いに集中するのみだ。

　来た。

　紫し電でんを逆さか手てに持ち直し、首の右側を防ぼう御ぎよ。

　無音の衝撃が右手に伝わり、──ぃん、と刃のかち合う残響だけが思い出したように耳を打つ。庵のナイフを受け止めたのだ。

　──電磁制御エレキテル！

　細かい制御を考えず、右手を中心に放電する。かち合った刃と刃を伝い電光が弾はじけるも、既にそこに庵はいない。九曜は両目だけを素す早ばやく動かし次に備える。

　赤い眼めに映っているものは庵ではない。散らばった木片であり、舞う細氷であり、要所要所に張り巡めぐらせたワイヤーの僅わずかな揺ゆれだった。

　視覚ではその動きにのみ気を配る。最初のナイフの刺し突とつを防げたのもこれによる。

　庵いおりを見ることは九く曜ようにもできない。だが、庵が動いた軌跡を追うことはできた。物に溢あふれ、狭せまく限定された室内に潜もぐり込んだのはそれが真の目的。九曜とて庵と幻影擬態フアントムの恐ろしさを知らぬ筈はずはなく、こうでもしなければ気配すら追えないことなど百も承知だった。

　姿を消してはいても、庵は確かに同じ空間にいるのだ。ならば音も姿も消していようと、僅わずかな風圧や庵自身の体たい躯くが動かすものまで誤ご魔ま化かしきれない。加えて、電流を流したワイヤーで相手の動き自体をかなり制限できていた。

　対応は極めて困難だが決して不可能ではない。特に、限定された場所での一対一ならば。

　一いち挙きよ動どうに一いち撃げき、己おのれと柊ひいらぎの盾たてとするように店内のあらゆるものを吹き飛ばす九曜はあたかも人型の暴風だった。荒々しい戦せん闘とう機き動どうの傍かたわら、無影の刺し突とつを見切る集中力は氷のように研とぎ澄まされている。もはや静かなカフェなど見る影もなく、自身が起こす暴風の影に浮き彫りになった幽かすかなる男を九曜は確かに捉とらえ続ける。

　先読みと直感と経験則で攻せめる角度を見越し、カフェの一角に音無き火花が無数に散った。

　状況はこちらの有利。それでいて、庵はその尻尾しつぽをまだ掴つかませない。

　神経を研とぎ澄ます傍ら、流石さすがだ──と頭の隅すみで思う。

　彼の体術は、九人の中でも上位に位置するほど卓たく越えつしている。もとより虫の装そう着ちやく如何いかんに関わらず単独任務を得意とする身、竜胆りんどうや剣けん菱びしには一歩譲ゆずるにしても、本体での戦闘においては明らかに九曜以上の技量があった。間合いの広さでは軍刀が上だが、ナイフを持った庵は細かく刻きざむような動きで狭せまい戦場の中を的てき確かくに攻せめ立ててくる。

　だが、こちらとて昔のままではないのだ。

　九曜の技量もまた、本体・機体操そう縦じゆう両面で大きく成長している。剣の冴さえ、体たい捌さばき、これまでも最前線で戦い続けてきた経験による判断力。何より、絶えず散り続ける雑多な破は片へんの数々から「庵の動き」を読み取れていることこそ、他ならぬ九曜自身の反応速度が劇的に向上していることの証しよう左さだった。

「……！」

　その感覚が次の一いち合ごうで違和感を告つげる。不意に、庵がこれまでと違う軌き跡せきを描いたのだ。

　近接攻撃が来ない。色も音も無い男が自分の横を影のように通り過ぎたのを感じ取る。

　向かう先は自分ではなく、九曜は即座に相手の不規則な動きをトレースする。破片を散らしワイヤーを潜くぐる庵は、確かに柊ひいらぎの方に向かっていた。

「させるかッ!!」

　追つい随ずいする。瞬しゆん時じの判断がそのまま理想的な速度で動きに伝わり、寸すん毫ごうの淀よどみもない体捌きで左回りに反転した。鋭くしなる切っ先が喰くらいつく先は眠る柊の前方の空間、視みえぬ庵の速度と姿勢を読んだ上での座ざ標ひようを狙ねらう。

　そうすることを、庵は恐らく読んでいた。そう来ることを見越して誘さそい込んだのだ。

　二匹の蛇へびのように滑すべる腕が九曜の手中に鋭く絡からみ、刹せつ那なの術中に紫し電でんを弾はじき飛ばす。

　照しよう準じゆんが柊ひいらぎから自分に戻ったのを読み取る。だが九く曜ようとてこの程度の返しを庵いおりがしてこない筈はずはないと、彼の力を高く評価していればこそ確信していた。故ゆえに次の一手に迷わない。互いの手が届く間合い、一いつ瞬しゆんの空白、追つい撃げきが来る直前の刹せつ那な。

　重要なのは、奴は今間違いなく「ここ」にいるということだ。

『疑似神経加速タキオン・エミユレート、発動!!』

　一秒、九曜の動きが更さらに速さと鋭さを増した。

　踏み込む。この速度域いきに追い付くのは庵であろうと不可能だ。

　奇き妙みようにゆっくりした感触で、空を切るナイフが己おのれの前髪の幾本かを奪うばい去っていくのを感じた。それがまさに尻尾しつぽの先だ。超加速した知覚をフルに動員して、刺し突とつが来た角度と木片の散り方からナイフの位置・付き出した腕の角度・そして腕に連なる胴体とその上に乗った頭の座ざ標ひようを割り出す。

　影も形もない至近距離。しかし九曜は、前方に相手の「姿」を確かに視みた。

　中空を舞う紫し電でんから一いつ切さいの未練を捨て、開いた腕に全神経を集中。肘ひじから五指の先まで高出力の電でん磁じを束たばね、掌しよう打だの形で右腕を矢へと変じた。電磁を直接相手の頭にぶち込む、超至近距離での奥の手だ。被かぶっているヘッドギアがいかに高度な電子防ぼう御ぎよを誇っていようと構うものか、その上から最大出力を突き通して庵の主脳を麻ま痺ひさせてやる。

　──しばし昏こん倒とうして貰もらう!!

　知覚の速度が戻り、電磁の掌打が標ひよう的てきを捉とらえる。九曜が虚こ空くうに右手を突き出すという一種異様な光景だが、掌てのひらには確かに手て応ごたえがあった。

　だが。

「……!?」

　庵の身体からだにノイズのようなぶれが走り、おぼろげながらその姿を現す。

　本当ならば、そのまま完全に特とつ攻こう術が解けて倒れ伏ふす筈はずだ。相手の脳のう髄ずいに間違いなく強きよう烈れつな電流をぶち込んだ筈だ。ヘッドギアを貫つらぬき、相手の主脳に届いた感触が確かにあった。

　しかし、止まっていない。

　九曜の動きに虚きよが生まれ、庵がそこに滑すべり込む。

　交差した腕が自分の胸むな倉ぐらに差し込まれ、一いち分ぶの猶ゆう予よもなく九曜の体は上下を無くしていた。

　柔やわらの術で投げられたのだ。さしたる力も込められていなかったにも関わらず、九曜は凄すさまじい速度で真横に飛ばされ、正面入り口横の凍こおった大窓に激突した。更さらにそればかりでは勢いが殺されず、薄はく氷ひようと窓ガラスをぶち破やぶって大通りに転がり出る。

「こ、の……ッ！」

　視界を白一色に染め上げる氷の街。投げられたダメージそのものは大したものではない、何よりまずいのは開けた空間に放り出されたということだ。

　蜂はちを。

　即座に判断する。蜉蝣かげろうと柊ひいらぎがある以上逃げるわけにはいかない。恐らく庵いおりはどこかに蟋蟀こおろぎを隠かくしている、ならば先手を取って即座に彼を無力化するしかない。建物一つ隔へだてた裏うら路ろ地じの蜂はちに招集命令を出しかけ、

　横合いより銃じゆう剣けんが飛来した。

　回避が遅れた。磁じ気き誘ゆう導どうによって弾だん丸がんより正確に空を裂さく刃が右みぎ頬ほおを掠かすめ、真っ赤な鮮血を噴ふき出す。頬を裂いても勢いを失わぬ刃がアスファルトに深々と食い込んだ時、九く曜ようは心中に噴き上がる怒りを覚えて銃剣の主を睨にらんだ。

「……朧おぼろか!!」

　奴は、二十メートルほど離れた場所にいた。

　色を失った信号機の上に立ち、感情を見せぬ目でこちらを見下ろしている。

「──やっと見つけた」

　朧は何な故ぜか敢あえて追つい撃げきするでもなく、どこまでも観察的な目でこちらを見詰めていた。ただその手は半なかばまで開いた外がい被ひの中に仕込まれ、九曜が僅わずかでも動き出そうものならすぐさま銃剣を投とう擲てきする構えでいる。

　白く霞かすむ道路の果てには、見えるか見えないかの距離を保った黒い染みのような機影。出力を極限まで抑おさえた、待機状態の鍬クワ形ガタである。

　身動きが取れない。

「貴様ら……庵と楓かえでに、何をした」

「納得いかないのか？　あれを見て、か？」

　朧が指し示す。割れた窓ガラスを跨またいで、庵がゆっくり出てくる。

　どうやら動かない柊より、動いている九曜を真っ先に無力化するべきと判断したらしい。

　幻影擬態フアントムのインターバルに入ったのか、姿は見えている。改めて目まの当たりにするとその姿が懐なつかしくすらあり、だからこそ鉛なまりのような感情が胃の腑ふに落ちる。今の今まで、仲間だった筈はずの庵と白はく兵へい戦せんを演じていたという事実を嫌いやというほど実感させられる。

「そいつの顔を見てみればいい」

　庵はやはり無言のまま構えを取った。

　決定打ではないにしても、電磁制御エレキテルのダメージは少なからずあっただろう。頭の上半分を隠かくすヘッドギアは罅ひび割われ、目元のレンズも砕くだけていた。

「どの道、おれたちの行き着く先はこうだ。自分が選び、自分の足でここまで来たんだろう？　なら、かくあれかしってものじゃないのか？」

　朧は呟つぶやくように告つげる。こちらをポイントしてはいるものの仕掛けてこないのは、どういうつもりか、それに対する九曜の答えを待っているからに思える。だがそんなものに答える舌を九曜は持たなかった。

「戯たわ言ごとを、……！」

　庵いおりが構わず動き出す。冬の街に身を晒さらし、最速の踏み込みで肉にく薄はくした。術を使わずとも一いつ切さいの音を発さぬ足運びは九く曜ようのものより遥はるかに達たつ者しやで、戸と惑まどいにより隙すきが生じた九曜はあっさり接近を許してしまう。

　剣が無い。九曜は咄とつ嗟さに籠こ手てを纏まとった左腕を突き出し、鋭いナイフの一いち撃げきを辛からくも防いだ。

　金属音。庵の姿を、間近に見る。九曜は零ゼロ距離からの放電で応戦すべく再び体内に電でん磁じを充じゆう填てんするが、その時ふと変化が起こった。

　ぎりぎりの一線で形を保っていたヘッドギアが、真っ二つに割れ落ちたのだ。

　そして九曜は、庵の素顔を見た。
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「貴き官かんは──」

　その瞬しゆん間かんだけは戦意を忘れた。生なま身みの彼と交戦して、虫を通してではない至近距離で向き合って、こうして二十年以来初めて彼の素顔を見て、九曜が覚えたのは強烈な違和感だった。

　呆ぼう然ぜんとした九曜の口から、生の疑問が零こぼれ出る。

「──貴様は、誰だ？」

　こいつは、何かが違う。

　姿は何も変わらない。

　逆に言えば、姿だけが同じなのだ。端たん整せいな貌かおは女にも間違われるほどに線が細く、憂いを湛たたえた琥こ珀はく色の眼めも変わりなく、ただ瞳ひとみの中に光は失せ、睫まつ毛げの長さすら見て取れる近さから見てもこいつがかつての庵いおりだとは思えない。

　これは器だけだとすら思った。庵を庵たらしめる決定的な何かが違う。

「いいや──そいつは六番式だ」

　試すような朧おぼろの低い声が、九く曜ようの思考に割り込みをかける。

　そして今度こそ、朧の照しよう準じゆんまでもがこちらを捉とらえていた。

「何も間違っちゃいない。鬼き虫ちゆう六番式、蟋蟀こおろぎの、庵だ」

　庵が間合いを外はずし、またも擬ぎ態たいで姿を消した。

　じゃき、と擦こすれ合う金属音を響かせて銃じゆう剣けんを取り出す朧。白い闇やみの向こうで鍬クワ形ガタの紅あかい単眼が血けつ痕こんの如ごとく滲にじむ。庵の姿が見えない。ここは室内ではなく、消えた庵の戦せん闘とう機動は何にも制限されない。

　捉えきれるか、生き残れるか──




『跳とんで、お店の扉まで来て』




　直後、九曜は少女の声を聞いた。

　知っている声で、知っている周波数だった。

　返事をする前に従っていた。可能な限り速く、カフェの正面入り口に向かって全力で跳ちよう躍やくする。誰何すいかの必要も無かった。脳に直接響いた声はいつものどこか暢気のんきな柔らかさだったから。

　びし。

　九く曜ようが跳ぶのとほぼ同時に、空気に罅ひびが入った。少なくとも、そう思えた。

　ただでさえ極ごつ寒かんの街の中、九曜と庵と朧の立つ大通りの一角の気温が急激に低下した。ごくごく限られた範囲で起こるその現象はあたかも結けつ界かいのようであり、九曜の周囲を器用に避けた限定空間を冷気で封ふうじ込める。

　かつ、と、薄暗いカフェの奥から、もう一つの足音。

　歩み出る彼女は、薄うす闇やみの中でぼんやりと白く浮かび上がって見えた。

「柊ひいらぎ──」




　無む明みようの柊は、夢見るような足取りで冬の街路に立った。




「九曜、これ」

「む……」

　柊は、ついでに拾い上げてきたらしい抜き身の紫し電でんを九曜に渡す。他にどうとも言葉が見つからず、とりあえず受け取ると、柊は間近に九曜を見てにかっと笑った。

「軍刀替えた？　カッコいいねぇ」

「──、いや、」

　返答に迷って言葉に詰まるも、柊ひいらぎは構わず小さく頷うなずいて山やま吹ぶき色の眼めを滑すべらせる。

「……ねえ庵いおり、覚えてる？」

　柊は己おのれの特とつ攻こう術を発動したまま、凍こおり付く闇やみに囁ささやきかけた。白くなった髪と長いマフラーが浮き上がり、宙に穂ほ先さきを泳がせていた。

「凍結結界ゼロと幻影擬態フアントムじゃ、ものすごーく相性悪いんだ──ってこと」

　そうだ。

　九機の鬼き虫ちゆうは、それぞれのコンセプトに合わせた機能と能力を有している以上、必然として個体間に相性の良し悪しが生じる場合がある。

　蜻蛉とんぼの神タ経キ加オ速ンと水みず鉄かねに、蜂はちの電磁制御エレキテルが追つい随ずいできるように。対地爆ばく撃げき型の蛾がと対空砲ほう撃げき特化の蜈蚣むかでがそうであるように。隠いん匿とくの蟋蟀こおろぎと結けつ界かいの蜉蝣かげろうでは、相性の問題で前者が大きく不利となる。

　姿かたちの一いつ切さいを抹まつ消しようしていようが、庵はその場に確かにいる。いる以上、結界の範囲から離れなければ冷気に晒さらされるのは同じ。更さらに機体に霜しもが降りれば、動く軌き跡せきにどうしようもなく細氷が散っては残る。

　即ち、それが柊の強みだった。直接的な攻撃力は持たずとも広範囲の「場」そのものに作用し、発動するだけで敵の動きの大部分を制限する優れた空間掌しよう握あく力こそ凍結結界ゼロの神しん髄ずいだ。

　庵の輪りん郭かくが、冷気の中で徐々に浮き彫りになっていった。頭から爪つま先さきまで真っ白な霜に覆おおわれ、光の無い両眼で九く曜ようと柊をじいっと見つめている。

「……庵？　よくわかんないよ、何があってどうしたの？」

　問いに返答は来ない。

　先に動いたのは、朧おぼろだった。

「──信号は正常──目覚めた、か」

　重力を用いて足場に作用させ、信号機の上半分ごと自分の身体からだを後方に吹き飛ばしたのだ。結界の範囲から逃のがれ、距離を隔へだてて柊を見み据すえる。

「そっちのはどなた？　見たことないけど……」

「初めましてと言うべきなんだろうな。でもすまないが、挨あい拶さつは『こいつ』だ」

　朧が鍬クワ形ガタに何かのコマンドを飛ばす。それを受け取った彼方かなたの鍬形が、遠目にもはっきりわかるほど強きよう烈れつで獰どう猛もうな電光を束たばねた。

　荷か電でん粒りゆう子し砲の発射態勢。

『──蜂!!』

　間かん髪はつ入れず、九曜が相あい棒ぼうを呼んだ。

　コマンドを待っていた蜂は、どんな回り道も使わなかった。

　路ろ地じ裏うらから表通りへ、ビル一階の壁かべをぶち抜き、ただでさえ荒れに荒れたカフェの内部を微み塵じんに砕いて最短のルートで躍おどり出る。翅はねを広げて舞い上がるその機体には九く曜ようが掴つかまり、九曜は柊ひいらぎの手を取っている。

「うわ、なにあれ!?」

　鍬クワ形ガタの存在に初めて気付いたと見えて、柊が素すっ頓とん狂きような声を挙げた。

「説明は後だ！　蜉蝣かげろうには乗れるな!?　戦せん闘とう演算が不調なら小しよう生せいが補助する！」

　蜂はちの可か動どう肢しには、傷付いた蜉蝣がまだ連結されていた。

　いきなり戦場の真まっ只ただ中なかに歩み出た柊は、それでも必要最低限のことは把は握あくしているようだった。鍬形と──そしてどうやら、今は庵いおりが敵のようだと。半身を目まの当たりにする彼女の表情に一いつ瞬しゆんだけ翳かげが差したが、ほんの僅わずかな瞑めい目もくの後に短く叫ぶ。

「のんびりしてらんないってことね──蜉蝣！」

　ぶん、と低く震ふるえて、蜉蝣の複眼が輝き出した。

　つい先せん刻こくの上空で見た時とは違う、正常な光だった。

　半数以上の肢あしと胴体の一部が吹き飛んだ蜉蝣が、柊を抱いて翅を広げる。蜂や蜻蛉とんぼのそれとは違い、蛾がほどの激しさも無い、丸みを帯びた純白の反はん重じゆう翅し。燐りん光こうを纏まとって羽は撃ばたき、蜂に繋つながったまま蜉蝣はゆるりと全身に反重力フィールドを纏う。

『来るぞ!!』

　九曜が短く叫ぶと同時に、地上で充じゆう填てんされていた眩まばゆい光が指向性を持つ。

　巨大な雷らい霆てい、高出力の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが鍬形から射出された。

　あの軌き道どうに触れるだけで危ない。最小限の見切りなどこの間合いでは何の意味も無く、蜂は蜉蝣を伴ともなってたっぷり距離を取る為ための最大最速の回避行動を取った。

　胸部装そう甲こうを通して本体の耳にすら届くほどのけたたましい雷らい鳴めいが轟とどろいた。続いて無数の鳥の囁ささやきにも似たスパーク音が響き、砲が通過した軌道がいつまでも帯電し続ける。大通りの向こうにある道路標示の大看板はまともに当たり、溶けるどころか一いち撃げきで蒸発している。

『わぁったたたたた!?　なにあれ荷電粒子砲!?　なんで!?　電磁制御エレキテルは蜂の専売特許なんじゃなかったの!?』

　蜉蝣がひとたまりもなくバランスを崩くずして大きく揺ゆれる。まだ満足に飛べないかと、蜂は蜉蝣を力強く牽けん引いんした。

『それも説明は後だ！　今は蜂に掴まったまま機体制せい御ぎよに集中しろ！』

『どうすんの!?』

『──逃げる！　対閃せん光こう防御を!!』

　光エ子ー制テ御ルを用い、金の翅から一ひと抱かかえもある光の塊かたまりを生み出して空中に放り出す。

　光はぎゅるぎゅる渦うず巻まきながら、庵と朧の視界を塞ふさぐ形で、音も発さず炸さく裂れつした。

　即興で生み出す特大の閃光弾だんだった。並の光学センサーならこれだけで回路を焼き切るほどの強きよう烈れつな光の爆ばく発はつが生まれる。閃光は一帯を真っ白に染め上げ、敵の視界を束つかの間ま潰つぶした。

　その光が収おさまる前に、蜂はちは自機と蜉蝣かげろうを光学迷めい彩さいで隠かくして敵のいる方とは真反対を向く。

『離れるな、このまま敵の索さく敵てき圏外へと逃のがれる……！』

『おっどろいた、いつでも突とつ撃げき一番だった九く曜ようが戦術的撤てつ退たいなんて思い付くんだ！』

『うるさい！』

　大通りを外はずれて幾つものビルを跨またぎ、二機は急速に戦域から離脱していった。蜂はちに助けられて飛びながら、柊ひいらぎはどうしても我慢ならず、一度だけ六番式の回線を開いて叫ぶ。

『庵いおり!!』

　返事は、来ない。

『私、まだ色々よくわかんないままだけど！　でもまた会うから！　何か事情あるって思ってるからね!!』

　一ひと言ことだけ返ってきた。

　最初から会話しようなどとは思っていない、頭に浮かんだ言葉をそのまま吐はき出したかのような声色だった。九曜もまた彼の声を聞く。帝てい都と東ひがしの海で狙そ撃げきされた時から二度目、だがその声にはノイズが重なり、何の抑よく揚ようも感情もありはしないものだった。

『──僕は、誰にも、見つからない』

　回線がぶつっと切れる。

　一秒の間も置かず、全速で離れる二機は敵の索敵範囲から外れる。
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　鍬クワ形ガタを高速飛ひ翔しよう形態に変形させ、姿を消した蜂と蜉蝣を追つい撃げきしようとしたところで母艦の神しん鯨げいから通信が入る。

『戻れ、朧おぼろ。状況が変わった』

『──いいのか？』

『そちらには引き続き六番式を当てる。六番式の追加装備が用意できた、それを持たせた量産型を応援に出す』

　なるほど、そういうことなら別に構わない。

　閃せん光こうをしたたかにぶち込まれたから流石さすがに視界がちらつくが、とりあえず問題は無い。虎杖いたどりがそう言う以上、母艦の方に何か変化があったのだろう。鍬形がゆっくり浮き上がるのと同時に、虎杖がふと問う。

『……一つ答えろ、朧。九番式には無防備な瞬しゆん間かんがあったな。お前が奴を攻撃しなかったのは何な故ぜだ？』

　カフェの店外に投げ飛ばされた直後のことだった。あの時に追撃していれば、少なくとも九番式を無力化させられる可能性は大いにあった。

『さて。正直おれにもわからん。ただ誓ちかって言うが、逃がしたことまでわざとじゃあないぜ』

『──ふん』

　この時、神しん鯨げいのセンサーが索さく敵てき範囲内ぎりぎりのところで何かを捉とらえていた。

　南。帝てい都との方角から、一直線に来るものがある。
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　都市の間をどれほど駆かけ抜けたか。ある地点から高度を急速に下げ、地面ぎりぎりを滑かつ空くうしては表ひよう裏り問わず建物の間を縫ぬって飛んだ。

「追つい撃げきは……無さそうだな」

「みたいだね、今のとこは」

　九く曜ようと柊ひいらぎが身を潜ひそめるのは、街の北東部に位置する集合住宅の一角だった。林立する住宅棟に囲まれた中にぽつんと存在する小さな公園に、二人と二機はいた。

　どこもそうであるように、往時そこにあった筈はずの生活の気配は絶えて久しい。色とりどりの遊具はブランコの鎖くさりに至るまで凍いて付き、まるでそういう形の氷像のようになっていた。

　他の廃はい墟きよと違って、落地おろちは異常なほどまともに形を保っている。破は壊かいの痕こん跡せきは逆に目立つため、どこかを壊こわして無理やり潜もぐり込むというわけにもいかなかった。すぐに虫で飛ひ翔しようでき、ある程度見通しが利きいて、かつ簡単には気付かれにくい場所。こちらの機動力を最優先に置いてある程度は妥だ協きようし、どうにかここに行き着いた形になる。

　室内でなくてはならない、という縛しばりが今となっては無いのが楽ではあった。なにしろ今は柊がいるのだ。

　柊は凍結結界ゼロを使い、今二人が潜む公園の周囲に半径三十から四十メートル程度の冷気の結けつ界かいを張っている。踏み込む端はしから凍て付くほどの空間は、凍とう結けつの音によって引っ掛ればこちらがすぐ気付けるようになっているし、それ自体が強力な防ぼう壁へきだ。

　張り巡めぐらせたワイヤーや無線のノイズなど及およびもつかない。九曜が時間をかけて工く夫ふうのもとに造り上げたものを、柊は何の苦労もなしに生み出すことができた。

「状況はわかるか？」

「ん……と。なんとなく、でもだいぶ曖あい昧まいかな」

　正気に戻ったばかりの柊が混乱せずに済んだのには理由がある。先せん刻こくの有線接続だ。

　九曜は柊の意識の底まで潜もぐり、直接「会話」を行った。その時かあるいは没ぼつ入にゆうの際に、九曜側の持つおおまかな記憶情報もそのまま柊の中に流れ込んだということになる。

　しかしそれとて、所しよ詮せんは誰かに伝えることなど考慮していない未整理の情報に過ぎない。加えてつい先刻まで柊は正気を失っており、詳しよう細さいに認識することなどできなかった筈だ。言うなれば他人の夢を見たような程度の感覚で、本人の言う通り「なんとなく」かつ「細かいことはよくわからないまま」といった具合に違いない。

　にも拘かかわわらず、柊ひいらぎはあの場の咄とつ嗟さの判断であれだけのことをして窮きゆう地ちの九く曜ようを助けた。その判断力に、九曜は内心素す直なおに舌を巻いた。

「すまぬ。起き抜けに戦せん闘とう演算など酷こくなことをやらせてしまった」

「いいよ、ああでもしなきゃ仕方なかったし。……庵いおりももう一人の人も、本当に一つも容よう赦しやしなさそうだったし」

　柊に対する罪悪感が消えたわけではない。

　それこそ井い筒づつが蘇よみがえった時にも感じた、「眠った者を起こしてまで戦わせる」ということ自体への後ろ暗さはある。それでも彼女と蜉蝣かげろうの暴走を止められたことには安あん堵どしていた。だがどうするか、彼女は戦えるのか、

「ひとまず詳くわしい説明を……何をやっている？」

　見ると柊は、懐ふところをごそごそやって何かを取り出し始めた。

「ん、あ、これ？　食べもの。実はちょっとさっきのカフェから失しつ敬けいしてたのです」

　そんなことをしていたのか。

　食べもの、と言ってもまともな料理などではもちろんなく、そのまま食べられそうな食材だけを見み繕つくろって持ってきたようだ。耳のない食パンや果物、チョコレートなどといった菓子類、かといってそれでも食えるか疑問だ。

「……二十年前の食しよく糧りようだぞ」

「だってだって、街がみんな凍こおってるわけでしょ。じゃあさ、食べ物もずっと冷凍保存されてるってことにならない？　それにちょっと悪くなってたってそれくらい私達には毒の内にも入らないって！　……ってこれかちこちで噛かめないし！　九曜、解凍できない？」

　できるかどうかと聞かれたらできるとは思うが、それにしてもあまりの緊張感の無さに九曜はぽかんとしている。こうして目まの当たりにする彼女はあまりにもいつも通りで、安心を通り越して拍ひよう子し抜ぬけせざるをえなかった。

「どしたの？　あ、懐なつかしいんだ？」

「ああ、──それに、正直もっと混乱すると思っていた」

「ん……そうかな。うん、そうかも」

　一方、蜉蝣は自機を休めて機体の修復に努めていた。

　蜂はちは専用のコードで副脳同士の有線接続を行い、修復作業を手伝っている。蜂が可か動どう翅しを介して自機の装そう甲こうから自己修復用ナノマシンを送り込み、蜉蝣がそれを受け取って傷付いた体を可能な限り癒いやす。流石さすがに失った部位はどうしようもないが、するとしないとでは大違いだ。

「そうだ、九曜も食べる？」

　柊は何も挟はさんでいないパンを（結局九曜が解凍した）もぐもぐ頬ほお張ばりながら、チョコレートを差し出してきた。

「いや、いい」

「そんなこと言わずにさ」

　食べさせられた。半なかば押し切られる形でやたら固いチョコレートを齧かじりながら、九く曜ようは蜂はちに蜉蝣かげろうの修復状況を問う。まだ三割程度。こんな時巴ともえがいればと思ってしまう。

　その様さまを横目に見守りながら、柊ひいらぎはふっと目を伏ふせる。

「──うん。んー……。実はさ、私ちょっとだけ覚えてるんだ」

　パンを飲み下して柊が切りだし、九曜も合わせてチョコレートを腹に収おさめた。

「例えばさ、今までずっと眠ってたこととか。頭がぐちゃぐちゃになっちゃってたこととか。あの空の……大きな氷が砕くだけて、それで私が飛んで、大きな船みたいなのと見たことない虫がいて、……それも曖あい昧まいだけど。あと、それからね、」

　柊は一いつ旦たん言葉を切り、言いにくそうに、

「楓かえでの声が、聞こえた気がするの」

「……ああ。楓もまた、敵部隊に回収されて操あやつられている」

　少しの沈ちん黙もく。「何かが起こっている」とおぼろげながらも感じていた柊は、状況を呑のみ込むことも早かった。

　数秒置いて、柊は笑った。いつものように。

「なんか、いきなり色々ありすぎてびっくりしちゃった。それにほら、髪だって真っ白！　色々ほんとに夢みたい！」

　とはいえ、それは強がりの笑みだった。

　今や九曜は、彼女の感情や恐怖を実感として知っている。いつもの笑みの裏うらに何があったのか。戦う時や仲間が死んだ時や、爆ばく発はつの瞬しゆん間かんにさえ柊は笑っていた。

　胸の中に間違いなくあった恐怖や哀あい切せつを押し殺してまで。

「柊」

「あはは、これじゃ竜胆りんどうみたいだよ。──あは、は」

「柊……帝てい都とから応援が来るかもしれない。飛べるようになったら南へ向かえ。彼らに合流して状況を伝えるのだ」

　やはり、彼女を最前線に置くわけにはいかない。蜉蝣は傷付き、今度こそ柊は壊こわれてしまうかもしれない。敵の手に渡らなかったということより上等なことはない。再び戦わせ、二度までも仲間を失うわけにはいかなかった。

　九曜が何を言わんとしているか、柊はもちろんすぐに理解していた。

　柊は九曜の言葉と先さき程ほどまでの状況をゆっくり飲み下すように、数度深呼吸を繰り返した。

「……八や洲しまは、復興してきてるんだよね？」

「──、ああ。今はまだ始まったばかりだが、それでも帝都を中心に盛り返してきている。各地には多くの人が生き残っている。破は壊かいこそあっても時間さえあれば取り返しはつくし、汚染などどこにもない。君が守ったんだ」

「そっか。……そっか」

　それからまた、沈ちん黙もくがあった。

　目を閉じてしばらく黙もつ考こうしたのち、柊ひいらぎは顔を上げて九く曜ようの赤い眼めを見み据すえた。陽だまりのような光を湛たたえる山やま吹ぶき色の瞳ひとみには、後ろ向きでない固い決意があった。

「──教えて。何が起こってるのか。私が、逃げる以外で何ができるのか」

「柊、」

「ただの強がりじゃないよ？　本当に、私は私がそうしたいの」

　今度は九曜が口をつぐむ番だった。

　柊はそういう娘だった。しかもそうと決めれば梃て子こでも動かないところがある。そんな彼女の強さを、昔の九曜は知らないままだった。

「……君は、強いな」

「君は優しくなったね」

　そうかもしれない。そうなった理由がある。

「──わかった。全て説明しよう。ただあまり時間が無いことはまず留意してくれ。味方の応援が来るやもしれぬが、悠ゆう長ちようにそれを待ってはいられぬ理由がある」

「理由って、どうして？」

「……二人、敵方に囚とらわれているのだ」

「どんな人？　人間？」

「人間だ。少女が二人。どちらも自じ衛えい力が無い、小しよう生せいが救きゆう出しゆつせねば、」

「あ。それって、二人のうち一人は『叶かな葉は』って子でしょ」

　当たっている。

　先の有線接続の際、叶葉に対する情報もまた柊の中に流れ込んでいたらしい。それにしても名前まではっきり覚えているとは思わず、流石さすがに九曜も驚きを隠かくせない。

「……ああ。彼女とは縁があって、」

「その子のこと好きなの？」

　唐とう突とつすぎて言葉を失った。

　絶句する九曜を見て、柊は思わず大笑いした。
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「ぷっ、あははははははっ！　はっ、やばっ声が、はひ、うひふふふふふふ！　いやーそーなのかーとうとう九曜にもそういうお相手がねー！　いやー隅すみに置けませんなー!!」

「いや、違う、そういうのではなく、」

「いいからいいから！　みなまで言わなくっても！　お姉さんはちゃんとわかってます！」

　何がお姉さんだ。むっつり押し黙だまる九曜を見て九曜はまたも笑いを噛かみ殺し、

「ほらほら、わかったからさ。説明してよ説明。時間ないんでしょ」

「………………」

「あーもーそんな昔みたいな仏ぶつ頂ちよう面づらやめてよ！　からかったのは悪かったからさあ！」

　──ふう。

　眉み間けんに皺しわを寄せながらも、九く曜ようはとりあえず気を取り直す。確かに時間がない。柊ひいらぎのこういうところも昔のままだと思えばいい。もしかしたら緊張をほぐすために冗談を飛ばしたつもりかもしれないが──見事に虚きよを突かれてしまったことが悔くやしいといえば悔しい。

「…………いいだろう。口頭では長い。今、小しよう生せいが持つ情報をデータでそちらに送信する。先に言っておくが、辛つらい事実となることも多い……そこは心してくれ」

「ん。よろしくね」

　回線を開き、目を閉じて向かい合う。




　実際の「説明」は、十秒とかからなかった。

　九曜の視点から見てきた全てのことを話した。二十年前から時間が飛んで、昭和一〇一年の七月に目覚めた瞬しゆん間かんのことから。

　叶かな葉はや人間達との邂かい逅こう、南の尽じん天てんでの生活、竜胆りんどうとの一対一の空戦。旅立ち、帝てい都とへ向かったこと。鴇とき子こや菊きく丸まるとの出会い、巴ともえと剣けん菱びしとの再会、黒くろ塚づか部ぶ隊たいとの遭そう遇ぐう。帝都中央管理局との合流に星ほし鉄がねを巡めぐる戦い、甲こう虫ちゆう式・特とつ機きの存在。井い筒づつの再さい覚かく醒せい、互いの駒こまを交換し合うが如ごとき戦力のぶつかり合い。帝てい都との激動と蜂はちの復活、竜胆りんどうと庵いおりと楓かえでの件──そして今。

　尽じん天てんの夏から始まり帝都の秋を経て、永遠の冬が支配する落地おろちに至るまでの道だ。




「以上が、小しよう生せいが知る限りにおいて全ての情報だ」

　柊ひいらぎは、暫しばらく目を瞑つむっていた。

「うん。──うん。そっか、そういうこと……」

　それからまた少し間を置いて、

「……そういう人達もいるんだ。なんか、想像したこともなかった」

　新たな兵器を生み出すこと。まだ、戦いを望むこと。

　柊は、「戦うこと」そのものでなく、「戦って守る」ことを誰より強く志向していた。そんな彼女にとって黒くろ塚づか部ぶ隊たいの思想は強い異物感をもたらしたのだろう。それも、推測ではあるが、敵にはかつての鬼き虫ちゆうの開発チームがいる──無む論ろんかつては柊も世話になり、親しんだ人間だ。

　そして巴ともえが戦せん闘とう不能に追いやられ、鬼虫のうち三名は敵の手に落ちている。もう少しで柊もあちら側に取り込まれていたかもしれない。

　柊は、それからまた少し黙だまった。戦いを一日でも早く終わらせる為ために戦場に在あった彼女にとって、事実はやはり重い。それは同じく時を隔へだてて目覚めた井い筒づつとはまた違った意味を持ち、しかし同じだけの重さで心にのしかかる。

「……止めなきゃ、だよね」

「ああ」

　柊は「ふんっ」と鼻息を吹き出し、両手で自分の頬ほおをぺしんと張った。

「わかった！　……とりあえずなんとか自力で飛べるようになってからだね、私も私がやれることやってみるから！」

「最後にもう一度だけ聞く。君は本当にいいのか？　小生と共に奴らと戦ってくれるか？」

「ん、もう、しつこいったら！　こんなこと聞けば聞くほど黙ってらんないじゃない！　いつの間にそんな心配症になっちゃったの！」

　念を押す九曜にぷりぷり怒ってみせながら、柊は跳はねるように立ち上がった。

　そうして九曜と蜂を見て、蜉蝣かげろうを見て、最後に自分の手を見下ろしてぐっと握にぎり直す。

「それに、時間ないじゃない。なーに私を誰だと思ってんの！　一度は身を挺ていして八や洲しまを守った、鬼虫の柊よ？　もう、怖こわいものなんてなんにも無いんだから！」

　にっかり笑う柊の周囲に、散り散りに舞う雪の花が咲いた。
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　本体の戦せん闘とう意思を敏感に感じ取り、蜈蚣むかでが歌い出す。

　視界の果てに、そこだけ異様に白く凍こおり付いた街が見える。

　まだ点のようにしか見えないほど遠いが、この超高速輸送艇てい《鴻こう翼よく》の速度をもってすれば到着まであと幾らもあるまい。井い筒づつは蜈蚣むかでに乗り込み、蜈蚣は鴻翼に抱かれ、音を遥はるかに超える巡じゆん航こう速度で戦せん域いきに急接近している。

　気付かれぬ筈はずはない。対空迎げい撃げきが来ることも織り込み済みだ。

『──いいか蜈蚣、もうすぐだ。打ち合わせの通りにやンぜ』

『了解!!』

　どいつが来るか。甲こう虫ちゆうか、それとももしかしたら、よく知る鬼き虫ちゆうの顔かもしれない。

　構わない。とっくに腹は括くくった。

　後ご詰づめの味方は今どの地点まで来ているか、巴ともえは果たして無事だろうか。九く曜ようはどうなっているのか、柊ひいらぎはどういう状況にあるのか。知りたいことこそ数あれど、今は全てを戦意の底に封ふうじて忘れ、全力を開放する時を待つばかりだった。

『時間稼かせぎだとかケチくせェこた言わねェ──ブチのめして、押し通るッ!!』

　全火器の安全装置を解除、機内に山と積んだ弾だん薬やくを蜈蚣に連結し、鴻翼の制せい御ぎよを自動操そう縦じゆうに切り替える。

　弩ど将しようの井い筒づつが、超音速で落地おろちに飛び込む。







　　　四 ─ 侵攻







「こちらの位置が割れていたというのか？」

「ええ。《蜻蛉とんぼ》の副脳を洗い戦闘記録を抽ちゆう出しゆつしたところ、不ふ可か解かいな通信ログが残っています。内容は判別できませんが、こちらからそのようなコマンドを飛ばしていない以上、壱いち番式の独断ということになるでしょう」

「であれば、内容は相手にとって有利になる何らかの情報……ということか。来るのが異常に早いことに鑑かんがみれば、転移の座ざ標ひようを伝えたと考えるのが自然だな」

　虎杖いたどりは神しん鯨げいの第二ドックに立ち、老研究員の説明を聞いている。

　神鯨の内部には、ドックが八つ存在する。

　それぞれ艦体の八方に存在する射出口に面しており、広さは均一。この神鯨が大規模な戦力の搭とう載さいを旨むねとする「移動要よう塞さい」であることを考えればむしろ少ない方ではあるが、主しゆ軸じくとなる兵器が《虫》であればこれで問題は無い。

　直接的な戦せん闘とう力の他に、虫が通常兵器を大きく引き離す要素として「圧倒的な小回りの良さ」が挙げられる。一部の例外を除けば虫の機体サイズは他と比べ明らかに小さく、出しゆつ撃げきに特別な設備を必要ともせず、他の兵器が戦えないような戦場でも十分に性能を発揮できる。

　この神しん鯨げいは、実際のところ本来の設計図とは幾つもの相違点がある。大きくは二つ、先述のドックをはじめとした艦内各施設を虫型兵器の運用に特化させている点、そして艦内中ちゆう枢すうの大部分を「蟻あり塚づか」に改造しているというところだ。

　甲こう虫ちゆうの特とつ機きは基本的に全て第一ドックに収容されている。第二ドックには主として人型の通常兵器と、今はそれ以外のものもある。

　待機状態で低く唸うなりを上げる兜カブトを控ひかえさせ、虎杖いたどりは細めた目でその男を見下ろした。

「……こうまでしても、つくづく御ぎよしがたい男だ」

　目の前には、人型機械を修復・調整する為ための槽ヴアツトが横たわっている。蓋ふたは開かれたままで、そこに眠っているのは鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうその人だった。

　帝てい都と東ひがしの海上戦において、蟻の《知覚疑験シムステイム》の影響下にある蜻蛉が出撃した。その戦力はやはり絶大であったものの、肝かん心じんの制せい御ぎよがまだ完全ではない。竜胆は主脳を強制停止させられ、第二ドックの一角に拘こう束そくされている。

　蜻蛉の「保管」については、厳重に厳重を重ねていた。まず、虫と本体をそれぞれ第一・第二ドックに引き離す。更さらに蜻蛉の唯ゆい一いつ無む二ににして強力無む比ひな攻撃手段たる流動装そう甲こう「水みず鉄かね」は全て引き剥はがし、常温で液状化させてタンクに封ふうじ込めている。

　虎杖は道具を見る目で、眠る竜胆に吐はき捨てる。

「貴様にはまだ有用性がある。制御が安定するまでそうしていて貰もらうぞ」

　その時、遥はるか遠くから接近する「何か」が完全に索さく敵てき圏内に入った。そこから相手がどうやら空路から突撃してくる何かで、しかも速度が驚異的に速いこととその機数がたった一つであることまでわかる。

　いきなり電波通信で烏え帽ぼ子しのがなり声が轟とどろいた。

『夕せき馬まぁ！　敵さんは金亀コガネで迎え撃うっていいな!?』

　虎杖は馬鹿でかい声に殴なぐりつけられたように僅わずかに頭を傾かしげ、ち、と舌打ち、

『待て。お前は待機、神しん鯨げいの防ぼう衛えいと指揮を続けろ』

『なにィ!?　お前なぁ！　今日この日までこれほど待った可愛かわいい部下を捕つかまえてだ！　まーたお預けを喰くらわすつもりかぁっ!!』

『そうだと言っている。今までずっと待っていたのならもう少し大人おとなしくしていたらどうだ』

　爺じじい相手に聞き分けのない子供に言い付けるような声こわ音ねでぴしゃりと返し、返事も聞かず強引に通信を切る。続いて帰き還かんした朧おぼろの通信。

『蜈蚣むかでか蟷螂かまきりだろう。おれがやるか？』

『お前は戦力を温存していろ。──なに、いい機会だ。兜』

『▽告／全機能問題アリマセン／特別攻撃術、十割ノ出力ニテ発動可能』

　待機する半身に視線を転じると、特とつ機き一号丸・兜カブトは静かな返答と共に全身に力を溜ためる。その時確かに、ずず、とドックが震しん撼かんした。青黒い蜃しん気き楼ろうを機体表面に漂ただよわせ、兜は暗く深い蒼あおの単眼を鈍く光らせた。

　虎杖いたどりは襟えり元もとを正し、軍ぐん靴かを高く響かせて兜に歩み寄る。光を映さぬ黒い眼めに、熾おき火びのような戦意が仄ほのめいている。

「ハッチを開け。この虎杖が、兜で迎げい撃げきする」
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　何か、流れが変わった。九く曜ようにはそう思えた。

　状況に変化があったのだろうか。しかし確認する術すべはなく、今はただ一いつ刻こくも早く可能な限り蜉蝣かげろうを修復するのみだ。九曜は蜂はちと無線接続し、自分も蜉蝣の作業を補助している。柊ひいらぎは周辺を警けい戒かいしながら、両手を握にぎったり開いたりして何かを確かめていた。彼女の白い髪を縁ふちどるようにちらほらと雪が散っていた。

「……大丈夫か、柊」

「ん。何が？」

　九曜は柊の周囲を漂ただよう結晶を見ながら、

「君の特とつ攻こう術は……出力がかなり上がっているように見える。しかし、反面制せい御ぎよが甘くなっているのではないか」

「あー……やっぱり？」

　柊は痛いところを突かれたというように苦笑して、指先で頭を掻かいた。

　覚かく醒せい直後の暴走が特に顕けん著ちよだった。今でこそ落ち着いているが、空くう域いきごと完全停止させるばかりの冷気の凶きよう暴ぼうさは過去のそれより一回り強力になっていた。暴走していたせいかとも思ったが、今こうして息を吸うように広範囲の結けつ界かいを張っている辺あたり、あの場限りのものではないらしい。記憶にある昔の柊は、本体のみで今ほどの範囲に冷気を及およぼすにはそれなり時間と集中を要していた筈はずだ。

　それに、こうしていてなお柊からは消しよう耗もうの気配を感じない。体の内側から力が湧わき出ているようで、かなり損そん傷しようしている蜉蝣も最低限の修復さえ済めばすぐにでも十分に飛べそうだ。

　とはいえ、どうも力の制御に精せい密みつ性が欠けている風に思われる。今の結界も範囲が半径二十～四十メートルと安定せず、絶えず拡大と収縮を繰り返しているようだ。彼女の体表面を流れる空気は雪が散るほど低温で、これも彼女が自分自身の能力をまだ制御し切れていないことを証明している。当然、柊も自覚していた。

「確かにそうみたい。火事場の馬鹿力って言うのかな？　二十年前の最後に、あの爆ばく発はつを止めた時、なんか壁かべを越えたみたいな感じがしたの」

　電磁制御エレキテルの強化や、光エ子ー制テ御ルへの覚かく醒せいのようなものだろうか。同じような体験をした身からすれば感覚でわかる。更さらに、最初のうちは上う手まく操あやつり切れないというのもわかる気はする。

「で、起きてみればこうだもん。まだちょっと慣れないなぁ、いきなり大たい砲ほう持たされたみたいな感じしてさ」

「……ふむ。蜉蝣かげろうに乗って副脳と接続すれば変わるかもしれぬが……」

　能力が増強されたことは心強いと言えば心強い。しかしいかに強力であれ、制せい御ぎよが覚おぼ束つかないのでは意味が無いばかりかマイナス要素となる場合もある。ただでさえ目覚めたばかりで戦せん闘とう機き動どうの勘かんが戻っていないかもしれない柊ひいらぎにとっては、決して軽視できない注意事項だ。

　柊は悪戯いたずらっぽく「いひ」と笑って、冷気を纏まとう指先で九く曜ようをぴっと指した。

「気を付けなよー？　カンが狂って九曜だって凍こおらしちゃうかもしんないよ？」

「そういう冗談はやめろ……。小しよう生せいが言いたいのは、高出力にかまけて無理な機動を取らぬように、ということだ。制御が満足でないうちは、」




　ごう──




　聞こえた。

　言葉を切り、九曜は弾はじかれたように空を見上げる。

「……、あの音は……！」

「え、なになになんか聞こえた？」

　柊が九曜に駆かけ寄ってその視線を追う。間違いない。確かに、ほんの僅わずかではあったが聞こえた。巨大な飛行物体が超音速で突っ切る時の、鳴り始めと終わりが無い太い風の音。

　知っている音だ。九曜は柊に視線を戻し、

「高速輸送艇ていの鴻こう翼よくだ、君も知っているだろう！」

「──あ、あの陸戦型を一気に運ぶ奴？　あれまだ残ってたんだ!?」

「一機だけだが現存している。白しら萩はぎの戦せん闘とうでも用いられたが、しかし……!?」

　来るのが速すぎる。神しん鯨げいの転てん移いから数時間が経過してはいるものの、これほど早いタイミングで来るとなるとあの戦闘の直後にすぐさま準備して飛ばしたとしか考えられない。残響から音源の座ざ標ひようを計算しようとするが、飛行体が速すぎて上う手まく追えない。

『蜂はち、あれは鴻翼か？　お前は判別できたか？』

『▼否イナ／知覚範囲外ユエ解カイ析セキ不可／然シカレドモ高確率デ鴻翼デアルト判断ス』

「ねーねーそれならあれってつまり味方の増援ってこと!?　誰が来たの!?」

「それは──」

　推測する。

　一機で状況を覆くつがえしうる戦力の高速輸送──という鴻翼の運用コンセプトから考えても、あれに乗っているのが鬼き虫ちゆうであることはまず間違いない。巴ともえは負傷しているので蜘く蛛もではないだろう。なら蟷螂かまきりか蜈蚣むかでかのどちらかということになる。両機の特性と機動力を考えれば、消去法でおのずと答えは浮き出てくる。

「……恐らくあれは、井い筒づつの蜈蚣だ。投下地点を割り出し、急ぎ合流せねば！」

「うわっじゃあ全然ゆっくりしてらんないじゃない！　蜉蝣かげろうっどれくらい直ってるっ!?」

『▼告／八割二分修復／破ハ損ソン部位ノ復元不可能デアリマス』

「無い部分はもうしょうがないからっ！　副脳の方はどう!?　大丈夫!?」

『了解／問題無シ／尚ナオ、当機トシテハ此方コチラニモ糧リヨウ食シヨクノ支給ヲ要求スルモノデアリマス』

「あーとーでー!!　今急いでるんだから!!」

　鬼虫一機一機にも副脳ごとの「性格」と言うべき微び妙みような差異があって、蜉蝣は他と比べ喋しやべりが特徴的だった。その辺あたりについて詳くわしく聞いたことはないのだが、もしかしたら本体の性格に多少の影響を受けるのかもしれない。堅かた苦くるしいのか砕くだけているのか判断に困るやり取りは、一人と一機が元通りになったことを何より実感させる。続いて蜂はちが告つげる。

『▼告／音源ノ追跡ニヨル座ザ標ヒヨウノ計算完了／鴻コウ翼ヨクト思オボシキ飛行物体ハ、一直線ニ敵テキ艦カン本体に向カッテイル模モ様ヨウ』

『投下予測地点は割り出せるか？　鴻翼は鬼き虫ちゆうを投下した後、大回りに旋せん回かいして自動操そう縦じゆうで帰き還かんするのが常だ。どこで旋回するか計算できれば大おお雑ざつ把ぱだが予想はできる』

『──計算不可』

　返答の意味が一いつ瞬しゆんわからず、

『どういうことだ？　落地おろち上空に差し掛かったなら、そろそろ投下の為ために多少の減速はする筈はずだ。そこからどの辺りで旋回するかわかるだろう』

『鴻翼、減速セズ／目標ニ接近スルトテモ最高速ヲ維イ持ジ／機体下降──』

　蜂は淡々と試算を続ける。

　このまま減速しないと、神しん鯨げいどころか落地上空も通り過ぎてしまいかねない。それほどの速度が出ているにも関わらず鴻翼は最高速で、そればかりか機首を下に向けて斜めに下降しているという。そうなってしまえばいよいよ取り返しのつかない速度域にまで到達してしまう。

　取り返しがつかないこととは、つまり──

　眉まゆをひそめる九曜の思考に裏うら付づけするように、蜂は一ひと言ことこう結論した。

『激突軌キ道ドウニ在アリ』
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　鴻翼の姿は、まだ目もく視しできない。

　当然だ。目で見える距離まで近付いたらあとはあっという間だろう。兜カブトは神しん鯨げいの艦体にへばり付き、音のする方角に注意深く全てのセンサーを向けている。

『機内に何があるかはわかるか？』

『まだわからん。どうやら中を強力なジャミングで隠かくしとるようだなぁ』

　艦かん橋きように通信を入れると烏え帽ぼ子しが応こたえた。声色はいかにも不服そうだが一応仕事はしているようだ。無む論ろん、そうでなくては困るのだが。

　彼らも、九く曜ようと同じ推測を立てていた。鴻こう翼よくはどこかで減速、虫を投下して旋せん回かいし一いつ散さんに逃げ去るだろうと。その瞬しゆん間かんを見極め中の虫ごと撃うち落とす魂こん胆たんだった。

　鴻翼は高高度を超高速で飛行し、即応性においてずば抜けた性能を誇るが、小回りが利きかないという大きな弱点がある。先んじて捕ほ捉そくされれば満足な回避も攪かく乱らんもできず、投下の瞬間を見切られたが最後、成す術すべも無く迎げい撃げきされてしまいかねないのだ。同じく鬼き虫ちゆうを運用したチームを擁ようする黒くろ塚づか部ぶ隊たいはそんなことは百も承知で、飛んで火に入る夏の虫を待つように迎撃態勢を整えていた。

　が、どうやら様子が違う──虎杖いたどりは何か只ただならぬ気配を察さつし始めていた。

「……解げせん。減速の気配すらないとは」

『目標、急速に接近しています。兜カブトの可か視し圏内まで、あと五秒、四、…………、入ります』

　見えた。

　空を切り裂さく鋼こう鉄てつの飛行体。かなりの幅はばがあるにも関わらず点のようにしか見えないのは、距離もあるが、機首が一直線にこちらを向いていることを示し唆さしている。

　一直線に、こちらを。

　あり得ない。神しん鯨げいは地上にあり、鴻こう翼よくとは高度差の点でかなりのものがある。距離があっても下から見上げる形にならねば、つまり鴻翼の腹が少しでも見えねばおかしい。虎杖はかなりの距離を隔へだてて、センサーが寒くなるほどの速度で接近する鴻翼のまさに頭を睨にらみながら精神を集中する。

『おおい夕せき馬まぁ!!』

　またも烏帽子の銅ど鑼ら声ごえ。空の一点から目を離さぬまま、なんだ、と問う。

『どうにか解析できたがのう！　あん中にゃ虫なぞおらんぞ！』

　──なんだと？

　鴻翼の中には制せい御ぎよシステムと雑多な積荷の他、本来あるべき最も大きな反応が見られなかった。無人制御であり、途中まで中にいたに違いない鬼虫はどこかへ姿を消していたのだ。

　そういうことか。

　瞬しゆん時じに理解できた。中にいるのがどいつか知らないが思い切った真ま似ねをする。

『このまま叩たたき付けるつもりか。挨あい拶さつ代わりにしては随ずい分ぶんと派手なことだ──兜！』

『諒リヨウ解カイ／戦セン闘トウ演算開始／背部装ソウ甲コウ展開／《波ハ動ドウ》充ジユウ填テン──』

　兜の背部装甲、つまり翅はねがある部分が音を立てて開く。だがそこにあるのは昆こん虫ちゆうの翅ではなく、ましてや飛行型の鬼き虫ちゆう・甲こう虫ちゆうが持つ反重力を束たばねた光でもなく、ただ轟ごう々ごうと渦うず巻まく二つの青黒い「波は動どう」だった。

　蜃しん気き楼ろうが背部に集まっていく。

　兜カブトが六ろく肢しをゆっくりたわめる。機体全体が地じ震しんを呑のんだように低く激しく振しん動どうを続け──

『──射出』

　飛び立った。

　背部から爆ばく発はつした波動が兜に絶大な推すい力りよくをもたらし、空に一直線の波を刻きざむ。

　虎杖いたどりがコマンドした通り、それは翼つばさ持つ者の飛ひ翔しようというより、巨大な砲ほう弾だんそのものの発射の如ごとき勢いだった。

　甲こう虫ちゆう式／特とつ機き一号丸《兜》が戦せん闘とう態勢に移行する。

　蒼あおい眼めが空を睨にらむ。馬鹿げた相対速度であっという間に距離を詰める鴻こう翼よくが「飛行」などではなくもはや「墜つい落らく」していることを承知でなお速度を緩ゆるめない。速度と質量の爆弾と化した高速輸送艇は、あたかも天から突き下ろされる巨大な杭くいだった。いかな装そう甲こうを持っていようと、そんなものに轢かれてしまえば跡あと形かたもなく四し散さんしてしまうことだろう。

　仔し細さいなしだった。

『試させて貰もらおう──《念動波アクシオン》!!』

　兜の長大な一いつ本ぽん角づのが鴻翼を示し、その先せん端たんと先端が触れる、

　瞬しゆん間かんだった。

　兜は轢ひき潰つぶされず、代わりに鴻翼に異常が起こった。

　先端が割れた。装甲が剥がれた。さしたる音は無かった──強しいて言うなら、破は壊かい音と形容するには到とう底てい値あたいしない、部品を取り付け外はずしたりする際の「かちゃ」という音のみが小さく絶え間なく無数に鳴り続けた。

　鴻翼が部品単位でばらばらになるまで。

　空気抵抗を極限にまでそぎ落とした、継つぎ目一つ見受けられない機体が噓うそのように解ほぐれていった。装そう甲こうが、推すい進しん器が、電装系が、計器が、外装どころか内部の各部位を繋つなぎ止める数センチ単位のネジに至るまでが、不ふ可か視しの巨大な手にそうされているかのように外はずれ、散り、解かれていく。もはや鴻翼は一いつ塊かいの質量物体ですらなくなっていった。精せい巧こうに組み上げられた航空機そのものが、製造と同じほどの精密さで、しかし秒単位の恐るべき速度で逆回しのように「分解」されていくばかりだった。

　刹せつ那なの後。兜とまさに激突軌き道どう上にあった鴻翼は冗談のように原型を失い、揚よう力りよくに負けてばらばらに空に飛び散り、吸い込まれるように落下していった。

　忽こつ然ぜんと残った巨大な風圧だけが、まるでそれ自体が鴻翼の名残なごりであるかのように兜に吹き付けて拡かく散さんしていく。

　軌道の読み易やすい、直線で来る構造物ならこんなものか──虎杖はさしたる感かん慨がいも抱くことなく、ただ「中身」が気にかかった。確かに虫の姿はない、が、取り残された積荷は果たしてその全てが取るに足らぬものか？

　否いな。

『これは──』

　何かがある。

　中にいた奴とて、激突だけで神しん鯨げいの堅けん牢ろうな艦体をどうこうできるとは思っていなかったらしい。弾だん薬やくも何もかも残していないくせに、一つだけぽつんと取り残された「それ」は一種の保険だった。

　井い筒づつが用意した、大量の炸さく薬やくのコンテナである。

　八や洲しま軍の特とく殊しゆ破は壊かい工作にも用いられた粉状炸薬、名を「特殊六式爆薬」。

　これは隙すき間まを作らず梱こん包ぽうすれば衝しよう撃げきにも火にも反応せず、内部に仕込んだ起き爆ばく装置へ特定波長の電流を流し込むことではじめて着火し、通常の炸薬を遥はるかに上回る破壊力を発揮するものである。扱あつかいが難しく威い力りよくが高すぎることで取り回しは決して良くないが、直接起爆装置に信号を発信できる機械の歩兵にとってはこれ以上ない爆弾として重ちよう宝ほうされていた。

　爆発物はどちらかといえば万まん字じの専門だったが、簡易な爆弾を作ることくらい井筒にもお手の物だ。井筒はそいつに電極を仕込み、鴻こう翼よくの飛行システムが再起不能になった瞬しゆん間かんに最後の信号を打ち込むように細さい工くしていた。

　機内に取り残した「土産みやげ」が、まさにその瞬間、着火した。

　爆発が空を染め上げる。

　遥はるか距離を隔てても目視できるほどの炎ほのおが、白い街を強く照らした。
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「ちッ、外はずしたか……！」

　ある地点から降下・着陸した蜈蚣むかでが、全速力で地上を疾しつ走そうしている。

　正直速度を全く緩ゆるめないまま落ちるのは賭かけだったが、結果的にうまくいった。だが遠く轟とどろく爆音を聞き届ける限りでは、鴻翼は命中しなかったらしい。速度と角度から予測した激突の時間よりも四秒は早い。

　多少なりと迎げい撃げきに出てきた連中でも巻き込めていれば儲もうけものか。井筒はとっとと見切りをつけ、落地おろちの中心部に急ぐ。進むごとに気温が異常なペースで下がっていくのがわかる。山中の凍りかけた泥どろを跳はね上げながら、蜈蚣は木々の間に覗のぞく落地の輪りん郭かくを視認した。

　地を這はうその機体は、蜈蚣でありながらさながらハリネズミのような外見になっている。

　鴻翼にもろとも積み込んでいた「四」の繭まゆには、ありったけの予備兵装や追加弾だん倉そうが詰まっていた。数キロ後方に蜈蚣もろとも降下した繭は隕いん石せきのように地面にめり込み、今は空っぽのまま口を開いて放置されている。

　井い筒づつは、そこから全ての装備を持ち出して蜈蚣むかでの外装に取り付けていた。各部の機き銃じゆうや回転式機関砲ほう、散さん弾だん砲や榴りゆう弾だん砲の予備を二門から四門ずつ外装に取り付け、それらの弾帯を全身にこれでもかと巻き付ける様は「火器の塊かたまり」とでも言うほかない。おまけに蜈蚣の頭部には塗料の殴なぐり書きで大きく「見敵必殺」と記されていた。

　蜈蚣の無数の肢あしが地を舐なめ、落地おろちとの距離がぐんぐん縮まっていく。やがて木々がまばらになり山の斜面がなだらかになり、空が広く見えるまで駆かけ抜けたところで、井筒は不ふ可か解かいな蜃しん気き楼ろうのようなものを見た。

　空。

　来る。

　減速はしない。蜈蚣は肢を一本たりと止めることなく虫の全身を操作し、多関節の機体をぐるりと回頭させた。巨大な重火器を満まん載さいする機体は淀みない流水のような足運びで、速度はそのままに走るコースを真横に修正していた。

　直後に、地面が砕くだけた。

　どこからもそれらしい発射音も無ければ、砲弾らしきものも認識できなかった。竜たつ巻まきのように渦うずを巻く何かは「力の塊かたまり」とでも形容する他ない「何か」で、蜈蚣がそのまま前を向いていれば頭ごと叩たたき潰つぶしていたであろう座ざ標ひように深いクレーターを刻きざみ込んだ。

　蜃しん気き楼ろう、力の塊かたまり、──衝しよう撃げき波は？

『波は動どう──』

　帝てい都との記録によって知るその名に思い当たり、井筒の頭に電でん撃げきめいた閃ひらめきがあった。

　戦意が噴ふき上がる。井筒は複眼と全センサーと全砲塔とうで空の一点を睨にらみ付けた。

　──こいつが頭か!!

　空中に、一匹の虫が浮遊している。

　機体色は黒。各部関節はくすんだ銀の光を発し、堅けん牢ろうな装そう甲こうに包まれた全身はまさに「甲こう虫ちゆう」の名を冠かんするに相応ふさわしい。何よりも目立つのは頭部から突き出した長大な角つので、光る瑠る璃り色の眼めで見下ろす様さまは一本角の青あお鬼おにを思わせる。

　特とつ機き一号丸《兜カブト》の、《戦術波動砲》。

　話には聞いている。星ほし鉄がねの争そう奪だつ戦せんで剣けん菱びしが戦ったことがある。井筒が「そいつ」を目まの当たりにしたのは、今この瞬しゆん間かんが初めてだった。

　こいつが虎杖いたどり。一連の争乱の首しゆ謀ぼう者しやで、数々の甲こう虫ちゆうを率ひきいる隊長で、要するに井筒に言わせれば真っ先にぶっ飛ばさなくてはいけないクソ野郎である。

『四番式か。そんなところだろうとは思っていた』

　虎杖が応じる。水みな底そこから滲にじみ出るように低い声の、奇き妙みようにゆっくりとした喋しやべり。その声色から感情を推おし量ることはできないが、得え体たいの知れない情念の燻くすぶりだけは強く感じ取れる。

『誰がこのオレにクチ利きいていいっつったこのボケ』

　こいつは亡ぼう霊れいだ。蘇よみがえった自分も大たい概がいだが、こいつはもっと酷ひどいと井い筒づつは思う。

　救えないのは、亡霊が鋼こう鉄てつの肉体を持っているということ。二十年前の戦争を死に損そこない、それでも自らの決着を見出すことができず、ついには屍かばねを引きずるようにしてガラクタを集め今になって戦争を望む、血に飢うえた亡もう者じやだ。

『つれないことを言うな。吾わたしとしてもお前とは一度話してみたかったものだが。──しかしあの爆ばく発はつは危なかったな。咄とつ嗟さに真上に投げ飛ばさなければ兜カブトも呑のみ込まれていた』

『ケッ、ちっとばっか静かにしてろや、今テメェをどう料理してやろうか考えてンだからよォ』

《多重砲塔ドレツド・ノート》待機中。対たい峙じしたまま動かぬ二機は、既すでに戦せん闘とう状態にあった。

　地上と空中で睨にらみ合うこと数十秒、兜と蜈蚣むかでに電脳では既に幾つもの先読みが成され、幾つもの機動パターンを演算しては相手の動きを予測し尽つくしていく。

　こちらの手の内は敵に知られているが、井筒は兜の戦いを十分には知らない。外装にさしたる武器を持たず、一見して無む防ぼう備びにすら思える兜はそれ故ゆえに攻こう撃げき法が読み切れない。蟷螂かまきりと戦った時とは勝手が違うことなど承知の上だった。

　対する虎杖いたどりもまた、歴戦の猛も者さたる蜈蚣の力をまさか知れきったデータの範囲内にしかないとは思っていない。知ってさえいれば勝てるというなら誰も苦労はしない筈はずで、その上で幾つもの不利を覆くつがえしてきたが故ゆえの「最強の機動兵器」達であることを深く理解していた。

　二者の間に漂ただよう空気は、爆ばく発はつの瞬しゆん間かんを待つ火山のそれにも似て──

　声こわ音ねにあからさまな嘲ちよう弄ろうを乗せ、虎杖が言い放った。

『仲間に会えなくて残念だったな。もう少し待っていてくれれば、壱いち番式をまた出してもてなしてやることもできたのだが』

　爆発した。

　井筒はその時、こめかみの辺あたりで弾はじける「ぶち」という音を確かに聞いた。

『────ブ、チ、殺すッ!!』

　戦闘機動開始。《多重砲塔ドレツド・ノート》最大回転、左右第一・第二回転式機関砲ほう及および第一～八号機き銃じゆう並びに第一・第二榴りゆう弾だん砲展開。

　消し炭すらも残さない。

　虫の形をした火山が、無む慮りよ数千に渡る砲弾と砲火を伴ともなって爆はぜる。
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　南の彼方かなたから、都市の静せい寂じやくを打ち破やぶる爆音が轟とどろいた。

　間違いない。あれは蜈蚣の砲撃だ。

『修復状況はどうなっている!?』

『九割完了。残リ一五三秒デ作業完了』

　二分半と少し、この状況ではもどかしいほどに長い所要時間である。

　どこかで戦せん闘とうが始まったことを九く曜ようは確信している。相手が量産型であるにしても特とつ機きのいずれかであるにしても、今すぐ向かって井い筒づつと合流しなければならなかった。修復を切り上げて急行すべきかという考えが一いつ瞬しゆん浮かんだが、すぐに振ふり払った。不十分な修復は戦況に決して無視できない影を落とす。

『可能な限り急がせろ。完了し次第すぐ出しゆつ撃げきする！』

　音が聞こえる距離なら文字通り一飛びで到着できる。今は待つしかなかった。

「……九く曜よう」

　ふと、柊ひいらぎの声がかかる。そちらを向くと、柊は立ち上がって空を見上げていた。立ち並ぶ集合住宅を右から順に見渡していき、ぽつりと告つげる。

「こっちも、のんびりできないみたいよ」

『▼告／複数ノ熱源反応ガ接近／過去ノ記録ト照合シタ結果、甲コウ虫チユウ式ノ量産型ト判断』

　柊の言葉と同時に蜂はちの警けい告こくがあった。

「……！　気付かれたか!?」

「ううん、まだ距離は遠い。探さがしてるのかな……でもこっちに向かってるってことは、大体はわかってるのかも」

　センサーの精度と範囲、特に空間把は握あく能力は九番式より八番式が優すぐれる。しかし蜉蝣かげろうがまだ修復中な以上万全ではない。九曜は蜂に駆かけ寄り、その胸部を開かせた。

「君も蜉蝣の傍そばにいろ、柊。いつでも飛べるようにしておかねば……」

「実戦なの？」

「そうなる。量産型だけならまだしも、甲虫が……いやもしかしたら、今度こそ《蟋蟀こおろぎ》が来るかもしれぬ」

　蟋蟀と、つまり庵いおりと本格的に戦闘するかもしれない。とっくに覚かく悟ごしていたつもりでも、その事実はどこか胸に重いものを落とす。

　柊は二度すうはあ深く呼吸し、両りよう頬ほおをぺちぺち叩たたいて気合いを入れ直した。柊にとっては途と方ほうも無く久しぶりの、そしてもう二度と経験しない筈はずだった実戦である。

「…………よしっ。わかった。じゃ、備えますか！」

　彼女の指先が、音を立てて雪を散らした。




　蟋蟀はビルの上に立ち、くっきり形を保つ都市を見下ろしていた。

　その姿は、往年の鬼き虫ちゆう六番式とはどこか違う。

　変化の正体は、背に装着した「追加装備」──更さらなる改造を施した、蟋蟀の狙そ撃げき砲ほうである。

　狙撃砲は、かつて庵と蟋蟀が愛用していたそれよりも二回り以上巨大化していた。そのサイズたるや全長六～七メートル程度の中型の鬼き虫ちゆうには大きすぎるほど大きく、背負ってしまえばどちらが本体なのかわからない有あり様さまにさえなる。

　発射機構と砲ほう身しんの左右側面に、燃焼ガスを詰め込んだ無数の薬室を取り付けているのだ。

　この薬室ごとに立て続けに装薬を燃焼させる方式は、単発の炸さく薬やくによる発射とは比べ物にならない劇的な初速を弾だん体たいに与え、併あわせて射しや程てい距離の向上という恩おん恵けいももたらしている。必然的に発射機構の制せい御ぎよが更さらに複雑化するが、隠いん匿とくのみならず狙そ撃げきの達人である蟋蟀こおろぎにとっては何の問題にもならない。

　改造によって巨大化した砲身は、未使用時は発射機構とバレルを二つに分けて折り畳たたみ式にしてある。展開時の全長は、蟋蟀の約二倍の十五メートルをゆうに超えるほどのものだった。

　一〇〇粍みり破は甲こう狙そ撃げき砲ほう改め、一〇〇粍破甲「多た薬やく室しつ」狙撃砲である。

　それ自体が何かおぞましい毒どく虫むしであるようにも見える砲を背負い、しかし蟋蟀は重さも違和感も問題にしない。自みずからの新たな銃じゆうを早くも把は握あくし尽つくし、発射の瞬しゆん間かんを泰たい然ぜんと待つ。

　高速・広範囲を見渡すのに適した複眼では今は都つ合ごうが悪い。蟋蟀は頭部右上のハードポイントに高精度レンズを装着して、自らの視覚を遠距離・精せい密みつモードに切り替えた。

　跳ちよう躍やく。

　六本ある肢あしの内でも一ひと際きわ長い後ろの一いつ対ついが屋上を蹴けり、飛行にも見劣りしない跳躍を見せる。

　ビルからビルを飛び渡り、その度たびに地上を舐なめ尽くす勢いで見渡していく。その姿は徐々に輪りん郭かくをぼやかし、薄く霞かすんでいき、ついには消えた。
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　同どう刻こく、八や洲しま国・軍道七号線。

　ゆるくカーブして南北を貫つらぬくこの道は、落地おろちと他都市とを繋つなぐ極めて重要な幹線道路の一つである。道みち幅はばは中～大型兵器輸送車両が四台並へい列れつで走ってもまだ余裕があるほど広く、しっかりした地じ盤ばんの上に敷しかれたアスファルトは幾千幾万もの強化タイヤに磨みがかれてなお傷らしい傷を持たない。今はその上、道路の表面に分ぶ厚あつい氷の膜まくが張っている。等とう間かん隔かくに敷ふ設せつされた検問所も同様で、二十年続く雪に晒さらされながらそのままの姿で「保存」されていた。

　そのうち一つ、落地の南部ゲートに繋がる第二検問所が、木こっ端ぱ微み塵じんに破は砕さいされた。

　蜈蚣の放った流れ弾だまに薙なぎ払われて上下を分かたれ、たちまちのうちに原型を失う。

『どォるァァアアアアッ!!』

　今、七号線上は鉄風の荒れ狂う戦場だった。凍こおり付いた領りよう域いきにおいて、その一角だけが異常に熱を持っていた。

　蜈蚣むかでが全砲門を展開する。射しや程てい圏内に存在するただ一機の敵を、いくら積み重ねても決して過か剰じようではない火力で確実に殲せん滅めつすべく牙きばを剥むく。

　最初から一いつ切さいの情け容よう赦しやがない。竜たつ巻まきのように回り続ける回転式機き関かん砲ほうが、予測される全方位に向けられた機き銃じゆうが、馬鹿でかいショットシェルを吐はき出す散さん弾だん砲が、白はく煙えんの尾を引く誘ゆう導どう弾が地上空中を問わず舐なめ尽つくして炸さく裂れつし、駆かけ抜ける兜カブトを追い立てる。

　蜈蚣むかでの砲撃は出で鱈たら目めに撒まき散らすようでいて、その一発一発全てに意味があった。敵を追い立てる牽けん制せいの弾たま、退路を防ぐ妨害の弾、狙ねらいを読ませない目め晦くらましの弾、それらに隠かくれて敵の急所を射い抜ぬくための本命の弾。

　一機で起こす飽ほう和わ攻こう撃げきは、見かけに反して一から十まで丁てい寧ねいに組み立てられた法則性に従っている。攻撃はきっちり当ててこそ攻撃、弾は一発たりと無駄にせず使用してこそ弾なのだ。

　その戦い方を井い筒づつに教えたのは竜胆りんどうだった。

　斬ざん撃げきと砲撃、自機の速度など違いはあれど根底にあるものは同じ。両者とも自みずからが放つ攻撃の管理に長たけた知覚強化系で、自らが放つ攻撃の管理に長けているがこその教えである。多対一を基本思想とする戦せん闘とう法は、さりとてただ一つの個に対しても加か減げんすることを知らない。

　無数の弾が無数の目となり手となり牙きばとなって、兜を追い立てる。

　だが。

『──なるほど』

　地面を豪ごう速そくで疾しつ駆くする兜は紙かみ一ひと重えでそれらを避けていく。蜈蚣に勝るとも劣らぬ堅けん牢ろうな装そう甲こうを全身に纏まとう兜の動きはまさかと思うほどに速い。強きよう烈れつな波は動どうを推すい力りよくとして巧たくみに操あやつり、流体のように無駄なき機動で回避を続ける。

　凄すさまじい重量の物体が超高速で駆け回っているから、氷に覆おおわれた地面はひとたまりもなく削けずれて砕くだけ、疾走の軌き道どうに深い傷きず跡あとと火花と水蒸気が残った。幾いく筋すじも刻きざまれた傷痕の先頭に立ち、兜の虎杖いたどりは感じ入ったように呟つぶやく。

『壱いち番式の攻撃と似ている』

『けッ……！』

　速い。

　それでいて決して飛ばず、跳とばない。

　速さそのものより、厄やつ介かいなのはむしろ後者の方だった。流石さすがに鬼き虫ちゆうの特性を知っていると見えて、蜈蚣と対たい峙じする兜の動きはどこまでも冷静だ。

　蜈蚣が最も得意とするものは対空迎撃。敵の飛ぶ三六〇度全てを読み尽くして埋め尽くす砲撃力こそが蜈蚣と多重砲塔ドレツド・ノートの神しん髄ずいだ。だが反面こちらと水平の位置を保つ相手には、単純に地面の分だけ照しよう準じゆんの広さが半減してしまう。

　一度でも跳ちよう躍やくすればその瞬間に狩る確信があるが、こうも徹底的に地面にへばり付かれたのでは厄介だ。これが量産型の雑ざ魚こなら物の数ではないのだが、流石に黒くろ塚づか部ぶ隊たいの長を名乗る男の技量は噓うそ偽いつわりではないらしい。その眼めで片時も離れず蜈蚣を見てでもいるのか、砲撃の先読みも腹立たしいまでに精せい確かくだ。

　こうなると、見晴らしがよく障害物の少ない軍道上は逆に不利。圧倒的な破は壊かい力の中ちゆう核かくに身を納め、井い筒づつは頭の芯しんを急速に冷却していく。無む暗やみに攻せめればジリ貧でしかない。

　被ひ照しよう準じゆん、

『ッらァ!!』

　右側面の全ての肢あしでアスファルトを蹴ける。超重量の機体を真横に数十メートル滑すべらせ、襲おそい掛かる波は動どう砲ほうをすんでのところで避けた。見た目には突風にしか思えぬそれは確かに絶大な破壊力を秘めており、直接晒さらされなかった装そう甲こう表面がちりちり熱を持つのを感じた。

　瞬しゆん時じに判断を切り替える。

　蜈蚣むかでは、頭部を兜カブトに向けたまま全速でバックを始めた。

　後退でありながら最高速度は前進時と全く同じ、無数の肢あしが逆回しに駆く動どうして機体を急速に後ろに導く。

　追う。兜が踏み込み、角つのを真っ直ぐ蜈蚣に向けて突とつ撃げき。

　その様さまを遠くに見ながら蜈蚣が叫ぶ。

『▼告／理解不能！／後退ノ理由不明!!／漢オトコタルモノ突撃スベシ!!』

　当たり前だ。なにしろ半身なのだ、蜈蚣の文句には完全に同意だった。それも奴は鬼き虫ちゆうの仲間にまで手を出した仇きゆう敵てき、今すぐ躍おどり掛かって自慢の火器で粉ふん砕さいするか巨大な両りよう顎あごで喰くらい殺してやりたいというのが本音である。

　だが、それだけでは恐らく勝てない。

『るせーッちったァ考えさせろ！　今すぐヤロウをブッ殺してェのはオレとて同じよッ!!』

　井筒は数度の交こう錯さくで虎杖いたどりの戦せん闘とう力を十二分に危険視するに至り、次の一手を、次の次の一手を立て続けに考えていく。吊つり上った眉まゆと鋭い目め尻じりがぴくぴく動く。ともすれば考えなしに敵に食って掛かりそうなチンピラ丸出しの人相の裏うらには、幾つもの思考が渦うず巻まいている。

　轟ごう。

　兜が迫る。数百メートル隔へだてて二機が一直線に並び、井筒は向けられる火器を全て向けた。

『集中しろ！　引いて撃うつぞッ!!』

　砲撃の反動が更さらなる加速を生んだ。砲煙と薬やつ莢きようを遥はるか前方に置き去りにして蜈蚣は撃って撃って撃ちまくる。

　直線軌き道どうの最高速なら間違いなく兜の方が速い。だが蜈蚣の弾だん幕まくが追つい随ずいを許さない。

　厚すぎる弾幕に兜は追撃の機を見い出せず、ただ止まればたちまち振ふり切られることはわかりきっていて、右へ左へ滑すべりながら決して肢あしを止めない。徹底的に機体を浮かさぬのはそうすれば撃ち落とされるからで、猛もう烈れつな速度で追う様さまは地を舐なめる影そのものに見える。

　しかし、そのようにして回避しながら蜈蚣を追う兜も、やがて襲い掛かる弾幕の「圧」に押されて動きが鈍る。至近に着弾したミサイルの爆風に押され、ほぼ最高速にあった兜の機体が傾かしぎ、夥おびただしい機関砲の嵐に装甲表面を掠かすめ取られる。

『ちっ──』

『どぉしたァッ!!』

　崩くずしてやる。一度機体制せい御ぎよにほつれを生めばあとは圧殺するばかりだ。

　兜カブトの揺ゆれから次なる動きを予測し、どこへどう傾こうが確実に捉とらえるべく駄目押しの弾だん幕まくを張る。次に大きく揺らげばそれが最後だ、その瞬しゆん間かんに頭に加農砲とつておきをお見舞いしてやる。回転式機き関かん砲ほうが一いつ斉せいに火を噴ふき、傾かしぐ兜の前方を埋め尽つくす弾幕を張り、

　兜が、見たことも無い機動をした。

　地面すれすれを滑かつ走そうし、浮き上がらないままにその場で錐きり揉もみ回転を行ったのだ。

　背部から噴ふん射しやされる波は動どうが激しく渦うずを巻いて、疾しつ走そうの軌き道どうにコーン状の波を広げた。波動はそれ自体が破は壊かい力を持ち、必然として兜の駆かけ抜ける地面をごっそり抉えぐり取っていく。小さいものでも一ひと抱かかえ、大きいものだと人間数人を押し潰つぶすほどあるコンクリート片が爆発的に巻き上がった。

　後退を続ける蜈蚣むかでは兜の機動を克こく明めいに目もく撃げきし、井い筒づつはむしろその直後の光景に目を疑う。

　瓦が礫れきと氷が、宙に浮いたまま止まっている。

　正確には止まっているのではなく、兜の前面に散らばったまま固定化されているのだ。まるで防ぼう壁へきだった。豪ごう速そくで直進するごとに駆かけ抜ける地面を半円状に掘くつ削さくし、その度たびに吹き飛ぶ瓦礫の数々を機体前面に浮かせたまま突進を続ける。

『あくまで突っ切るつもりかよ……!!』

　間違いない。戦術波動砲とは奴の能力の一いつ端たんに過ぎない。

　何かもっとシンプルな、物体そのものに干かん渉しようし働きかける能力だ。

　回転を続ける兜の全身が瓦礫と波動を纏まとう。その中に光る群ぐん青じよう色の眼め。一歩も退ひかぬ虎杖いたどりが何を考えているのかなどわざわざ勘かん繰ぐるまでもない。

　要は直撃を避ければいいのだ。壁かべと見み紛まがう弾幕に対し当たる面積を最小限にして、持ちうる防ぼう御ぎよ手段の全ては「防ぐ」のではなく「逸そらす」ことに注ぐ。であれば、波動を纏まとい決して浮かない兜の回転は理想的でさえあった。帝てい都と東ひがしの海上戦で蜻蛉とんぼが行った機動とひどく似ているのは、これが真正面から蜈蚣に向かう上で必然的に導き出される最適解だからだ。

　最も危険、自殺行為のようでいて、手段と技量があれば実は生き残る可能性が最も高い。だがそれをやるにあたって、何より必要なものが一つだけある。

　つまりは、自己と自己の機体に対する絶対の自信である。

『──《念動波アクシオン》』

『上ォッ等だコラァッ!!』

　今度は兜も仕掛けた。奴が飛ばすのは砲弾ではなかった。空中に固定化して引き連れた巨大な瓦礫そのものが、砲撃に勝るとも劣らぬ速度で射出されていく。いや、射出ではなく投とう擲てきと呼ぶべきかもしれない。兜が纏う蜃しん気き楼ろうはその時、幾つもの物体を掴つかみ取る無数の巨大な手にも見えた。それら全てを一息に砕くだいて呑のみ込み蜈蚣むかでの弾だん幕まくが応じる。撃うち、撃ち返され、それでも撃ち、双方の距離を丸ごと塗り潰つぶすように撃ちまくる。

　喰くらい付いた。

　奇くしくも同時だった。蜈蚣の放った機き関かん砲ほうが兜カブトの右側面を抉えぐって、直進を逸そらす。

　交換のように放たれた瓦が礫れきの砲弾が、蜈蚣に命中した。

　蜈蚣が大きく揺ゆれる。直撃ではないが、今ので機体に巻き付けた弾帯のうち一つが千ち切ぎり飛ばされ、左の小型機関砲が一門ひしゃげる。使い物にならなくなった機き銃じゆうと弾帯をパージし、追撃の波は動どう砲を受け流すため右に跳ちよう躍やくした。

　瞬しゆん間かん、高速の後退と全速の追つい随ずいのバランスが崩くずれた。

　ほんの一瞬だけ失速した蜈蚣に猛もう烈れつな勢いで兜が接近する。角つのを突き出し回転しながら突撃するその様は巨大な回転掘削機ドリルそのものだ。

『ケッ、熱烈なこったなァ！』

　だがそれも問題ない。目的地はもうすぐそこだった。

　幾らもない距離に落地おろちの巨大な城じよう壁へきがある。蜈蚣は即座にもう一度機体を飛ばし、あらかじめ目星を付けていた場所に飛び込んだ。

　水面から水みな底そこに至るまで、完全に凍こおり付いた河がそこにある。

　西から伸びてぐっと曲がり、途中から七号線と並へい行こうするこの川は水門を経て落地おろち内部にも注ぐ。幅はばは五十メートル近くあり、深いところでは水深十メートル超。速度を考えると時間にして一分足らず、しかし実時間の何倍も濃厚な後退戦を経て蜈蚣はそこに辿たどり着いた。

　着地、いや着氷した途端に河全体に激烈な破は壊かいが巻き起こった。

　蜈蚣を中心に水面全体にクレバスのような亀き裂れつが走り、たちまち重量に耐えきれずぶち割れた。かといって液体の部分など一ミリリットルもなく、蜈蚣は沈むことなく無数の氷ひよう塊かいを蹴け立たてて舞い上げ、

『放射ァ!!』

　コマンドをぶち込む。蜈蚣の右側面が展開し、更さらなる武装が顔を出す。

　火か炎えん放射器である。

　射しや程ていが短いので普段はあまり使うことがない。それに「火」なら専門家がいたから、滅めつ多たに持ち出すことなく繭まゆの奥に放り込んでおいたブツだ。凍こおり付いた落地に行くというから念の為ため装備しておいたが、正解だった。

　その火炎放射器が文字通り火を噴ふき、超高温で氷を呑のみ込んだ。

　融ゆう解かいどころではなかった。液体に戻せば夥おびただしい量であろう河川の氷が一気に蒸発し、真っ白な水蒸気となって辺あたり一帯を染め上げた。ほんの少し遅れて、どうにか蒸発を免まぬかれた水が生温い雨となって辺りに注ぎ、蒸気と共にあっという間に視界を埋め尽つくす。

　その隙すきに追撃を振ふり切る。蜈蚣は水門をぶち破り、水路から落地内部へ突入を果たした。

　──ここか。

　ばきばきに砕くだけた氷の川からぞろりと這はい出て、蜈蚣むかでは全火器に弾たまを装そう填てんしながら停止。

　直後、水門の約百メートル真横のゲートをぶち破って兜カブトが突入してきた。

　兜は等とう間かん隔かくに並び立つ電信柱を小枝のように蹴け立たてて、長い火花を刻きざみながら停止する。双そう方ほうの姿は、林立する建物に阻はばまれてもう見えなかった。だが奴がそう遠くない場所にいることは音でわかるし、何より全てのセンサーがこちらを見ていることを全身で感じ取っている。

　双方、一歩も譲ゆずらない。

　がき、と鈍い音を立てて、巨大な加農カノン砲ほうが悠ゆう然ぜんと屹きつ立りつする。予想通り、頑がん健けんな建物が密集する防ぼう衛えい都市らしい街並みだった。さっきの場所よりこちらの方がよほど戦いやすい。

　ここからが本マ気ジだ。

　奴もそのつもりだろう。

　井い筒づつは癖くせで「ぺッ」と唾つばを吐はく動作。するとそれに応じて、蜈蚣の頭がぐいんと動いて似たような動きを見せた。

『ちィとばっかマゴついたが……これにて、目的地に到着ってワケかァ。はッ！　出迎えゴクローさんってな！』

　そして──この位置からでも僅わずかながら見えた。

　広大な都市内部に君臨する、巨大な「要よう塞さい」の姿が。
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　今度の衝しよう撃げきは大きかった。

　地鳴りのような震しん動どうは確かに感じ取れて、しかもそれが徐々に近付いている。地を揺ゆらし空気を打つ蜈蚣の戦せん闘とうは、神しん鯨げいの中にいても伝わった。

　鵠こう子この部屋から出られぬまま、叶かな葉はと鴇とき子こはその揺れだけを感じていた。

「まったく……無ぶ粋すいな輩やからにも困ったものだ。こんな時くらい静かにできんのかな」

　鵠子が迷めい惑わくそうに呟つぶやく。二人よりよほど良く事態を把は握あくしているだろうに、まるで他ひ人と事ごとそのものだった。

　それでも、鴇子は鵠子の裏うらの意図を読もうと苦心していた。次々と出る「昔話」の中に鵠子の真意があるのではないか、夢見るような口調の端はし々ばしに何かの合図がありはしないか、黒くろ塚づか部ぶ隊たいに捕とらわれてこんなことをさせられているのではないか。

　だがとうとう、鵠子が何を考えているのか一つもわかりはしなかった。

「──姉上っ!!」

　たまらず鴇子が声を荒げた。

　鵠子がしているのは最初から何の変哲もないただの昔話で、必死に探さがそうとしていた鵠子の真意は尻尾しつぽすら掴つかめず、不安と不ふ審しんと苛いら立だちが募つのるばかりだった。鴇とき子こは勢い込んで、

「いい加か減げんにしてください！　わたしは！　わたし達はっ、ここでこんなことしてる場合じゃないんだ!!　やらなきゃならないことがあるんだ!!　昔話なんて、何もここでしなくたっていいじゃないか!!」

「と、鴇子さま……！」

　慌あわてる叶かな葉はの制止も聞かず、一気にまくしたてる。

　鵠こう子こは半なかばきょとんとして鴇子の怒声を受け止め、それもまた世間話の延長であるかのような口調で質問する。

「それは何だ？」

「何、って、」

　やらねばならぬこと。

　投げた言葉をそのまま質問で返されて、怒るどころか困こん惑わくする。鴇子はつんのめるように言葉を切り、鵠子は妹のそんな姿を興味深げに見守りながら先を促うながした。

「……こ、こんな奴らの言いなりにならないで、今すぐ帝てい都とに戻って、」

「それで？」

「それで、家に帰って、父上や母上や鶫とう子こ姉上を探さがして！　八こ洲こをなんとかしないと……っ！」

　然しかり。他ならぬ八や洲しまの皇族にできること、すべきことはそれ以外にない。

　絶対に鵠子が何か知っているのだ。だったら鴇子が今できることは決まっていた。今すぐ鵠子の目を覚まさせて情報を聞き出し、説得してすぐにここから抜け出す。もし可能であれば、鵠子の権限をもって戦せん闘とう行動を今すぐ中止させる線だってある。

「なるほどそうか。うん、そうだな。わたしも何もわからんわけではない、が、」

　鵠子は感心したように頷うなずき、妹の顔を見返して更さらに問うた。

「──ただ、おまえがなぜそんなことを気にするんだ？」

「なっ、なぜって、姉上っ！」

　鴇子がいよいよ言葉に詰まる。今できる精一杯の主張はしたつもりだったのに、暖簾のれんに腕押しの手て応ごたえで何も響いた様子がない。それが何な故ぜなのかわからない。対する鵠子はというと彼女も首を傾かしげ、本気で不ふ思し議ぎそうに鴇子を見つめていた。鴇子がどうしてそんなことを言い出すのか、それ自体を不思議がっているようだった。

　やがて鵠子は彼女なりの結論に行き付いた。ぽん、と手を叩たたき、

「ああ……なるほど、気が急せいて落ち着かんのか。こう騒がしいと無理もない。まずゆっくり休みなさい、何なら少し横になるといい」

「だからっ！　そんなことやってる場合じゃ……!!」

　もはや会話の体ていすら為なさず、互いの言葉が平行線にすれ違っていつまで経たっても噛かみ合わないままだ。

　一方で、座り込んだままの叶かな葉はは、鴇とき子こに助け船を出すことさえ忘れている。

　ただ、体がにわかに震ふるえ出した。

　叶葉は、違和感の正体にようやく気付いていた。

　鵠こう子こが何な故ぜそんな態度のままなのか。状況を知らぬでもあるまいにどうして何も行動を起こさないのか、どういうつもりで「妹」と「妹の友人」を歓待し愛めでているのか、穏おだやかな瞳ひとみがどこを見ているのか、どうして何一つ教えてくれないのか。

　その必要が無いからだ。叶葉と鴇子の二人を前にして、そんなことをわざわざ話題に出すつもりが最初から鵠子には無いのだ。

　鵠子は気き遣づかわしげに二人を見比べ、安心させるように微笑ほほえんだ。造形だけはぞっとするほど美しく、しかし真しん摯しさの欠片かけらも無い微笑だった。




「おまえたちは何も心配しなくていい。事が済んだ後も、わたしが大切にとっておくから」




　鵠子は、そもそもの最初から自分達を人間として見ていない。

　意思ある一つの個人として認識していない。

　ならば何かというとそんなことは知れていた。人形だ。後ご生しよう大だい事じに自分の世界に閉じ込め、愛でて語りかけて遊ぶ箱庭の玩がん具ぐだ。昔のままの姿を保つ妹とその友人は、鵠子にとって得え難がたいものであったのは確かだろう。だがそれは彼女自身が昔を懐なつかしむ為ための道具としてでしかなく、道具に本心を明かすかと言われたら、それは間違いなく否いなだった。

　鵠子は最初から、二人を前にしてごっこ遊びを楽しんでいるだけでしかない。

「鵠子さま……あ、あなたは……」

「うん？」

　向けられる笑顔がどこまでも白々しい仮面に思え、どんな言葉も届く気がしない。「ここから出して欲しい」も「本当のことを教えて欲しい」も人形の口から発せられるのでは一人前の要求たり得ず、それらの全てを鵠子は小鳥の囀さえずり程度にしか思っていない。

　その時、また大きな震しん動どうが伝わる。場所がどこなのかもわからない。何かが炸さく裂れつし、何かが倒とう壊かいしたらしい揺ゆれを足元に小さく感じた。揺れは徐々に近付いているような気がした。

「──姫様！」

　外側からロックが外はずされ、痩やせた中年の男が勢い込んで顔を出す。

「都市内部で戦せん闘とうが始まりました。神しん鯨げいは安全圏にありますが、念の為に艦かん橋きようまでおいで下さい。そこが一番安全です」

「…………はぁ」

　鴇子はゆっくり立ち上がって横目で男を一いち瞥べつし、聞こえよがしにため息をついた。

「あのな、女の部屋に突然押し入るな、というところから言い付けねばならんのか？」

「は、面めん目ぼく次第もございません！　ですが非常時ゆえ……！」

「……戦せん闘とうといったところで、まだ遠いんだろう。どこだ？」

「戦域いきは二か所。一つは南門、一号丸と四番式が火力戦を行っています。もう一つはここから北東に八キロほど離れた住宅地帯で、六番式と量産型が九番式と八番式を追つい撃げきしています」

　──九番式と、四番式と──八番式。

　叶かな葉ははそれらの番号に、電でん撃げきのように反応した。

　九く曜ようがいるのだ。同じ地の、そう遠くない場所に。それに井い筒づつと、まだ顔も知らぬ八番式の誰かもいる。

　戦っている。

　叶葉の背に決意が湧わいた。ゆっくり慎重に立ち上がって中ちゆう腰ごしになり、隣となりに呆ぼう然ぜんと立つ鴇とき子この手を握にぎってぐいと引く。小声で、

「──鴇子さま」

　半なかば放心状態にあった鴇子は驚いて叶葉を見返す、

「え」

「せーの、ですよ」

　それだけで、鴇子は叶葉が言わんとしていることとやろうとしていることを察さつした。それでも躊ちゆう躇ちよして鵠こう子こと叶葉を見比べるが、表情から叶葉の決意の固さを理解して腹を括くくる。鵠子は心しん底そこつまらなそうに男の報告を聞いている。その目はこちらを向いていない。

「まだ距離はありますが、特に九番式の機動力は驚異的です。今すぐにでもこの艦に侵しん攻こうをかけるやもしれません」

「それを退しりぞけるのが例の虫どもだろう？　虎杖いたどりの奴は一体何をしている？」

　──せー、

「畏おそれながら姫様、念には念をという言葉もございます。今あなた様の御おん身みに傷一つでも付けるわけには参りません」

「ふん、何を白々しい。わたしのことなど幟のぼりの絵程度にしか思っておらん奴らが、」

「──のっ……!!」

　合図と同時に、走り出した。

　ついでに小さな椅い子すに出がかりの足をひっかけ、音を立てて蹴け倒たおす。一拍遅れて鵠子が気付き、目を丸くして間の抜けた声を出した。

「あ」

「な……!?　おい、君達!!」

　男の制止の声も聞かない。相手が二人とも人間で良かった。叶葉と鴇子は少女なりの小柄をいいことに扉の隙すき間まに身体からだを捻ねじ込み、通路に飛び出して走り出した。

　決して足を止めず、決して振ふり返らなかった。

　鵠こう子こは完全に隙すきを突かれ、追うタイミングを逸いつしてしまった。もう足音は遠く、今から飛び出てもどこへ行ったかわからない。鵠子はぽかんとしたまま半開きの扉を見詰め、同じく取り逃がした男は狼ろう狽ばいして通信機を取り出している。

　まずそいつに話しかける。

「おい、おまえ。手を出しなさい」

「え、は」

「いいから」

　もたつく男の右手を取って、開かせた掌てのひらを机の上にぴったり着ける。

　そうして、刺した。

　鵠子の手には、机に置かれていたままのナイフが握にぎられていた。そいつを逆さか手てに握り、何の躊ちゆう躇ちよも無く男の右手の甲に全力で突き下ろした。

「──ぁがッ!?」

　思うように深くは刺さらなかった。先せん端たんに「ぐに」という感触が伝わり、刃先が深めに突き刺さるまでも貫通はしない。間違っても骨肉を抉えぐるようには造られていなかったナイフが衝しよう撃げきに耐えられるわけもなく、先端から十数センチの刃先を男の肉の中に残したたまま折れた。

「うがっ、かッ、な、何を……っ!!」

　折れているからさぞ抜きにくいことだろう。悶もん絶ぜつする男の傷口を見ながらぽつりと、

「……おまえみたいな奴でも、血は出るか」

　それきり傷とナイフに興味を失くす。視線を転じて歩み出し、半開きの案外重い扉をぐっと押して開け放った。

「あいつらにも躾しつけをしなくちゃな。ふふ、お転婆てんばな子達だ。そういうのも久しぶりだ」

「ひ、姫様……っ!?」

「探さがせ。艦かん橋きようには行ってやる。だから今すぐ、わたしの可愛かわいい妹とその友達を見つけて連れて来い。機械を使っても構わん」

　鵠子は通路にふらりと歩み出て、左右を見た。

「──で、どっちに行けばいい？」




　朧おぼろの気まぐれ──と言えば、黒くろ塚づか部ぶ隊たいではよく知られていることだ。

　朧は常に任務には忠実であり、与えられた仕事を完かん璧ぺきにこなし続ける男だった。彼が人間であった頃からそうだ。しかし、玉に瑕きずとでも言うべきか、やはり人間であった頃から彼の中にはどうにも御ぎよしがたい気まぐれの虫が住んでいるようだった。

　大たい抵ていの場合は大したことではない。通りがかった野の良ら猫ねこに餌えさをやるが如ごとき気安さで、彼はしばしば気まぐれの奇き行こうに走った。例えばどこかから大量の駄だ菓が子しを買い求めてくるだとか、拾った紙風船を膨ふくらませて遊ぶとか、川辺で餌えさも使わず釣つりを始めるとか、自分の装備を床に丁てい寧ねいに並べて二時間以上もじっと観察するとか、笑いもせず妙みような冗談を口走るとか、

　いきなり女中を雇やとうだとか。

　本人としてはふざけているつもりなど欠片かけらもないのが烏え帽ぼ子しと違うところで、かといって完全にただの思い付きなのか、それとも彼なりに正当性のある理由に基づいて行っているのかどちらともつかない。

　──さて、どうするか。

　朧おぼろは鍬クワ形ガタを第一ドックに預け、通路を闊かつ歩ぽしている。分ぶ厚あついブーツの底に振しん動どうを感じる。

　有事に関わらず散歩めいた徘はい徊かいをするのは彼なりの気まぐれであるし、反射重力砲ほうと戦せん闘とう演算のせいでそれなりに消しよう耗もうしてもいた。流石さすがに、鍬形と本体ともども冷却が必要だ。

　重力制御グラビトンは攻こう撃げき時に弾だん薬やくの類たぐいを消耗しないが、それだけに脳への負ふ荷かが大きい。自みずからの力で何かを生み出す特とつ攻こう術の持ち主は大たい抵ていがそうで、例えば火焔制御フロギストン、凍結結界ゼロなどもこれに該がい当とうする。九番式の光エ子ー制テ御ルも同じようなものだろう。重力制御グラビトンは特に強力な反面消耗が激しく、今は巨大な氷ひよう塊かいを吹き飛ばした反射砲ほうの反動がまだ尾を引いていた。

　朧は自己の消耗を把は握あくしつつ、大して深刻そうな顔もしない。詰つめ所しよに入って、適当なところで少し横になるか、とすら思っていた。

　その時ふと知らない反応がセンサーに引っかかった。

　壁かべが分ぶ厚あついから屋外より感知範囲が狭せまいが、確かだ。人間が二人。どうやら少女で、片割れは特に小柄。本来こんなところにいる筈はずの無い人間が、先さき程ほど烏え帽ぼ子しが拉ら致ちしてここまで連れてきた二人であることはすぐにわかった。

　そう遠くはないと思う。

　気まぐれの虫が、ふと腹の底でくるりと身をよじる。




　　　　[image: くぎり]




　四十五糎ミリ展開式加農カノン砲がまず一発、静せい寂じやくを破やぶった。

　地上で爆はぜた正気を疑う量の炸さく薬やくは雲に閉ざされた都市を朱あかく照らし、真っ黒な煙けむりの尾を引いて超音速で直進する。標ひよう的てきは五ブロック向こうの国道上、弾道には林立するビル群が立ち塞ふさがっているが、戦艦の横腹をもぶち抜く砲の加速と質量の前には何ほどのことも無い。

　砕くだき、貫かん通つうする。砲弾の先せん端たんは氷雪でコーティングされた鉄筋の壁かべに抵抗も無く滑すべり込み、途と方ほうもない運動エネルギーを衝しよう撃げき波はと転じて建物についでのような徹底的破は壊かいをもたらす。かつては何百人もの人を呑のみ込んで微動だにしなかったビル群は壁にもならず、千枚通しで突いた紙のように次々と貫通されていった。

　弾道が結ぶ無数の穴の先に、兜カブトがいた。厚く視界を塞ぐ幾多の建物を通して、蜈蚣むかではそこにいる兜カブトを確実に照しよう準じゆんしていたのだ。

　兜カブトはすんでのところでそれを回避した。機体の姿勢をぎりぎりまで沈め、波は動どうの防ぼう壁へきを幾つにも展開して弾たまの運動力を可能な限り殺す。しかし無数の壁かべをぶち抜いてなお一いつ切さいの減速を知らない砲ほう弾だんはそれでも止まらず、ただ軌き道どうのみを上方に逸そらして兜の上部装そう甲こうに大きな爪つめ痕あとを刻きざみ、更さらに十ブロック先まで蹂じゆう躙りんしてようやく止まった。

　第二射、抉えぐり込むような砲撃げきが地形を端はなから無視して飛来し、透とう視しでもしているかのような正確さで兜を狙ねらう。今度は高度が低く、地面すれすれを削けずり取るような弾道。兜は跳ちよう躍やくして回避するも、砲弾が貫つらぬいた空気の「圧」が豪ごう風ふうとなって襲おそい掛かる。これほどの砲撃一発一発は空気すらも破は壊かい力を持たせ、兜は空中で激しくスピンすることでそれをかき消した。

　無数の建物を挟はさんで平へい行こうする道路を、二機が並走している。止まった信号が等とう間かん隔かくに並び立ち、二射目の地点から四つ目の信号で二機はほぼ同時に大通りに出た。

　蜈蚣むかでと兜は道の東と西で、互いの姿を捉とらえた。

　都市がめくれ上がるように破壊されていった。

　高火力の権ごん化げである蜈蚣にかかれば、凍こおり付いた落地おろちの街もまた原型を留とどめてはおれない。

　ミサイルの連れん鎖さ爆ばく発はつをまともに喰くらった道路に焦こげたクレーターが生じる。地じ震しんめいた振しん動どう一つで建物の窓に降りた氷が罅ひび割われ、次の一つでガラスごと砕くだけ散る。アスファルトに根付いた電話ボックスが土台ごと吹き飛ばされ、弾幕の余波で骨組み一本残さず消しよう滅めつした。

　大通りの東から噴ふき出る弾雨を正面から相手取り、兜は六ろく肢しを地面に食い込ませて大出力の戦力波動砲を発射した。

　西から放たれた波動が、二車線の国道を螺ら旋せん状の破壊に包む。質量を持たぬ大気の暴力は全て呑のみ込む渦うずを巻き、噴ふん火かの如ごとき勢いで迫る弾雨の数々を受け止め、逸らし、かき消す。道上に取り残された乗用車の数々が煽あおりを受けて浮き上がり、前後に挟はさまれて板切れのようにぺしゃんこに押し潰された。

　互いが互いを視し認にんしたのはその一いつ瞬しゆん。破壊の余波だけをその場に残して二機とも都市の影に消える。

　蜈蚣は弾の切れた重火器を弾倉ごと切り離して放り出し、機体を軽量化していく。丸太ほどもある機き銃じゆうが地面にめり込んで耳みみ障ざわりな金属音を立てた。使えない、または使う必要がなくなった装備を次々とパージして、何本も交差する幾つもの道路を次々と駆かけ抜けながら蜈蚣は徐々に加速していった。

　互いに無傷ではない。

　蜈蚣の放つ弾幕にこれほど長く晒さらされ続けて、無傷でいられるものなど存在しない。それでもこれまでのダメージは兜にとって作戦遂すい行こうの障害となるほどでは全くない。《念動波アクシオン》で空気を歪ゆがめた波動の防ぼう壁へきを抜きにしても、兜の装甲は極めて重厚だ。丸みを帯びた流線型の装甲は純粋な厚みに加えて銃弾を受け流すことにも長たけ、数千数万の銃砲が火を噴ふく戦場の只ただ中なかに飛び込んでも驚異的な生存性の高さを誇る。もっとも、まさか「数千数万の銃砲」をたった一機で再現するような相手が他にいるとは思えないが。

　片や蜈蚣むかでは、これが量産型なら八度は死んでいるであろうほどのダメージを受けている。可か視し圏内での砲ほう撃げき戦には時として敵の攻撃を受け止める瞬しゆん間かんが必要で、井い筒づつは豪ごう快かいですらある潔いさぎよさで兜カブトに挑いどみ続けていた。しかし戦せん闘とう機き動どうに一片の鈍りも見受けられず、むしろ弾だん幕まくの苛か烈れつさと精せい密みつさを加速度的に上昇させている。

　不意に虎杖いたどりからの通信が飛び込んできた。

『一つ聞かせてくれ給たまえ。お前は、どうして我々の邪じや魔まをする？』

　ちっ、と井筒は舌打ち一つ、

『随ずい分ぶんとまァくっちゃべるじゃねェか、えェ？　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの隊長サマはお喋しやべりしなくちゃ戦えませンてか？』

『興味があってな。吾わたしは此方こちらでお前が彼方あちら、我が部隊の敵となったのならそう定める決定的な心境の変化があった筈はずだ。つくづく惜おしいと思っているよ、黒塚部隊ここはお前にとっても居い心ごこ地ちの良い場所だと思っていたのだが』

　戦争が一度は終わったことに対して思うところはある。

　だが、だからといって連中の方針に賛同するつもりは更さら々さらない。何よりまずやり口が最悪に気に入らない。意思に関わらず味方を「使用」し、銃じゆう後ごを巻き込むことさえ意に介さない奴らが大たい義ぎを語ることに腹が立つ。あちらとこちらを分ける理由など、喧けん嘩かの理由など、井筒にとってはそれだけで十分に過ぎた。

『ンの話ァもう終わってんだよ！　テメェらが気に食わねェ、だからブッ潰つぶす！　オレがそう決めたからそいつを貫つらぬき通すだけのことよ!!』

『ふん、自分が決めたから──か。壱いち番式の言いそうな曖あい昧まいな言葉だ』

『──あァ？』

　虎杖の言葉が竜胆りんどうを示し、井筒の心中に新たな火がちらついた。

　電波の言葉を高速でやり取りしている最中にも二匹の虫は疾しつ走そうし、砲火と波は動どうを交まじえている。瓦が礫れきと火と黒こく煙えん、波打つ大気に高速で点じられていく街の景色。その激流の中で、言葉だけがぽっかりと浮かんで存在感を放つ。

『そうだろう。何の為ために在あり、何の為に進むのかなど、最初から決まったこと。意思など一要素でしかない。お前達も我々も一人残らず実感として知っている筈はずだ。その身に秘める機能こそ、我らが存在理由の全てであると。壱番式はそれを見み誤あやまった』

　井筒は返答代わりに砲弾をぶち込んだ。

　よりにもよってこんな男が、抜け抜けと竜胆の名を出すのがどうしようもなく苛いら立だたしい。

『抜かしやがれ！　テメェなんぞに兄貴の何がわかる!!』

『わかるさ』

　激戦の最さ中なかであっても冷静さを失わぬ男の声が、うっそりとした笑いを含ふくんだ。

『吾わたしは、奴の兄だ』

　井い筒づつは、本気で怒れば怒るほど「冷えていく」タイプだ。

　頭の芯しんが凍いて付いたように冷たくなっていく。弥いやが上にも思考がぐるぐる回る。相手を絶対確実に叩たたき潰つぶす為ための方程式が何重にも積み上がっていく。それでいてなお御ぎよし切れぬ熱が表層化し、牙きばを剥むいた口の端はしから火のような息が搾しぼり出される。

　兄だと。つまりは人であった頃の肉親だと。

『…………、そうかい、そうかい、テメェが兄貴のオニイサマだっつうわけか』

　言うに事欠いて。

　竜胆りんどうの思想を踏みつけにするが如ごとき男が彼の心中を知ったように何事か抜かし、あまつさえ兄を名乗る。そんなわけがない。井筒は心しん底そこからそう思った。こんな男が竜胆の兄である筈がない。噓うそをつくにもネタを選ばない卑ひ劣れつさ。自分は今すぐ、ここでこの男を全身全ぜん霊れいで否定しなくてはならない。そう決めた。ならば。

『──今すぐ、ナメたクチ叩けねェようにしたらァッ!!』

　ここだ。

　井筒は戦場となった都市の構造を、走りながら頭に叩き込んでいた。道路がどのような法則性で巡めぐっているのか、どこにどのような建物があるのか、路ろ地じはどうなっているか、誘さそい込みやすいのはどのルートでどういう走り方をした場合か。

　条件が合がつ致ちした。兜カブトが駆かけ抜けんとしているのは、まさに「その場所」だった。
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　井い筒づつが発射コマンドを無線で打ち込んだ次の瞬しゆん間かん、虎杖いたどりが全く予期せぬ角度から、機き関かん砲ほうの弾だん丸がんが兜に喰くらい付いた。

『これは……、』

　兜の眼めが砲ほう撃げきの元を辿たどる。

　決して広くない路地から、回転機関砲の砲身だけが覗のぞいていた。

　他の路地からは一基のミサイルコンテナが、上半分が吹き飛んだ店舗の影からは機き銃じゆうが。全て主から離れてなお機能し、装弾し、全ての銃口を兜に向けていた。

　蜈蚣むかでがこの入り組んだ市街戦で、繭まゆから引っ張り出した追加装備をパージしたのはなにも使えなくなったからばかりではない。まだ動く砲を外はずし、街の影に仕込み、無線制せい御ぎよで発射機構に火が付くよう細工していたのだ。

　間かん髪はつ入れず再度の発射コマンドを叩たたき込み、応じて全方位からの砲火が一いつ斉せいに弾はじけた。

　兜は、波は動どうを自機の直下の地面に叩き込んだ。

　氷とコンクリート塊かいとその下の地面が炸さく裂れつしてめくれ上がり、歪いびつな球状の盾たてとなって兜を守る。硝しよう煙えんと土つち煙けむりが濛もう々もうと立ち込め、その一帯が丸ごと覆おおい尽つくされて兜の機影すら見えなくなった。即席のシェルターは継つぎ目が消えるほど強固に圧縮され、雨あられと発射される弾丸に削けずられつつも崩くずれない。

　十分だった。なにも小こ粒つぶな機関砲の数々で兜を仕留められると本気で思っているわけではない。腹は立つが奴は強い。いつどんな時も、強敵を仕留めるのは自分自身の手によってでなくてはならない。十じゆう字じ砲ほう火かの目的は、兜の足をその場で止めることでしかない。

　あとは、圧殺するだけだ。

　轟ごう音おんと共に、中ちゆう腹ふくから砕くだけ折れたビルが倒とう壊かいする。井筒が兜に向けて倒したものだった。

　砲撃が途切れ、兜は自機を埋め尽つくす影に気付いて即座に真上に波は動どう砲を発射した。かつてビルの一部だった石せき塊かいはひとたまりもなく打ち砕かれ、兜を押し潰つぶす前に散り散りの瓦が礫れきとなって形を失う。

　その向こうで、蜈蚣が全砲塔とうを兜に向けていた。

　蜈蚣は倒したビルを武器としてでなく盾として使った。その裏うらに張り付き、波動によってビルが粉こな微み塵じんに砕かれることを想定した上で、既すでに砲門を地上に向けていたのだ。

　上を取った。

『ッただきィ!!』

　こちらが上で敵が下。地対空ならぬ空対地、この瞬間は三六〇度で兜を捉とらえられる。

　斉せい射しや──だが、井筒は同時に気付いた。

　上下に分かたれた彼ひ我がの距離はこの時約二十メートル。十二分に至近と呼べるこの距離まで接近して、初めて兜の周囲に何かが浮いていることを視し認にんする。

　小さい塵ちりのようなものから一ひと抱かかえの塊かたまりまで。それが何なのか井い筒づつはよく知っている。

　ことごとく兜カブトに発射し、都市を砕くだき、そこらじゅうに嫌いやというほど撒まき散らした、蜈蚣むかで自身の砲ほう弾だんの数々だ。

『──照準しているのは、お前ばかりではない』

　虎杖いたどりが呟つぶやく。数限りない砲ほう撃げきを駆かけ抜け、それらのことごとくを拾って集めた兜は、蜈蚣に対し形なき念ねん動どう力りきの砲を形成する。

　同等の量の弾幕が空から撃うち下ろされ、地上から撃ち上げられた。

　相そう殺さいに次ぐ相殺。中空に視界を覆おおい尽つくすほど多量で強い火花が散り、ぶつかり合う数千発の銃じゆう弾だんが二機の周囲をずたぼろに引き裂さく。兜と蜈蚣の装そう甲こうに線状の傷が無数に刻きざまれる。鉛なまりの破片が爆発的に飛散して雪の街に重い質量の驟しゆう雨うを降らせた。

『クソがッ!!』

　蜈蚣は着地し、蛇へびのようにとぐろを巻いて回転しながら距離を取る。

　高熱化した無数の砲身が霜しもを一瞬で融ゆう解かい・気化させ、真っ白な蒸気を発している。

　全身を埋め尽くすほど激しい蒸気から鳶とび色の複眼を光らせ、自みずからそれを蹴け立たてて突き進む蜈蚣は、巨大で獰どう猛もうな駆く動どう機関そのもののようにも見えた。

　予期せぬ反撃で仕切り直しを強しいられ、井筒はこれまでの情報から兜の能力を推理する。波は動どう砲というのは奴の能力の一いつ端たんに過ぎない。《念動波アクシオン》とはすなわち、物体そのものに直接働きかける力の塊かたまりか。

　一いつ切さいの油断ない思考に、虎杖いたどりの声が差し込まれる。

『火力に任せて荒れ狂うだけと見せて、極めて冷静な戦い方……。つくづく、惜おしい、な』

　独ひとり言ごとのような兜の言葉は、言げん外がいに「もう終わらせる」という意思を示していた。

　だからどうした。終わりを決めるのは最後まで立っていたどちらか片方だけだ。そして、自分が倒れるのは今ではない。噴ふき上がる戦意は最初から全く衰おとろえることなく、何の遠慮もせず、返答代わりに射しや撃げきで応こたえる。

　だが次の刹せつ那な、兜の反応速度が、目に見えて大きく上昇した。

　すいと機体を滑すべらせ、その直後に砲撃が兜のいた座ざ標ひようを素通りしていた。それだけの動作に井筒は目を瞠みはる。

　回避したこと自体に対してではない。ほんの一秒未満の差ではあったが、兜は確かに砲火が弾けるよりも先に動いてはいなかったか。驚異的な反応、あるいは先読み、まるで数秒先が見えているかのような。

　神タ経キ加オ速ン？　まさか、

『あれは壱いち番式か、例外的に電でん磁じの力を持つ九番式しか使えない筈はず』

　井筒の思考を、他ならぬ虎杖が先取りした。

『……テメェ……!?』

　まさに今考えていることを言い当てられ、井い筒づつは未知の感覚に呻うめく。これが波は動どうの力なわけがない。奴の能力は直接的な攻こう撃げき手段そのものであって、知覚強化系のものでないことは確信している。

　ならば、今起こっていることは何だ。

　奴は一体、何をした。

　兜カブトが迫る。群ぐん青じよう色の単眼が、井筒と蜈蚣むかでの手の内をじっと観察している。




　──馴な染じむ。

　虎杖いたどりは兜の中、自己の認識能力が劇的に拡大していくのを感じた。

　井筒の思う通り、これは虎杖の《念動波アクシオン》ではない。

　どくん、と体内で脈打つものがあった。具体的に言えば本体の上半身、左胸から左腕にかけての部位が強きよう烈れつに熱を持つ。

　そこにあるのは、七番式《蟻あり》の親機の触角そのものだった。

　これを体内に取り込むことで、虎杖は蟻塚の支配権を掌しよう握あくすることに成功した。楓かえでの特とつ攻こう術たる《知覚疑験シムステイム》を本人の操作も介さず発動させ、今や神しん鯨げいのシステムそのものともなった莫ばく大だいな知覚ネットワークは虎杖の手の内と化した。

　一方で、蟻の触角は虎杖自身にも変化をもたらしていた。

　触角を肉体に馴な染じませ、その操作をマスターした結果、虎杖自身が蟻の能力の一いつ端たんを手にしていたのだ。

　これは蟻塚が展開するネットワークとは別種の独立したものである。虎杖の主脳と兜の副脳が蟻のアンテナを取り込み、自機の一部として運用し続けた結果、触角は変質した。蟻塚の起動如何いかんに関わらず、自己と自機で完結する《知覚疑験シムステイム》の変化形を構築していたのだ。思念や情報の送信などのやり取りは不可能という制限があるが、「受信」は可能だ。

　そして、戦せん闘とうにおいては受信だけでいい。

　いわば「裏うら」の知覚疑験シムステイム。虎杖にとってのこれは戦闘機動中に「敵の思念を読む」という、その一点に集中される。




　攻こう撃げきが当たらない。

　こちらの照しよう準じゆんがことごとく先読みされ、向ける視界のどこにも姿は無く、レーダーで捉とらえる反応が頼りとなった。決して追いつけぬほどの高速機動をしているわけではない、奴はこちらの心理の裏を突き、陰かげから陰へ死角を渡っているのだ。

　そして「終わらせる」という意思の通り、兜は最大の攻撃を仕掛けてきた。

　右斜め上方、仰ぎよう角かく五十九度。

『舐なめやがって……ッ』

　飛んだそいつが何を行うか、井い筒づつにもわかった。

　突とつ撃げきだ。

　全身に波は動どうを纏まとい、角つのの先せん端たんをまさしく槍やりの穂ほ先さきと変じて兜カブトが突進してくる。先端の威い力りよくなど予測するのも馬鹿馬鹿しい、当たれば死ぬという一つだけわかればいい。蜈蚣むかでは弾はじかれたように上体を反そり上げる。もはや近接戦せん闘とうの距離。さりとて鳶とび色の眼に諦あきらめの色は一片もなく、ぎろりと輝くは蜈蚣の有す一いつ対ついの巨大な牙きば。

『──調子こいてンじゃねェぞコラァッ!!』

　全身に衝しよう撃げきが走った。

　土つち煙けむりが浮き上がり、雪が気化し、長い亀き裂れつを刻きざんだ地面が陥かん没ぼつする。

　そのクレーターの中心、二匹の虫ががっきと噛かみ合っている。

　一本の角と一対の牙は両機の全力と全重量をその先端に乗せ、互いに一歩も退ひかぬ鍔つば迫ぜりを演じている。いかに兜の一撃に重みがあろうと、こちらは堅けん牢ろうな装そう甲こうを誇る最大の鬼き虫ちゆう。地面に踏んばって力を溜めれば、この程度の一撃では傷一つ付かない。

　そして、両機が組み合った今こそ、兜を撃破する最大の好機だった。

　井筒はできる限りの最速で全砲ほう塔とうに弾だん薬やくを装そう填てん、その全てを虎杖いたどりに向ける。こうして組み合っていればこちらの行動を読もうが読むまいが回避する術すべは無い。絶対に兜を離さぬと顎あごで角を噛み、密着状態のまま零ゼロ距離で全弾を発射すべく、

　その心の内を読み、虎杖は告つげる。

『いや──触れた時点で、兜の勝ちだ』

　──!!

　異常なことが起こった。

　破壊ではなく分解が、蜈蚣に襲おそい掛かった。

　先せん刻こく兜が鴻こう翼よくに行ったまさにその手だった。念動波アクシオンの精せい密みつ操作、触れた刹せつ那なに機械を構成する部品一つ一つに働きかけ、抵抗を許さずその体をばらばらにしていく。装そう甲こうが剥はがれ、外装の機関砲ほうの数々が頭側から順に外はずされていく。二つある展開式加農カノン砲の右側の一門がたちまちのうちに形を失う。背せ筋すじが寒くなるほどの速度で行われていく分解に対し、井筒は自分が何をされているのか理解した瞬しゆん間かんに覚かく悟ごを決めた。

『ちィイイッ!!』

　擲てき弾だん筒とうはまだ残っている。その一門に特大の火か炎えん弾を装そう填てん、間かん髪はつ入れず、発射した。

『……!?』

　虎杖の驚きが伝わる。

　思いはしても、冷静に考えてまさかやる筈はずのない一手だったからである。こんな密着距離で火炎弾が爆ばく発はつすれば、敵はともかく自機すら危ないからだ。井筒の放った手は、とりもなおさず自爆の一手だった。

　火か炎えん弾だんは射出とほぼ同時に、何にも邪じや魔まされることなく炸さく裂れつした。

　爆ばく風ふうの煽あおりを受けて兜カブトが離れる。回避行動を取った為ためダメージは少ない。むしろまともに爆発を受けたのは蜈蚣むかでの方で、前部の装そう甲こうが剥はがれる最中だった機体が自爆を受けて無事で済む筈はずはない──

　否いな。

　濛もう々もうと立ち込める黒こく煙えんの中で、巨大な影がまさかと思うほどの速度で動く。虎杖いたどりは思念の網あみで、まだ立ち消えぬ戦意の炎ほのおを感知する。

　蜈蚣の装甲は、伊だ達てではない。

　それを誰より信頼していたのは井い筒づつ自身で、他のどの虫が耐え切れずとも、蜈蚣だけは至近距離の爆発でも絶対に生き残るという確信があった。事実蜈蚣は生きていて、兜が離れた瞬しゆん間かんにはもう一門残った加農カノン砲ほうを展開していた。向ける、

　鼻先の距離、

　闇やみをも呑のみ込む長大な加農カノン砲の砲口、

　その奥で光が炸裂し、

　あらゆる装甲をぶち抜く切り札、装弾筒付翼安定徹甲弾ＡＰＦＳＤＳが、文字通り零ゼロ距離発射された。




　果たして──

　井筒の加農カノンは、兜を捉とらえることはなかった。

　耳を聾ろうする大だい音おん声じようが空に轟とどろき、都市全体をも打ち鳴らす残響を引いて消えた時、機体の右側を抉えぐられた兜はしかし生きていた。直前に戦意を読み取ったが故ゆえの紙かみ一ひと重えの回避。蜈蚣の反はん撃げきは、不発に終わった。

　いや、違う。正確には不発ではなかった。

　虎杖は放たれた砲ほう弾だんが空を切り、後方の彼方かなたに消えた時点で気付いていた。次から次へと建物をぶち壊こわして広くなった空、井筒が放った砲撃の弾道、直線ではなくゆっくりと山なりの線を描く軌き道どうの、その果てに何があるのか。

　神しん鯨げい。




『──はッ、ざまァ見やがれ、アホが……！』




　意外なほどの間を置いて、神鯨の艦体に砲弾がまともに突き刺さった。その位置は神鯨の下部──中ちゆう核かくにあたる部位。

　まさに中ちゆう枢すう、《蟻あり塚づか》が収おさまっているエリアだった。

　最後に放った一撃がいかな効果を及およぼすか、井筒は正確に把は握あくしていたわけではない。この一発で戦況をひっくり返せると思っていたわけでもなく、彼にあったのは「タダで済ませるわけにはいかない」という一念のみ。目の前のいけ好かない野郎に対し、最後の最後まで突っ張る意地だった。

　だが当然ながら、攻こう撃げきの成果とは「相手方に対しいかに大きな一石を投じるか」ということにかかっている。その点で言えば、井い筒づつの一発は大きな意味を持っていたのかもしれない。

　だが、それで最後だった。

　直後に放たれた兜カブトの波は動どうが、蜈蚣むかでを粉々に吹き飛ばしていたからだ。







　　　伍ご ─ 幽ゆう鬼き







　雪の街、虫と虫との戦いの一つに決着がついた。

　同じ街の別の場所にいる九く曜ようと柊ひいらぎも、神しん鯨げいにいる叶かな葉はと鴇とき子こも、帝てい都とから急行する追撃隊も井筒の明確な敗北はまだ知らない。それでも蜈蚣の最後の砲ほう撃は、この戦況においてどちらにとっても一つの楔くさびとなるだろう。

　落地おろちの南部で繰り広げられる戦いに並へい行こうして、状況は流れていく。

　それはあたかも、二十年間止まり続けたこの街の時間が、堰せきを切って一気に溢あふれ出したかのような速度だった。




　　　　[image: くぎり]




　激戦の振しん動どうは決して遠くはないものの、どこか実感を伴ともなわない。

　落地の都市全体を睥へい睨げいし、戦いの余波に揺ゆれつつも泰たい然ぜんと佇たたずむ巨艦に抱かれているからこその感覚かもしれない。だが、残響でしか伝わらない戦せん闘とうは確かに今起こっていることだ。叶かな葉はは鴇とき子こを伴ともない、神しん鯨げいの一角に身を隠かくしてどこへ行くべきか必死に頭を巡めぐらせている。

　まず一番に見つけるべきものは艦内見取り図の類たぐいだ。今いる場所の構造やブロック間の連絡通路の場所がわかれば、脱出経路が見つかるかもしれない。流石さすがに脱出云うん々ぬんは希望的観測に過ぎないにしても、見取り図を知っているといないとでは大違いだ。

　少しでも知る必要があった。ここがどこでどういう状況になっているのか、それすらもわからないのでは何もできない。




　今叶葉と鴇子がいるエリアは不ふ思し議ぎなほど閑かん散さんとしていて、今のところ誰の姿もない。

「居住区なんだと思います、ここ」

　確信を持って叶葉は呟つぶやく。巡めぐる部屋の一つ一つがいかにもそれらしい。個室を用意されているのは鵠こう子こだけのようだが、通路に並ぶ圧力扉の窓からは簡素な二段ベッドが幾つも見て取れた。それに、今二人が身を潜ひそめているのは小さな食堂と思おぼしき場所だ。

　今は有事だから、乗員達は全てそれぞれの持ち場に入っているのだろう。同じ理由で兵器達もドックで待機しているから、このブロックは静かなものだった。鵠子が部屋に残っていることがそもそもおかしかったのだ。

　看板に曰いわく第四食堂とあったこの場所は、艦内であることを考えれば広いように思える。四人掛けの四角いテーブルが幾つか並んで、それらには確かな人の残のこり香ががある。

　そう、確かにここには人が住んでいるのだ。

　こそこそと通路を巡る最中、各所に人がいる形跡を幾つも見た。ロッカールームのベンチには着古した作業着が積み上げられていたし、掲示板には各種業務連絡を記しるしたメモが何枚も張られてあり、この食堂にだって人数分の食器や貯蔵された保存食がある。ある宿舎の机に至っては家族と思しき者達の写真が飾られていて、それがまた叶葉の心を乱した。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの者達が、全員血も涙も無い戦せん闘とう狂きようだと思っていたわけではもちろんない。ただ、どこか遠い存在のようには思っていた。それがこうも具体的な形で「人間」を感じさせられるものを目まの当たりにすると、その体温と残り香にたじろぐ。彼らは一体何を思い、どうしてこんなことをしているのか思い悩まずにはおれない。

　ふと、鴇子が声を潜めて、

「おい叶葉、あれ……」

　テーブルの陰かげにしゃがみ込んで身を隠しながら、壁かべの一点を指差した。沈ちん痛つうな面おも持もちでいた叶葉も顔を上げそちらを見て、思わず声を上げる。

「あ……！」

　入ったばかりには気付かなかったが、出入口の扉のすぐ隣となりにこのエリア全体の見取り図が掲示されてある。あるとすれば主要な連絡通路か、もしくはこういう人が集まるところだろうという見立ては当たっていたらしい。

　叶かな葉はは慌あわてて小さな厨ちゆう房ぼうに入り、何か書くものを探さがした。ちびた鉛筆が一本と、銀の冷蔵庫に貼はられたメモ紙を一枚失しつ敬けいする。そうして足早に取って返し、見取り図の必要な情報を急いで書き写した。どの通路がどこに繋つながるか、現在地はどこか。

「──あのな、」

　不意に鴇とき子こがぽそりと切り出す。

　何か思い詰めたような表情。叶葉は手を止めず、

「……お姉さまのことですか？」

「ん……」

　鴇子はこくりと頷うなずいた。鴇子にとって鵠こう子こはやはり姉なのだ。未練がない筈はずはない。それでもあの場は逃げなければどうしようもなかったし、あのまま鵠子に雛ひな鳥どりのように飼われているわけにはいかない。鴇子には、部屋を飛び出した理由を正直に言っておこうと判断した。

「その。……鵠子さまのことは、上う手まく言えませんけど──」

　そして説明した。自分が垣かい間ま見みた、鵠子のある種の闇やみを。

　言葉少なであっても、鴇子は素す直なおに頷うなずいて聞いた。なんとなくそんな気はしていた──少なくとも、叶葉と同じような違和感を持ってはいた、鴇子はそんな顔をしていた。

　人間として見られていない、ということ。鴇子は静かに呟つぶやく。

「……わたしが、複製だからか？」

　答えに詰まった。鴇子は俯うつむいて少し黙だまり、叶葉は心配して覗のぞき込む。

　鴇子は、本物の第三皇こう女じよの記憶の保存と影かげ武む者しやたることを目的に造り出された複製人間であり、蓮はすの宮みや鴇子その人ではない。鵠子も当然それは知っていたが、鴇子には何の情報も教えようとはしなかった。それは鴇子が「人間として接するに値あたいしない人形」だからではないか、叶葉もまた「人形の友達」として同等のものとして見ていたからでは。

「鴇子さま……」

　しかし叶葉の懸け念ねんとは裏うら腹はらに、鴇子はさして取り乱しも、悲しみもしなかった。ただ少しの間悲しげに目を伏ふせただけで、すぐに頭の中で何かを切り替えたように顔を上げた。

「いや、……いいんだ。たぶんそうなんだと思う。大丈夫だ、わたしは前みたくトチ狂ったりなんかしないぞ。──それでな叶葉、ここまで連れ出して貰もらって悪いんだが、」

　かつ。

　突然、小声で交かわされる二人のやり取りから外はずれた音が聞こえた。

　通路の奥。足音だった。複数。叶葉は総そう毛け立だつ。有事の人が少ない居住区をわざわざ訪れる足音など追おつ手てに決まっている。話は後だった。

「逃げましょう……っ！」

「あ、いや──」

　メモをポケットに突っ込み、鴇とき子この手を引いて隠かくれられる場所を探さがす。すぐに、しまったと思った。この食堂は大して広くもなく、遮しや蔽へい物ぶつとなるものが少ない。その上出入口は一つしか無く、その扉を抑おさえられたらどこからも逃げられない。見取り図を探さがすことに専念しすぎて大事なことを失念していた。何か、どこかに隠れる場所は、

　扉が開いた。

　機械兵が三機、確実に二人を捕ほ捉そくしていた。

「……っ！」

　小娘二人を捕ほ縛ばくするのに装備など必要ないということだろう、三機とも徒と手しゆのままだ。

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく捕ほ獲かくにかかる。

　無機質な三対ついのアイセンサーは二人を見み据すえたまま、一機が出口を固め、一機が右から、一機が左から人間離れした速度で接近し、

『甲こう種しゆ指令／その場で待機／命令があるまで動くな』

　その言葉にびくんと硬こう直ちよくして、一時停止のように動きを止めた。

　通信の言葉は叶かな葉はにも鴇子にも受け取れない。ただ突然機械兵達が止まったことに唖あ然ぜんとするしかなく、遅れて食堂に足を踏み入れる男の存在にもすぐには気付かなかった。

「──そいつらは止めておいた。おれが言うまで動くことはないよ」

　叶葉は瞠どう目もくした。

　朧おぼろが、そこにいる。

　部隊の最高戦力である特とつ機きは、部下に対し甲種指令を放つ権限を持っている。それを事もなげに行使して三機の動きを止め、朧は紅あかい眼めを細めて二人の少女を見詰めた。どこまでも気負いのない態度は、叶葉を前にしても全く揺ゆらぐことがない。

「驚いたな。皇こう女じよ様が相手をしてるって聞いたんだが、どうしてまたこんなところにいるんだか。逃げたのか？　流石さすがに無む謀ぼうなんじゃないか？」

「……ご、伍ご長ちよう……」

　叶かな葉はの小さな体に、不安と怯おびえが満ちた。

　かつて女中として仕えた伍長、空く閑が透とおるという男が目の前にいるのに、相手は自分をまったくの他人として見ている。お互いの認識に決定的なずれがあって、自分こそ間違っているのではないかという感じさえする。懐なつかしさすら感じるかつての主あるじの姿は、今となってはそのまま等身大の叶葉の不安そのものだった。

　だが、伍長という呼び名に朧はぴくりと反応した。

　壁かべに背を預けて叶葉を注視し、意外そうに返す。

「おれの昔の階級を知ってるのか」

「知ってます！　知らない筈はずありません！　だって、むしろ、あなたこそ……！」

　どうして自分を認識してくれないのか。

　気が逸はやって、ついさっきまでまとまりかけていた思考が散らばりそうになる。朧おぼろは勢い込む叶かな葉はに対して何の感かん慨がいも見せず、ただ淡々と話を切り替えた。

「──まあ落ち着けよ。大事なのは今、君達がどう立ち回るのかって話なんじゃないか？」

　機械兵は動きを止めている。だがひとたび待機解除の命令を下せば、彼らはたちまちのうちに二人を捕ほ縛ばくしてしまうだろう。

　朧は二人を助けたわけではない。ただ彼なりの気まぐれで、思いがけぬ行動を取った二人の少女が次にどう出るか観察しているに過ぎない。

「わたし達を試しているのか。どうしてそんなことをする？」

「興味があるからこうしてる。ただ少なくとも、おれは君達の味方ってわけじゃあない。……で、どうする？　抵抗してみるか？」

　かつては叶葉を「身内」としてくれた男の口から、そんな言葉が出る。そして、彼の言葉は冗談でもなんでもなく真実だ。

　叶葉は、言葉が出てこない。見知った顔の知らない無表情を前にするだけで息が詰まりそうになる。早く、早く何か言わないと、早く──

「答えてやる。わたしだけ連れていけ」

　叶葉に先んじて、鴇とき子こがそう答えた。

「鴇子さま……っ!?」

　鴇子の横顔は何かを決心した時のそれだった。慌あわてる叶葉を肩越しに振ふり返る彼女は奇き妙みようなほどに落ち着いて、動どう揺ようする叶葉にゆっくり言い含ふくめる。

「勝手なこと言ってごめん。でもやっぱり、わたしは姉上と話がしてみたいんだ」

「──でも」

　もしかしたら彼女はそう望むかもしれない。鴇子を連れ出しながら、叶葉も頭のどこかでは予測していたことだ。

　だが、危険ではないかという気持ちがどうしても先に立つ。考えたくはないが、無駄ではないかという思いもある。鴇子が声を荒げても当の鵠こう子こは小鳥の囀さえずりでも聞いたかのように全く動揺しなかったのだから。彼女に鴇子の言葉を真しん摯しに受け止める気があるかと言われれば、どうしても頷うなずけない。

　思い出だけを見る鵠子の眼めは、最初から「叶葉」と「鴇子」という存在を認識してすらいなかったかもしれない──とすら叶葉は感じていた。

　けれど叶葉のそんな心配を、鴇子は笑って受け流した。

「わたしは、自分が本物とか偽にせ物ものとかそういうのは考えないことにした。人間と見られてないっていうんなら、それなりのやり方ってものがある。──わたしは、わたしだ。わたしは姉上とちゃんと話がしたいし、自分なりの覚かく悟ごをちゃんとする。そうしたいんだ」

「危ないです！　今度こそ二度と出して貰もらえないかもしれないし……！」

「大丈夫だ」

　鴇とき子この決意はあくまで固く、

「せっかく久しぶりに会えた家族だから。もう一度会いたいってわがままを、許して欲しい」

　家族を持ち、もう一度姉に会えた妹の、それがせめてもの意地なのかもしれない。

　正直に言えば、友達を再びあの籠かごに戻して自分だけ逃げる気にはどうしてもなれない。だが、ここで自分も戻れば鴇子の決意を無駄にすることになる。

　叶かな葉はは下した唇くちびるを噛かんで黙だまり込んだ。時間にすれば十秒にも満たないことだったが、ぐるぐる回る頭の中はそれに倍する密度の思案と葛かつ藤とうが渦うず巻まいていた。

　ややあって、叶葉は重く頷うなずいた。

「…………わかりました。でも絶対無理はしないでください」

　鴇子はふっと笑む。

「うん。ありがとう」

　いつもの活発な鴇子とはまた雰ふん囲い気きの違う、透とう明めいな笑顔だった。どちらも矛む盾じゆんしない、これもまた皇こう女じよとしての「鴇子」の顔なのかもしれないと、叶葉は頭の隅すみで思う。

　鴇子は朧おぼろに向き直り、毅き然ぜんと告つげた。

「こっちの話はついた。とっととわたしを姉上のところに連れていけ。妹さえ宛あてがえばあのひとだって臍へそを曲げたりはせん筈はずだ」

「だといいな。だがもう片方はどうしたと説明させる？」

「知るか。言い訳くらいおまえらで勝手に考えろ」

　強気に言い放ち、鴇子は大おお股またで三機の機械兵に歩み寄る。壁かべによりかかったままの朧は暫しばし第三皇こう女じよの強い瞳ひとみを見返していたが、やがて小さく肩を竦すくめて部下の硬こう直ちよく状態を解いた。

『待機命令解除／第三皇女だけを連れていけ。怪け我がはさせるな』

　す、と固まっていた機械兵達が行動を再開する。

　連れ戻す対象に抵抗の意思が無いのなら楽なものだった。一機が鴇子の右に、一機が左に付き、最後の一機がその背後に回って歩行を促うながす。鴇子はただ粛しゆく々しゆくとそれに従い、導かれるままに歩を進めた。

　彼女の背に反射的に声をかけた。

「鴇子さま！」

　上う手まく言葉が浮かんでこない、叶葉はただ、

「……どうか、ご無ぶ事じで……！」

　深しん刻こくな願いの籠こもった言葉に、鴇子は笑って返した。重大な覚かく悟ごが鴇子の中にはあった。

　食堂の扉が閉まる。朧は三機と一人を見送ったままぽつりと呟つぶやいた。

「爺じいさんが言っていたことも少しわかる気がするな。予想できないことばかりだ」

　爺さんとやらが烏え帽ぼ子しを指すことも叶葉にはわからない。

　何か、一人だけ取り残されたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　今の今まで隣となりにいた鴇とき子この存在はそれだけで頼もしかったし、自分一人の為ためのみならず彼女の為にという理由があってこそ力を奮ふるい立たせることもできた。だから、自分一人になってしまったということが今になって途と方ほうも無く心細い。

　鴇子は覚かく悟ごを決めて家族に会いに行った。

　自分は自分のことを認識しないかつての主あるじと同じ空間にいる。

「逃げないのか」

　朧おぼろが無む造ぞう作さに問うた。

　叶葉は思う、自分がどうするべきなのか。

　ここを脱出すること、九く曜ようと合流すること、何らかの方法で黒くろ塚づか部ぶ隊たいの妨害をすること。幾つかある目的のうちの大きな一つが、目の前にある。

　つまり、伍ご長ちようを説得することだ。
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　蜈蚣むかでが兜カブトと戦い、叶葉が朧と対面していたのと同時刻。

　落地おろち北東部の閑かん静せいな住宅街でもまた、戦せん闘とうが繰り広げられていた。

　気付かれた。

　どのみち時間の問題ではあったものの、蜉蝣かげろうの修復が済む一歩手前で捕ほ捉そくされたのは痛いた手でだった。まだ彼女は単独で十分に飛べる状態ではない。

　南東の方角から轟ごう音おんが響く反面、こちらは水を打ったような静せい寂じやくに包まれている。ただその存在は感知できた。あくまで静かに、確実に、慎重にこちらを取り囲んで方位を狭せばめているのがわかる。

　今柊ひいらぎが張っている結けつ界かいは接近するものを感知するという点では優すぐれているが、射しや程てい内の敵を完全凍とう結けつさせるまでの出力はない。今はそれよりも、修復にリソースを割いているからだ。

　蜉蝣の修復状況は九割を超えた。あと少しではあるが、どうやらそれを待たずに敵が領りよう域いき内に入ってくるようだ。

『──柊。あとは君一人でできるな？』

『大丈夫だと思う。九く曜ようはどうするの？』

　蜂はちが可か動どう肢しを蜉蝣から外はずす。

　ぐん、と金の機体で空を仰あおぎ、蜂の複眼が発光した。

『量産型は小しよう生せい単独でどうにかする』

　これまで大人おとなしくしていた蜂の纏まとう空気が、激変した。

　何一つ情け容よう赦しやのない戦意というもの。何がなんでも勝たねばならぬという意思。鋼こう鉄てつの肌に隅すみから隅まで漲みなぎる力は、二十年前の九く曜ようからは想像もできぬほどのものだった。

　それは、柊ひいらぎも知らない九曜の貌かお。二十年の時を生き抜き、数限りない戦いを潜くぐり抜けて、戦う理由と生きる執しゆう念ねんを獲かく得とくした少年の「熱」だった。複眼に炎ほのおの赤を煌きらめかせ、本体のコマンドを呑のんだ蜂はちが電でん磁じの光をぎろりと閃ひらめかせる。

　柊は、そんな蜂の──九曜の姿を、蜉蝣かげろう越しに焦こがれるように見詰めていた。

『そっちは大丈夫なの？』

　愚問と知りつつ、柊は問う。

　帰ってくる声はいつも通りの九曜だった。柊もよく知る通り、ぶっきらぼうで必要以上にいかめしく肩ひじの張った、しかし率そつ直ちよくで朴ぼく訥とつな少年の声。

『心配は無用だ』

　ただ、その声の底の底に込められた芯しんの強さが圧倒的に、違う。

『木こっ端ぱの虫などには、絶対に負けぬ』

　ふっ、という羽が一枚風に躍おどるような軽さで、蜂が飛んだ。

　自分はここにいるぞ。

　眩まばゆいばかりの金の光を纏まとう蜂は、上空に躍り上がって全身でそう言っていた。

　雪の白と影の黒に覆おおわれた都市の狭はざ間まから、何なん対ついもの目が蜂を見上げる。それら全てが甲こう虫ちゆうの単眼であり、極めて統制の取れた量産型の群れであることを九曜は察さつ知ちした。無数の凶きよう暴ぼうな眼光の中に特とつ機きの大きな眼と鬼き虫ちゆうの複眼はどうやら無い。

　甲虫量産型／《斑はん猫みよう》が六、《天牛かみきり》が同じく六、特とく殊しゆ装備に身を包んだ機械兵が小隊規模で潜せん伏ぷくしている。地上からの奇き襲しゆうをかけるつもりだろう。

『九番式──、』

『敵機を確認』

『戦せん闘とう行動に移行します』

　一機一機の甲虫にそれぞれ搭とう乗じようし、しかし一人残らず同じ声が都市の闇やみから聞こえる。感情などといった人間味の一いつ切さいを感じさせぬ口調は、帝てい都とで初めて対面したあの時と何一つ変わるところがない。

　最初から人形として造られた敵の男達はある意味、自分がかつて望んだ「兵器としての個体」の行き付く先だ。九曜はかつての己おのれを振ふり切るように、決然と宣言した。

『戦闘開始！』

『▼了解／高速演算開始』

　蜂が滞空していた時間はほんの一秒足らず。自己の存在を示し、敵の眼めをこちらに全て惹ひき付けて戦闘機動に至る。

　光の雨が降った。

　翅はねを左右いっぱいに広げ、蜂は錐きり揉もみ回転しながら急降下した。螺ら旋せん状に刻きざまれた金色の飛行軌き道どうに等とう間かん隔かくで幾つも光点が灯ともり、それら全てが発生と同時に指向性を持たされて無数の矢になる。

　光線は斜めに下降する主を追うが如ごとく奔ほとばしる。それぞれがそれぞれの場所へ、照しよう準じゆんした敵へと吸い込まれるように光速の弾だん道どうを描いた。

　あちこちの陰かげで連れん鎖さ的に光弾が爆ばく発はつし、敵が炙あぶり出される。辛かろうじて直ちよく撃げきを避けた量産型甲こう虫ちゆうは装そう甲こう表面を焼かれながら、咄とつ嗟さの回避機動のまま全速で蜂はちを追った。住宅棟の壁かべを蹴けって跳はね回るように跳ちよう躍やくし、センサーを振ふり回して路ろ地じから通りに出る。

　そのうち一機を、狭せまい道を低空飛行する蜂の複眼が視みていた。

　瞬しゆん息そくの交差で、一機の天牛かみきりが斬きられた。

　光こう子しを集束した可か動どう肢しはそれ自体が一条の光の剣と化し、分ぶ厚あつい高熱刃ごと天牛の装甲を容た易やすく溶断せしめる。頭から尻しりまで縦たて一いち文もん字じに切断された量産型は一撃で機能停止し、赤熱化した傷きず痕あとを雪に晒さらして路上に散った。

　金の光剣は血払いも必要ない。更さらに斑はん猫みようが一機と天牛がもう一機、先手の光の爆撃を回避したそのままの動きで進路上に姿を現した。最高速の半分まで至った蜂は相手の機影を確認するが早いか機体ごと可動肢をぶん回し、出会いばなに問答無用に斬り捨てて駆かけ抜ける。

　尋じん常じようならざる切断力を有する不定形超高熱の刃は、甲虫の装甲すら問題にもしない。散らばる余熱で周囲の氷が融とけ流れ、帯状となる斬ざん撃げきの軌き跡せきに「ぶぅん」という音が残った。

　機械兵が飛び出した。住宅棟の上層階の窓をぶち破やぶって蜂の上を取り、特とく殊しゆ弾だん頭とうが装そう填てんされた無反動砲ほうを構える。放たれる弾頭のうち一種は捕ほ縛ばく用の大おお網あみ、もう一種は電脳の活動を阻そ害がいする電気ショック弾、更に一種は鉄をも浸しん食しよくする濃のう硫りゆう酸さんを詰めている。恐らくは柊ひいらぎと蜉蝣かげろうを捉とらえる為ための装備であっただろう。

　だが、加速を続ける蜂にとって彼らの存在は激流に現れた小石程度のものでしかない。隊からはぐれて暴走したのち黒くろ塚づか部ぶ隊たいに拾われ、二十年の時を超えて戦場に立つ彼らに九曜は容よう赦しやなく引いん導どうを渡す。

　ぎゅるん、と回転する一瞬で蜂の腹を空に向け、躍おどり掛かる十体余りの機械兵を全て照準すると同時に電でん磁じ加か速そく針しんを射出。最小口径の針弾を体に撃うち込まれた機械兵達は衝撃で更に上に吹き飛び、鉄筋コンクリートの屋上付近の壁に縫ぬい止められて機能を停止した。

　そこらじゅうに幾つもの家が並び建っている。古いものは瓦かわら葺ぶきの平屋から新しいものは十階以上ある団地であり、さしたる破は壊かいもないまま横たわるそれらの陰から、或あるいは上から一いつ斉せいに斑猫と天牛が襲い掛かった。

　まともな手段では蜂に到とう底てい追いつけぬと見て、瞬間の判断で攻せめ手を変更、蜂が通ると予測される一角に待ち伏ぶせするという手を取ったのだ。その即応性たるやまるで一機一機が一つの脳に支配されているようで、瞬時に陣じん形けいを変える連れん携けいの巧たくみさは理想的を通り越して驚異的でさえある。

　前後左右に更さらに上を取られ、砲ほう口こうと高熱刃が蜂はちを狙ねらう。このままでは振ふり切れぬと、地形的にこれ以上の加速はできまいと踏んだ確信的な攻せめ手である。

　九く曜ようは静かに呟つぶやく。

『──障害物が多ければ、満足に飛べぬと思ったのか？』

　防ぼう御ぎよではない。回避でもない。

　ただ加速した。更に、誰も追いつけなくなるまで。

　より強い羽は撃ばたきに空気全体を打ち鳴らす轟ごう音おんが響き、蜂が消えた。

　前方に立ち塞ふさがる斑はん猫みようの一機が機関砲ごとばらばらに引き裂さかれて飛び散る。あまりの早はや業わざに、敵はそれが電でん磁じ加か速そく針しんと光線を交えた刹せつ那なの集中砲撃であるとも見抜けない。

　最初の一度以来、蜂は徹底して高度を上げない。住宅密集地も蜂の高速飛行を阻そ害がいするには至らず、直角、時には鋭角に慣性を無視したカーブを見せて追いすがる敵を翻ほん弄ろうしていく。

　光、それに遅れて音、更にそれに遅れて激げき甚じんな突風が発生した。

　大気の踊おどる上空ならまだしもここは地上で、巨大な質量物質が正気を疑う速度で滑かつ空くうしていれば当然起こることだった。碁ご盤ばん状に敷しかれた居住地区の底を鉄をも切るが如ごとく鋭い疾しつ風ぷうが端はし々ばしまで襲おそい、蜂は柊ひいらぎと蜉蝣かげろうのいる公園を中心とした四方二キロ足らずの領りよう域いきを秒間数十週の速度で巡めぐり巡る。

　追い付くことはおろか、捉とらえきれる者も皆かい無むだった。

　蜂が速度を緩ゆるめる頃には、そこに踏み入った全ての敵が原型を失っていた。台風をぎゅっと圧縮したような暴力的な風に舐なめ尽つくされ、辺あたりは一帯を丸ごとひっくり返した有あり様さまだ。敵の残ざん骸がいの他に、プレハブのチリ紙集積場が丸ごと、乗用車の扉だけ、ブランコの鎖くさりなど生活の痕こん跡せきを感じさせるものが散らばっている。錆さび一つない自転車が住宅棟の八階の窓に突き刺さっているのがふと目に留まった。

　ぃん、と鉄が空くうを切る音。半なかばから断ち折れた高熱刃の先端が天高く舞い上がっており、今いま更さらとなって落ちて公園の地面に深々と突き刺さった。

　まだだ。

　こいつらは前座に過ぎない。

　慣らしを終えた蜂は全身に力を溜め、空を見上げて索さく敵てきを続けた。遠方から接近する飛行体が四機、量産型の《郭カツ公コウ》の増援だ。しかしその速度は緩やかで、こちらの射しや程ていにも入らなければ彼ら自身の射程にも入ろうとしない。とっくに捕ほ捉そくされているというのに、今更様子見のつもりでいるのかと九曜は訝いぶかしむ。




　──すごい。

　柊は音と友軍信号のみで戦せん闘とうを追いながら、戦友の成長を強く実感している。

　感知圏内に入った天牛と斑猫と機械兵の部隊が、一分足らずで全ぜん滅めつした。柊は直接黒くろ塚づか部ぶ隊たいの量産型と戦ったことはないが、動きの鋭さと連れん携けいの巧たくみさで敵方の戦力の高さも十分理解していた。にも関わらず、九く曜ようは相手に傷一つ付けられていない。

　強くなっている。以前よりも遥はるかに。

　もちろん往おう年ねんの九曜も、世に九機しかいない最強の鬼き虫ちゆうの一員として不足ないほどに強かった。だが昔の姿を知っていても、いや知っているからこそ、比較にならないと柊ひいらぎは思った。

　九曜の戦せん闘とう能力には、極端にムラがある。高い潜せん在ざい能力と天てん賦ぷとも言うべき戦闘勘かんを持っているが、十二分には発揮できていない──九曜をそう評した竜胆りんどうの言葉が思い出される。

　そして柊は、柊自身の言ったそれらへの見解もまた思い出していた。

　自分が見る限り、九曜が戦うにおいて最も強くなる場面は、何かを守る戦いの時だと。

　記憶の中では、撤てつ退たい線や防ぼう衛えい線で友軍らを守る時の九曜が一番強かった。昔指摘した時に気付いていなかったようだから無自覚だったのだろう。今こうして敵を殲せん滅めつした九曜の強さは、戦中において彼が最も強かった時と同じ、いや、それ以上だ。

　九曜はもう何も迷っていない。盲もう目もく的になってもいない。為なすべきことを正面から見み据すえ、守るべきものと打ち倒すべきものを自分の意思で選び取っている。

　己おのれの力を、己の戦いをここに確立させているのだ。

「私の応援が間に合うかなって思ってたけど、とんでもないね……」

『肯コウ定テイ／蜂ハチノ戦闘能力、過去ノ記録ヨリ遥カニ上昇／特別攻撃術ノ変質・制セイ御ギヨニ完全成功シテイル模モ様ヨウデアリマス』

「うん……でもま、安心するのはまだ早いか……っと！」

　飛べるだろうか。無理ということはない筈はずだ。柊は蜉蝣かげろうの制御に意識を集中し、自みずからの反はん重じゆう翅しを開けるよう努力する。ぶるっ、と身を震ふるわせ、

「ちょっと蜉蝣！　寒いんだけど！」

『▼告／特別攻撃術発動中／其レハ本体ガ凍結結界ゼロヲ抑ヨク制セイシキレヌ結果／当機ニ責任ハ無イモノト判断スル次第デアリマス』

「っさいなもー、わかったよちゃんとすればいいんでしょ！　ていうか今はそんなことより、早く九曜と合流しなくちゃ……っと！」

　ふわ、と白い光が扇おうぎ状の翅はねを一いつ対つい形作る。

　飛べる。

　蜂や蜻蛉とんぼよりもゆるやかに、蛾がよりも穏おだやかに、蜉蝣の飛行が始まる。円に近い曲線を描く純白の翅が大気を静かに打ち、蜉蝣が浮き上がっていく。知覚が拡大していくのを感じる。無意識に全てを止めようとした先せん刻こくとは違い、柊は夢ならぬ実感として鬼虫の身体からだを隅すみ々ずみまで感じ取っていく。

　ふと──。

　住宅街上空を飛行する不ぶ気き味みな機影のうち一つが、妙みような動きを見せた。

　今九く曜ようが低空飛行している位置からは角度的に見えない一機で、点のようにしか見えずよほどの長距離武器でないと射しや程てい圏外。柊ひいらぎからすれば量産型の身で自由に飛べること自体まず驚異的だがともかく、その動きに直感的に不ふ穏おんなものを感じて相手を注視する。

　郭カツ公コウの一機がある一点を見て、何かを示している。あれは──、

　蜂はちの、位置。

『九曜!!』

　危険を告つげる閃ひらめきが柊に訪れ、水平に加速。白い翅はねが同色の光の結晶を散らし、柊は球状に広がる凍結結界ゼロの射程範囲に蜂を納めたことを確認し躊ちゆう躇ちよなく発動。

　九曜は、直後に起こったことを克こく明めいに見た。




　まさか、だった。

　油断していた。蜂が最初の一いつ瞬しゆん以外決して高度を上げなかったのは、警けい戒かいの故ゆえだ。

　最も危き惧ぐすべきは、蟋蟀こおろぎの狙そ撃げきだった。

　他の特とつ機きはまだしも事前に感知することはできる。反面、蟋蟀の恐ろしさは横合いから差し込んでくる感知不可能の狙撃であって、一度一方的に狙ねらわれたら逃げられる可能性は万に一つも無いと言っていい。

　彼が蟋蟀に乗って戻ってくることが僅わずかにも予想される以上、見通しのいい場所で戦い続けることは絶対にあってはならないことだった。そこへいくと住宅地の家々は都つ合ごうが良く、幾らか崩くずれようとも視界を塞ふさぐ上では文句のない代物だ。

　これらを盾たてにしていれば、少なくとも必殺の狙撃が来る危険は激げき減げんする。

　そして攻撃の為ために気配を消して接近しようとも、柊の結けつ界かいに引っかかって無む影えい無む踪そうのままではいられまい──九曜のそうした見立ては決して間違っておらず、むしろ蟋蟀を迎撃する上での最適解と言って差し支えなかったろう。

　しかしそれも、二十年前の記憶と記録に残る蟋蟀を想定した対処法に過ぎない。

　決定的な違いは、二つあった。

　一つは、絶対に攻せめ込まず、監かん視しに徹する郭公がいたこと。

　もう一つは、蟋蟀の狙撃砲ほうがかつてのものと同じではないということだ。

『──九曜!!』

　柊の叫びが頭を叩たたいた時には、反射的に異常に気付いた。

　五感も索さく敵てき機能も、全知覚が一つ残らず何も告げない殺意の一撃は、確かにそこにあった。

　ただ柊の声に押されるように翅を翻ひるがえしてその場を離れようとする間にも、頭の中では「馬鹿な」という意識が残っていた。そこが紛まごうことなき生死の境で、量産型では決して届かぬ死線を九曜は確かに見た。

　コマ送りのように、自分の目の前の住宅棟が砕くだける。コルク抜きめいて異常にくっきりした穴は狙そ撃げき弾だんの貫かん通つう力を何より端たん的てきに物語っていて、直後に自分の目の前に白い霞かすみがかった冷気の塊かたまりが発生して砲ほう弾だんに立ち塞ふさがったところまで九く曜ようは克こく明めいに見た。

　ばきばきばきばき、という音が聞こえた。

　極低温の限定空間を貫く狙撃砲の弾道が細氷で描かれる。九曜は咄とつ嗟さに叫び、蜂はちの可か動どう肢しを鋭く振ふり上げた。

『光エ子ー制テ御ル!!』

　鋼はがねの弾はじける音と、激しい振しん動どうが蜂を襲おそう。

　光を纏まとって斬きり上げた蜂の可動肢が、すんでのところで砲弾を弾き飛ばしていた。

　勢いはそれでも殺し切れない。身を捻よじる蜂の左側面をジャイロ回転する砲弾が抉えぐり、黒々とした傷きず痕あとを残してようやく彼方かなたの街路樹を真っ二つにして止まる。

　それでも致命傷を防げたのは、凍結結界ゼロによって砲弾の弾速が少なからず減げん衰すいされていたからだろう。柊ひいらぎの結けつ界かいがなければ、もっと言えば通信での声がなければ気付く前に急所に砲弾が食い込んでいたに違いない。

　安あん堵どする前に驚きよう愕がくした。蜉蝣が低空を飛んで近付いてくるのを感じながら九曜は呻うめく。

『この威い力りよくはなんだ……!?』

　蟋蟀こおろぎの狙そ撃げきであるに違いないが、記憶と違う。ただでさえ高かった破は甲こう狙撃砲の威力と貫通力と弾速全てが飛躍的に向上しているのだ。

　少なくともまともな狙撃であれば障害物を丸ごと貫通してダイレクトに標ひよう的てきを狙ねらうなどできるわけがないし、まともな狙撃手であれば遠距離から建物を透とう視ししてここまで正確に標的を狙えるわけがない。

『九曜！　上の甲こう虫ちゆうは襲おそってなんか来ない！　あいつら、蟋蟀の眼だよ!!』

『……そういうことか！　柊、離れるな！』

　勢い込んで叫ぶ柊に返答し、九曜はこの角度から見える郭カツ公コウの一機を狙撃した。誘ゆう導どう性せい光弾をろくに照しよう準じゆんせずに射出して追い立て、回避機動の先を取って電でん磁じ投射砲で射抜く。

　撃げき墜つい。上空にちらつく爆ばく炎えんを見ることもなく、蜂は蜉蝣を伴ともない地上数メートルを滑かつ空くうしてその場を離れた。

　郭公が蟋蟀の眼めになっているのだ。その必要があるということは、蟋蟀は自前のセンサー範囲からさえ離れた超遠距離にいるに違いない。それでいて砲弾が届き、なおかつ地形を無視する貫通力を実現するとあれば、狙撃砲自体に大きく手が加えられていると考えるしかなかった。

『遠すぎる……！　庵いおりが最も得意な状況というわけか！』

　蟋蟀は決して鈍重ではなく、跳ちよう躍やく力で言えば陸戦型でも他を大きく引き離す。狙撃手がいつまでも同じポイントに居座ることの愚を庵が知らぬ筈はずはなく、余よ程ほどのことがない限り優位を崩くずさぬよう立ち回ることは疑いようもない。一射ごとに跳躍し、場所を変えて狙い直す筈だ。

　凍結結界ゼロの射しや程てい圏内に捉とらえられれば状況は好転するが、今はそれすら及およばぬ遠とう間まだった。射程距離という絶対的なアドバンテージは向こうにある。

　高速で飛行する蜂はちにようよう追いすがり、小さい蜉蝣かげろうの中にある柊ひいらぎはぽそりと、

『まずいね。これじゃジリ貧だよ』

　この言葉は、自分が九く曜ようの足手まといになる確率もあるということを理解した上でのものだった。どうしても速度で劣り、ただでさえ傷付いている蜉蝣はこれほどの蟋蟀こおろぎの狙そ撃げきを防ぎきる自信がない。一方で蟋蟀からしてみれば、手負いにして能力の相性が悪い蜉蝣は格かつ好こうの獲え物ものに他ならないのだから。

『──好機があるとすれば一いつ瞬しゆんだ』

　九曜が呟つぶやき、柊が返す。

『うん、一瞬。なんとかできる？』

『なんとか、する』

　はっきり告つげると同時に、九曜は自分が考え出した狙撃殺しの唯ゆい一いつの手を柊に説明する。上空にはまだ三つの眼めが旋せん回かいしてこちらを探さがしている。他に手が無いというのを踏まえても賭かけと言うほかない九曜の手、それを事もなげに提案する九曜自身に、柊はにんまり笑った。

『やるじゃん。成長したねぇ、先せん輩ばいは嬉うれしいよ』

『うるさい』

　最初の狙撃が来た角度から大おお雑ざつ把ぱな位置を計算する。二機は地面から上昇しないまま飛び、そちらへ急行して少しでも距離を詰める。
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　叶かな葉はにとって彼は、二十年ぶりの、もう二度と会えないと思っていた相手だ。鴇とき子こにとっての鵠こう子こがそうであるように、叶葉にとって伍ご長ちようは即ち「家族」と呼ぶべき存在だった。絶対に無視できないし、背を向けることもあってはならなかった。

　逃げないのか、と彼は言った。それに答える。

「──逃げません」

「どうして」

「あなたをこのままにしておけないからです」

　朧おぼろは何か珍しい生き物を見るような目で叶葉を見詰めていた。ややあって壁かべから体を離し、四人掛けのテーブルの一つに腰こし掛ける。

「それだ。そもそもそれが一体どうしてなんだ？　君はどうもおれの知り合いみたいだが」

「伍長、あなたは、」

「朧でいい。そいつも昔の呼び方だしな」

　叶葉は頑かたくなに首を振ふった。その名で彼を呼びたくはなかった。朧は、黒くろ塚づか部ぶ隊たいに所属する甲こう虫ちゆう特とつ機きの、要するに敵の名前だ。彼を呼ぶ名は一つしか使わない。伍ご長ちようと呼んで欲しいと言ったのは、他ならぬ彼自身だったのだから。

「……伍長。あなたは、記憶が無いんですか？」

　あくまでも呼び方を変えない叶かな葉はにそれなりの深しん刻こくさを感じ取ってか、朧おぼろはそれ以上こだわりはしなかった。机に肘ひじを突き、事もなげに返す。

「さてな。それなりに残して貰もらってるつもりでいるが、なかなか曖あい昧まいなところも多くて──思い出せないことも結構あるらしい」
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　その「思い出せないこと」の中に叶葉のことも入っている筈はずだった。

　手を伸ばせば届くほど近いものが、どうしようもなく分ぶ厚あつい壁かべの向こうにあるような気がした。ただ、その壁を破やぶる手段だけがどうしても思い付かない。

　今ここでやれることといったら、訴うつたえるだけだった。

「──だったら。だったら思い出してください、伍長！　あたしは叶葉です！　ほんの一年だけだったけど、あなたの女中だった叶葉です！　あなたはこんなことする人じゃなかった！」

　ほう、と朧は小さく呟つぶやいた。生なま半はん可かなことでは小こ揺ゆるぎもしない態度。大たい抵ていのことに動じないのは記憶の中の伍長と同じで、時として掴つかみどころの無さと言える泰たい然ぜん自じ若じやくとした佇たたずまいに叶葉は昔を思い出して息を呑のんだ。

「おれがそんなことをする奴じゃあない、か。おれがしているのはいけないことか？」

「当たり前です！　だって戦争をもう一回起こすなんて、今度こそ本当に国が駄目になっちゃって、そんなの絶対よくないことです。あたしは自分が戦場に行ったことはありませんけど、でも兵士の皆さんは戦争を早く終わらせる為ために戦った筈はずです！　伍ご長ちようだってあの時、最後にそう言ったじゃないですか！　だから！」

　最後の出しゆつ立たつの朝は、夏のまだ涼しいうちだった。

　よく覚えている。生きろと言ったこと、生かす為ために戦うと言ったこと。

　あれが噓うそだったとはどうしても思えない。もしもあの場限りの噓だったとしたら、叶かな葉はの拠よって立つものの大きな一つが丸ごと否定されてしまう。

「だから、おれは操あやつられているとか、何か弱味を握にぎられて働かされている、と？」

「……っ」

　そうに違いないと、そうあって欲しいとすら思っていた。

　彼の言葉をありありと思い出している叶葉にとっては、もはや黒くろ塚づか部ぶ隊たいの凶きよう行こうを止めるべきという目的も建たて前まえに過ぎないのかもしれなかった。ただ彼に思い出して欲しいという一念があって、それでも手段が浮かばない。

　対する朧おぼろはしかし、何の感かん慨がいも示さなかった。叶葉としては揺ゆるぎない彼の情報を口にしたつもりだ。それでも、冷淡な瞳ひとみは波は紋もん一つも見せはしなかった。

「──なるほど。君はどうやらおれの過去を知っているらしいな。なら、どこまで？」

「どこまでって、──」

　返す言葉に、思いがけずつまずいた。

　──どこまで、伍長のことを知っているのか。

　何の気負いも逡しゆん巡じゆんもない質問は、叶葉の意識を硬こう直ちよくさせる。

　本名は空く閑が透とおる、自分を拾ってくれたこと、自分によく似た妹がいたらしいこと、好きな食べ物、時として子供みたいな冗談を好むこと、それから、

　それから先が、浮かばない。

　叶葉が知っているのは、彼に仕えた一年間のこと。

　たった一年間のことだけだ。

　少し考えてみれば当たり前のことだった。叶葉の持つ思い出は。ただ静かな日常に生きる伍長の一側面に過ぎないのだから。

　彼は自分のことをあまり語ろうとはしなかった。叶葉はそれでいいと思っていたし、これからも雇やとい続けてくれるのならいつか語り聞かせてくれるかもしれない程度に考えていた。結局その機会は失せ、主あるじが胸に秘めた過去や仕事や本心の類たぐいはついぞ明かされぬまま永遠の別れを迎えた。筈はずだった。

　朧が静かに口を開く。

「おれは人間だった頃から黒くろ塚づか部ぶ隊たいにいた」

　叶かな葉はが持つ情報の欠落を、一つ一つ言葉で埋めていく。

「伍ご長ちようっていうのは表に出る時の階級でな、一応表仕事もしちゃいたが、裏うらの部ぶ隊たいでやった汚れ仕事の方がずっと多い。君がそれを知らんというなら、君に厭いやな仕事のことを話したくなかった昔のおれの判断もまあ当然だと思う」

　ただその口ぶりは「伍長」としてのそれでなく、黒くろ塚づか部隊の最高戦力「朧おぼろ」としての視点から見た、遠い過去に置き去りにした他ひ人と事ごとのような経歴の数々だ。

「隊長や烏え帽ぼ子しの爺じいさんとも長い付き合いだ。恩おん義ぎがどうのと言うわけじゃないがそれなりに今の立場に馴な染じんではいるし、何より任務を果たすのは生きていくための絶対条件だ。今こうしていることも、間違いだとは思わない。強制されてもいない。任務だからな」

「でも、──でも」

　ろくな反論が浮かばず、口から勝手に漏もれるばかりの「でも」はしかし後に続かない。叶葉が言わんとすることを朧はなんとなく察さつし、やはり何の躊ちゆう躇ちよもないままに言い放つ。

「悪いことは言わないから、これ以上首は突っ込まずに大人おとなしくしとくのがいい。隅すみっこに隠かくれてさえいりゃとりあえず命は助かるだろうし、君一人くらいなら落ち着いた辺あたりでどこかで降ろすよう口くち利ききもする。君は何の関係もない民間人だからな、うちだって別に誰彼かまわず殺して回るわけじゃない」

　関係のない奴は殺さないということは、関係のある奴は殺すということだ。

　それらの中に、今まさに戦っている鬼き虫ちゆうがいた。九く曜ようがいた。或あるいは彼らが逃がさぬ者の中に、鴇とき子こも入っている筈はずだった。朧にあるのは「かつての女中」を自称する少女への気き遣づかいの類たぐいではなく、任務を遂すい行こうする隊の一員としての機械的な分別に過ぎない。

　朧はゆっくり立ち上がり、軍ぐん帽ぼうを被かぶり直す。そして最後にこう締しめくくった。

「君が言うのはもう過ぎた昔話でしかない。全てが真実だったとしても、それがどうしたと、おれはそう言うだけだ」

　叶葉の体が、命を奪うばわれるように大きく痙けい攣れんした。

　朧にとって当たり前に過ぎない忠告は、叶葉に己おのれのどうしようもない無力さを深く深く思い知らせる氷の刃だった。

　紅あかい眼めが少女を見下ろす。それもほんの数秒で、朧は相手から一いつ切さいの興味を失ったような顔で背を向ける。最後まで叶葉を視界に捉とらえ続けていた横目がとうとう逸それた。

　言葉が、最後まで届かない。

　叶葉にとって「伍長」は自分の人生の始まりだった。十にも満たない年で両親を失い、方々を転々としたのが第一の人生。であれば彼に拾われて女中として暮らし、冷凍睡眠に入って今に至るまでが第二の人生だ。今となっては思い返すことにも苦労する幼少時より、彼と出会ってからの方がよほど記憶にくっきり残っている。大だい恩おんがあった。兄のようだった。親のようでもあった。これから先にどんなことがあろうとも、思い出として心の奥の奥に刻きざまれて決して消えない人だった。

　思い出の人の背が、思い出とはあまりにもかけ離れた姿をしている。一歩一歩確実に離れていく。それを止める力が搾しぼり出せない。前にも後ろにも進めない。

　つい先せん刻こくまで心には確かに追われる恐怖があった筈はずなのに、今はそれさえも遠く失せてしまっている。代わりに心に穴を開けたのは恐怖と呼ぶにも足らない何かで、つまり、自分が他の全てから置いていかれて取り残されてしまうような遠い疎そ外がい感だ。

　自分のちっぽけな手では、もう何にも届かないのかもしれない。
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　──狙そ撃げきのコツを教えて欲しい。

　目的地へ向かう艦船に揺ゆられながら、九く曜ようは同行していた庵いおりにそう聞いたことがある。

　甲かん板ぱんに立って海風に吹かれる庵は、意外といえば意外な申し出に目を丸くしていた。庵を探さがす段からしてそれなり以上に苦労した九曜は、常と変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらで返答を待つ。

「って言っても、君と僕とじゃ性質が違うと思うよ？」

「構わぬ。貴き官かんの心こころ得えを知りたい」

　考えてみれば蜂はちにも電でん磁じ投とう射しや砲ほうという狙撃武器がある。九機の中でも総合的な射しや程てい距離は長い部類に入るから、技わざの更さらなる向上を目指すなら庵に教えを乞こうことも当然かもしれない。

　こうなれば困るのは庵の方で、なにしろ誰かにものを教えた経験というものがまずない。目の前の新入りに空戦を教えるのは竜胆りんどうであり、剣術を教えるのは剣けん菱びしであり、その他もろもろを必要以上に教え込むのは巴ともえの役割である。なお飽き足らず狙撃の秘ひ訣けつを吸収したがる九曜の向上心は感心の一ひと言ことだが、さて何か有用なことをと言われると言葉が出ない。

　にも関わらず庵の言葉を待つ九曜は「言わねば攻こう撃げきする」とでも言わんばかりだった。庵は観念したように頬ほおを掻かいて、ひとまず思うところをそのまま述べることにした。

「──実際、僕がいつも気にするのは狙撃そのものじゃなくて、そうするまでの移動や準備なんだけどね。狙ねらい撃うてるって段階は潜せん入にゆうとか索さく敵てきとか、そういう色々を積み重ねた上での結果みたいなものだから」

「ふむ」

「特に僕は単独で動くことが多いから。うまいこと相手に見つからないように立ち回って、狙いやすくて隠かくれやすくて逃げやすいところを探さがして一つ一つ丁てい寧ねいに処理するんだ。幸い、蟋蟀こおろぎの特とつ攻こう術は隠れるのが得意だ」

「……例の擬ぎ態たいか」

「ずるいぞって顔しないでよ。僕からすれば自由自在に空を飛べる方がよっぽど羨うらやましいよ」

　おかしそうに微笑する庵に、九曜はとっとと話題を変えた。

「蟋蟀こおろぎの狙そ撃げきに準備が必要なことはわかった。だが蜂はちにそれは適用できぬ、むしろ狙撃の命中率について聞きたい。貴き官かんの狙撃は百発百中と聞くが、あれはどういうからくりを使っているのだ？　特とつ攻こう術と何か関係があるのか？」

「あはは。あれは素すだよ」

　事もなげに答える庵に、九く曜ようはむっつり押し黙だまる。庵は少し慌あわてて、

「ああ、だからつまり、体が覚えてるっていうか。もちろん蟋蟀の知覚や火器管かん制せいがそれ向けに特化されてるっていうのもあるけど、結局は扱あつかう本体の腕前だからさ。練習あるのみっていうか、やっぱりそこに行き着くと思うな」

　なんだ、と九曜は思う。じゃあ結局庵いおりに狙撃の面で学べる具体的なことは無いということではないか。ならばと質問を変える。

「では、もし見つかったらどうする？　絶対に逃げられぬとして、相手は貴官と同じほどの装備と技量を持っている。それが互いの射しや程てい圏に入って退路が無い場合だ、姿も割れている」

「……子供みたいなこと聞くね？」

「答えて貰もらおう」

「そうだね、……そもそもそういう状況にならないよう気を付けることから狙撃手っていうのは始まるんだけど、まあ、どういう場合にも不測の事態っていうのはあるから」

　庵は甲かん板ぱんの手すりに身を預けて、頭の中でシミュレーションを始める。彼なりに想像力を働かせているようで、十数秒ほど時間がかかった。

「そういう時は信じるだけだよ。これまで重ねた練習だとか実戦だとかで磨みがいた腕と、それから時の運でも信じてね。そうなればもう腹を括くくるのと引き金を絞しぼるのが早い方が勝つだけさ」

　そうして少し冗談めかし、片目を瞑つむってこう付け足した。

「──ま、早はや撃うちってことになるかな」




　然しかり、早撃ちだ。そこに持ち込むしかない。

　規模の差こそあっても、一発が生死を分ける勝負は西部劇の早撃ちにも似る。機械技術の粋すいを集めた最強の自律兵器を操あやつりながら、九曜は一周して古典的な「それ」に身を委ゆだねる。

　まず射程距離の面で大きく劣勢にあった。道に沿って低空飛行しながら見通しのいい場所は絶対に飛ばない。それでも、

　狙撃。

　破は壊かい音らしい破壊音さえもなく、物体が削けずられる「さく」という音だけが痕こん跡せきだった。

『わわっ!?』

　柊ひいらぎの悲鳴。もう少し速度が甘ければ一発で二機とも貫かん通つうされていたかもしれない。反はん重じゆう翅しが横ざまに貫つらぬかれて僅わずかにバランスを崩くずし、蜂はアスファルトに長く引っ掻かき傷を作りながらようやく体勢を立て直す。

　光学迷めい彩さいはどこまで通用するか知れない。この手はもう敵に割れているし、全機能を「眼め」として監かん視しに徹てつする郭カツ公コウは蜂はちがどうするかも知っている筈はずだ。それに、飛行中かつ密着状態にない蜉蝣かげろうまで隠かくすことはできない。そうなれば柊ひいらぎがピンポイントで狙ねらわれるだけだ。

　それを誰より実感しているのは柊本人だった。九く曜ようが自由に動けないのならば、その分だけ最大限のサポートをすべく翅はねを翻ひるがえす。

『私も、足手まといじゃいらんないよねっ、と！』

《凍結結界ゼロ》発動。

　ぱきりと大気が音を立て、蜉蝣はたちまちの内に自機の周辺に何枚もの氷の板を形作った。

『……む？』

『見える、九曜!?　たぶんこれでいけると思うけど！』

　白い冷気を纏まとうそれが空の各所に散らばって、壁や電信柱に固定化される。傷一つ無い氷の板はぴかぴかに磨かれたようでいて光を反射し、計算された角度で空の各所を表面いっぱいに写し取っていた。

　即興で造り出した、氷製の鏡である。

　その中に、地上からではビルに阻はばまれ見えない点のような郭公の姿も認められた。

『なるほどな……！』

　得たりと頷うなずき、九曜は柊の意図を完かん璧ぺきに理解した連れん携けいを取った。

　光エ子ー制テ御ル発動、形成する光こう弾だんの数は一、翅の間で弓引くように圧縮し──射出。

　一条のレーザーが氷の鏡に触れ、一つ、また一つと光速で反射され空間を駆かけ巡めぐる。

　鏡は高熱に当たる端はしから蒸発して消え、それらの間を駆け廻まわる光はジグザグの線を描いて鏡を飛び渡り空に牙きばを剥むいた。

　滞空する一機の郭公が、頭部を破は壊かいされた。

　虫の反応が一つ消失したのを確認し、九曜は短く叫ぶ。

『次！』

『はいよっ！』

　蜉蝣がまた氷の鏡を撒まき散らす。都市のそこかしこに取り付いた無数の薄はく氷ひようは蜂が郭公の位置を確認する為ためのものが半分、もう半分は郭公側からこちらを見えにくくする攪かく乱らんの鏡だ。

　心の隅すみでは柊の不調を案じていた九曜だが、とんでもないと思い知る。

　蜉蝣の技わざの冴さえは二十年前と同じ、いや、それ以上だ。九曜は無数の光を引き連れて、光の乱反射する空間を一気に突き抜けていく。




『────』

　二機の虫が高速飛行を続ける場所から離れたビルの上に、蟋蟀こおろぎはいた。

　遥はるか遠くでは、乱れ舞う光が見えていた。ただでさえ夕刻、厚ぼったい雲が垂れ込める薄暗い都市で、眩まばゆい閃せん光こうがそこだけを白く染め上げる。街の輪りん郭かくが一区画だけぼうっと浮き上がっている様さまは、さながら墓地に幽ゆう霊れいが舞う様にも似る。友軍の反応が次々と減へっている。空を飛ぶ眼めが一つ一つ潰つぶされているようだ。

　庵いおりは、蟋蟀こおろぎは何も言わない。焦あせりも悲しみも怒りもしない。

　ただ長大な狙そ撃げき砲ほうを構え、時を待っている。




　そして九く曜ようは、当初の予定通りある地点で斜めに急上昇を始めた。

　最初で最後の一発を、相手に撃うたせなくてはならない。

　掠かすってもいけないし間を開けてもいけない、一発を避けるばかりで取り逃せば蟋蟀はまた移動を始める。間違いなく蟋蟀が放ってくるであろう次のたった一発は、彼の位置を知らせるという意味で大きな意味を持っている。

　蜂はちの全身を守るものがついに全て消え、雪と風と冷気が全身を包む。姿を見せぬ狙撃に一片も臆おくすることなく最高速に達し、大きく広げた光の翅はねが夕ゆう刻こくの薄うす闇やみを一直線に切り裂さき、赤い複眼が前を睨にらみ、

　無音の狙撃手が及およぼす必殺の制空圏に、

　入った。




　瞬しゆん間かん、蜂の姿が数十機にも分身した。




　──残像！

　低空から蜂を見上げ、柊ひいらぎは「ふわぁ」と間の抜けた声を漏もらした。

　光エ子ー制テ御ル精せい密みつ操作、蜃しん気き楼ろうのような景色の歪わい曲きよく、光学迷めい彩さいに通ずる法則の光の魔ま術じゆつ。翅の翻ひるがえりと共に金の機影が幾つにも重なり、超音速の飛行にくっきりとした像を結ぶ。

　ただの残像ではない。質量を持たぬそれぞれの蜂の像は電磁制御エレキテルによって生み出した磁じ場ばを孕はらみ、視覚のみならずセンサーをも攪かく乱らんするジャミングの塊かたまりとなっていた。幾いく重えもの蜂の影は爆ばく発はつ的に空くう域いきに散らばり、精せい確かく無む比ひな刹せつ那なの狙撃の穂ほ先さきをほんの僅わずかに攪乱した。

　芯しんを捉とらえ損そこねた狙撃弾だんが発射される。

　砲弾は柊が張り巡めぐらせた冷気の結けつ界かいを貫つらぬき、温度差の摩ま擦さつによって弾道に絞しぼるような水蒸気の線を描いた。

『──見えた！』

　残像が夢む幻げんのように立ち消える。その時には既すでに蜂の翅は高圧縮した光弾を形成している。

　ひとたび放てば最速の弾丸が、狙撃点と蜂とを一直線に結ぶ。彼方かなたにあるビルの屋上付近がひとたまりもなく砕くだけ、九曜はそこから高く跳ちよう躍やくした小さな機影を確認した。

　そしてやはり、直感で「違う」と思った。

　庵いおりとは違う。九く曜ようが知る狙そ撃げきの名手とは、この蟋蟀こおろぎは、どこか違う。

　間近で戦い素顔を見て、ついには虫同士での激突に至った九曜にのみようやくわかる奇き妙みような違和感は、心中で徐々に増幅していってついには確信となった。

　九曜はまだ覚えている。海上で庵いおりに狙撃について聞いた時、我が狙撃の腕について何の気負いも無く答えたことをだ。ごくごく自然に、手足を動かすが如ごとく当たり前の所しよ作さの延長線上として狙撃を語る庵には、自身の技量に対する絶対の信頼があった。

　最終的には、自分の腕を信じて撃うつしかない。庵はそう言った。

　今こうして相あい戦たたかう蟋蟀には、そうした信念の強さを感じない。そもそも照しよう準じゆんが甘すぎる。あの日あの時から地続きの庵が、今の蟋蟀の引き金を絞しぼっているとは到とう底てい思えない。

『貴様は、何者だ!!』

　一息に距離を詰め、互いが互いの複眼の色をはっきり認識できる間合いに入った。

　感情を見せぬ複眼。機械的に過ぎる無機質な動き。先せん刻こく間近に目まの当たりにした仮面のような美び貌ぼうを思い出す。こいつは庵ではない。

　庵でないなら、何だ。

　再び姿を消そうとした蟋蟀を逃がす蜂はちではなかった。まず無力化して機動力を殺すべく、脚部と武装を優先して照準し、電でん磁じ加か速そく針しんのランチャーを構える。




　まさしく、その瞬しゆん間かんだった。

　蜂が蟋蟀に最接近し、朧おぼろが叶かな葉はにかつてと同じ言葉を告つげた時、落地おろち南部から放たれた蜈蚣むかでの砲ほう弾だんが、待ったなしの速度であっという間も無く神しん鯨げいに食い込んだ。
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「！」

　落地からはまだ離れた廃はい墟きよの道路上、高速疾しつ走そうを続ける輸送車のコンテナの中で剣けん菱びしはぴくりと眉まゆ根ねを寄せた。たまたまそちらを見ていた菘すずなが剣菱の異常に気付き声をかける。

「どうしたの？」

「いや。──蚊かに食われた気がした」

「はあ？　蚊なんていないわよどこにも」

　だよな、と返し、してみると、と思い至る。

　何かが起こった。恐らくは戦場でだ。

　剣菱は菊きく丸まるにちらりと目め配くばせした。菊丸は数秒間じっと剣菱の表情を窺うかがい、一度うんと頷うなずいてみせる。剣菱は続いて蟷螂かまきりを見上げ、もどかしげに鼻を鳴らす。こういう時の直感が外はずれたことは、過去一度として無い。井い筒づつの奴が戦って何かをしたのか、それとも九く曜ようか、柊ひいらぎには何が起こっているのか。まだ、ここからでは何もわからない。

　そういうのは気に入らない。

「おい嬢ちゃん」

「だから菘すずなだって……って、えっ、なに!?」

　工具片手に振ふり返る菘がひっくり返りそうなほど驚いた。菘のすぐ後ろには、いつの間にか床から生えたようにのっそり立つ剣けん菱びしの姿。蟷螂かまきりをつぶさに観察し、機体状況を確認する。

「……調整は……終わったみてえだな。よし丁ちよう度どいいや、あんがとさん」

「ちょ、丁度いいって何よ？　まだ装備のチェックが色々、」

「そっちは構わねえ、あとで追い付くまでに済ませといてくれ」

「追い付くってあんた同じ車にいるじゃ、」

　とまで言ったところで、菘は目の前のスネ毛が何を言わんとしているのか理解した。

「ばっ、ばっ、ちょっと待ちなさいよあんたばかじゃないの!?　そりゃ機体はあれだけど他にもやることあるしていうか危ないしマトモじゃないわよそれっ！」

　おーおー好き勝手言いなさる、と剣菱は軽く流して菘をさっくり飛び越し、蟷螂に接続してとうとうはっきり言った。

「こっからは自分で走って行く」
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「機械兵を急行させろ！　被ひ弾だん箇所の消火急げ！」

「蟻あり塚づかの損害状況は!?」

「衝しよう撃げきを受け、主脳に強いノイズが走りました！」

　誰もが意図せぬ砲ほう撃げきに艦かん橋きようが騒然となる。

　あの距離、あの状況で、放物線を描く弾だん道どうを計算して的てき確かくに神しん鯨げいに当てた。蜈蚣むかでの最後の抵抗を予想していた者は誰もいない。

　反面、事態はそれほど深しん刻こくと言うべきものでもなかった。移動要よう塞さいの名は伊だ達てではないし、中でも蟻塚を格かく納のうする艦体下部は偏へん執しつ的なほどに装そう甲こうを厚くしている。事実、砲弾は表面の第一から第十六までの特とく殊しゆ装甲を紙のようにぶち抜いて艦体に深々と突き立ってはいるものの、最深部の蟻塚そのものには喰くらい付いていない。

　流石さすがに汗をかいた。つくづく自分も出たかったと思いながら、烏え帽ぼ子しは顎あご鬚ひげを撫なでる。

「四番式の最後っ屁ぺか……。鬼き虫ちゆうの連中はやることがいちいちでかいのう」

　蜈蚣を撃げき破はし帰き還かんする兜カブトから、虎杖いたどりの通信。

『復旧はできるか？』

「問題ありません。システムに深しん刻こくな障害は発生していませんので、五分もあれば完全に復旧できるでしょう。ですが……」

　烏え帽ぼ子しが促うながす、

「ですが、なんぞ」

　初老の乗員が振ふり返り、告つげた。

「八から十六の副脳が混乱しています」

「その割り当ては確か……六番式だったか」

「ええ。六番式へのダメージと今の砲ほう撃げきが重なって、接続に不調を来きたしているようです」

「六番式を今すぐ帰き還かんさせよ。──はてさて、朧おぼろよ！』

　口頭での指示が前半、後半は通信による朧への呼びかけ。朧はすぐに応答した。

『防ぼう衛えい戦か？』

『そうなるの。私も金亀コガネを出しておこう』

『わかった、まだ消しよう耗もうしてるがおれもすぐ出られる』

『それは構わんがあんまり私の出番まで取ってくれるなよ？　こちとら遊びとうてウズウズしておるでなぁ』

　朧のため息、

『……あんたも好きだな』

　にま、と烏帽子は笑う。ただでさえ丸太のような腕が盛り上がり、肩をぐるんと回すと太い風切り音が鳴った。




　蟻ありの子機がわななき、ざわめく。

　六ろく肢しの先を断ち切られたような痛みを訴うつたえる声なき声だった。接続の喪そう失しつ、あるべきものが失われた痛みだ。復旧は程ほどなくして完了する筈はずだが、一分にも満たない断絶は蟋蟀こおろぎに対しても決して小さくない影響を及およぼしていた。
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　びくん。




　蟋蟀の体が、突然大きく硬こう直ちよくした。

　動きに虚きよが生まれ、九く曜ようが予想外の反応にほんの僅わずかにたじろぐ。

　直後に、蟋蟀は莫ばく大だいなエラーを鮮血のように吐はき出した。

『く……!?』

　予期せぬ津つ波なみのようなノイズに至近距離の九曜まで圧おされ、何が起こっているかわからないことも相まって次の行動に迷う。攻こう撃げきの意思はまるで感じられず、感じられないからこそ不ぶ気き味みだった。全ての行動を中断させられた蟋蟀こおろぎは糸の切れた人形のように落下し、文字通り死にかけの虫のように激しく足あ掻がき辛かろうじてビル壁かべを蹴けり砕くだいた。

『六番式ノ副脳ニ異常発生』

『解かい析せきしろ！　何が起こっているかわかるか!?』

『了解／──』

　無力化した後でこの辺あたりの調査を行おうとしていたが、今やるしかない。幸いと言うべきか何らかの深しん刻こくなエラーを発した蟋蟀は蜂はちの電子介入にさしたる抵抗も見せなかった。雑音と意味を持たない信号の海を掻き分け、蜂は彼にとって同どう胞ほうとも言える六番式の虫の内部を調査していく。蟋蟀は無む軌き道どうに壁を蹴り渡り、何かを追うとも何かから逃げるともつかぬ動きで機体を叩たたき付けるように着地した。

　やがて。

『此方コチラ九番式／六番式応答セヨ』

　蜂が真っ先に行ったのは結果報告ではなく、蟋蟀への呼びかけだった。

『繰リ返ス／六番式応答セヨ／本体トノ接続状況確認デキズ』

　最初、その意味を本体の九く曜ようさえ把は握あくし損そこねた。

　本体との接続が確認できないとは、どういう意味か。

　虫のみで遠えん隔かく操作されているならばそれも説明はできるだろう。だが間違いなく今の蟋蟀には庵いおりが搭とう乗じようしている筈はずで、そうである以上本体が虫の主導権を握にぎっていなければおかしい。蜂もまた未知の結果に結論を出しあぐね、蟋蟀の返答を待つ。

『──クハ、』

　庵の声がする。

　蟋蟀の声、でもある。

　庵の口から発せられる涼やかな声と、ノイズを含んだ機械の声が混ざっている。どちらがどちらともつかない、表面上の言葉だけをなぞったように声はこう言った。




『僕ハ、誰にモ、ミツかラなイ』




　──まさか。

　一つの結論が出た頃には、もう蟋蟀は姿を消していた。反はん撃げきも何もせず、ただ闇やみに紛まぎれて一いち目もく散さんに逃亡したのだ。

　ほんの少し遅れて蜉蝣かげろうが飛んでくる。蜉蝣も同じことをしていたようで、柊ひいらぎは言葉を失っている。蜂の解かい析せき結果を閲えつ覧らんし、九曜は呻うめく。

　細かいことが全てわかったわけではない。ただ主脳と副脳の接続状況の解析、及び蟋蟀の動きを戦せん闘とう記録から紐ひも解といてみた結果、混乱の中にある結論がぽっかり浮かび上がった。

『……見たか？』

『うん』

『わかるか？』

『…………うん』

　庵いおりとは違う──という九く曜ようの見立ては間違っていなかった。

　庵と蟋蟀こおろぎの自律稼か動どうにおいて、蟋蟀の副脳の方に完全なる主導権があった。




　庵は、死んでいる。

　死体のまま動いている。

　蟋蟀が、そうさせているのだ。







　　　挿そう話わ ─ 過去／幽かすかなる男と、静かなる女







「庵様」

　鬼き虫ちゆう六番式《蟋蟀》・鉤こう行ぎようの庵は、ゆったりしたまどろみの中でその声を聞いた。

　驚いた弾はずみで、身を預ける木の枝から落ちかけた。まさか今誰かから声をかけられるとは思っていなかったからだ。

　その日庵は待機命令を受け、基地で出しゆつ撃げきを待っていた。長距離を渡る斥せつ候こう任務を終えたばかりで流石さすがに少々疲れており、整備班に蟋蟀を預けて自分は寝ていることにしたのだ。

　のだが、

「…………な、何？」

　見つかってしまった。

　平時の庵は極端に影が薄い。もともと物静かで自己主張をしない性格な上に、死角に身を置いて気配を消すのが癖くせになっていた──後者はさして強く意識しているわけではないが。その隠かくれぶりたるや酷ひどい時にはほとんど誰にも見つけられないほどで、彼に用があって基地中探さがし回った井い筒づつが半日かけてとうとう発見できなかった例もある。

　だが彼がどこにいようと、見つけようと思えば一発で見つけられる相手が一人だけいる。

　僅わずかに見開く庵いおりの琥こ珀はく色の瞳ひとみに、女が一人映っている。

　七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえでである。

「いえ。特に用があるわけでもないのですが、通りがかったものですから」

　ということをけろりと言えるのも楓以外にはいない。青々と茂る梢こずえに紛まぎれてまどろむ庵は、能力云うん々ぬんを抜きにしても完全に景色に溶け込んでいたし、呼吸音も木の葉のそよぎに紛れて消えていた筈はずだ。

「通りがかり……って、それだけで見つけたの？　一体どういう魔ま法ほうを使ったんだか」

「そんな、魔法などでは。ただなんとなくですわ」

「なんとなく、で見つけられるとそれこそ僕の立つ瀬せが無いんだけどな……」

　庵は苦笑した。なにも彼の隠かくれ癖ぐせは本人の性格上の問題だけでなく、庵と《蟋蟀こおろぎ》自身の運用コンセプトと特とつ攻こう術に密接に関係していたからだ。

《知覚疑験シムステイム》を持つ楓は《幻影擬態フアントム》の庵を、それこそ何の媒ばい体たいにも頼らず見つけてしまえるのかもしれない。とは推測してみたものの、本人が「なんとなく」と言うのなら深い理由はなく、そうなのかもしれないとも思う。こう見えて飄ひよう々ひようとした楓には、少なくともそう思わせるほどには掴つかみどころが無い。

「そうだ。井筒様がまた探さがしておられましたよ」

「井筒が？　……何だろう、借りた本まだ返してなかったかな」

　小説である。『夜よ露ろ死し苦く爆ばく走そう記き』という頭のぬくいタイトルで、暴走族が夜の街を成り上がる架か空くうの立志伝だがそれなりに面おも白しろく、たまの機会に街に出る時などに井筒が本屋で買い求めているシリーズだ。万まん字じはこういう娯ご楽らく一いつ辺ぺん倒とうの小説は嫌きらうのでもっぱら二人でだらだら回し読みしている。

「でも良かったです。ここでわたくしが見つけられなければ、井筒様はまた半日ずうっと庵様を探していたかもしれませんもの。本当に、隠れるのがお好きなんですから」

　木から飛び降り、庵は苦笑する。

「よしてくれよ。僕だって別に好きでやってるわけじゃないさ、ただの癖だよ」

「より質たちが悪いですわ」

　返す言葉もない。庵は指先で困ったようにこめかみを掻かいて、楓はにこにこしながらその様子を見守っている──いや、より正確に言えば「見」守っているというわけではない。

　楓は目が見えない。彼女の瞳は閉じられたままでいて、光を捉とらえない。

　人間だった頃からそうだったようで、機械化に際して視覚を戻すことは十分できたが彼女はそれを断ことわったらしい。もはや見えないということの方が馴な染じんでいて、今いま更さら視覚を取り戻しても仕方がないと思ったのだろうか。

　いずれにせよ、彼女を前にすると視覚を失っているというハンデなど無いもののように思えてしまう。五感のうち他の四つ、機械化して得たセンサー、或あるいはそれ以外に備わった第六感のようなものが彼女を導いているのだろう。むしろ、目が見えないだけ形に頼らぬ相手の本当の「姿」を認識できているのかもしれない。

　伏ふせられた瞼まぶたの奥に、楓かえでは何を捉とらえているのか。何もかもが見み透すかされ、自身の本質が丸まる裸はだかにされるような気がして、庵いおりは楓と対面する度たびに少しだけ背せ筋すじが寒くなる。気を取り直すように軽く伸びをして、

「とにかく、ありがとう。このまま寝ちゃうとこだったよ」

「とんでもございません。ですが庵様、お気を付けくださいませ。いつもどこかにお隠かくれになられているんですもの、わたくしはそのうち貴方あなたがどこかへ溶けて消えてしまわないか心配になります」

　気を付けるもなにも。

　妙みような心配をするものだ、と思う。庵はおかしそうに肩を竦すくめ、

「消えたりなんかしないよ。見えなくても、そこにいるから隠れてるって言うんだ。そのままいなくなっちゃったらただの幻まぼろしか何かだよ」

「まあ。──ふふ、仰おつしやる通りですね」
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　自分は幻なんかではない、と庵は思う。

　だがもしかしたら、盲めしいた楓かえでの眼めには実像を結ばぬ一いつ切さいが夢ゆめ幻まぼろしのように思えているのかもしれない。

　楓を相手にしていると調子が狂う。嫌きらっているわけではないが、つい今しがたのように、どこにいても見つけられるというのが狙そ撃げき手しゆとしての本能的に苦にが手てなのかもしれない。或あるいは何もかもを見み透すかしてしまわれそうな感じがするからか。何か胸の内がざわざわするような、頭の裏側を引っ掻かかれるような奇妙な感情が喚かん起きされるのだ。

　別れ際ぎわ、庵の背に向けて楓はこう言った。

「ご安心なさいませ。貴方あなたがどこへお隠かくれになろうと、わたくしがいる限り必ず見つけて差し上げますから」

　庵いおりは肩越しに振ふり返って微笑した。その笑顔は彼女には見えていないが、視覚に頼らぬまでも様々な感情や表情を読み取っているに違いなかった。

「うん。もし僕が誰にも見つけられなくなったら、君に任まかせるよ」

　彼女は何でも見つけてしまう。確かに、やろうと思えばそんなこともできてしまうのかもしれない。

　あの閉じた眼に晒さらされてしまえば、どんな影も暴あばかれてしまうのだろうか。

　見えぬものを見て感じ取れぬものを感じる楓は、光も闇やみも区別なく一いつ緒しよくたに認識しているのかもしれない。ならば僕はそのどちらだろうか──幻に身を隠す狙撃手は、頭の隅すみでそんなことを考えてみる。
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　鬼き虫ちゆう六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵は、人であった頃の名を有あり坂さか清せい次じという。




　彼は死刑囚だった。罪状は、殺人および放火。昭和七十年代半ば、東北地方のある山村で起こった一家皆殺し事件といえば近きん隣りん住民に知らぬ者はいなかったが、その凄せい惨さんな結末に反して途中から報道がふっつり途と絶だえたという異様な点がある。加えて世は折しも開戦前夜、浮き足立った人々は報道されなくなった田舎いなかの殺人のことなどあっさりと忘れていった。

　有坂清次は、歴史の片かた隅すみで消えてなくなる筈はずの命だった。

「お前が有坂清次か」

　執しつ行こうを待つある日、牢ろうの前に二人の男女が立っていた。

　灰色の刑務所内には不似合いすぎる二人だった。特に女の方は薄うす闇やみの中でも色鮮やかな振ふり袖そでに身を包んでおり、見るだけで目がちかちかした。片割れの男が軍服を着ていることから、辛かろうじて軍関係の者達だということが推測できた程度だ。

　──もしかしたら、これが罰ばつなのかもしれない。

　有あり坂さか清せい次じは「特とく赦しや」とやらを受けて牢ろう獄ごくから出る時そう思っていた。死刑とは別の、戦うという罰ばつだ。だとしたら、自分にはお似合いなのかもしれない。




　有坂清次は、猟りよう師しの家に生まれた長男である。家族構成は両親と、年の近い姉が一人。家族仲は良好で、特に姉と清次は村中の誰もが知るほどに仲なか睦むつまじい二人だった。

　歯車が狂ったのは姉が同じ村の男に嫁とついでからで、それが犯行の動機にも繋つながった。

　姉は、夫や義父・義母に酷ひどい虐ぎやく待たいを受けていたのだ。

　結果として彼女は虐待を苦に自殺し、最初に発見したのは夜よ更ふけに用があって姉の家を訪れた清次だった。姉に対する所しよ業ぎようを今度こそやめさせようと話をしに向かったのだという。しかし清次は納な屋やで首を掻かき切って死んでいる彼女を発見して激怒、夫と年老いた義父母を殺害して母おも屋やと納屋に火を放った。

　と、本人はそう証言している。

　事件発生直後、清次はその足で麓ふもとの駐ちゆう在ざい所しよまで下り自首した。現場には確かに本人の証言を裏うら付づける証しよう拠こが残っており、彼は粛しゆく々しゆくと判決を受け入れた。最初から最後まで、何の反論もありはしなかった。

　静かな山村を血に染めた惨さん劇げきは、犯人自身の手によって早々に幕まくを下ろされたことになる。




『でもそれってちょっとおかしいのよねぇ』

　帰りの輸送機に揺ゆられながら、巴ともえは唐とう突とつにそう言った。

　ご丁てい寧ねいに、同乗する竜胆りんどうにしか伝わらぬ電波通信で。

　六番式《蟋蟀こおろぎ》の適合者が見つかったのと事件の発生は、奇くしくもほぼ同時期だった。軍部は至急警けい察さつ機構に手を回し、特赦という形で有坂清次の身み柄がらを引き受けた。それに対し本人から抵抗なり何なりあるかと思われたが、やはり清次は諾だく々だくと従うのみだった。

　一方で巴は裏うらに手を回し、一連の事件を独自に調べてもいた。《蜘く蛛も》を使ってまだ新しい遺い体たいの検分まで行ったのだが、それでわかったことがある。

『ご遺体はみんな焼けちゃってて顔もわからない有あり様さまだったんだけどさ。アタシがよぉっく調べると、お姉さんとダンナさん一家って死んだ時間がズレてるのよね。ビミョーな差なんだけど、お姉さんの方が後に死んでるの。これっておかしくない？』

『……何が言いたい？』

　対する竜胆は腕組みをしたまま巴を一いち瞥べつする。

『ダンナさん一家を殺したのは、清次くんじゃなくてお姉さんだったんじゃないかってこと』

『話が飛ひ躍やくしていないか』

『そーでもないと思うけど。あのね、お姉さんの右手に痣あざがあったのね。何か柄えみたいなのを強く握にぎり締しめたような。で、ガイ者は三人とも寝込みを襲おそわれてたのよ。ダンナさんが最初、次におじーさんでその次がおばーさん』

　確かに寝込みを襲おそって先に夫さえ片付けてしまえば、あとは寝ている老人二人だ。女の手でも不可能ではないかもしれない。それから、と巴ともえは更さらに付け加え、

『文化包丁で滅めつ多た刺ざしだったわ。清せい次じくんは猟りよう師しの長男で刃物の扱あつかいにも慣れてるだろうし、動物の急所なんて大体共通してるから、カレがやったとしたらあんなお粗末な傷になるとは思えない』

『……』

『だからアタシの見立てでは本当の犯人はお姉さんで、それを後から見た清次くんが罪を被かぶるために家に火をつけたんじゃないかってわけ。どう思う？』

　竜胆りんどうは、否定も肯定もしない。

　というより、事件の真相そのものに興味が無かった。清次がそうだと言えばそう、違うと言えば違うということで納得するつもりでいた。何にしても、結論が出てしまった今となっては根掘り葉掘り調べ回るにも遅すぎる。

『……己おれ達は、奴に真実を語らせようというんじゃない。墓ほかに持っていきたい秘密の一つや二つはあるだろう。つまり、人間として死ぬまでな』

『今更掘り返すのも野や暮ぼってこと？　アタシはそこまで達たつ観かんできないなぁ。何か裏うらがあるかもって思うとどうしても気になっちゃって』

『奴がもしその気になれば話すこともあるだろう。だが、そうせずに最後まで口を噤つぐんでいたのなら、つまりそういうことだ』

『……ふーん』

　──構わないよ。僕が死ぬのが、早いか遅いかだけだから。

　連れ出される際、有あり坂さか清次はそう言った。

　自分の命に対する諦あきらめがそうさせるのか、彼の言葉はひどく透とう明めいだった。

　それでも巴は、どうしても噓うそを噓として通すことができなかった。根が理詰めであるからかそれとも一種の完かん璧ぺき主義か、駄目で元々で一度だけ聞いたことがある。

　機械化手術の直前、他の研究員を人払いして二人きりの時間を作った。

「例の事件さ。あれ、ほんとのとこはどうなの？　キミが全部やったの？　自殺したお姉さんを見つけてダンナさん一家をキミが殺したの？」

　薄うす手での手術衣に身を包む清次は、意外そうに目を丸くして巴を見返した。

　この時点で鬼き虫ちゆうなるものの説明は済ませてある。その兵器としての性質、人としての名を捨てること、そして記憶すらも捨ててしまうこと。そのことを最初に聞いた清次は流石さすがに驚いたようだったが、それでも何の抵抗の意思も見せなかった。

　そうしてとんとん拍びよう子しに事が進んだ今になって事件のことを聞くというのも妙みような話で、清次は巴の意図を図りかねているようだった。

　意図もなにも、今いま更さら何がどう覆くつがえっても変わらない状況なのだから彼女自身の興味の故ゆえに決まっていた。強引に理屈をこねるなら、包み隠かくした噓うそが気になるあまり手元が狂うことを危き惧ぐした最終確認と言えなくもない。

　清せい次じは少し黙だまっていたが、やがて観念したように苦笑した。語っても黙っても同じだと思ったのだ。

「──あれは、半分だけ噓をついたんだ」

「半分？」

「義に兄いさん達を殺したのは姉さん。僕が殺したのは、姉さんだけだ」

　──ああ、

　最後の穴が埋まったと、巴ともえは理解する。

「……やっぱりか」

「わかってたのかい」

　事が起こったのは夜遅くだ。話を付けるといったって訪問するにはもう少し常識的な時間にするべきだろう。村中が寝静まった深夜に姉の家を訪ね、たまたま姉の自殺体を見つけて激情に駆かられたという筋すじ書がきにそもそも違和感があった。

　それより何より、巴は姉を絶命させた首元の傷きず痕あとを思い出していた。遺い体たいが焼かれていても尚なおぱっくりと口を開く、大きく鋭えい利りな傷を。

「自分の手で、あんなにすっぱり首なんて斬きれないもの」

　清次はしばらく黙っていた。

「…………姉さんはね、弱い人だった。きっと逃げることも耐えることもできなかったんだと思う。そのくせ優しいからさ、僕らに頼って迷めい惑わくをかけることにさえ躊躇ためらったんだ。そのうち心が追い詰められていって、ついには何にも考えられなくなって、……僕はそれに気付くのが遅かった」

　──怖こわい。怖いわ、清次。私、怖い……。

　事件当日は有あり坂さか家の両親も眠っていて、清次だけ狩しゆ猟りよう具ぐの手入れで起きていた。突然かかってきた電話の向こうで彼女は何度も「怖い」と繰り返していた。

　あの時にはもう、姉は狂気に陥おちいっていたのだと思う。

　全てを終え、血の生ぬるさと右手の重みが正気を取り戻させ、罪の意識と恐怖が姉の心を瞬またたく間に埋め尽つくした。先せん端たんが欠けた血まみれの包ほう丁ちようを何かの呪のろいのように握にぎり締しめたまま、納な屋やの隅すみで縮ちぢこまって震ふるえる姉の姿が脳のう裏りに焼き付いている。

　最初は自首させるつもりだった。自分が証言すればきっと罪も軽くなるだろうと。だが闇やみの中で震ふるえる彼女の姿を見ていると、「その後」のことが哀あわれになった。

　きっと彼女は早そう晩ばん壊こわれてしまうだろう。心の中に生まれてしまった大きすぎる恐怖と罪悪感は、消えることなく彼女を苛さいなみ続けるだろう。それは弱い彼女にとって、死ぬより酷こくな生き地じ獄ごくに他ならない。

　不意にかつての優しく美しかった姉の姿が思い出された。清せい次じは気が付けば姉の握にぎる包ほう丁ちように手を添そえ、寝物語をする時と同じ声色で一つだけ問うた。

　──姉さん。

　どろどろに掻かき曇くもった姉の眼めが、その時だけ弟にはっきり焦しよう点てんを結んだ。

　──ここで楽になりたい？

　これから起こることを察さつして、姉は頷うなずいた。




　機械化手術が始まる。準備を終えて蜘く蛛もとリンクし、巴ともえは独ひとりごちる。

「辛つらい過去を忘れられるって意味じゃ、記憶の消去も良いのかもしれないわね。けど──」

　けど、から先を有あり坂さか清次は聞かなかった。その時にはもう意識を失っていた。

　鬼き虫ちゆうに選ばれた人間には国から多額の報ほう奨しよう金きんが支払われる。庵いおりは、それを全て実家の両親に宛あてて送るよう依頼してあった。

　ごく簡潔な手紙を添えた。自分なら心配要らないということ、これまでの感謝と謝罪、できることならこの報奨金を活用してどこか違う場所で暮らして欲しいこと。自分にできる恩おん返がえしと言ったらそれくらいだった。全てが変わりつつある戦争前夜のこの国で、父母はどのように生きていったのだろうか──過去を失う瞬しゆん間かん、最後までそれがただ一つ気掛かりだった。




　身も心も機械になればいい。

　恐怖も不安も感じない、大きな歯車の一部になってしまえばいい。罪も罰ばつも呑のみ込んで、壊こわれるその瞬しゆん間かんまでただ只ひた管すらに回り続けてしまえばいい。

　そうして男は、過去を捨てた。
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「姉さん──」

　──？

　姉さんとは、何のことだろう。

　今いま際わの際きわで記憶が混こん濁だくしているのだろうか。「鉤こう行ぎようの庵いおり」に姉などいない筈はずなのに、自分で呟つぶやいた言葉の意味に自分で首を傾かしげる。

　時は昭和八十一年の戦争末期、敵軍が放った要よう塞さいの最深部に庵はいた。

　記録に残る、六番式の最さい期ごである。

　要塞内に残った敵は全て無力化したかどこかへ脱出した。自分以外に動くものはおらず、傷付いた蟋蟀こおろぎに背を預けて庵は巨大な動力炉ろを見上げている。こちらも無傷ではなかった。思考がぐるぐる空回りするのを、どこか客観的に見ている自分がいる。起きながら夢を見ているような感覚だった。

　姉さんとは何のことだろうか、戦況はどうなっているだろうか、みんなは無事だろうか、僕はちゃんとやれただろうか、きっと生きて戻れはしないだろうな、竜胆りんどう、後はあなたに任まかせます、九く曜よう、どうか生き残って欲しい、柊ひいらぎ、無理をしすぎないだろうか、楓かえで、

　──楓。

　思考はある一つの出来事に至る。姉さん、仲間、ある日のなんでもない会話、楓と交かわした口約束、案外覚えているものだが、いずれにせよもう果たせそうにはない。

　彼女が僕を見つけるのだろうか。

　僕が彼女を見つけるのだろうか。

　何な故ぜ、彼女のことばかりが気になるのだろうか。




　鬼虫七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえで──本当の名は白しら幡はた霞かすみ。




　初めて会った時からこちらの胸の裏うらを引っ掻かく、穏おだやかで物静かな女。どこにいたって自分を見つける不ふ思し議ぎな人。飄ひよう々ひようとしていて抜け目がなく、妙みような茶ちや目めっ気けを見せることもある。なんでも見み透すかすようでいて、あの人とは違って強い心を持っている。

　──あの人って、誰だっけ──

　今は封ふうじられた有あり坂さか清せい次じの記憶が言っている。

　彼女は、綺き麗れいで優しかった姉にどこか似ていた。

　蟋蟀こおろぎが、至近距離から動力炉ろを撃うち抜く。中ちゆう枢すう全てが炎ほのおに包まれ、庵いおりはその瞬しゆん間かん、間違いなく死亡した。

　この時、蟋蟀の副脳はまだ生きていた。

　本体の完全停止を受けて、それでも蟋蟀は生きようとした。まだ可能性はある。ここを離脱して本隊に合流すれば虫と本体共々生き延びることができる。

　生きねばならない。

　まだ戦える。

　まだ戦わねばならない。

　それは虫の本能だった。本体と共にあり戦場を駆かけた一匹の虫は死した男を抱き、瀕ひん死しの状態で要よう塞さいの外に倒れていた。生存欲求か忠誠心か、或あるいは蟋蟀を突き動かす意思とは兵器としての闘とう争そう本能そのものであったかもしれない。

　虫の本能は熾おき火びのような熱を持ち続け、やがてそれは暴走に変わった。蟋蟀もまた、戦地の廃はい墟きよに溢あふれる暴走兵器の仲間入りをする筈はずだった。だが本能ばかりが先行するのでは戦闘力など知れたものだった。制せい御ぎよする者がいなければ、鬼き虫ちゆうは鬼虫の力を真に発揮できない。

　──これが六番式の成なれの果はてか。

　その蟋蟀こおろぎを回収する部隊があり、蟋蟀の本能を制せい御ぎよして指向性を持たせる者達がいた。

　──好こう都つ合ごうだ。このままシステムに組み込め。

　蟋蟀の触覚を掴つかみ取ったのは、黒くろ塚づか夕せき馬まの手だった。







　　　六 ─ 刻こく限げん







　はっきり言って戦せん闘とう力に大した期待はできない。

　だが、問題なく飛べるようにはなっていた。

「──ふう。わしらにできるのは、これが限界といったところかの」

　安あん東どう老ろうはそう言って大きく伸びをする。尽じん天てんのメカニックと登と坂さかの研究員を総動員し、これ以上ない急ピッチで進められた作業はここに一応の決着を見た。

　行ったことは二つ。

　一つは、蛍ホタルの修理である。これは人々の手に加えて無傷な蜘く蛛もの手を借りてようやく間に合わせたという具合だが、突とつ貫かん工事にしては上々と言えよう。

　蛍の姿は、黒くろ塚づか部ぶ隊たいにいた時とは大きく様さま変がわりしていた。それもその筈はず、回収時点で既すでに失われたパーツの方が多く完全再現など端はなから不可能であり、結果として使える部品を急きゆう遽きよ流用して機能を生き返らせたのだ。

　その使える部品とはつまり、同じく大半が失われた、伍ご番式《蛾が》のものである。

　鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうは、細部こそ違っても基本的な構造は似に通かよっている。かつての鬼虫の研究開発班が生み出したものだからそれも道理で、特に同じ運用コンセプトである蛍ホタルは正統ではないにせよ蛾がの後こう継けい機きと言って差し支つかえない。半なかば無理やりに継つぎ足した感はあるが、両機を合体させた《蛾／蛍》──言い換えれば《蛍改かい》は、問題なく久く留る守すを受け入れた。

　そしてもう一つ。機体のニコイチと並へい行こうして、言うなれば本体のニコイチも行われた。

　それは著いちじるしく失調した巴ともえの電脳と、久留守のそれをリンクさせるという手だった。ざっくばらんに言えば鬼虫の主脳と副脳、あるいは「暫ざん定てい司し令れい」と似たようなもので、久留守が従う側となって巴の主脳の活動を補助するのだ。

　主導権は巴にある。もし久留守が何か妙みような気を起こせば主の権限で久留守を強制停止させられ、場合によっては電脳を殺すことも容易にできる。いわば巴のサポートの為ために久留守がその身を生せい殺さつ与よ奪だつの権利ごと捧ささげるようなもので、さしもの巴も最初は本気で言っているのか疑問だった。これを提案したのは、他ならぬ久留守だった。

　今や二人は、文字通り一いち蓮れん托たく生しようの身にある。

「おしおしイイ感じ。ちゃんと動けそうだわ」

「…………うん」

　並び立つと友達同士の童女のようにしか見えない二人が、それぞれ蜘く蛛もと蛍の前に立った。

　肩を揉もみ首をぐりぐり回しながら、後ろから安あん東どうが声をかける。

「最後にもう一度聞くぞ。行ってどうする？　今のお前さんがたじゃあ鬼虫甲虫入り乱れる鉄てつ火か場ばで活躍できるとは到とう底てい思えん。狙ねらわれたら最後、悪ければ流れ弾だま一発だって洒落しやれにならんと言うてもよい」

「うーん……そう言われれば上う手まく説明できないんだけど。ねえ？」

「うん」

　久留守が頷うなずく。巴はにんまりと不敵に笑んで、

「会いたい子がいて、確かめたいことがあって、ついでに一発殴なぐりたい奴が大勢いるの。そのどれか一つでも達成できたらそれって儲もうけもんじゃない？」

　安東は童女と化した弐に番式をしばらく見つめるが、やがて呆あきれたようにため息をついた。

「ま、言うても詮せん無ないことか。こうと決めれば譲ゆずらんところはどいつも同じじゃのう」

「ふふん。九く曜ようくんの猪ちよ突とつ猛もう進しんに影響されたのかもねぇ？」

　蛍と蜘蛛が並び、地上へ繋つながるゲートが開いていく。

　去り際ぎわ、安東は最後にこう言った。

「子供らをよろしく頼む」

　孫のことだけではあるまい。老人は工具を握にぎり締しめたまま、出発する二人が遥はるか空に点と消えるまで見送った。




　蛍ホタルは今、機体後部に馬鹿でかい追加装備を取り付けられている。

　鬼き虫ちゆう伍ご番式《蛾が》・奔ほん王おうの万まん字じ、本来は彼専用だったそのブツは名を《奔ほん翅し》。

　一ひと言ことで言えば、連結式の大型追加ブースターである。左右に取り付けられた大型のノズルは蛾の翅はねの推すい力りよくを更さらに増ぞう幅ふくする役割を持っており、《火焔操作フロギストン》の火力を傾ければさながらロケットエンジンのように爆ばく発はつ的な加速をもたらす。最高速度は鴻こう翼よくに勝まさるとも劣らず、蛾一機に追加装備一つの軽さを考えれば最終的にはそれをも上回る可能性が大いにある。

　ゆっくり垂直に上昇していく蛍には、蜘く蛛もが取り付いていた。ワイヤーで互いをぐるぐる巻きに縛しばって八本の肢あしでしがみ付く様は蜘蛛が蛍を捕ほ食しよくしているようにも見えるが、こうでもしなければ巴ともえが同行できない以上、多少無理やりでも最低条件だった。

　推力に変へん換かんされた火か炎えんがあまりに巨大すぎて、都市の近くで使うとしたらまず雲の上まで上昇しなければ点火できない。二機はぴったりくっついたまま、登と坂さかを遥はるか下方に見下ろしてぐんぐん高度を上げていく。

『でも意外だったわ、キミがそんなに覚かく悟ごしてたなんて』

　久く留る守すは本来敵側にいる筈はずで、自分の身を捧ささげるような真ま似ねなど敵に塩を送るどころの話ではない。黒くろ塚づか部ぶ隊たいに対する決定的な裏うら切ぎりだとすら言えまいか。そう含ふくみを持たせて言うと、久留守は自分でも上う手まく説明できないと見えて、もごもごとこう返した。

『……あたしは、これまで、ひとつしか見てなかったから』

　一つのこととは、つまり万字の復ふく讐しゆう。

　今は違う、と言っている。自分なりの答えを見つけようと欲しているのは、彼女自身の意思だ。何がどう転ぼうと、今から向かう落地おろちで彼女も何かを見つけるのかもしれない。

『それに、あたしだけじゃどうしてもいけなかった。りがいのいっち』

『うん、それはいいんだけど。でも実際コトが終わってもキミってばアタシと繋つながりっぱなしよ？　アタシに主導権握にぎられたまんまってことになるけどそこんとこ大丈夫？』

『…………へんなことしたら、みんなにいいつけてやる』

　ぐふふ。巴はイヤらしく笑い、久留守はむっつり押し黙だまる。

　上昇を続ける最中、ふと巴はぽつりと、

『──万字くんのこと好き？』

　久留守は即答した。

『だいすき』

『一番好き？　命いのち懸がけで？　何があっても一生変わらないくらい？』

『うん』

『アタシも万字くんのこと超好きなんだけど。それよりも？』

『うん。ぜったいともえよりすき』

　朴ぼく訥とつな返答に一いつ切さいの偽いつわりはない。まあ、いいかな──と巴は思う。本当は万字にも会いたかったのは巴ともえとて同じだが、自分さえ知らないところで久く留る守すのような少女がいたことは一本取られたような気持ちでいる。

　彼女が受け継ぐなら、それはそれで別にいいのかもしれない。少なくとも他にはいない。

　本当は万まん字じに教えようと思っていたことを、久留守に教えることにした。

『あのね、今から言う番号を打ち込んで。今の蛍ホタルには蛾がの副脳も入ってるから通じると思う』

『……？　なに？』

『やればわかるわ。後でいいから、ほらこれ』

　暗号とは、二十四桁けたの番号である。その虫の起動年月日をコンマ以下の秒数に至るまで記録した、いわばその虫が目覚めた瞬しゆん間かんの数字だ。久留守はそれを受け取り最初は訝いぶかしげにしていたが、このタイミングで巴が渡す機き密みつというものにそれなりの深しん刻こくさを察さつしてそれ以上何も追求しようとしなかった。予定高度に到達する。火焔制御フロギストン・改かい発動、炎ほのおを纏まとう大きな翅はねが広がって奔ほん翅しのチャージを始める。

　ふと巴は不吉なことに気付いた。

『あのさ久留守ちゃん』

『なに』

『これアタシも燃えない？』

『……がんばる』

　まことにもってその通りで、実は奔翅を装着した蛾がが僚りよう機きを曳えい航こうすることなど全く想定されていない。ではどうするのかというと、久留守が火の操作を誤って蜘く蛛もまで燃やさぬよう頑がん張ばる以外に安全策さくはないのだった。久留守はあっさり覚かく悟ごを決めて、

『じゃあ、じかんないから』

『あ。あっあっ待ってちょっと待ってせめて心の準備くらい、ほらあの蜘蛛も防ぼう御ぎよ態勢が取りたいっていうか、ね？　ね？　あっちょっ、あっあっああっ飛っらめぇぇええええっこんなのはじめてえええええええええええええええ!!』

　飛んだ。

　爆ばく発はつ的な超加速だった。黒こく煙えんと熱の尾を彗すい星せいのように長く引き、蛍と蜘蛛が北へ向かう。
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　ぴくり、と、閉じた瞼まぶたが僅わずかに動く。

　第二ドックに拘こう束そくされている銀ぎん髪ぱつの男の意識が、ほんの僅かに焦しよう点てんを結んだ。

　艦体に砲ほうの直ちよく撃げきを受けて生じた蟻あり塚づかの僅かなノイズが、竜胆りんどうの制せい御ぎよに約一フェムト秒、つまり千兆分の一秒程度の綻ほころびを生んだ。これはいかな電子機器でも誤差とすら認識されない小さすぎる間で、突然この程度の緩ゆるみが生まれたところで何の対応もできないのが普通だ。たとえ鬼き虫ちゆうでも、最初から身構えてでもいない限りは気付くことすらない。

　壱いち番式・四し天てんの竜胆りんどうという例外を除いては、の話だが。

　加速した。

　知覚と思考が爆ばく発はつ的に拡大・加速する。半なかば本能的に発動した本家本元の《神タ経キ加オ速ン》は自らを雁がん字じ搦がらめにする思念の鎖くさりの千兆分の一を突き、割り込み、拡大し、己おのれの脳に僅わずかな間だけ自我を取り戻す。

　そして最優先で竜胆が行ったことは、暗号通信だった。

　──聞こえるか。

　この場に、鬼虫が放つ電波の声を受け取れるものは複数ある。

　人間の整備士達も複数いるが無む論ろん例外である。一つは警備する機械兵達、一つは同じく待機状態にある甲こう虫ちゆうの量産型。一つはドックの電子設備そのもの。

　そしてもう一つ、甲虫特とつ機きの本体が一人。

　竜胆とは少し離れたところに横たえられた彼の姿は、ごてごてのケーブルに繋つながれた修復槽そうのサイズと比べて哀あわれなほどに小さい。比ひ喩ゆではなく、彼の身体からだそのものがまさかと思うほどに小柄なのだ。まだ声変わりもしていないだろう少年なのだから。

　甲虫式／特機四号丸《天テン道トウ》の日ひ足あしは、全ての機能を休止させられて眠っている。

　厳重に暗号化された指向性の通信は、忘ぼう我がの状態にあった日足の電脳をノックした。応答なし、再送信、応答なし、再送信、応答なし、再送信。長すぎる一秒の中で何度も何度も声を放ち、０・４８秒の時点でレスポンスが返ってきた。

　──　　　　？

　言葉すら形作れぬらしい。相手が誰かもわかっているまい。竜胆は単たん刀とう直ちよく入にゆうに告つげた。

　──こちら壱番式。己おれのところまで来い。
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　蜂はちと蜉蝣かげろうは、蟋蟀こおろぎを追い落地おろち上空を真っ直ぐに飛行している。

『井い筒づつ！　応答しろ、井筒！　──くそ……！』

　いくら呼びかけても返事が来ない。最後に一ひと際きわ大きな砲ほう声せいがしたきり、あるべき蜈蚣むかでの反応が途と絶ぜつしていた。念の為周辺を索さく敵てきしながら砲声の音源と思われる地点へ飛んだが、そこには何も無かった。

　井筒が負けるとは思えない。だが仮に不ふ覚かくを取ったとすれば、その身み柄がらは拘こう束そくされて連れ去られているのかもしれない。

『やっぱり、あのでっかいのに行くしかなさそうだね』

『……らしいな』

　二匹の向かうまさにその先、文字通り山のように横たわる巨大な艦体がある。

　──あそこに、叶かな葉はがいる。

『ねね、九く曜よう』

『何だ』

『叶葉って子のこともうちょっと聞かせてくんない？』

　いきなり何を言い出すのかと思えば。九曜は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、

『……説明した時に大方話していた筈はずだが』

『そういう堅かた苦くるしい奴じゃなくてさ、九曜はその子のことどう思ってるの？　みたいな？』

　つくづく、こんな時に──そう言いたげな九曜の気配を察して柊ひいらぎは弁解するように、

『別にからかおうっていうんじゃなくてさー。だって今くらいしか聞く機会なさそうでしょ？　これから殴なぐり込みに行こうってんだからさ！』

『……作戦が終わった後でもよかろう』

『今聞きたいのっ』

　言った後で、「作戦」という表現が何か状況にひどく不似合いなものに思える。なにしろ細かな計画立案もクソもあったものじゃない非常事態の連続なのだ。

　ともあれ、柊がこうなると言っても聞かないことはよくわかっている。それに次の瞬しゆん間かんに何が起こるかわからないこの状況では、言いたいことや聞かれたことはその場ですっぱり答えておくに越したことはないのかもしれない。

　九曜は少し考え、言葉を吟ぎん味みする。考えてみれば「どう思っているのか」などということ自体、意識したことがなかった。

『……小しよう生せいは持たぬ強さを持っている。だが、小生と似た弱さも持っている』

　一人になるのが怖こわいと。

　置いていかれるのが嫌いやだ、と。尽じん天てんで竜胆りんどうと戦う前に、泣きながら彼女は言った。思えばあれが叶葉の見せた最初で最後の涙で、その涙と共に搾しぼり出された言葉がつまり九曜の本質をも言い当てていたと今では自覚できる。

　全てが終わり、為なすべき使命が失われたとして、どう生きていけばいいのか。

　九曜も叶葉も、終わりの先が見えなかった。何よりも恐れていたのは、全てから取り残される孤独そのものだった。出しゆつ自じも性格も、できることもできないことも何から何まで違いすぎた二人は、そうした要素より最も深いところにある根底の部分で同じだった。

　だから共にいたいと思った。全てを終えたその後の日々を、並んで歩きたいと思ったのだ。

『大切なひとだ。それ以外に言葉が思い付かない』

　理屈でないのだから、言葉にすることも上う手まくいかない。九曜にしては答えに迷い、迷った先でやはりそれしか言えない。

『そか』

　柊ひいらぎは、何な故ぜか満足そうに頷うなずいた。

『大事にしてあげてね、その子のこと。これからも』

　無む論ろんだ──と答えようとしたところで、その物言いが柊らしくないということに気付く。好奇心旺おう盛せいで人ひと懐なつっこい柊のことだから、次の言葉は「私も会いたい」だとかに違いないと思っていたのに、妙みように穏おだやかな物言いは何か奇妙な覚かく悟ごめいたものを感じさせる。

　縁えん起ぎでもない。そんな言い方では、まるで遺ゆい言ごんではないか。




　神しん鯨げいは落地おろちの中心やや西側、海に近い八や洲しま軍基地の辺あたりに接地していた。

　その巨体が「ぐぐ」と揺ゆれるのを遠目にもはっきりと見た。地じ震しんに揺られる小島のようにも見える艦は全体に想像も及およばないエネルギーを漲みなぎらせ、周囲一帯にまで揺れを伝でん播ぱさせた。

　九く曜ようはその艦体下部のある一点に大きな穴を認める。何か途と轍てつもない貫かん通つう力を持つ質量物体が、例えば砲ほう弾だんがまともに食い込み装そう甲こうをぶち抜いて造り出した傷の穴だ。鋼はがね色の巨体にぽつんと穿うがたれた穴は、全体の大きさと比べると針の孔あな程度にしか見えない。だがざっと計算したところ穴の半径は十メートルを優に超え、移動要よう塞さいの装甲の最も厚い部分をぶち抜いた砲ほう撃げきの威い力りよくを何より如によ実じつに物語っている。

　その穴の辺りから楓かえでの声が聞こえてくる。

　何の遠回りをしている時間もない。ゲートを探さがすまでもなく、進入経路はあそこしかない。

『楓がどうなってるのか、この目で見なけりゃわからないけどさ』

　柊がふと呟つぶやく、

『私の凍結結界ゼロなら、止められる筈はず。今の私の出力でならいける。楓も蟻ありも、みんな凍こおらせて眠らせてあげれば……きっと止まると思う』

　九曜は頷うなずいた。恐らく、無数の子機と親機を止める手段はそれ一つしかない。

　しかしながら、敵がやすやすと進入を許すわけがない。

『▼告／敵反応感知／多数、甲コウ虫チユウヲ基幹トシタ迎撃隊ト思ワレル』

　その証しよう拠こに、センサーを「敵」を意味する真っ赤な信号が埋め尽つくした。神鯨が影のようなものを纏まとい、その影の正体が一機一機独立した兵器群であることは注視せずともわかった。それらの全センサーが一つの例外なくこちらを狙ねらっていることも、よくわかった。

　戦闘機動開始。こちらはたった二機、九曜は怯ひるまず短く叫ぶ。

『──来るぞ!!』
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　一いつ瞬しゆんのことだった。日ひ足あしが、竜胆りんどうの槽ヴアツトまで転てん移いした。

　本人としては竜胆のすぐ上の座ざ標ひように飛ぶつもりだったようだが、転移先がずれ、槽の二メートル横に出現して数歩たたらを踏んだ。日ひ足あしは座ざ標ひよう指定の失敗に驚く余裕もなく、もつれ込むように竜胆りんどうの槽ヴアツトに乗り込み、馬乗りになって全力で首を絞しめた。

「く──」

「オマエが！　オマエが……壱いち番式か……ッ!!」

　裂さけんばかりに見開かれた目には、端はしから端まで燃えるような敵意が満ち満ちている。

　言語処理もままならぬようで、声と電波の両方に乗って撒まき散らされた言葉は歪いびつだった。ただでさえ主脳に負ふ荷かがかかりすぎて半なかば崩ほう壊かい状態にあった自我は、修復槽そうにあって休息を得、鬼き虫ちゆうへの敵意へと一気に焦しよう点てんを絞しぼった。

　第二ドックで量産型の整備をしていた者達は一気に色めきたった。竜胆の覚かく醒せいからほんの十秒以下の間に起こった出来事で、人間の理解が追いつかない。目の前で起こっている状況をあるがままに把は握あくした整備士が慌てて叫ぶ。

「四号！　壱番式から離れなさい！」

「──うるさいッ!!」

　声を限りに少年は絶ぜつ叫きようした。

　首にかかる人間離れした力が竜胆に現実感を取り戻させていく。この程度で鬼虫の本体を殺せるわけもなく、それは日ひ足あしも十二分に知っている筈はずだが、今の彼は細かい判断ができない状態にある。近付くものは全員縊くびり殺すと言わんばかりの表情はまさか本気でないとも思えず、人間達は手を止めてそれを見守るかどこかに連絡しているかしかない。

　警備の機械兵達が小しよう銃じゆうを構え、鬼虫と甲虫の二人の本体を取り囲んでいる。今は様子見しているが、危険を察さつ知ちした瞬しゆん間かんにすぐさま発はつ砲ぽうする態勢だ。

　竜胆は周囲のことなど意に介さず、目の前の日足だけを見上げ接触通信。

『……やめておけ。お前はもう戦えん』

『黙だまれよ、そんなのオマエが決めつけんな！』

『己おれをこの槽から解放しろ。あとは自分でやる』

『ふざけろ！　敵にそんなことしてやるわけないだろ!!』

　少年の細腕に更さらに力が籠こもる。

　日足の能力が物体を転てん移いさせるものとは既すでにわかっていた。知覚疑験シムステイムのネットワークに取り込まれていた竜胆は、蟻あり塚づかを介して強制発動させられた彼の特とつ攻こう術を感覚で把は握あくしている。

　そして、極大規模の《空間転移ジヨウント》を実行したが故ゆえに起こったことがある。日足を蝕むしばむ不ふ可か逆ぎやくの変化は、一目見てすぐにわかるほど進行していた。

『何もできまい。事実お前は、自分の力すらろくに制せい御ぎよできていない』

　日足の体は、うっすら透けていた。

　時とき折おり体の輪りん郭かくにぴしりと古い映像のような乱れが走り、実像がぶれる。鬼虫／甲こう虫ちゆうとしては最さい古こ参さんに当たる竜胆も、実際に目まの当たりにしたのは初めてだ。

　その現象は便べん宜ぎ上じよう、臨りん界かい突とつ破ぱと呼ばれている。

　特とく別べつ攻こう撃げき術とは一種の超ちよう常じよう現象を意図的に起こすことであり、通常は主脳・副脳両面で極端に出力が上昇しないようリミッターがかけられている。

　だが何らかの要因でリミッターが外はずれてしまい、自己の生命活動にすら危機を及およぼす出力で特攻術が発動することもある──正確には、無に等しい極ごく小しよう確率のレベルで、あり得る。日ひ足あしの場合は本体の意思すら無視した強制発動がそれに当たり、そうなってしまうと使用者の特攻術が暴走するのだ。

　能力発動の歯止めが利きかず、停止させることができない。ついには己おのれの特攻術自体が自じ滅めつに繋つながる危険もあり、歯止めが利かないという意味では取り返しが付かない現象だ。

　空間転移ジヨウントが暴走した場合、術者には果たして何が起こるのか。

　日足の姿からの推測でしかないが、どことも知れぬ場所へ飛んで、身体からだごと消え去ってしまうのではないか。

『今だけお前を利用する。悪く思うな』

　指先が動く。竜胆りんどうは右腕に意識を集中して感覚を取り戻し、わざと相手に気取られるようにして日足の左目を狙ねらった。

「ぅあっ……!?」

　意識してではなく本能が危険を叫び、反射が力のトリガーを引いた。

　極小規模の転てん移いが実行された。日足の輪りん郭かくのぶれが大きくなり、ほんの一メートル程度真横に飛ぶ。日足は自分が転移したことも自覚できず、わけもわからず床に投げ出される。

　日足が触れていた竜胆もまた極短距離を転移していた。繋いだコードは全て外はずれ、体はもう槽ヴアツトの中には無く、四し肢しの先まで自分の感覚を取り戻している。

　両足で床を踏みしめ身を低くするその瞬しゆん間かんに、竜胆は己の本体状況を確認する。

　全身の稼か働どう効率は、これでようやく四～五割。今一度蜻蛉とんぼと接続でもしなければまず間違いなく本調子に戻れない。こうして自我を取り戻せたのも一時的で、もたもたしていると復旧した蟻ありの力にまた絡からめ取られてしまう。

　だが差し当たり、この場を切り抜けるなら十二分。

「な……っ!!」

「管かん制せい室！　こちら第二ドック！　壱いち番式が、」

　人間達がざわめく。機械兵が攻こう撃げき指示を受け取る。竜胆は、それよりも速い。

「──失しつ敬けい」

　瞬時に、目にも留まらぬ連撃が放たれる。

　身を低くした竜胆は銀色の影となり、案か山か子しのように遅い整備士達の間を駆かけ抜けた。一人につき一打、水すい月げつに放った打撃はあっという間も無く相手の意識を刈かり取っていく。

　最初の一人が膝ひざから崩くずれ落ち、ついでのように破は壊かいされた通信機が取り落とされて床に落ちる。それまでの時間で、集まっていた二十名強の整備士達が一人残らずその場に昏こん倒とうした。

　次は機械兵だ。身を起こして竜胆りんどうは構え直す。

「時間が無い。悪いがすぐに終わらせるぞ」

　そこから先は、勝負にもならなかった。

　水みず鉄かねはおろか何の武器も持たぬ竜胆は、体術のみで武装した機械兵を圧倒した。やることには小こ細ざい工く一つ必要なく、一機につき一発で行動不能にさせるのみ。竜胆と機械兵とでは互いの居る時間がそもそも違い、既すでに発動していた神タ経キ加オ速ンの知覚能力を前にしては丸まる腰ごしの整備士も銃じゆうを持つ兵士も些さ細さいな違いでしかない。竜胆一人と機械兵多数、数において優劣があっても戦せん闘とう単位としての「格」が違い過ぎるのではまともな闘争など演じられる筈はずもない。一機一機を跳とび渡る疾しつ風ぷうのような影は戦闘開始から終了までの数秒間一片の淀よどみも知らず、中には最後まで相手の髪先すら見られぬまま停止した機械兵もいたかもしれない。

　最後の一体の停止を確認した時にはもう、竜胆はこの場に対する興味を全て失くしている。

　蜻蛉とんぼはここには無いようだった。どうやらドックは複数あると見えて、そのうちのどれかだろうと判断し歩き出す。

「待、て……っ！」

　足を止める。

　振ふり返ると、日ひ足あしがこちらを睨にらんでいた。

　這はうようにして床を進み、倒れた機械兵の一体に取りすがって小銃を掴つかみ取っている。狙ねらう銃口が震ふるえているのは恐怖ではなく、肉体すらまともに制せい御ぎよできなくなっているからだ。竜胆は構えすら取らず、

「やめておけと言った筈だ」

「うるさいって言ってるだろ！　戦えよ！　ボクはオマエの敵だ！　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの、隊長の部下の、四号丸の日足だ!!」

　碧あおい目がすっと細まる。怜れい悧りな視線は少年の裏うら側がわまでも見み透すかすようだった。

「──盲もう信しんか。哀あわれだな」

「違う!!」

　対して叫ぶ日足の声には、確かな熱があった。薄く透けた手が小銃を強く握にぎり締しめているのは、そうしていないとすぐにも消えてしまうからに見えた。一つ一つ搾しぼり出される言葉は自分に言い聞かせているようでもあったが、それ以上に強い確信があった。

「ボクは、騙だまされたんじゃ、ない」

「……」

「納得したんだ。それがいいって思った。隊長と一いつ緒しよにここまで来たのは、自分がそうしたかったからだ!!　ボクは、戦う。戦うってあの時決めた……!!」

「そうか」

　煽せん動どうされ、力に溺おぼれ、盲もう目もく的に虎杖いたどりに付き従っているだけかと思っていた。だが、どうやら違うらしい。

　竜胆りんどうは身を翻ひるがえし、日ひ足あしが反応もできない速さで接近した。

　破は砕さい音。

　日足は床にぺったり座り込んだまま、呆ぼう然ぜんとした表情。くの字に叩たたき折られた小しよう銃じゆうが吹き飛び、遥はるか後ろで天てん井じようにぶつかって機材の上に落ちた。

　それ以上、どうともしなかった。

「まだ戦う気ならば追ってこい。覚かく悟ごを決めてもう一度己おれの前に立て。その時は敵と見み做なし、今度こそ完全にお前を殺す」

　蔑さげすむでも説とき伏ふせるでもなく、竜胆はただそれだけ言い放って日足に背を向け、消えたと思うほどの速度で通路の奥へ消える。

　まだ本調子ではないし、そう長くは意識が持つまい。走りながら竜胆は頭の中で冷静に優先順位を付ける。白い軍服のポケットに手を突っ込んで髪かみ紐ひもを取り出し、長い銀ぎん髪ぱつを頭の後ろでまとめ直した。

　まずは水みず鉄かね。それから、蜻蛉とんぼだ。




　沸ふつ騰とうした頭でも、何が起こったのかはよくわかった。

　見み逃のがされたのだ。つまりは、命拾いしたのだ。

　日足は最初から最後まで何もできぬまま、あの男の手の内にいた。

「……ちくしょう」

　あの男の態度が、手も足も出ない無力がどうしようもなく腹立たしい。それ以上に許せないのは、この時「助かった」と一かけらでも思った自分の意い気く地じの無さだ。

「ちくしょう……、ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう……ッ!!」

　──この子は使えんだろう。

　いつ誰が言ったのかも覚えていないが、その言葉だけはよく覚えている。

　もう遥はるか遠い昔だということはわかる。人間の頃の話だ。何が使えないだ、自分に何ができるかなど大人おとなどもに頼らず自分で決めてやる、そう思ったことも覚えている。日足の心は年齢相応に幼く、あの時もやはりそうで、しかし前しか目に映らなかったのは他に何の道も知らなかったからでもある。

　──ならば君は、君自身に何の有用性があると言うつもりだ？

　その問いは、いつ誰が放ったものかしっかり覚えている。黒くろ塚づか夕せき馬まと出会ったあの日、闇やみの中で闇より黒い彼は道みち端ばたの石ころを見るのと同じ目で日足を見ていた。

　いや、違う。あの頃の自分は日足ではなく、苅かり場ば照しよう太たという名前だった。

　遠い昔のただの人間の、使えない子供だ。今は違う。違う筈はずだ。

　床を這はい、落ちている別の小しよう銃じゆうを拾い上げる。今の体で撃うてる自信があるかというと正直なところ全く無いが、それでも離さない。銃把はを突き、杖つえのようにしてよろぼい歩く。

　神しん鯨げいが揺ゆれている。外で誰かが戦っているのだ。
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　電でん磁じと閃せん光こうと氷ひよう霧むが、戦せん域いきに巨大な万まん華げ鏡きようを造り出した。

　光エ子ー制テ御ルによる無数の残像を氷の鏡が更さらに何重にも写し取り、幾いく筋すじもの光と共に散らばって敵を幻げん惑わくする。

　これは攻こう撃げきではなく攪かく乱らんだ。蜂はちと蜉蝣かげろうは進路を変えない。

『雑ざ魚こには構うな！　侵しん入にゆう経路まで強行突とつ破ぱする!!』

『りょぉっかいっとぉ!!』

　目指すは一つ、蜈蚣むかでが開いた神鯨の穴だ。あそこに突入して直接内部を叩たたく。神鯨はまだ地上にある。あるだけで一帯の全てを踏み潰つぶして憚はばからない巨大さに改めて呆あきれる思いだった。

　簡単に振ふり切れるほど甘い甲こう虫ちゆうではない。残像と鏡像と光の乱反射を切り抜けた飛行型甲虫・郭カツ公コウが五機、二人を射しや程ていに収おさめる。鋭い顎あごがぎろりと光り、背部にマウントされた火器が一いつ斉せいにこちらを向く。

『磁じ気き反応……？　電磁加速エレキテルか！』

　恐らくは蜂の電でん磁じ投とう射しや砲ほうを参考にしたものだろう、郭公が装備している連発式機関砲には電磁加速機構が流用されていた。大出力のバッテリーパックを介して銃身を電流が覆おおい、炸さく薬やくを上回る初速で機関砲弾が射出される。

『うわぁっ、たたた！』

　小さい蜉蝣が氷の結晶を撒まき散らしながらスピンする。蜂がそれを庇かばい、返す刃で針しん弾だんを撃うち込んだ。二機撃げき墜ついしたが三機はまだ追いすがる、そいつらに続いて斑はん猫みよう六機と天牛かみきり八機が疾しつ走そうして、あちらこちらから数え上げるのも馬鹿馬鹿しいほどの浮遊機銃が銃口を向ける。

『──九く曜よう！　空間指定した！　そこから離れて！』

　不意に柊ひいらぎの叫びが飛んだ。九曜は反撃を中断して翅はねを返し、柊が射しや程ていに収めた直径八十メートル程度の球状の空間から外はずれる。

　その内部にいた敵が、みな凍こおり付いた。

　機体を丸ごと凍らせる必要は無い。内部機関、特に飛行能力を支える部位さえ機能不全に陥おとしいれてしまえばこちらのものだった。追いすがる敵は一機一機と下降していき、その隙すきを突いて蜂の光線が頭部をまとめてぶち抜いた。

　集中は途と切ぎれない。敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかで九曜と柊は進軍を続ける。

　こちらの数はたったの二機。たったの二機だが、双そう方ほうとも一いつ騎き当とう千せんの《鬼き虫ちゆう》である。更に九く曜ようは戦士として大きく成長しており、柊ひいらぎの凍結結界ゼロの力も跳はね上がっている。彼らは今や黒くろ塚づか部ぶ隊たいが持つ過去のデータを遥はるかに上回り、こうして戦い続けるその間にも成長と進化を繰り返していた。

　蜂はちと蜉蝣かげろうは追おつ手てを振ふり切り、射しや程てい内に入った敵を叩たたき落とし、目標の穴へ肉にく薄はくする。

　だがその時、無限に続く壁かべと見み紛まがう神しん鯨げいの艦体表面に一部波は紋もんが生じた。

『あれは──、』

　身構える間もなく、あらゆる出しゆつ撃げき経路を無視した何かが、砲ほう弾だんのように飛び出した。

　大きい。最大の鬼き虫ちゆうこと蜈蚣むかでにも匹ひつ敵てきするそいつが逆光を背負い、空中で独こ楽まのように回転する。長大な何かが遠心力をたっぷり乗せ、ぞっとする速度で空を切り裂さいた。

　──腕!?

『吩ふんッ!!』

　半円に振ふるわれた屈くつ強きようきわまる前まえ肢あしが、軌き道どう上に存在する氷の鏡をまとめて叩たたき割った。

　蜂と蜉蝣は弾はじかれたように散開し、穴の前に張り付く甲こう虫ちゆうを睨にらむ。

『島しま田だ宗そう吾ご……いや、烏え帽ぼ子しか!!』

　甲虫式／特とつ機き二号丸《金亀コガネ》の烏帽子。叶かな葉はと鴇とき子こを拉ら致ちした張本人であり、巴ともえを瀕ひん死しに追い込んだ凶きよう手しゆでもある。「黒塚派」とも言うべき中央管理局の裏切り者を束たばね潜せん伏ぷくしていた古こ老ろうは、全ての束そく縛ばくから解き放たれたように晴れがましく大笑した。

『はァ────っはっはっはっはぁ!!　違う！　やはり鉄てつ火か場ばは違うのう!!　なぁるほどこの穴から入ろうと思っておったわけか、ならば丁ちよう度ど良いわ。ここを通りたくば私の屍しかばねを越えてゆくがよい、なぁんてな!!』

　九曜は相手の言うことに一いつ切さい耳を貸さず、一方的に叫んで問う。

『貴様、叶葉と鴇子をどうした!?　二人は今どこにいる!?』

『なぁんじゃい細かいこと気にしよって、せっかく遊ぼうちゅう時に神経質な奴よ』

『答えよ!!』

『ほほ。ならこうしようではないか──君らが勝てば、褒ほう美びに教えてやるわい!!』

　──戯たわ言ごとを!!

　戦いを「遊び」と嘯うそぶく老人の笑いに怒りを覚える。どうやら、本当にここで相手を下さねば先に進めないようだ。

　頭の中の冷静な部分が高速で金亀を分析していく。機体は巨大だが重火器の類たぐいは見受けられない。腕の巨大さを見るに格かく闘とう型か──と思いかけたところで、金亀が右腕を引き絞り、遠距離から打撃を放った。

『ほぉれぇッ!!』

『なっ!?』

　轟ごう、として大気に穴を開け、鉤かぎ状の鉄てつ拳けんが信じがたい拳けん速そくで伸び来きたる。

　肉にく薄はくする腕部はそれだけで蜂はちの胴体よりも大きく、蜉蝣かげろうに至っては呑のみ込まれそうなほどのサイズ差がある。「殴なぐる」というより「轢ひく」と言った方が通じる打だ撃げきは下へ手たな砲ほう撃げきより正確にして速く、上昇するのがもう少し遅ければ後方遥はるかに殴り飛ばされていただろう。

　──鉄拳射出装置ロケツトパンチ？　いや。

　反射的に菊きく丸まるの攻撃が脳のう裏りを過よぎったがそうではない。奴の多関節の腕は飛ぶのではなく伸びるという手段で、砲撃の間合いにまで打撃を及およぼしているのだ。柊ひいらぎが慌あわてて、

『九く曜よう！　あのヘンなおじいちゃん何!?　知り合い!?』

『説明は後だ！　とにかく振ふり切らねば……!!』

『どぉしたぁッ!!』

　烏え帽ぼ子しは心しん底そこから楽しそうに吼ほえ、伸びきった腕を思い切りぶん回した。

　巨木の幹じみた太さの腕が唸うなり、氷の鏡を粉こな微み塵じんに砕くだいていく。遅れて追いすがる敵量産型の反応を背後に感じる。柊は即応し、蜉蝣の翅はねを大きく広げた。

『──凍こおらせるよっ！』

　空間指定。蜉蝣のセンサーが金亀コガネを指し、相手の周辺を冷気で閉じ込めようとする。

　だが、

『っと、その手には乗らんわい!!』

　どぷん、と金亀が地面に「潜せん行こう」した。

　金亀の特とつ攻こう術、《物体透過フレア》。場所を選ばぬ巨体が地中を泳ぎ、蜉蝣の及ぼす冷気の空間から逃のがれる。金亀の立っていた地面が一気に氷結するも、地に潜もぐる金亀には届かない。九曜は歯は噛がみした──蜉蝣は、金亀とは相性が悪い。

『ええっ!?　なにそれずるい！』

　不満いっぱいに叫ぶ柊が直後に危険を直感し、回転しながら宙を舞った。

　地表から、二本の腕だけが飛び出して蜂と蜉蝣を狙ねらう。

　狙いが読めないのは、烏帽子が最初から照しよう準じゆんになど頼っていないからだ。出で鱈たら目めに見えて的てき確かくに、射撃ではなくあくまで照準を用いない打撃として殴り付けてくる。間合いの異常な広さこそあれ、やはり奴はれっきとした格かく闘とう型だ。

　振り切れるだろうか。いや、たとえこの場を切り抜けて神しん鯨げいに突入しても金亀は追ってくるだろう。艦体を透とう過かし内部構造を無視して迫る以上、強引に中に入るのはかえって危険だ。

『最優先で金亀を撃げき破はする！　光こう子し集しゆう束そく!!』

『了解／光子斬ザン撃ゲキ軌キ道ドウ計算／──』

　可か動どう肢しに光を束たばね始めた蜂が、突然別種の危険信号を放った。

『▼警ケイ告コク／上方ニ敵反応感知／高速接近』

『!?』

　黒こく牙がが音より速く飛び、戦闘空くう域いきに突入して雷らい撃げきを放った。

《電磁制御エレキテル・深しん》が赫かく々かくと輝く稲いな妻づまを落とし、太い亀き裂れつのような光を刻きざむ。知覚にノイズが走った。蜂はちと蜉蝣かげろうが咄とつ嗟さに回避行動を取り、九く曜ようは火を噴ふくような赤い複眼を通して空を睨にらむ。

　高速飛ひ翔しよう形態に変形した鍬クワ形ガタが、遥はるか上空から急速降下してくる。

『上は貰もらった』

　ずん。

　小さな機影の黒を目もく視しした瞬しゆん間かんだった。蜉蝣が突然浮力を失い、自由落下とは思えぬ勢いで地面に叩たたき付けられた。

『ッつ……!?』

『柊!!』

　見ればその通り、鍬形は蜉蝣から仰ぎよう角かく九十度の真上を取っていた。重力制御グラビトン。直接真下に叩き込んだ加重は鍬形と蜉蝣を力で結び、反はん重じゆう翅しの飛行能力すら捻ねじ伏ふせた。

　まずい。特とつ攻こう術が増強されているとはいえ元より傷付いた蜉蝣そのものが万全ではない。

　九曜は最優先で急降下し、蜉蝣を庇かばう。鍬形を追い払えるか。高速で推すい移いする戦局を複眼の全てで認識し、無視できなくなりつつある消しよう耗もうを押して《疑似神経加速タキオン・エミユレート》の発動を決断する。

『九曜！　駄目!!』

　柊の叫びが、激げき甚じんな地表の揺ゆれにかき消された。

　蜂が蜉蝣を庇うことも読み尽つくして、朧おぼろは小さく呟つぶやいた。

『じいさん』

『応！　──捕つかまえたァッ!!』

　二機の真下に潜せん行こうした金亀コガネが、蜂と蜉蝣を丸ごと抱き込むように両腕を伸ばしていた。

　地中の金亀に空中の鍬形、挟はさみ撃うちされた不ふ覚かくに気付いた時は既すでに遅く、後方から津つ波なみのように襲おそい来る敵反応もいよいよこちらを射程に収め始める。

　その時、九曜は焼け付くような思考の隅すみで何かに気付いた。

　追ってくる敵反応が、後ご詰づめの方から次々と消失している。

　加速しかけた知覚で中ちゆう途と半はん端ぱに引き延ばされた頭が無意識に分ぶん析せきを始める。反応は一つ、地上を疾しつ走そうしてくる。行き掛けの駄だ賃ちんに追い越した端はしから敵を斬きり捨てている。柊ひいらぎも朧も烏え帽ぼ子しもそちらに気付いた。鬼き虫ちゆう二人と特とつ機き二人の秒間の攻防の間かん隙げきを突き、後方遥はるかから尋じん常じようではない速度で追いすがる何かがあった。

　そして四人は、高速回転しながら飛来する長大な刃を見た。

『むぅっ!!』

　驚きよう愕がくと思いがけぬ楽しみを半々に乗せた烏帽子の呻うめき。あらゆるものを両断する刃は、それぞれ金亀の腕と上空の鍬形を狙ねらっていた。金亀は早戻しのように腕を引っ込め、刃と装そう甲こうが掠かすめた火花を残して地中に戻る。鍬形も斜め上方に舞い上がり、重力装甲で弾はじき飛ばした。

　直後。神しん速そくで駆かけ抜ける機影が、疾しつ走そうの勢いもそのまま四し肢しを地表に食い込ませ──




『──《超振動ジエツト》ッ!!』




　同時に、蟷螂かまきりを中心とした半径一〇〇メートル以上の地面が半球状に陥かん没ぼつした。

　重力の檻おりから放たれた蜉蝣かげろうが飛ぶ。反はん重じゆう翅しが機能を取り戻したというよりは、地面にぶち込んだ振しん動どう波はの衝しよう撃げきを受けて浮かび上がったという方が正しいかもしれない。

　だが地中を泳ぐ金亀コガネを炙あぶり出すには足りない。参さん番式・夜や叉しやの剣けん菱びしは舌打ちを一つ、

『ち、まだ浅かったか』

『あーっ！　あーっ！　剣菱ーっ!!』

『おーなんだ柊ひいらぎじゃねえか、久しぶりだなおい。元気してたか？』

　いつものゆるい調子で蜉蝣を見上げ、剣菱は即座に蟷螂の背部装そう甲こうを開いた。昆こん虫ちゆうで言えば翅はねがある筈はずの部位にはぞろりと連なる替えの刃があり、左右から一ひと振ふりずつ取り出して両りよう前まえ肢あしに双そう刃じんを取り戻す。

『剣菱！　もう着いたのか!?』

『途中までは輸送車に乗ってたんだがな、自分で走ってきた。しばらく待てば増援が来る筈だが──いや話は後だなこりゃ』

　クレーターの中腹から飛び魚うおのような放物線軌き道どうで巨大な腕が突き込まれる。蜂はちと蜉蝣は一気に上昇して間合いを外はずし、蟷螂が刃を縦たてに構えて打撃を受け流す。中型の鬼き虫ちゆうである蟷螂にとっても金亀とのサイズ差は歴れき然ぜんとしており、衝撃を殺し切れぬ刃に亀き裂れつが浮いた。

　真上で鍬クワ形ガタが大きく旋せん回かいする。かなりの高度でも奴が纏まとう黒は濃く、今にも瞬しゆん時じに降下してきそうな力の漲みなぎりを感じた。剣菱は双方を平等に警けい戒かいしながら告つげた。

『とっとと行ってこい、ここは俺が引き受ける。元々こういうのは俺の役目ってもんだ』

『だが……！』

　それでもなお、相手は強い。鍬形と金亀の二機に加えてまだ生き残る量産型を前にしては、いくら剣菱であっても孤軍では厳しい筈だ。

　それでも、剣菱はなお不敵に笑った。

『何の心配してんだよ九く曜よう。俺が死ぬわけねえだろ』

　細身の機体に芯しんから漲る戦意は壮そう絶ぜつの一ひと言ことに尽つき、放たれた言葉も過か剰じような自信というだけでは説明の付かない凄すご味みがある。二十年前の戦争で、或あるいは昭和一〇一年の数カ月の戦いでもそうは見られなかった参番式の本気の本気が目の前にあった。

　触れれば斬きれそうな鋭い戦意を目まの当たりにし、九曜はすぐに決断した。

『行こう、柊』

　対する柊も一時の逡しゆん巡じゆんも見せない。すぐ目の前にある、ひどく懐なつかしく剣けん呑のん極まりないものを目に焼き付けるように見つめ、後ろ向きに全速で離脱した。

『うん、急がなきゃ。──剣けん菱びし！』

『おう』

『会えてうれしかったよー！　元気そうでなによりですっ！』

『お前もな、──っとほれさっさと行け、邪じや魔まだ邪魔！』

　ほんの束つかの間の再会と、僅わずかな会話だった。言葉を切る間も待たず戦局が更さらに進行する。鍬クワ形ガタが一直線に降下を始め、金亀コガネが鯨くじらのように地表へ躍おどり上がって剛ごう腕わんを振ふるい、蟷螂かまきりが踏み込んで量産型が攻せめ込む。

　その様さまを背に、蜂と蜉蝣は進入経路に飛び込んだ。金と白の光の軌き道どうが残り、虫達は巨体の闇やみへと消えていく。
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　ステルスして物もの陰かげに身を潜ひそめ、神しん鯨げいの通路を進んでいく。

　可能な限り静かに事を済ませたが、第二ドックで起こった騒ぎが艦かん橋きように伝わるまであといくらもないだろう。神鯨は戦せん闘とう態勢に入っており、内部の警けい備びも厳重だ。見回りの機械兵と正面からぶつかっても負けることはまずないが、騒ぎを起こさないならそれに越したことはない。

　陰かげから陰へ。捕ほ捉そくされる前に間合いに入った機械兵を引きずり込んで無力化し、竜胆りんどうは別のドックを目指す。こん、と壁かべを叩たたいた音の反響を追つい跡せきして通路の大まかな構造を把は握あくし支道から幹道へ出て見取り図を探さがす。

　ふと。

　支道の分かれ道で、機械兵が誰かを連行しているのを見た。

　さして注意を払うほどの危険度も無いと見えて、二体の機械兵は小しよう銃じゆうを肩から提さげたまま拳けん銃じゆうにも手をかけていない。それもその筈はず、引き連れる少女は何の力も持たないただの人間で、何をどうしようと腕の一振りで無力化できる対象でしかない。

　彼女は。

　その姿を視し認にんするや否や、竜胆は陰から飛び出して機械兵を間合いに納めていた。

　反撃はおろか反応も許さない。センサーの端はしに何かが引っかかったと認識した時には二体の機械兵は天てん井じよう近くまで吹き飛び、頭から床に落ちて機能停止していた。

　少女は間抜けな声を出した。

「────、あ、」

「ご無ぶ沙さ汰たしています」

　なんて顔をしているのだろう、と竜胆はまず思った。

　叶かな葉はは状況を理解できないまま、降って湧わいたように現れた蜻蛉とんぼの男に唖あ然ぜんとしている。

　その表情が、いかにも妙みようだ。

「と──蜻蛉とんぼさま」

「然しかり、壱いち番式であります。何な故ぜ一人でこんなところに？」

　何を言われたかもわからないような顔で叶かな葉はは呆ほうけている。もしかしたら幽ゆう霊れいか夢ゆめ幻まぼろしの類たぐいでも見た気でいるのかもしれないが、今の態度がまさか「蜻蛉様を見て驚いた」というだけではないだろうことも竜胆りんどうは察さつしている。

　今の叶葉には、気力がまるでないのだ。

　抵抗どころか全て諦あきらめているようで、魂たましいが抜けてしまったようにさえ見える。

「──如何いかがされました？」

　解げせない。彼女はこんな顔をする少女ではなかった筈はずだが。

　叶葉は改めて竜胆と対面して人ひと心ごこ地ちつき、自分に起こったことをようやく実感するに至ったのか、にわかに震ふるえ出した。

　竜胆は足を止め、自みずからの稼か動どう状況と周囲の反応を確認した上で叶葉と向き合った。九く曜ようとの関係性を考えれば叶葉がここにいること自体が緊急事態であり、本人にも異常ありとなれば捨て置けない。どうも良くないことが起こっているようだ。

　叶葉は頭の中で必死に言葉を選んでいた。それでもどうしても上う手まくいかず、結局は何も選別されていない生の疑問をそのまま口にした。

「……鬼き虫ちゆうは、人間だったんですよね」

　唐とう突とつな問いにも竜胆は驚かず、

「そうです」

　一部の関係者しか知らない機き密みつだが、彼女がその答えに到達するのはいずれあるべきことだっただろう。夏の尽じん天てんから今ここに至る軌き跡せきを詳くわしくは知らないが、状況から考えるに叶葉自身も鬼虫に深く関わり続けた日々であっただろうから。

「昔のこと、みんな忘れちゃうんですか？」

「鬼虫はそうなります。甲こう虫ちゆうはその限りではないようですが」

　淡々と返す竜胆に叶葉は俯うつむき、両手で自分の服の裾すそを強く握にぎり締しめた。一いち言ごん一いつ句く、血の塊かたまりを吐はくかのように、静かに重く搾しぼり出す。

「──甲虫の、五番目の人と、会ったんです。あたしの知ってる人でした」

　そうして叶葉は「伍ご長ちよう」のことを語った。説明というよりは単語の羅ら列れつにも等しいごくごく短い独白だったが、竜胆は言葉の端はし々ばしから事態を正確に把は握あくした。

　伍長は女中のことを覚えておらず、また覚えていたとして一いつ顧こだにしないであろうこと。

　叶葉にとっては、過去をまるごと否定されたようなものだ。

　なるほど──と竜胆は思った。尽じん天てんで直接対面した時はそんなことはおくびにも出さなかったが、彼女はある意味で極端に不器用なのだ。他人の為ためならいくらでも力を注げるくせに、こと自分のこととなるとそうはいかなくなる。周りが見えなくなって、どうしていいのかわからなくなって、その場に立ち竦すくむのだ。

　同じような不器用さを持つ少年を知っている。

　だが、その少年を救った者こそこの少女ではなかったか。

「言葉一つで折れるほど弱い意思だったのですか」

　竜胆りんどうは一歩の間合いから、頭一つ以上も小さい叶かな葉はを見下ろす。名にし負う最強の鬼き虫ちゆう、その中においても群を抜く壱いち番式と正対するのは小娘一人には荷が勝ちすぎるかといえば、決してそうではない。夏の尽じん天てんで竜胆に立ちはだかり、鋭利な水みず鉄かねの刃を掴つかみ取って睨にらみ付けたのは他ならぬこの目だ。彼女の掌てのひらには、あの時の傷きず痕あとがまだ残っているかもしれない。

　四し天てんの竜胆は、強くあろうとする人の意思を何よりも敬愛している。そうした姿勢は一度もぶれることはなく、それ故ゆえに戦せん闘とう能力の有無に関わらず叶葉の強さを信頼している。

「諦あきらめるなとは言いません。然しかれども御自身がまだ納得していないのであれば、会うべき相手も語るべき言葉もある筈はずです。少なくとも──我が身を参考に述べるならば、虫となった人間の記憶は跡あと形かたもなく消えたわけではない。それを踏まえた上で、かの男の真意を引き出す権利と可能性を貴女あなたは依い然ぜん持っている」

「それでも！　……それでも本当に、本当の本当に、どうしてもだめだったら、その時は……どうしたら、いいんですか」

　竜胆は、注意してよく見なければわからない程度に小さく笑んだ。鬼虫の戦友には決して見せぬ表情である。

「何のことはない、愚ぐ痴ちを聞かせる相手なら既すでにいる筈です」

　そして、そいつは今に叶葉を迎えに来る筈だ。誰かなどは説明するまでもない。何よりもまず、叶葉は彼のことを思い出さねばならない筈だ。

　はっとして目を見開く叶葉の大きな瞳ひとみを見返し、その奥底にまだ光が残っていることを確認して竜胆はこう締しめ括くくった。

「案ずることはありません。貴女は、鬼虫の壱番式を前に一歩も退ひかぬ程ほどには強い。保証します。──それでは、自分は蜻蛉とんぼを探さがしに行きます。黒くろ塚づか夕せき馬まを止めねばならない」

　踵きびすを返す。支道の分かれ目にこのエリアの見取り図があることは既に確認済みだ。少々の距離はあるが、ここから最寄りの第一ドックへは急げばそう時間もかからない。ふと思い立ち、立ち竦む叶葉を振り返って最後に忠告した。

「自分はこれから戦いに行きます。危険故ゆえ、この先は同行できません。貴女はそのまま自分が良いと定めた方へ進めばよろしい。……ただ個人的な見解ですが、最優先にすべきは身の安全かと。貴女は、既に孤独ではない」

「──あ……」

　叶葉は夢から醒さめたような顔をした。とっくにその筈なのに、本人が忘れてしまっては世話も無いことだ。今は外で戦っているかつての馬鹿弟子といい、肝かん心じん要かなめの自分の足元を見忘れるのだからつくづく似た者同士だと言えよう。

　竜胆りんどうは黙って歩を進める。その背に叶かな葉はの声がかかった。

「あの！　蜻蛉とんぼ様は、覚えているんですか？　その……あなた自身のことを」

　足を止めて背中で答える。

「所どころはおぼろげですが。しかし、連中のお蔭かげでかなり深くまで思い出さされました」

「じゃあ、黒くろ塚づか夕せき馬まは、あなたと関係ある人なんですか……？」

　肩越しに振り返り、はにかむように少しだけ口元を緩ゆるめ、答えた。

「恥ずかしながら、自分の兄です」




　兄に会いに行く、と言うだけならそう大したこととも思えないが、状況が状況だ。

　目にした敵を片かた端はしから無力化するのは、後にそこを歩くかもしれない叶葉の露つゆ払はらいの目的もある。いくらなんでも第一ドックに着く頃には自分が目覚めたことも知られていそうなものだが、目的地に踏み込んだ時に竜胆は違和感を覚えた。

　──誰もいない？

　第一ドック内は不ふ可か解かいなほどに静かで、何の反応もありはしなかった。

　特とつ機きの機影はどこにも見られない。とはいえ、外で戦せん闘とうが行われているのは間違いないにせよ、内包戦力が量産型に至るまで一機残らず出で張ばっているというのも不自然に思える。ドック内の照明は抑えられ、広大な空間が薄うす闇やみに覆おおわれている。

　開け放たれたゲートから中を見渡し、奥まった場所に厳重に保管された蜻蛉の姿を見た。

　竜胆はそのまま一歩を踏み出してドックへ侵しん入にゆうし、

　上。

　前方に跳とんで逃のがれ、一回転に受け身を取って襲しゆう撃げき者しやを睨にらむ。侵入した瞬しゆん間かんに頭から踏み潰つぶす勢いで叩たたき込まれた蹴けりが床を陥かん没ぼつさせ、その男は薄うす闇やみにゆらめく蜃しん気き楼ろうと共に現れた。

「……来たか《虎杖いたどり》」

「《竜胆》、か」

　ゆるく開いた掌てのひらに青黒い波は動どうを纏まとわせ、虎杖の、黒塚夕馬の黒い眼めが竜胆を射いた。

　一ひと言こととして余よ計けいな言葉は交かわさない。構えを取った竜胆が踏み込み、虎杖が迎え撃うつ。

　その時、神しん鯨げいの内部全体に警けい報ほうが響き渡った。自分の脱走を示すものか、それとも別所から誰かが侵入したのか。その両方かもしれないと、頭の隅すみで竜胆は思う。
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　蟻あり塚づかは、七番式《蟻》・霖りん鬼きの楓かえでが行使する特とつ攻こう術《知覚疑験シムステイム》を増ぞう幅ふくさせた施設である。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいは彼女の能力を調整し、知覚疑験シムステイムを楓の実力以上に引き出して最大限に利用している。その思念ネットワークは超長距離・広範囲に通じ、量産型甲こう虫ちゆうの極めて統とう制せいの取れた連れん携けいや神しん鯨げいの艦体制せい御ぎよの要となっている。そして更さらに、鬼き虫ちゆうさえも操あやつっているのだ。

　楓かえでを止めなくてはならない。そうすれば甲虫の連携は崩くずれ、神鯨の動きも抑おさえられる。

　だが柊ひいらぎも九く曜ようも、そうした戦せん略りやく的な意味とは別の意図を持っていた。二十年の時を超えて今なお酷こく使しされ続ける楓を、眠らせたいと思う気持ちだ。




　正面装そう甲こうをぶち抜いた穴は、艦体下部の物資搬はん入にゆう路ろに繋つながっているようだった。

　外から中へと踏み込んだ途と端たんに「声」の密度が跳はね上がった。寄せては返す漣さざなみにも似た無数の囁ささやきは、今は少し弱まっているように思える。

　誰かを呼んでいる。そんな気がした。

『……聞こえるか？』

『うん。……楓の声だね』

　搬入路を経由して分ぶ厚あついゲートを幾つも焼き切り、ルートを探さぐる。中型の蜂はちと、小型に加えて所どころが欠けつ損そんしている蜉蝣かげろうは問題なく内部を通過できた。

　声が聞こえ、鼓こ動どうが伝わる。

　どくん、どくん、と脈打つこの振しん動どうは外の戦せん闘とうのあおりとは全く別種のものであることがわかる。視覚を暗あん視しモードに切り替えていなければろくに前も見えないほど暗い通路は、神鯨のラインに沿うように大きくカーブしており、等とう間かん隔かくに赤い光点を灯している。その光点を経由する度に鼓動が強くなってくる。まるで生き物の内臓にいるようだ。

『確認するね。たぶん、この中のどこかに蟻ありと蟻の子機がまとめて収まってる場所があるんだと思う。楓が具体的にどうなってるのかは見るまでわからないけど……でも、ここまで増ぞう幅ふくした《知覚疑験シムステイム》を止めるには、親機と子機をいっぺんに止めるしかない、だよね』

『ああ。源みなもとが楓であることは間違いないが、親機に異変があった場合の予防策は敵も考えている筈はずだ。──それに小しよう生せい達も、ここまで楓に接近してしまえばいつまで自意識を保っていられるかもわからない』

　実際、既すでに思考が乱れ始めている。

　楓の囁きに感覚を持っていかれないのは、不調で出力が弱まっている今だからこそだ。このまま機能が回復するまでの限られた時間で二人とも正気のまま成功させるには、確実な手で全てを一気に凍とう結けつさせるしかない。好機は一度にして一いつ瞬しゆんだ。この侵入経路は井い筒づつが開いたものであり、言うなれば、井筒が作った時間でもあった。

　そして好機を物にできるのは、空間を支配下における柊の凍結結界ゼロをおいて他に無い。

『この通路は恐らく、蟻の搬入路としても使われたものだ』

『うん……』

　高速で通り過ぎるルート上の床にはレールが敷しかれており、中～大型の物資を運搬する為ための艦内貨物車両トラムが走っていることがわかる。レールを辿たどる毎ごとに鼓こ動どうが大きくなる。つまり、このルートのどん詰まりに目指す空間がありそこに楓かえでがいる筈はずだ。二人はかつて楓が通った道をそのままなぞっている形になる。

『無事か、柊ひいらぎ。先さき程ほどの突とつ破ぱでの損そん傷しようは？』

『ん、大丈夫。なんとか飛べるし頭の方にも異常は無いよ』

　蜉蝣かげろうは、闇やみの中を飛び渡る軌き跡せきに雪の結晶と冷気を振ふり巻いていた。こうして横目に見ると白くぼうっと浮かび上がっているようにも見える。

　──？

　注視する。蜉蝣は冷気を纏まとっている。白い翅はねが大きく開き、凶きよう暴ぼうなほどに増強された結けつ界かいを辛かろうじて抑おさえ込み全身に溜ためている。小さな機体表面には霜しもが走って極端に冷え、ぱき、と罅ひび割われる音と共に触角の先せん端たんが凍こおり付いた。

　気付くのが遅すぎた。

　何かがおかしい。

『柊？』

　柊自身が言おうとしなかったというのもある。彼女の言うことを信じて以降は気にする暇ひまもなかったのはこちらの不ふ覚かくだ。そんな九く曜ようが今やっと悟さとったのは、何よりも蜉蝣の異常がついに隠かくすこともできなくなったからだ。

『……あー……気付いちゃったか』

　柊は、とうとういたずらがバレた悪あく童どうのように笑った。

　特とつ攻こう術の出力の増強、それに伴ともなう制せい御ぎよの不安定化、そこまではまだいい。そこから先を九曜は知らなかった。命ごと振ふり絞しぼり、機体と己おのれにかけられた全てのリミッターを外はずしてなお足りず、限界を遥はるかに超えた力を行使したその先にあるもの。

　特攻術の臨りん界かい突破現象。

『──馬鹿な。そんな、まさか、君は』

『……んとね』

　カフェの片かた隅すみで正気を取り戻して、柊は最初に確信したことがある。

　停てい滞たいした時が、何らかの形でもう一度動き出したとして、その際に起こることは停とまった時点からの再開でしかない。柊が何をどうしても、一いつ切さい合がつ財さいを凍こおらせるべく爆ばく発はつした少女の力そのものが一人歩きを始めている。止めることは、本人にさえもできなかった。

『寿じゆ命みようっていうのかな。私さ、』

　はっきりとわかることは二つ。踏み出した足を今いま更さら止めることは叶かなわず、その身全てに刻きざまれた「刻こく限げん」はあと幾らも残っていないということ。

　覚かく悟ごはとっくに決まっていた。柊は、透すき通った声で告つげる。

『あともうちょっとで、今度こそ本当に止まるみたいなんだ』







　　　七 ─ 冬寂







　最後の時が近い。

　全てのことが同時に起こっている。竜胆りんどうと虎杖いたどりが相あい対たいし、剣けん菱びしが戦い続け、鴇とき子こは覚かく悟ごを決めて姉の許もとへ向かい、巴ともえと久く留る守すが落地おろちへ急ぎ、叶かな葉はは自みずからが行くべき道に一歩を踏み出す。

　そして、九く曜ようと柊ひいらぎが蟻あり塚づかの中心部に向かっている。
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　機械という存在の「死」は、その境界が曖あい昧まいになりがちである。

　生と死、機能停止と再起動は、手段さえ整えば絶対不可能でないことは既すでに巴ともえをはじめとした鬼き虫ちゆうの技術者達が証明している。かつて人であった彼らも、星ほし鉄がねという鍵かぎがあれば再び目を覚さますことはできるのだと。

　であれば、蘇そ生せいが不可能な状況、即ち完全なる死とは何をもって定義すべきか。

　一つは、深しん刻こくな欠けつ損そんやパーツの不足といった物理的手段がまず無い場合。

　もう一つは、死亡した時点から取り返しのつかないレベルでの「変化」があった場合だ。

　井い筒づつや竜胆りんどうのように、死亡したままの遺い体たいが回収・保管された例であれば蘇そ生せいは十分に可能だ。だが前者の理由で、肉体そのものの大部分を失った万まん字じは蘇生不可能。そして後者の理由で、蟻あり塚づかというシステムに組み込まれ、主脳の意識が決定的な変容を遂とげた庵いおり・楓かえでも、また。

　柊ひいらぎは、厳密には一度死んだというわけではなく、言うなれば三つ目の理由に該がい当とうした。

　凍結結界ゼロは止まらない。彼女が迎えようとしている永遠の停止とは、死と同義でもある。




　僅わずかかの間もなかった。

　高速でやりとりされる通信の間に数ミリ秒の沈ちん黙もくが挟はさまり、蜂はちの飛行がぴたりと止まる。

『……どうしたの、九く曜よう？』

『別の方法を探さがす』

『無理だよ。今いま更さら他にできることなんてない』

『──、蜂がまとめて破は壊かいすれば、』

『照しよう準じゆんと発射にちょっとでも時間差が生まれたら？　たった一つきりでも穴があると、それが致命的になるかもしれない』

『しかし！』

　自分でも内心驚くほどに語調を荒げる。

　頭の中で「何な故ぜ」が乱れ飛んでいた。何故先に言わなかったのか、何故そんなことが起こってしまうのか、何故自分は気付けすらしなかったのか。まともな言葉として出力できないぐちゃぐちゃの思考の間かん隙げきに滑すべり込もうとする楓の囁ささやき。

　柊は蜂の赤く光る複眼を見返し、静かな声で言う。

『九曜、見て」

　後半は、通信ではなく肉声だった。

　蜉蝣かげろうの胸部が音も無く開き、柊が上体を晒さらす。

　真っ白になってしまった長い髪が通路の闇やみになお映える。蜂越しに目の当たりにする八番式の少女の身体からだは、もう左半分が凍こおり始めていた。左腕は肩の先から指先に至るまで動くことなく、自みずからが生み出した白い冷気を漂ただよわせている。ぱきり、とまた音がした。生温い風に舞う髪先が雪の結晶を散らした。

「私は、何をどうしたってもう戻れない。このまま終わるのを待ってるだけなら、何もしないなんて絶対に嫌いやだよ。それに、蜂ならこれを見たらもうわかるでしょ？」

　蜂の複眼が点てん滅めつする。改めて柊と蜉蝣をスキャンし、身を晒す本体を視覚で認識すれば導き出せる結果は一つしかなかった。

『▼告／凍結結界ゼロノ異常作動ヲ確認／八番式ノ機能ニ障害アリ／外部・内部手段共ニ特トツ攻コウ術ノ停止──不可能』

　ね？　──と、柊ひいらぎはあくまで明るく言う。

　九く曜ようの中にある「何な故ぜ」が一つの形を得た。置かれた状況さえも今は忘れ、問う。

『君は……どうして、そうやって笑う』

　あの時も同じ相手に投げた質問だった。

　ずっと思っていたことだった。

　基地の日常でも、戦いの中でも、果ては自分を犠ぎ牲せいにする時でさえも、彼女は笑った。今も笑っている。二十年前の核かくが爆ばく発はつする瞬しゆん間かんに至っても真意のわからなかった笑みの裏うらに何があったのか、九曜はもう知っている。

　他でもない、柊の主脳と有線接続した際に見た深層意識で彼女は言った。怖こわいと、死にたくないと、誰にも届かない胸の中で助けを求め続けていたではないか。

『正直に言え、柊。君は恐れている筈はずだ。何も隠かくす必要は無い、小しよう生せいはもう知っているのだ。再び止まってしまうことが怖いと、君はそう思っている筈だ！』

　思い付く端はしから放つ追求の真意が「そう思っている筈だ」ではなく「そう言って欲しい」であることに九曜も自覚している。状況が逼ひつ迫ぱくしていることなど百も承知だ。外では剣けん菱びしがたった一人で時間を稼かせいでいる。楓かえでは今にも機能を回復させるだろう。叶かな葉はが、神しん鯨げいの中のどこかにいる。それでもなお、急ぐべきだという理性の忠告を受け入れることができない。蜂はちを見詰める柊の瞳ひとみは奇き妙みようなほどに穏おだやかで、恐怖や葛かつ藤とうなど一いつ片ぺんも感じさせはしなかった。

「九曜──」

　肉声で言い残し、直後に蜉蝣の中へ戻り通信で告つげた。

『──来るよ』

　がごん、と音がした。

　通路の奥の奥、艦内貨物列車が行き付く先の一ひと際きわ大きなゲート。

　その向こうに、無数の虫の複眼が煌こう々こうと光っている。
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　純白の蟻ありの前に、一匹の蟋蟀こおろぎが傅かしずいている。

　六番式の蟋蟀は、もう自分が何者なのかも忘れかけている。

　死した本体を抱き続け、副脳が叫び続けるのは兵器としての闘とう争そう本能のみだった。

　鉤こう行ぎようの庵いおりの最さい期ごの思考を受け取ってからここに至るまでの経けい緯いを、蟋蟀は正確には記憶していない。長い時の流れのそこかしこに長短様々な空白が存在し、その空白ごとに自みずからの思考が更新されていく感覚だけがあった。総合すると決して短くはない個々の空白はまさか単に眠っていたわけでもなく、蟋蟀と庵の本質を書き換かえる改造という名の凌りよく辱じよくがあったに違いない。

　この身は既すでに戦うだけの道具。黒くろ塚づか部ぶ隊たいに回収され、同じく自我を失った蟻あり塚づかに取り込まれた意思を持たぬ一兵士に過ぎない。

　それ以上、もう何者にもなれない。鬼き虫ちゆうとしての六番式は在ありし日の戦火の中に消えて、どうあっても二度と戻ってはこない。

　ならば、何かあるにつけここに来るのは何な故ぜだろうか。

　逆転した主導権で、蟋蟀こおろぎは蟻と黒塚夕せき馬まの命ずるままに本体を操作していた。機体が動かせる時は蟋蟀ごと、ドックで調整を受けている時は本体の身が、出しゆつ撃げきしている時以外は常に蟻塚にその身を置いていた。

　これは闘争本能に身を委ゆだねる蟋蟀自身にも長らく解けぬ謎なぞだった。体が勝手にそうしていたというのは機械にとっては説明にもならぬ非論理的な理由だが、思考することそのものを奪うばわれた身では深く考えることもできない。今や蟻の親機は蟋蟀の親機であると言ってもよく、いわば必然の防ぼう衛えい本能によるものかとも思われるが、四六時中傍そばにいようとする理由はそれだけでは説明が付かない気もする。

　蟋蟀の副脳は蟻塚の不調によりかつてない異常を来きたしていた。戦せん闘とう以外の記録が入り乱れてまとまらない。或あるいは死に行く庵いおりの最さい期ごの思考に答えがあるのだろうか、彼はあの時最期に仲間のことを考えて、封ふうじられた記憶の光景を僅わずかに垣かい間ま見みて、それから楓かえでのことを思って──

　ゲートの向こう、搬はん入にゆう路ろの途上に何かがいる。

　蟋蟀は本能的に振ふり返り、円えん筒とう状に広がる空間に一いつ斉せいに戦意が満ちた。親機を守る子機の防衛本能が働き、小型の護ご衛えい機が動き出したのだ。白い蟻の全長は一メートルから二メートル程度、頭部が不自然に大きく、火器は持たないが半はん端ぱな装そう甲こうは容た易やすく噛かみ破やぶる鋭い牙きばを備えている。触角が一斉に敵に向けられる。高速で跳はね渡る蟻に続いて蟋蟀もまた動き出す、




　楓を守らなくてはならない。




　闘争本能より深くに染み付いた意思は、庵の意思の残ざん滓しを種とし蟋蟀の中に芽生えた根深い強迫観念ではなかったか──蟋蟀には、わからない。

　闇やみの彼方かなたにちらつく金の光。狙そ撃げき砲ほうを構える。ノイズが酷ひどくて特とつ攻こう術が満足に発動できず、蟋蟀の姿全体が古びた映画キネマのフィルムのように消えては現れて乱れる。

　撃うつ。

　幻影擬態フアントムで消せなかった狙撃砲は、暗く閉ざされた蟻塚を馬鹿でかいマズルフラッシュで染め上げた。瞬しゆん間かんの閃せん光こうに親機の姿が浮き彫りになる。その中で、七番式の女が醒さめることのない無意識の悪夢に身を委ゆだねている。蟻が囁ささやく。戦い続けんとする者達の母艦の中ちゆう核かくにいる彼女は、その者達の意思を呑のみ込んでただ闘争の為ための思念ネットワークを広げ続ける。

　狙撃砲は、当たらなかった。抉えぐるように鋭い光のラインを描いて蜂はちが急接近した。

　被ひ照しよう準じゆん。こちらも照準、再び狙そ撃げき。当たらない。当たる筈はずがない。

　今いま更さら、勝とうなどとは言うも愚おろかだとわかっていた。

　こんな状態で二機の鬼き虫ちゆうを相手取って生き残れる者はどこにもいない。特に蜂はちは、戦せん闘とう力と意思の強さ共に劇的な進化を遂とげていた。同じ鬼虫の蟋蟀こおろぎであってさえ、乱れ舞う蜂は速すぎてセンサーに捉とらえ切れない。

　間違いない。今の彼は、九機の鬼虫の中でも最強格だ。

　──強くなったね。

　フル稼か働どうする副脳の中、誰に語りかけるでもない小さな声が聞こえた──気がした。男の声だった。男の声は、長年聞き慣れた己おのれ自身の声である、ような気がした。

　──終わりの時が来た。

　これが誰の思考であるのか、蟋蟀にもよくわからない。触角がうそ寒くなる速さで蜂が飛び込んでくる。蜉蝣かげろうがそれに続く。ただ気になるのは、蜂の戦闘機動が必要以上に荒々しいということだ。何か心を乱すことがあったのだろうか。

　何をそんなに悲しんでいるのだろうか。

　──もういい。もういいんだ。

　声。蟻ありの囁ささやきとは違う、男の声。全ては狂い始めた電脳のノイズが生んだ幻げん聴ちようであるのかもしれなかった。蜉蝣の機体はもう四割以上が凍こおり付いている。次々と撃げき破はされていく護ご衛えいの蟻が、隙すきを見て蜉蝣に接近。迂う闊かつだよ。蟋蟀ではない蟋蟀の中の何かが危険を囁く。

　──もう、眠らせてあげたい──。

　蟋蟀が大きく跳ちよう躍やくした。

　狙そ撃げき砲ほうをパージする。かなりの重量の砲身から解き放たれて蟋蟀は更さらなる速度を得る。格闘態勢に移行。標ひよう的てきを照準。複数。蜂と蜉蝣ではなく、蜂と蜉蝣の進撃を妨害する蟻の子機へ。

『!?』

　二人の驚きが伝わる。

　突とつ如じよとして蟻達に反はん旗きを翻ひるがえした蟋蟀は、蜂と蜉蝣に襲おそい掛かる護ご衛えい機を次々と撃破。長大にして強きよう靭じんな後ろ一いつ対ついの後こう肢しは、尋じん常じようならざる跳躍をもたらすその脚力で蟻達を蹴けり砕くだいていった。

　最後の一機が形を失い、親機への道を阻はばむ者が何も無くなったところで蟋蟀は静かに戦闘機動を止めた。全ての肢あしを畳たたみ、全ての武装を解除して、その場に蹲うずくまって言った。

『行ッテクレ』

　蟋蟀の声であって、蟋蟀の言葉ではない。

　けれど間違いなく、六じ番ぶ式んの頼みである筈だった。

『楓かえでヲ、休マセテアゲテ欲シインダ』

　蟻の囁きが止まることはない。

　どうやら機能が徐々に回復してきているらしく、出力が秒刻きざみで上がってきている。乱れた副脳の中にぽっかり浮かんだ「彼」の意思は、これを最後に二度と目覚めることはあるまい。

　もう一度蟻あり塚づかが復活したら、今度こそ今のままでいられないだろう。そう判断した蟋蟀こおろぎは、自分の判断で全機能を停止させて動きを完全に止めた。




『……蟋蟀……？』

　唖あ然ぜんとする九く曜よう。柊ひいらぎは蹲うずくまったまま複眼から光の失せた蟋蟀を見下ろしてぽつりと、

『──ありがと』

　降下。接地する蜉蝣かげろうはこうしている最中にも機体が凍こおり続けており、再び飛び立てと言われても恐らく難しいほどになっていた。

　降り立つ先は、もう誰も邪じや魔まする者のない親機のすぐ傍そばだった。半なかば凍とう結けつしかけた胸部を苦労して開き、柊が蟻塚の闇やみの底に降り立った。

「久しぶりだね、楓かえで」

　楓は答えない。

　九曜が蜂を降下させ、同じく虫から分離した。本体の足が固い床を踏む。楓が今の今までずっと眠り続けている、まさにその場所だった。

　楓の姿が、今まさに二人の目の前にある。

　女王蟻の胸部は開き、上体を露出した楓はそのままの姿勢で動きを止めていた。何もかも、九曜と柊が良く知る過去のままの姿かたちで。

　柊は九曜を振ふり返り、微笑ほほえんだ。

「それじゃね九曜。会えて本当にうれしかった。あの時はほら、ろくに挨あい拶さつもできなかったからさ。なんか今はすごくすっきりした気分だよ」

　言葉が出てこなかった。

　成す術すべも無く見守っていた。

　柊はといえば、何やら妙みようなことをしていた。二十年ぶりに対面する楓と蟻を両手でぺたぺた触り、周囲をくるりと一周して彼女をつぶさに観察して、もう一ひと言こと二ふた言ことばかり語りかけ、とても懐なつかしそうに目を細めた。

　待ってくれ、

　柊は蜉蝣と目め配くばせをした。「うん」と「よし」と一つ一つ指差し確認、間違いのないように能力を行使するべく集中していく。

　待ってくれ、

　柊は、やはり、とっくに覚かく悟ごを決めていた。目覚めた瞬しゆん間かんからそうだったのだから、彼女にとっては全てあるべき場所に収まるくらいの気持ちでいたのだろう。

　空間指定。九曜の立つ場所を巧たくみに避けて、蟻の親機と、コードで繋つながれた幾つもの副脳を範囲内に収める。そこに持ちうる力の全てを傾け、一いつ切さいの冷気を圧縮して、同時に完全凍とう結けつさせる。区切られた空間の気温が急速に下がっていく。

　九く曜ようは、

「──待ってくれ！」

　声が勝手に出て、足が勝手に動いていた。

　戦せん闘とう時の踏み込みとはかけ離れた足取りだった。九曜はもつれるように駆かけ出し、ほとんど衝しよう動どう的に柊ひいらぎの手を強く掴つかんでいた。

　今度は、ちゃんと届いた。

　届いたのに。

「……そんなに力入れちゃ痛いよ、九曜」

「何な故ぜだ。何故、また君が犠ぎ牲せいにならなくてはいけない！　もっと他に何か方法がある筈はずだ！　もう少しだけ待ってくれ、そうしたらきっと良い手が見つかる!!」

　あり得ない。

　馬鹿なことを言っている。状況が見えていない。まるで子供の我がままだ。

　そんなことは自分自身でさえ痛いほどわかっていたし、こうして捲まくし立てる己おのれの姿がどうしようもなく幼稚であることもわかっている。不合理だ。ある種の暴走行為だ。それでも後ろに蹲うずくまる蜂は、主をじっと見つめたまま止めようともしなかった。

　耐え切れなくなって、九曜は叫んだ。

「目の前で、二度も君を失えというのか!!」

　鬼き虫ちゆう九番式《蜂》・金きん翅しの九曜は、最強の自律兵器の一人である。

　戦争を戦い抜いて生き延び、昭和一〇一年の今も数々の死線を潜くぐり抜けて成長した、掛け値ねなしの歴戦の戦士である。

　そんな名前も経歴も戦せん闘とう力も用を為なさない。ありのままの感情が剥むき出しになっていた。

「大丈夫だよ。私は、私がしなきゃいけないことをちゃんとわかってるもん」

　空間が凍結していく。同時に全て止まるまであと少しだった。柊を掴む九曜の腕も巻き込まれて徐々に凍こおりつつある。危険を伝える警けい告こく表示が主脳を叩たたく。

「君は……恐ろしくは、ないのか」

「あの時はね。本当に怖こわくて、死ぬの嫌いやで、色々わけわかんなくなって、必死だった。だけど意外と今はそうでもないんだな」

　残された時間を数えるように、それでも決して言葉を取り零こぼさぬように、柊は九曜に一つ一つを丁てい寧ねいに語る。

「だって私が一回止まったあの後も、世界はちゃんと続いてたんだもん。それがはっきりわかったからさ。私がまた止まっても、ちゃーんと生きてる人がいて、時間は続いていくってわかるんだもん。そしたらさ、なんにも怖くなくなっちゃった」

　礎いしずえとなること。

　為なすべきことを為すこと。仲間を眠らせてあげること。運命を受け入れること。心配ないよと笑うこと、残された者に託たくすこと、後に続くであろう時代の流れを信じること。柊ひいらぎは全てを丁てい寧ねいに辿たどっていく。

　他の何にもよらない、ただ己おのれ自身の意思のもとに。

「九く曜ようが私を起こして、教えてくれたんだよ。本当にありがとね。──さ、こんな大騒ぎさっさと終わらせちゃってさ、叶かな葉はって子を迎えに行ってあげて。九曜はもう一人じゃないから。その子のことも、一人にしちゃいけないから」

　叶葉。

　九曜には無い強さがあって、九曜と同じ弱さを抱かかえる少女。取り残される孤独と必死に戦っているのは九曜だけではない。柊とは別の、九曜には九曜の為すべきことがある。柊は目の前の少年にそれを示し、最後にもう一つだけ要求した。

「そんな顔してないで。ほら、笑って？」

　あの時柊が言ったことを覚えている。

　──私が死んだら、君は悲しむ？

　答える言葉を持てなかったあの質問。激戦の果て、爆ばく光こうの向こうに彼女を失ってなお自覚していなかった、いや自覚しようとしなかったことが今ならはっきりとわかる。

　悲しいのだ。悲しいに決まっている。

　それを見越して、柊はこうも言った。

　──もしそうなってもさ、できれば、笑ってほしいんだよね。

　仲間の死を見送りつつ、ついには自分が止まる寸前にも微笑ほほえむ少女の頼みだった。それは恐怖を押し殺した強がりの笑みだった時もあるだろう。それでも、どんな時も笑っていた。誰がなんと言おうと、それが柊という少女の強さだった。

　自分には、そんな強さは無い。九曜は耐え難い痛みに耐えるような顔で声を絞しぼり出す。

「……柊。……無理だ、そんな、笑うなど……、」

　何か、

　彼女に何か言うべきことはないか、

　思い付かない。正確には、ありすぎてまるで選別できない。本当は言うべきことも聞くべきことも山のようにある筈はずだった。二十年前、九曜が鬼き虫ちゆうとして目覚めたその日から柊は何度も九曜に語りかけていた。あの時からずっとだ。

　今ようやく、あるがままの姿で柊と向き合えた。

　こんな時になって。

「君と、もっと話をしていれば良かった。今だって……教えたいこともある。会わせたい人もたくさんいるんだ。君ならぼくよりずっと素す直なおで器用だから、すぐみんなと仲良くなれる。保証する。今度はぼくが帝てい都とを案内できると思う。色んな、本当に色んなものが随ずい分ぶん様さま変がわわりしたんだ、だから──」

　だから、から先が今度こそ何一つ浮かばない。

　それが叶かなわぬ夢だと知っていたから。

　柊ひいらぎは九く曜ようの手に手を添そえた。

「──いつか私さ、君のこと意地っぱりの見えっぱりって言ったよね。それ訂てい正せいするね。九曜はあの時から変わって、いろいろ素す直なおになって、すごく強くなった。……ああでも強くもなったけど、ほんとは結構子供っぽいよね。しかも割と迂う闊かつなとこあったりしてさ」

　にかっと朗ほがらかに笑って、

「けど、カッコいいよ」

　白い光が満ちていく。最後の時がすぐそこにある。柊はこれ以上密着していると凍こおってしまうからと、九曜の手を丁てい寧ねいに解ほどいて身を離す。あと一歩だけ後ろに下がればそこはもう楓かえでの眠る親機で、蜉蝣かげろうは限定空間を完全凍とう結けつさせるべく特とつ攻こう術の演算を続けている。

　これで最後にするつもりだっただろう柊が、ふと思い立って、

「そうだ、私の方から教えたいことあったの。一個だけ」

　──？

　顔を上げる一いつ瞬しゆんに虚きよを突かれた。
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　白い髪と黄昏たそがれ色の双そう眸ぼうが視界を埋めたかと思えば、九く曜ようの口を柊ひいらぎの口が塞ふさいでいた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ触れた唇くちびるは、それこそ氷のように冷たかった。

「ほら、迂う闊かつなんだから。──これは初めてだったよね？」

　最後の最後の悪戯いたずらを成功させた、という顔。ぱっと離れた柊は満面の笑顔を咲かせる。

　境界を超える一歩を、柊が踏み越える。

　凍結結界ぜロが発動する。




　直前、蜂はちはふと通信を受け取った。蜉蝣かげろうからの──つまりは柊を介さない、蜉蝣という一個体からのものだった。

『【秘ヒ匿トク通信】此方コチラ八番式／九番式応答セヨ』

『【受信】此方九番式／用件ハ何カ』

『貴機ノ最終作戦目的ヲ聞キタク思イマス』

『愚グ問モン也ナリ／最後マデ本体ニ従イ、其ソノ武力トナル／彼ノ者ガ望ム限リ』

『デアリマスカ』

『当機ハ只タダ、九番式・金キン翅シノ九曜ノ往ユク道ニ従イ、往ク果テヲ倶グスルノミ』

『デ、アリマスカ』

『是非ニ及オヨバズ／貴機モ同様デアル筈ハズ』

『然シカリ／故ユエニ当機ハ、此コ処コニテ御オ然サラバデアリマス』

　数マイクロ秒の沈ちん黙もく。蜂が蜉蝣を見る。進む者が、止まる友を見る。

『然サラバ／セメテ安ラカナル眠リヲ』




　八番式が別れを告つげる。

　あの時は言えなかった言葉を、はっきりと口にする。

「おやすみ」

『然様サヨウナラ』




　白びやつ光こうが、闇やみを塗り潰つぶした。
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　──遠く、声がする。

　これまでの囁ささやきではない。柊に抱かれ停止する瞬間、たった一ひと言こと、楓かえでが何かを言った。その一言を最後に無音の空白に呑のまれ、全てのネットワークが断絶した。

　それはきっと、別れの言葉だったのだと九曜は思う。




　白い氷の雲が急速に晴れつつある。

　もう雪は降らない。落地おろち全体を冬に留とどめる何かの力が解き放たれ、時は逆回しとなって、永遠の冬から十月の黄昏たそがれの秋へと戻っていく。







　　　終／甲 ─ 無む明みようの果て／流れ出す時







　何か劇的な、不ふ可か逆ぎやくの変化がその時起こった。

　楓かえでの声を誰もが聞いた。

　声は正確に言葉としての意味を呈ていしていなかったが、思念に直接伝える「意味」を複数内包していた。自みずからの停止と、柊ひいらぎの意思と、庵いおりの最さい期ごが実感としての意味を持って広がった。

　戦場に立つ全員が硬こう直ちよくしたように動きを止める。宙を旋せん回かいする鍬クワ形ガタも、地中に潜もぐる金亀コガネも一いつ斉せいに同じ方向を見る。

　地に肢あしを食い込ませる蟷螂かまきりは、その時点でかなり傷付いていた。

　装そう甲こう表面は煤すすけて所どころが歪ゆがみ、或あるいは剥はがれて火花を散らしている。機体後部に格かく納のうされた刃は、今装着している分で在庫切れだ。

　それでも緑色の複眼から戦意は失われていない。神しん鯨げいの艦体下部に視線を映し、剣けん菱びしは何が起こったかを察さつした。

「……そうか。お前がやったのか、柊……！」

　甲こう虫ちゆうの量産型がびくんと動きを止める。突とつ如じよとして完全停止したネットワークから連れん携けいの緻ち密みつさを失い、脳を各々の自律稼か動どうに切り替えるが間に合わない。蟷螂かまきりは鍬クワ形ガタと金亀コガネの照しよう準じゆんから一気に逃のがれて飛び、もののついでに動きが鈍った雑ざ魚こ共どもを触れる端はしから撫なで斬ぎりにしていく。

　さて、あとはどこまで生き残れるか。

　全てを察さつし、手にした好機と失った仲間を思い、それでも剣けん菱びしは燃え立つ闘とう志しに壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。
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『…………？』

　大型追加ブースター《奔ほん翅し》の火が、一直線に伸びて夕暮れの空を焼いている。

　本体にして推すい進しん力そのものの蛍ホタル・改かいは凄すさまじい速度で落地おろちへと急行していた。その機体に取り付いた蜘く蛛もが何かを感じ取り、巴ともえが北の果てを見た。

　今、

　何か、

『ななばんしき……？』

　久く留る守すも聞いたのだろう。

　通信ではない。音声でもない。遥はるか距離を隔へだてて頭に入り込んでくる最後の声がなんと言ったのかも判然としないが、鬼き虫ちゆうの開発者である巴はそれが誰なのかすぐにわかった。

　同時に、何が起こったのかもすぐにわかった。

『そう。……そうなの』

　心の中で多少なりと覚かく悟ごしていることではあった。

　自分は間に合わなかったのだと思う。巴は自らが愛した鬼虫の仲間に会いたかった。手段さえ整えば蘇そ生せいするつもりでもいた。だが星ほし鉄がねはもう無く、取り返しのつかないことが幾つも重なっていて、何より彼女達がもう休みたがっていることがわかった。

　今、直接「知った」ことだ。それが彼女たちの決断なのだから異論はなく、心には納得と、寂せき寥りよう感かんがあるばかりだった。

　ただ、声が聞けて良かったと思う。

　楓かえでが最後に残した意思は、呪のろいではないとわかったから。

『ともえ、』

　突如として思念に差し込まれた声の意味は、久留守にはよくわかっていないようだった。だが今、久留守と巴の主脳は繋つながっている。わざわざ問うまでもなく巴が何を思うかはすぐにわかったし、何かを失う痛みなら久留守もよく知っていた。

『──大丈夫。……急ぎましょ。やることまだあるから』

　巴ともえは冷静だった。切れ長の目を束つかの間ま閉じて、取り乱しもしない。

　久く留る守すは久留守なりに気を遣つかって、ふとさっきのことを問うてみる。こればかりはかなりの機き密みつと見えて、主導権を持つ巴の電脳情報にロックがかかっているのだ。

『ねえ。さっきおしえてくれた、あのあんごう、なにがわかるの？』

『入れてみればわかるわよ。でもそれは片付いた後でのお楽しみね』

『ん……』

　久留守は頷うなずきだけを返し、それ以上の追及はしなかった。蛾がと一体化した蛍ホタルを駆かり、全力の炎ほのおを奔ほん翅しの推すい進しん力に変へん換かんして、空を貫つらぬく。迷いを捨てた藍あいの目は前だけを見ていて、巴は蜘く蛛も越しに蛍の姿を見上げ、在ありし日の万まん字じを思い出す。

　そして一ひと言こと、こう付け加えた。

『大したことじゃないわ。借りてたものを返すだけよ』

　北から、暖かい風が吹いた──気がする。

　白い頬ほおを伝つたい落ちた一滴の涙を、巴はそのままにして拭ぬぐわなかった。
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　神しん鯨げいの薄暗い第一ドックで、二人の男が向き合っている。

　正確には、向き合っているというのとは少し違う。一人は二本の足で床に立ち、もう一人は床から一メートルも浮いていた。

　虎杖いたどりが、傷付いた竜胆りんどうを捕ほ獲かくしていた。

　不ふ可か視しの手に首を掴つかみ取られ、竜胆はそれ以上どうすることもできない。日ひ足あしに首を絞しめられた時とは比較にならない力が骨格を軋きしませる。片手の操作による念動波アクシオンで空中に縫ぬい留めた竜胆を、虎杖は得え体たいの知れぬ執しゆう念ねんを滲にじます目で睨にらみ上げていた。

　もう片方の手で波は動どうを操作する。壁かべ際ぎわの武器ラックに立てかけられた小しよう銃じゆうと拳銃が浮き上がって並び立ち、虎杖の操あやつる波で一斉に竜胆の頭部を向いた。

「終わりだ」

　無数の引き金を同時に引くように、虎杖の指がくいと動く直前にそれは起こった。

　どくん。

　神鯨全体が脈打つように振しん動どうする。虎杖が目を見開き、竜胆もまた同じように驚きよう愕がくした。変化を告つげる巨大なうねり、中ちゆう核かくの機能不全。虎杖はその直接的な影響を強く受けた。体に埋め込んだ蟻ありの触覚が疼うずき、念動波アクシオンの制せい御ぎよに緩ゆるみが生じた。

「何……ッ!?」

　体内に波及する強い衝しよう撃げきに呻うめく虎杖。空中に縛しばり上げる拘こう束そくが緩み、竜胆の身は自由になってその時にはもう竜胆も何が起こったかわかっていた。

　楓かえでの声を聞いたから。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせ、その瞳ひとみに哀あい切せつの気配を過よぎらせた。竜胆りんどうを縛しばる思念の鎖くさりはもはや存在しない。そして同じドックに存在するある虫の位置は、既すでに把は握あくしていた。

「神タ経キ加オ速ン──」

「ちいっ！」

　全開の最速に至る。

　一いつ斉せい発射された銃弾を全て見切って回避し、竜胆は床を蹴けって全力で跳ちよう躍やくした。宙を舞いながらその先のタンクを見み据すえる──水みず鉄かねを一杯に詰め込んだ、分ぶ厚あついタンクを。

　二指を立てて槍やりに見立てる。タンクの構造上もっとも薄い部位を瞬時に識別。虎杖いたどりの追つい撃げきが射出されるのとほぼ同じタイミングで竜胆の刺し突とつがタンクに刺さる。指先がほんの少し触れるだけで良かった。中指の先せん端たん、それが壁かべを突き破やぶり、満ち満ちた水鉄のナノマシンたった一つに、

　触れた。

　タンクの内部に激げき烈れつな渦うずが発生した。

　水鉄を構成するナノマシン幾兆幾京を一気に操作し手中に納め、流動・凝ぎよう結けつから瞬時に指向性を持たせる。

「突き破やぶれ……！」

　命ずると同時に、タンクを巨大な白はく銀ぎんの剣が貫つらいていた。

　術者の身長の三倍はある剣は、外気に晒さらされた瞬間無数に枝分かれし、意思を持つ水そのものの動きで荒れ狂う。鋼こう線せん状に張り巡めぐらされた幾いく筋すじもの水鉄が停滞したドックの空気を切り裂さき、ついに先端で「それ」に到達した。

　碧あおい複眼が、光を放った。

　虎杖は身を低くして疾しつ走そうし、我が甲こう虫ちゆうにアクセスした。

　名を告つげる叫びは、同時だった。




「──《蜻蛉とんぼ》！」

「《兜カブト》ッ！」
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『……蜂はちを警けい戒かいしろ、朧おぼろ、烏え帽ぼ子し。参さん番ばん式はそのまま潰つぶしてしまって構わん。原型を残そうとは思わなくていい』

『了解』

　蟻あり塚づかが潰れた。

　虎杖いたどりからの通信を受け、朧おぼろは鍬クワ形ガタを方向転換させる。同時に烏え帽ぼ子しも通信を受け取った。

『ふん。貴様はどうするのだ？』

『吾わたしは、愚ぐ弟ていの躾しつけをせねばならん……！』

　平静を保つ虎杖が「弟」について何事か言げん及きゆうする時、とうに本人も捨てたつもりでいる筈はずの感情が仄ほの見みえる。黒くろ塚づか──阿あ達だち夕せき馬まと出会ったのはもう何十年前であったか。長い付き合いであるから、虎杖が何を思うかもなんとなく承知している。

『よかろう、任まかせい夕馬。いつも通りやってやろうではないか、のう？』

　沈ちん黙もく、

『……頼みます、島しま田だ先生』

『ふん。最初からそう言えば良いのだ。さて──二つ二つの場にて、早く死ぬ方に片付くばかりなり……か』

　金亀コガネが地中から飛び出る。

　もはや雲は晴れ、毒どく々どくしいほどに朱あかい夕焼けが視覚センサーを焼いた。巨大な機体いっぱいに陽光を受け止め、烏帽子はそれを美しいと思う。

　そして、二号丸の老人はあくまでも晴れがましく笑った。

『別に仔し細さいなし。腹据すわって進むなり、よ』
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『──終わったね』

　その時起こったことを、九く曜ようは正確には説明しきれない。

　夢だったのかもしれないとすら思う。現実離れした状況と、瞬しゆん時じに止んだ蟻ありの囁ささやきで心が宙ぶらりんになっていたが故ゆえの、束つかの間まの幻げん聴ちようと幻覚であったかもしれない。

　九曜が聞いたのは、確かに庵いおりの声だった。

「……ああ。だが、全て終わったわけではない」

『すまない。結局、最後は君達に頼り切りだった』

　背後に蹲うずくまる蟋蟀こおろぎは、もう完全に機能を停止しているようだった。接続した蟻あり塚づかの完全停止によって蟋蟀もまた完全に死んだのかもしれない。いつからいたのか、蟋蟀に寄り掛かって座り込む一人の男の姿があった。

　男は、光の失せた琥こ珀はく色の眼で凍こおり付いた蟻塚を見上げていた。暗くら闇やみに聳そびえる真っ白な氷の柱。中に眠る二人の鬼き虫ちゆうは二度と目覚めることはないだろう。何よりもう、彼女達を休ませたかった。眠る結けつ界かいから外はずれた二人の男は、一人がその後を追おうとして、もう一人が尚も先へ進もうとしている。

　九曜の聞いたものが本当に庵いおりの言葉なのか、庵に成り代わった蟋蟀こおろぎの言葉なのかはわからない。或あるいは区別しようとすること自体がそもそも無意味なのかもしれない。彼の言葉がそこに生まれて、彼の意思がそこにあった。

「……行かなければ」

『君は、戦うのか』

「そうだ」

『傷付いて、何度も死にそうになって、もうやめようと何度思っても、戦うのか。戦わなければならないのか』

「そうだ。……今は、まだ」

　答えたきり九く曜ようは振ふり返らない。蜂はちが胸部を開いて本体を待っている。

『僕は先に降りるよ。……そろそろ、静かなところで眠りたいから』

「……わかった。ゆっくり休むといい。最後に、貴き官かんとも話ができてよかった」

　ああ──と、庵が吐と息いき混じりの声を漏もらした。天を仰あおぐ気配。閉じられた空間の天にあるのは鋼こう鉄てつの分ぶ厚あつい蓋ふたで、空を見ることはできない。

　残された者は戦わなくてはならない。兵器が兵器である限り。この身が、鬼き虫ちゆう九番式《蜂》・金きん翅しの九曜である限り、まだ終わりはない。九曜の意思に関わるものですらなく、いわば最強の兵器という存在そのものが背負った宿命なのだと思う。

　それは、どうしようもなく過か酷こくな運命ではないだろうか。

　救われないのは、死ぬこともなく血塗られた道を歩まねばならないことだ。

『鬼虫ぼくらはきっと、誰もこの地じ獄ごくを生き残るべきじゃなかった──』

　それきり、無限の沈ちん黙もくが二人の間を閉ざす。

　庵の最さい期ごの言葉だった。

　九曜は二度と振り返らない。

　蜂に触れ、鋼鉄の体と一体化させる。それは確かに庵の答えだったのだと思う。九曜は言葉と思念の両方で毅き然ぜんと答えた。

「けどぼくは、……ぼくは自分が生きてきたことを、間違いだとは思わない」

　例えば全てが終わるとして、何かを失ったとして、残された者はどうすればいいのか。

　時は待たない。あらゆる困難を乗り越えて、なお進み続けなくてはならない道がある。行く先に迷い、痛みを抱かかえて、孤独に怯おびえたその先にあるものを見つけなくてはならない。それは何よりも自分の為ためで、今まで自分が生きる為に犠ぎ牲せいにしてきたあらゆるものの為で、自分が共にありたいと望む誰かの為だった。

「証明してみせる。ぼくは、ぼく自身が思う正しさの為に生きている。……その正しさを貫つらぬいて、生き抜いてやる」

　蜂と接続する。

　感覚が急速に拡大する。赤の複眼が強く光る。視界の端はしに写る庵いおりは、閉じかけた眼めでこちらを見詰めていた。九く曜ようの答えを受け取った彼は、ほんの少しだけ笑ったかに見えた。

　全てを振ふり切り、蜂はちは飛ひ翔しようした。
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　或あるいはこれもまた、刹せつ那なの夢であったかもしれない。

　男は瞼まぶたを閉じる。そうすると視界には闇やみしかなくて、更さらに闇より深い静せい寂じやくに沈んでいく。

　恐ろしくはない。本来あるべき場所へと戻るだけだ。融け合う自我の境界線が曖あい昧まいとなり、暴走する本能が急速に鎮ちん静せい化されていく。これでいい。もう疲れた。これでいいのだと思う、きっと。

　楓かえでの声がする。

　別れの言葉だろう。

　全てを閉ざす結けつ界かいの中、彼女はきっと本当の意味で眠ることができたのだ。

　ああ、しかし、願わくば。願わくば、と本能とは違った深い部分で虫は想う。機体に寄り添い眠る彼はずっとここにいた。戦い続け、彼を唯ゆい一いつ見つけることができる女の傍そばにいて、今ようやく終わろうとしている。

　その時、何かを感じ取った。

　目を閉じる闇の中に白い光があって、頭の中に不意に響く誰かの声。

　蟻あり塚づかの母体として拡かく散さんされていた彼女の意思が、完全停止する瞬しゆん間かんに戻り、リンクした男と繋つながった。




　楓は囁ささやく。

「──ほら、やっと見つけました」

　庵いおりは返す。

「遅かったね。僕はずっと君を見てたのに」




　当機じぶんは、本か体れをここへ連れて来たかったのかもしれない。

　何を言うでも思うでもない。それさえわかれば満足だった。

　六番式は、刻きざみ続けた自己の時計の針を、音も無く止めた。
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　蜂はちはたった一機で飛び続け、元来た道を戻る。

　搬はん入にゆう路ろは長く続く闇やみのトンネルで、遥はるか向こうに光点が見えた。無む明みようの果てに見える出口、その先に先せん刻こくとは違う晴れた夕刻の都市が広がっている。

　飛び出る。

　街を覆おおっていた厚い雲は、ついに痕こん跡せきも残さず晴れ切った。

　朱あかい朱い夕焼けが、横合いから街全体を照らし出していた。

　完全に夜に沈む直前にだけ輝く、最後の陽だ。融とけた氷やまだ少し残る雪が地上いっぱいに広がり、夕陽の光を反射して空に返していた。これが地上の光景だとは到とう底てい思えず、まるで無限に広がる海の上にいるようだと九く曜ようは思う。朱の彼方かなたには夜の藍あいが絵の具のように混ざり、遥か遠い天てん蓋がいにぽつぽつと星の光を産みつつある。東に、真っ白い月が見えた。

　天と地の境を金の蜂はちが貫つらぬく。夕焼けよりも鮮せん烈れつに赤い複眼が、知覚範囲の全てに存在する敵を挑いどみかかるように睨にらみ付けた。




　反はん撃げきが始まる。







　　　終／乙 ─ 或あるいは、いつかどこかの話







　はて。

　ここがどこで、今がいつで、何がどうなっているのかというと、どれもよくわからない。

「庵いおりーっ」

　向こうで懐なつかしい声が自分を呼んでいる。辺あたりは見覚えのある広い室内で、四人から六人掛けのテーブルが等とう間かん隔かくに並んでいる。壁かべには大きな時計や献立表や、誰かが遊び心で貼はった時代遅れの映画だの麦酒ビールだののポスターがずらりと並んでいる。

　どうやら、基地の食堂らしい。

　声の元を視線で辿ると、テーブルの一つに楓かえでと柊ひいらぎが座っていた。こちらに呼びかけた柊は、湯気の濃いカップを持ち上げてこう聞いた。

「庵は砂糖幾つ入れるんだっけ？」

　ああ、そういえば。

　柊は珈琲コーヒーを淹いれるのが得意で、暇ひまさえあればよく仲間に振ふる舞っていたことを思い出す。

　気を取り直して椅い子すに座り、熱いカップを受け取った。

「僕は砂糖もミルクも入れなくていいよ、そのままで」

「うぁ、ほんとに？　竜胆りんどうもそうなんだけどそれって苦いだけじゃない？　ちょっとわかんないなー……って井い筒づつが言ってた」

「君もそのうちわかるよ。僕らはほら、味覚が大人おとなだから」

「あ、なにそれ！　よーしわかったじゃあ私もなんも入れない！　大人の味ってのを見せて貰もらおうじゃないのさ！」

　砂糖もミルクも適量入れて丁てい寧ねいにかき混ぜる楓かえでが、閉じた目でふと周囲に気を配る。

「遅いですわね。あとお一人、こちらにいらっしゃる筈はずですが……」

「もう一人？　……あ」

　丁ちよう度どその時、本のお化ばけが入口からのっそり入ってきた。

　大量の本を両腕に抱かかえる何者かが、ひょろ長い二本の足をあちらこちらへよろめかせながら近寄ってきていた。上半身が山積みとなった書物にほとんど埋まっているのも奇き妙みようだし、そもそも足の長さから推測される頭の標ひよう高こうが尋じん常じようではない。

　庵いおりと柊ひいらぎは目を丸くしていたし、楓もぽかんと口を開いたまま微び動どうだにしない。異常に背の高いそいつが何者であるのかは一目でわかった。驚き半分呆あきれ半分で庵が切り出す。

「万まん字じ？　どうしたんだい、それ」

　どさっ、と万字がテーブルの上に本を置き、

「資料室で本を借りてきた」

　柊が口を半開きにしたまま、

「……なんで？」

「なんでとはなんだね柊氏！　珈琲コーヒーを頂くというのなら即ち読書の時間に決まっているではないかね！　ならばせめて良き読書の時を提供しようと吾わが輩はいは良かれと思ってだね！　まあそれはともかく見たまえ諸君の為ためにかき集めたこの万字べすとせれくそん」

「万字様」

「おお楓かえで氏！　貴き君くんは文字を読めんから吾輩が音読して差し上げ」

「読書は後にして下さいまし。お行ぎよう儀ぎが悪くってよ」

　にっこり笑んでぴしゃりと釘くぎを刺す楓に、万字はぐうの音ねも出ない。遥はるかに高い頭の位置から弱り切った視線が庵に注いだ。

「……ダメかね？」

「ダメだと思うよ。だいたい本にちょっとでも零こぼしちゃったら怒られるの君だよ」

　まったくもって徒労に終わった形になる。万字は未練がましく本の表紙を指先でぐりぐり弄いじっていたが、やがて見切りを付けて着席した。痩やせせた長身を丁てい寧ねいに畳たたむ様さまを見るにつけ、庵は頭の中で「なんだかおもちゃの兵隊みたいだな」と思うのだった。

　万まん字じは砂糖をどんどん入れる派で、井い筒づつほどではないが珈琲コーヒーを随ずい分ぶん甘くしてしまう。語るに曰いわく脳の回転には糖分が必要とのことだが、機械の身でそれがどこまで適用されるかはわからない。まあ気分の問題なのかもしれない。

　四人全員にカップが行き渡る。真っ黒い波は紋もんを見下ろしながら、庵いおりはふと、呟つぶやいた。

「他のみんなも、ここに来るのかな」

　残り五人は、まだ外にいた。

　来て欲しいような気もするし、ずっと来ないでいて欲しいような気もした。

　楓かえでは庵が口にしたことの意味をゆっくり吟ぎん味みして、穏おだやかな声で返した。

「もしかしたら、いつかいらっしゃるかも知れませんわね」

　いつか──という曖あい昧まいな表現は、文字通りいつなのか誰にもわからないということでもあったし、いつとも知れぬ遠い「いつか」であって「今すぐ」ではなくてもいいと言げん外がいに示していた。柊ひいらぎは両手でカップを包むように持って手を温めながら、小さく頷うなずいた。

「でも、来るなら来るでもゆっくりでいいと思うよ。すごくゆっくりで」

「はうあ!!」

「うわぁ!?」

　何かに気付いて素すっ頓とん狂きような声で叫ぶ万字に、すぐ隣となりの柊が跳はねた。万字は何やら冷や汗を流しながらぽつりと、

「吾わが輩はいちょっと嫌いやな予感がする」

「あーびっくりした……予感って何が？」

「いやうむ、なんかつまり色々というか、吾輩のハズかしい歴史が今まさに紐ひも解とかれようとしているような、そんな気が……」

「万字が恥ずかしいのっていつものことじゃない？」

「それはちょっと酷ひどいのではないかね柊氏？　ん？　吾輩流石さすがに少々傷付くのだが？」

　そういえば。

　久しぶりに顔を見せた万字に対して、楓は思い立ったように質問した。

「そういえば、万字様には小さい女の子のお知り合いがいらっしゃったようですが……？」

「ああそれ僕も気になってた。家族っていうのも違うよね」

「むう？　黙だまっていた筈はずだが何な故ぜ知っておるのかね……？」

　なんでだろう。庵と楓は顔を見合わせる。お互い、なんとなく以外に説明のしようがない。

　完全に初耳だったのは柊だけで、腰こしを浮かして心しん底そこ意外そうに三人の顔を見比べた。

「えーっ!?　うそ!?　何それどーゆーこと!?　黙ってたの？　なんで!?」

「あーあーだめだって柊、零こぼれる零れる」

　万字はというと、秘密基地の場所を言い当てられた子供のようにうーむと押し黙だまり、妖よう怪かいめいた無表情のまま面おも映はゆそうに頬ほおを掻かいた。

「まあ、その件については後で説明するということで手を打ってはもらえんかね。なにしろ話すと長いのだよ」

「ふーん……わかった、じゃ後でちゃんと聞かせてね。絶対だよ！」

　言葉は尽つきない。他に誰もいない食堂の真ん中で、楓かえでが不意に切り出した。

「皆様、この後は如何いかがされますか？」

　はて。

　何かしておかなければならないことがあっただろうか。

　庵いおりは少し考えてみるが、今いま更さら何かしらする必要があるだろうかと思い至る。

「……とりあえず、僕は少し昼寝でもしようかな」

「吾わが輩はいは資料室に缶詰めとなる。なんだか今度こそ大だい傑けつ作さくが書き上がりそうな気がしているのだ！　予感ではなく確信と言ってもよろしい！」

「そうですか。じゃあわたくしは、お散歩にでも出ようかしら」

　三人を順に見渡して、うん、と柊ひいらぎが笑顔で頷うなずいた。

「私ものんびりしたいな。──さ、まずは飲んで飲んで。早くしないと冷めちゃうよ」

　それぞれの目の前には、柊が淹いれた珈琲コーヒーが置きっぱなしのままでいる。

　微笑ほほえんで頷うなずき、庵は舌に馴な染じむぬるさの、懐なつかしい苦にがみのそれをそっと含ふくんだ。




　ここにいない仲間達は、まだ外にいるのだろうか。

　外で、戦っているのだろうか。

　そこから先を庵は知らず、また知りようがない。

　いつか必ず迎える終わりは、どんな形になるだろうか。彼らの往ゆく果ては彼ら自身も知らないだろう。ここで案じても詮せん無ないことだ。だからせめてと、庵は祈る。流れる時がどこかで区切られ、彼らはそれぞれの足でそれぞれの決着に行き着くに違いないから。

　だから祈る。どうかどんな終わり方であっても、その向こうにせめて──、

　ほんの少しでも、安らぎの時をと。
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　あとがき




　またまたお久しぶりです。九く岡おか望のぞむでございます。

　うん。はい。難産でした。でもなんとかなりました。やった！　ごめんなさい！　ワーイ！

　六巻の内容については、もう最初から何を言ってもネタバレだし、本文で語り尽つくした気がするのでここでは控ひかえます。強しいて言うならあれだ、極ごつ寒かんの地でのお話なので、刊行された季節的にはちょっと涼しい気分になれたのではないでしょうか。たぶん。

　なので、ここではちょっと次に繋つながるようなお話を。

　まず、どういう奴にも過去ってものがありますわな。

　善玉にしろ悪玉にしろ、そいつらには自分なりに辿たどってきた過去があるものです。「こいつにはこういう事情があったんですよ」なんて言うと少し同情を誘うようでアレですが、本作においても、あいつとかこいつとかのお話を語りたいとは思っておりまして。

　とはいえ別にお涙頂ちよう戴だいがしたいってわけじゃありません。「これこれこういう理由があって、だから実は可哀かわい想そうなんです」というものではなくむしろ逆、「これこれこういう理由があって、こういう信念をもとに動いているから、こいつは絶対に立ち止まらない奴だ」という裏うら付づけみたいなもんです。

　こうなるともう話し合いの段ですらない。立つ場所が決定的に違う上にお互い絶対に譲ゆずらないとあっちゃ、お互いの信念を抱えて正面からぶつかり合うしかない。その上で本作の敵となる「黒くろ塚づか部ぶ隊たい」の連中は、確信的に到とう底てい許されない破は滅めつ的な手段を取ろうとしている。なので、もう対話の余よ地ちもなく止めるしかない敵です。

　まあ結局最後は力こぶだって言っちゃうと身も蓋ふたもないし、ある意味どうにもならねーなこりゃって感じですが、それはそれで各おの々おのの信念に殉じゆんじた結果なので、悲しいものではありません。少なくとも当人達で悲しいと思う者は一人としていないでしょう。中には可哀想な奴もいるかもですが、愚ぐ直ちよくだったり全然ブレなかったり、ひたすら不器用だったりやたら楽しそうだったり言い訳不能のド外げ道どうだったりと、それぞれの表現でそれぞれの信念を貫つらぬこうとしているに過ぎないのですから。

　ある意味どいつも頑がん固こ者ものの分からず屋なのかもしれません。その辺あたりをほんのちょっと意識して頂けると、次回の決着に至るまでがすんなり頭に入るのではないでしょうか。




　最後なのでもう開き直りますが、この『エスケヱプ・スピヰド』は男の物語です。男達の信念とか意地とかそういうのの話です。

「男くっせえなこの野郎！」なんてご不満もおありかと思います。仰おつしやりたいことは非常によくわかります（自分自身そう思ってるし）。ですがもうちょっとだけですので、どうか最後までお付き合い下さいませ。

　いや僕も本当は女の子もっと書きたいんですよ？　マジで。自宅ＰＣの中には、あえなくボツになった女の子のあれやこれやが眠ってるなんて噂うわさもありましてよ？　マジでマジで。

　そして、なんだかいつも言ってる気がしますが、担当の荒あら木きさんには毎度毎度ご迷めい惑わくをおかけします。もう少しです！　まだまだお世話になります！

　イラストの吟ぎんさんもいつもありがとうございます。ようやっと鬼き虫ちゆうの全員のビジュアルが揃そろいましたので、作者としては感かん無む量りようの思いです。次回もどうぞよろしくお願い致します！

　最後に、かなりお待たせしてしまった読者の皆様。ツイッターやお手紙などでメッセージを下さる方もいらっしゃって、水や空気と同じくらい大事な何よりの励みになっております。ラストスパートですので、これからも生温かい目で見守って頂けますと幸いです！

　というわけで、『エスケヱプ・スピヰド 六』でした。

　次回で最終巻です。夏に始まって秋を経て、二十年物の冬を越えてこの物語は終わりを迎えます。十月はたそがれの国、キは鬼虫のキ（？）。最後の決着がつく時です。

　あ、それと電撃文庫MAGAZINE Vol.38の方に短編も書いておりますので、よろしければそちらもどうぞ。本編ではできないヘンテコな話に仕上がってます。





　二〇一四年（平成二十六年／昭和八十九年）某ぼう日じつ　九く岡おか望のぞむ
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九く岡おか 望のぞむ

割と昭和生まれ。好きな四字熟語は晴耕雨読（多分に願望込み）。近頃は著者近影とプロフィール文（ここ）が一定でないことに微妙に悩みつつある。何かしらいつでも使えるようなものを用意しとくべきだろうなぁ。
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吟ぎん

今なら言っても許される気がする。数年前に「吟は絶望的に男が描けない」とある人に言われまして、男とはなんぞやと試行錯誤はしていたのですが、その時は自分がこのような男前だらけのシリーズをさせていただくことになろうとは…そしてこんなに楽しいとは。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「九岡 望先生」係

「吟先生」係











本書は書き下ろしです。
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エスケヱプ・スピヰド 六ろく








九く岡おか 望のぞむ
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